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ご注意

保証
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権利の制限
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ドキュ メン トの更新情報

このドキュ メン トのタイ トルページに、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用

ください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passportへの登録とサインインが必要です。 HP Passport IDの取得登録は、次

のWebサイ トから行な う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

または、 HP Passportのログインページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。

詳細は、 HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート

次のHP ソフ ト ウェアのサポート Webサイ ト を参照してください。

http://support.openview.hp.com

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対話型の

技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。HP ソフ ト ウェアサポート Webサイ トのサポート範

囲は、 次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要が

あ り ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport ID を登録するには、

以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

アクセスレベルに関する詳細は、 以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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このガイ ドによう こそ

この 『HP Release Controlユーザーガイ ド』 では、 HP Release Control ソフ ト ウェアの使用

方法と構成方法について説明します。 HP Release Controlは、 リ リースラ イフサイ クルに

おいて、 変更諮問委員会 (CAB) のメンバーと実施チームの意思決定を支援する共通のプ

ラ ッ ト フォームを提供します。 実施時には、 システムの各変更要求を分析し、 リ アルタ

イムの情報の提供やアラート通知を行います。 また、 リ リースラ イフサイ クル全般を通

じて、 コラボレーシ ョ ン、 フ ィードバッ ク、 レビューが可能になり ます。

本章の内容

➤ 「このガイ ドの内容」 （16 ページ）

➤ 「このガイ ドの対象読者」 （17 ページ）

➤ 「HP Release Controlのドキュ メン ト 」 （17 ページ）

➤ 「その他のオンライン リ ソース」 （18 ページ）
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このガイドによう こそ
このガイドの内容

このガイ ドでは、 以下の項目について説明します。

 パート  I はじめに

HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンのさまざまなコンポーネン ト

 パート  II ユーザー設定

現在のHP Release Control ユーザーのユーザープロパティ と分析モジュールの設定の表示

および構成方法

 パート  III 変更の分析

分析モジュールの各タブに表示されるさまざまな変更要求ビューと変更要求情報および

変更要求、 アクシ ョ ンアイテム、 作業のフ ィルター方法

 パート  IV 作業の監視と実施

実施予定の変更要求のステータスを監視するディ レク ターモジュール、 実施する作業を

管理する実施担当者モジュール、 およびこれらのモジュール間の通信方法

 パート  V ダッシュボード

変更要求データを リ アルタイムにグラフ表示する HP Release Control ダッシュボードの使

用方法

 パート  VI 管理

HP Release Controlシステムのさまざまな部分の構成方法

 パート  VII 付録

HP Release Control ログファ イル、データベースの構成と メンテナンス、HP Release Control

ユーティ リ ティ、 変更要求変換プロセスで発生するエラーの処理
16



このガイドによう こそ
このガイドの対象読者

このガイ ドの対象読者は、 変更要求が組織の IT環境に与えるビジネス  インパク ト を評価

したり、 提案された変更を承認 /拒否する、 変更諮問委員会のメンバーなどの変更プロセ

スの関係者と、 変更を実施した り、 実施の進行状況を監視する、 変更実施担当者やNOC

ユーザーです。

HP Release Controlのドキュ メン ト

HP Release Controlには、 次のドキュ メン トが付属しています。

『HP Release Controlデプロイ メン トガイ ド』 では、 HP Release Control のインス トール

およびデプロイ方法について説明しています。 このガイ ドは、以下のフォーマッ トで、以

下の場所に保存されています。

➤ PDFフォーマッ ト 。 HP Release Control DVDの中。

➤ PDFフォーマッ ト 。HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンの [ヘルプ ] > [マニュアル ライ

ブラリ ] を選択。

『HP Release Controlユーザーガイ ド』 では、 HP Release Control アプ リ ケーシ ョ ンの使

用および構成方法について説明しています。 このガイ ドは、 以下のフォーマッ トで、 以

下の場所に保存されています。

➤ PDFフォーマッ ト 。 HP Release Control DVDの中。

➤ PDFフォーマッ トおよびオンラインHTMLヘルプフォーマッ ト。HP Release Controlアプ

リ ケーシ ョ ンの [ヘルプ ] > [マニュアル ライブラリ ] を選択。

➤ HTMLヘルプフォーマッ ト。 HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンの個別のウ ィンド ウ

から、 ウ ィンド ウ内をク リ ッ ク して F1 を押すか、 メニューからヘルプを選択。

『HP Release Control API Reference』 では、 HP Release ControlのAPIの使用方法につい

て説明しています。 『API Reference』 は、 CHMフォーマッ トが HP Release Control DVDの

中か、または [HP Release Control アプリ ケーシ ョ ン ] から  [ヘルプ ] > [マニュアル ライブ

ラリ ] を選択するこ とで参照できます。
17



このガイドによう こそ
HP Release Controlの 『はじめにお読みく ださい』 には、 製品の現行バージ ョ ンの最新情

報と、 既知の問題、 制限について包括的な情報が記載されています。 『はじめにお読みく

ださい』 は、 HP Release Control DVDから HTML フォーマッ トで、 または [ヘルプ ] > [マ

ニュアル ライブラリ ] を選択してHP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンから参照できます。

注意 ： PDF フォーマッ トのドキュ メン トの表示と印刷には、 Adobe Reader を使用します。

Adobe ReaderはAdobeのWebサイ ト  (http://www.adobe.com) からダウンロード できます。

その他のオンラインリソース

[HP ソフ トウェア サポート ] から、 HP ソフ ト ウェアサポートのWebサイ トにアクセスで

きます。 このサイ トで、 セルフソルブナレッジベースを参照できます。 また、 ユーザー

ディ スカッシ ョ ンフォーラムへの投稿と検索、 サポート リ クエス トの送信、 パッチや更

新されたドキュ メ ン トのダウンロードなども行えます。 [ ヘルプ ] > [HP ソフ トウェアサ

ポート ] を選択して ください。 このWebサイ トのURLは、 http://support.openview.hp.com

です。

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP Passport ユーザーと してご登録の上、 ログイン

していただく必要があ り ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必

要です。

アクセスレベルに関する詳細は、 以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Passport IDを登録するには、 以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

[HP ソフ トウェア Web サイ ト ] から、 HP ソフ ト ウェアのWebサイ トにアクセスできま

す。 このサイ トで、 HP ソフ ト ウェア製品の最新情報を入手できます。 新しいソフ ト ウェ

ア リ ソース、 セ ミナー、 展示会、 カスタマーサポート などの情報が掲載されています。

[ヘルプ ] > [HP ソフ トウェア Web サイ ト ] を選択してください。 このWebサイ トのURL

は、 www.hp.com/go/softwareです。
18
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第 1 章
HP Release Controlの紹介

本章の内容

概念

➤ 「HP Release Controlの概要」 （21 ページ）

リファレンス

➤ 「HP Release Controlへのアクセス」 （23 ページ）

概念

HP Release Controlの概要

一般的な リ リースライフサイクルでは、システムにおける変更は、承認、実施、 レビュー

の各フェーズを進んでいきます。 このよ う なフェーズは、 それぞれがHP Release Control

によってサポート されています。

承認

承認フェーズでは、 分析モジュールを使ってシステムで発生する変更要求の詳細な分析

を行います。 変更諮問委員会 (CAB) のメンバーは、 変更が及ぼす潜在的インパク ト、 実

施に伴い起こ り う る リ スクなどの情報を表示できます。 CABは、 この情報を使用するこ

とによ り、 計画された変更の承認に関して、 十分な情報に基づいて正確な意思決定を行

います。

また、CAB メ ンバーはコラボレーシ ョ ン機能を使用して、計画された変更のフ ィードバッ

ク、 変更要求の承認 /拒否、 または承認の撤回を実行できます。
21



第 1 章 「HP Release Controlの紹介」
実施

実施時には、 ディ レクターモジュールと実施担当者モジュールによ り、 変更作業に関す

る リ アルタイム情報が提供されます。 実施担当者と リ リースチームは、 24時間のタイム

ラインビューで、 すべての変更作業のステータスを監視できます。 また、 スケジュール、

衝突、遅延などで発生した問題についてアラート を受信し、承認フェーズの分析モジュー

ルで作成された実施ガイ ド ラインを適用します。

レビュー

実施が完了する と、 レビュー担当者は、 実施後レビュー (PIR) 機能を使用して、 実施済

みの変更に関する結論を提示します。 レビュー担当者は、 実施フェーズで収集された情

報に基づいて、 変更が全体的に成功したか、 関係者がどの程度の満足度を得たのかに関

するフ ィードバッ クを行います。

管理

IT マネージャーは、 リ リースライフサイ クル全体を通して、 HP Release Control ダッシュ

ボードモジュールで変更要求および作業データを リ アルタイムにグラフ表示します。 ま

た、 HP Release Control管理者は、 管理モジュールを使用して、 HP Release Control のプロ

パティを構成し、 システムで管理タスクを実行します。
22



第 1 章 「HP Release Controlの紹介」
リファレンス

HP Release Controlへのアクセス

HP Release Controlにアクセスするには、HP Release Controlサーバーにネッ ト ワーク  ( イン

ト ラネッ ト またはインターネッ ト ) 接続されたコンピューターのWebブラウザーを使用し

ます。 Web ブラウザーの要件の詳細は、 『HP Release Controlデプロ イ メ ン ト ガイ ド』 の

「サーバーシステム要件」 を参照して ください。

HP Release ControlのログインページにアクセスしてHP Release Controlにログイン

するには ：

 1 Webブラウザーで、 URL と して http://<サーバー名>:<Tomcatサーバーのポート >/ccm

(ID管理システムを使用していない場合 ) またはhttp://<サーバー名>/ccm (ID管理シス

テムを使用している場合 ) と入力します。 サーバー名はHP Release Controlサーバーの

名前または IPアドレスです。

 2 管理者が定義し割り当てたユーザーのログインパラ メーター (ユーザー名とパスワー

ド ) を入力し、 [ ログイン ] をク リ ッ ク します。 ログインする と、 画面の右上隅にユー

ザー名が表示されます。 新規インス トールでは、 admin というユーザーがadmin とい

うパスワードで作成されるので、これをシステムへの最初のアクセスに使用できます。

 3 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524ページ） の説明に従って、ユーザー認証

モードを構成します。

HP Release Controlからログアウトするには ：

セッシ ョ ンが完了したら、 画面の右上隅にある  [ログアウト ] をク リ ッ ク します。
23
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第 2 章
ユーザープリファレンス

本章の内容

概念

➤ 「ユーザー プリ ファレンスの概要」 （27 ページ）

リファレンス

➤ 「ユーザープリ ファレンスのユーザーインタフェース」 （28 ページ）

概念

ユーザー プリファレンスの概要

HP Release Controlでは、 HP Release Controlの現在のユーザーのユーザープロパティの表

示と構成、 現在のユーザーに関連付けるビジネス CIの選択、 分析モジュール設定の構成

を行う こ とができます。

ユーザー設定の構成に関する詳細は、 「ユーザーの構成」 （599ページ） を参照し てく だ

さ い。
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第 2 章 「ユーザープリファレンス」
リファレンス

ユーザープリファレンスのユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[ビジネス  CI] ウ ィンド ウ」 （28ページ）

 ➤ 「[詳細 ] ウ ィンド ウ」 （30ページ）

 ➤ 「[グ リ ッ ド表示 ] ウ ィンド ウ」 （31ページ）

 ➤ 「[ ク イ ッ ク  フ ィルター表示 ] ウ ィンド ウ」 （33ページ）

 ➤ 「[ユーザー ワークスペース ] ウ ィンド ウ」 （34ページ）

[ビジネス CI] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 ビジネス CIを現在のユーザーに関連付けるこ とができます。

ビジネス CIをユーザーに関連付ける と、 そのユーザーは、 そのビジネス CIに影響を与え

る変更がスケジュールされた時点で通知を受け取り ます。 ビジネス CI とユーザーの最初

の関連付けは管理者が行いますが、 現在のユーザーとの関連付けや関連付けの削除は

ユーザーが実行できます。

ユーザーの基本情報や関連付けするビジネス CI などを設定して、 新規ユーザーを定義す

る方法の詳細は、 「ユーザーの構成」 （599ページ） を参照してください。

アクセス方法 [プリファレンス] > [ユーザー プリファレンス] > [ビジネス CI] を選

択します。
28



第 2 章 「ユーザープリファレンス」
ユーザー インタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 角かっこで

囲まれています )。

UIの要素 説明

廃止の表示 /非表示。 廃止CIの非表示と表示を切り替えます。

検索。 特定のビジネス CIを検索するには、 名前または名前の一部を

検索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に

含むビジネス CIがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

選択したビジネスCIを  [利用できるビジネス CI] リ ス トから  [自分の

ビジネス CI] リ ス トに移動します。 ビジネス CIは、 現在のユーザー

に関連付けられます。

選択したビジネスCIを  [自分のビジネス CI] リ ス トから  [利用できる

ビジネス CI] リ ス トに移動します。 ビジネス CI と現在のユーザーの

関連付けは解除されます。

注： ビジネス CI と現在のユーザーの関連付けを削除できるのは、管

理者がビジネス CI の強制機能を使ってビジネス CI のデータ表示を

ユーザーに要求していない場合のみです。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

利用できるビジネスCI 現在のユーザーに関連付けられていないビジネス CIです。

自分のビジネスCI 現在のユーザーに関連付けられているビジネス CIです。
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[詳細 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 管理者によって構成された HP Release Controlの現在のユーザーの

プロパティを表示および変更します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [プリ ファ レンス ] > [ユーザー プリ ファ レンス ] > [詳細 ] を選択し

ます。

重要な情報 ID管理またはLDAPモードで作業している場合は、 ユーザーのパス

ワードを変更できません。

関連項目 ➤ 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524ページ）

➤ 「ユーザーの構成」 （599ページ）

UIの要素 説明

パスワード ユーザーのパスワードを変更するには、 新しいパスワードを入力し

ます。 これは、 ユーザーがHP Release Controlにログインするための

パスワードです。

注 ： ID管理またはLDAPモードで作業している場合は、 ユーザーの

パスワードを変更できません。

パスワードの再入力 [パスワード ] ボッ クスに入力したパスワードを確認するため、パス

ワードを再入力します。

注 ： ID管理またはLDAPモードで作業している場合は、 ユーザーの

パスワードを変更できません。
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[グリ ッ ド表示 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Control でデータを表示する変更要求フ ィールドを指定

します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

アクセス方法 [ プリファレンス ] > [ユーザー プリファレンス ] > [分析 ] > [グリ ッ

ド表示 ] を選択します。

重要な情報 ➤ HP Release Controlでのデータ表示に使用する変更要求フ ィール

ドは、 管理者モジュールで定義されています。 詳細については、

「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」 （353ページ） を参照して ください。

➤ [グ リ ッ ド表示] ウ ィ ンド ウで定義されたユーザー固有の構成は、

管理者モジュールの現在の構成よ り も優先されます。この定義の

適用対象は、ユーザーが変更要求フ ィールドの構成に使用したコ

ンピューターに限定されます。

関連項目 「[変更要求] - 一覧表示」 （118ページ）

UIの要素 説明

デフォルト値に戻す。 管理者モジュールで定義されたデフォルトの

フ ィールドに戻します。

検索。 特定の列を検索するには、 名前または名前の一部を検索ボッ

クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に含む列が

すべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

追加。 選択した列を [利用できる列 ] リ ス トから  [選択した列 ] リ ス

トに移動します。 [変更要求] ウ ィ ンド ウに列が表示されます。

削除。 選択したフ ィールドを  [選択した列] リ ス トから  [利用できる

列 ] リ ス トに移動します。 [変更要求 ] ウ ィンド ウに列が表示されな

くな り ます。
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上矢印と下矢印で [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウに表示される列の順序を

変更します。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

利用できる列 利用できる列のリ ス ト 。

注 ： CTRLキーを使用して複数の列を選択できます。

選択した列 [変更要求] ウ ィ ンド ウに表示されるフ ィールドが示されます。

注 ： CTRLキーを使用して複数の列を選択できます。

UIの要素 説明
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[ クイック  フ ィルター表示 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、分析モジュールの [フ ィルター ] ウ ィンド ウに表示するフ ィールド

を構成します。詳細については、 「[フ ィルター ] ウ ィンド ウ」 （183ページ） を参照してく

ださい。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

アクセス方法 ➤ ユーザープリファレンス ： [ プリファレンス ] > [ユーザー プリ

ファレンス ] > [ クイック  フ ィルター表示] を選択します。

➤ 管理者モジュール： [構成] タブ > [フ ィールド ] を選択します。[利

用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウで [クイック  フ ィルター表示の

管理 ] ボタンをク リ ッ ク し、[ ク イ ッ ク  フ ィルター表示] ダイ

アログ ボッ クスを開きます。

重要な情報 ➤ 変更結果は、 [フ ィルター ] ウ ィンド ウにすぐに反映されます。

➤ デフォルトでは、[フ ィルター] ウ ィンド ウに表示される各フ ィー

ルドは管理者によって定義されています ([ モジュール ] > [管理

者] > [構成] タブ > [統合] > [フ ィールド ] > [利用できるフ ィール

ド ] ウ ィンド ウ  > [ クイック  フ ィルター表示の管理 ] ボタン )。

➤ [ ク イ ッ ク  フ ィルター表示 ] ウ ィンド ウで定義されたユーザー固

有の構成は、管理者がユーザーに対して行った現在の構成よ り優

先します。

関連項目 「[フ ィルター ] ウ ィンド ウ」 （183ページ）

UIの要素 説明

デフォルト値に戻す。 管理者モジュールで定義されたデフォルトの

フ ィールドに戻します。

検索。 特定のフ ィールドを検索するには、 名前または名前の一部を

検索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に

含むフ ィールドがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

選択したフ ィールドを  [利用できるフ ィールド ] リ ス トから  [選択し

たフ ィールド ] リ ス トに移動します。 [ ク イ ッ ク  フ ィルター ] ウ ィン

ド ウにフ ィールドが表示されます。
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[ユーザー ワークスペース ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlの現在のユーザーのユーザープロパティ を設定

します。

選択したフ ィールドを [選択したフ ィールド ] リ ス トから  [利用でき

るフ ィールド ] リ ス トに移動します。 [ ク イ ッ ク  フ ィルター ] ウ ィン

ド ウにフ ィールドが表示されなくな り ます。

上矢印と下矢印で、[ ク イ ッ ク  フ ィルター ] ウ ィンド ウに表示される

フ ィールドの順序を変更できます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

利用できるフ ィールド 利用できるク イ ッ クフ ィルターフ ィールドのリ ス ト 。

注 ： CTRLキー使用して複数のフ ィールドを選択できます。

選択したフ ィールド [ ク イ ッ ク  フ ィルター ] ウ ィ ン ド ウに表示されるフ ィールドが示さ

れます。

注 ： CTRLキーを使用して複数のフ ィールドを選択できます。

アクセス方法 [プリファレンス ] > [ユーザー プリファレンス ] > [ユーザー ワーク

スペース ] を選択します。

重要な情報 ID管理またはLDAPモードで作業している場合は、 ユーザーのパス

ワードを変更できません。

関連項目 ➤ 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524ページ）

➤ 「ユーザーの構成」 （599ページ）

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

UIの要素 説明

<左ウィンドウの

ユーザープリファレンス

ツリー > 

選択したオプシ ョ ンが右ウ ィンド ウに表示されます。 以下は、 記号

やアイコンの説明です。

➤ 選択したオプシ ョ ンが変更される と、ツ リーで選択したオプシ ョ

ンの右側にアスタ リ スク  (*) が表示されます。

➤ 無効なアクシ ョ ンが実行された場合、ツ リーで選択したオプシ ョ

ンの左側のアイコンに が表示されます。

次に、 無効なアクシ ョ ンの例を示します。

➤ [詳細 ] ウ ィンド ウの [パスワード ] ボッ クスが空である

➤ [ ク イ ッ ク  フ ィルター表示 ] ウ ィ ンド ウの [選択したフ ィールド ]

リ ス トでフ ィールドが選択されていない

このよ う な場合、 該当するボッ クスが赤い枠で囲まれ、 無効なアク

シ ョ ンが実行されたこ とが示されます。 また、 赤い枠にポインター

を置く と、 無効なアクシ ョ ンの説明が表示されます。
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言語設定の自動検出 このオプシ ョ ンは、 コンピューターに設定したデフォル ト言語を

HP Release Controlでも使用する場合に選択します。

他の言語を使用するには、 [言語設定の自動検出 ] オプシ ョ ンを解除

し、 必要な言語を選択して ください。 選択した言語がサポート され

ていない場合、 HP Release Controlではデフォルトの言語 ([モジュー

ル ] > [管理者] > [構成 ] > [統合 ] > [サーバー] の [システム言語 ]) が

使用されます。

デフォルト ： オン

タイムゾーン設定の

自動検出

このオプシ ョ ンは、 HP Release Controlサーバーに設定されたデフォ

ルトのタイムゾーンをHP Release Controlでも使用する場合に選択し

ます。

他のタイムゾーンを使用するには、 [ タイム ゾーン設定の自動検出 ]

オプシ ョ ンを解除し、[ タイム ゾーン ] リ ス トから必要なタイムゾー

ンを選択して ください。

注 ： [ ク ライアン ト  タ イム ゾーンの強制 ] チェ ッ クボッ ク ス  ([ モ

ジュール] >[ 管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サーバー ]ウィ ンド ウ )

がオンになっている場合、 このオプシ ョ ンは無効です。

デフォルト ： オン

UIの要素 説明
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開始ページ 現在のモジ ュールを開始ページ と し て選択し ます。 HP Release

Controlで開くモジュールにアクセスし、 [現在のページを使用 ] をク

リ ッ ク します。

分析モジ ュールを開始ページ と し て選択する場合、 HP Release

Controlで以下の動作も発生します。

➤ 前回表示したビューが開かれます。たとえば、一覧またはカレン

ダー表示があ り ます。 詳細については、 「[変更要求 ] ツールバー

のオプシ ョ ン」 （122ページ） を参照してください。

➤ [変更要求] ウ ィンド ウで前回表示したフ ィルター (保存されてい

ないフ ィルターを含む ) が開きます。

注：前回表示されたフ ィルターが [要求 ID の検索 ] の検索結果で

ある場合、 [任意 ] フ ィルターが表示されます。

ただし、 [デフォルト  フ ィルター名] ボッ クス  ([管理者 ] > [構成 ]

タブ > [サーバー ] を選択) の値が空 ([任意 ] フ ィルター ) でない

場合、[デフォルト  フ ィルター名] ボッ クスに表示されているフ ィ

ルターがHP Release Controlで表示されます。

変更要求のフ ィルターについては、 「変更要求および作業のフ ィ

ルター」 （161ページ） を参照してください。

最終訪問ページ ログアウ トする前に最後に表示されていたモジュールを開きます。

最後に表示されていたのが分析モジュールである場合、 HP Release

Controlで以下の動作も発生します。

➤ 前回表示したビューが開きます。

➤ [変更要求 ] ウ ィンド ウで前回表示されたフ ィルターが開きます。

詳細については、 前の 「開始ページ」 を参照してください。

注 ： デフォルトでは、 HP Release Controlで最後に開いたページが表

示されます。

自分のお気に入り一覧で

アイテムが更新されたと

きに通知

自分のお気に入りの変更要求とアクシ ョ ンアイテムが変更された場

合に、 通知を受け取り ます。

UIの要素 説明
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第 3 章
分析モジュール

本章の内容

概念

➤ 「分析モジュールの概要」 （42 ページ）

➤ 「アクシ ョ ンアイテム」 （42 ページ）

➤ 「インパク ト分析」 （44 ページ）

➤ 「 リ ス ク分析」 （44 ページ）

➤ 「Modeling Studioの統合の概要」 （49 ページ）

➤ 「期間」 （50 ページ）

➤ 「変更要求の衝突」 （52 ページ）

➤ 「類似した変更」 （53 ページ）

➤ 「検出された変更と潜在変更」 （54 ページ）

タスク

➤ 「変更諮問委員会 (CAB) 会議の前に未解決の問題を解決する方法」 （56 ページ）

➤ 「変更プランナーによる変更の再スケジュール方法」 （57 ページ）

➤ 「インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの削除」 （59 ページ）

➤ 「インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの追加」 （62 ページ）

リファレンス

➤ 「分析モジュールのユーザーインタフェース」 （65 ページ）
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概念

分析モジュールの概要

分析モジュールでは、 システムに入力された各変更要求の詳細な分析が表示されます。

変更諮問委員会 (CAB) のメンバーは、 変更が及ぼす潜在的インパク ト、 実施に伴い起こ

り う る リ ス クなどの情報を表示できます。 CABは、 この情報を使用するこ とによ り、 計

画された変更の承認に関して、 豊富な情報に基づいた正確な意思決定を行います。

また、CAB メ ンバーはコラボレーシ ョ ン機能を使用して、計画された変更のフ ィードバッ

ク、 変更要求の承認 /拒否、 または承認の撤回を実行できます。

HP Release Controlによ り、分析モジュールの設定を構成できます。詳細については、「ユー

ザープリ ファレンス」 （27ページ） を参照してください。

アクシ ョ ンアイテム

アクシ ョ ンアイテムとは、 あるユーザーが別のユーザーに特定の変更要求について実行

を依頼できる タス クです。 アクシ ョ ンアイテムが割り当てられるユーザー (HP Release

Control では担当者と呼ばれます ) は、 自分に割り当てられたタスクを実行するか、 アク

シ ョ ンアイテムを作成者に返送するかを選ぶこ とができます。 担当者がタスクの実行を

選択した場合、 タスクが完了してからアクシ ョ ンアイテムの完了を作成者に通知します。

アクシ ョ ンアイテムの作成者はそのアクシ ョ ンアイテムをク ローズするか必要に応じて

再オープンします。

完了するためには他のユーザーの関与が必要になるアクシ ョ ンアイテムを受信した担当

者は、割り当てられたアクシ ョ ンアイテムから 1つまたは複数の導出アクシ ョ ンアイテム

を作成できます。 ただし、 導出アクシ ョ ンアイテムは元のアクシ ョ ンアイテムと直接的

には関連付けられないため、 導出アクシ ョ ンアイテムのステータスが元のアクシ ョ ンア

イテムのステータスに影響するこ とはあ り ません。 元のアクシ ョ ンアイテムの担当者が

作成者にアクシ ョ ンアイテムの完了を通知するまで、 元のアクシ ョ ンアイテムのステー

タスは変更されません。
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特定のアクシ ョ ンアイテムを監視するには、 お気に入り リ ス ト にアクシ ョ ンアイテムを

追加します。 通知登録によって、 アクシ ョ ンアイテムに変更が行われた場合に電子メー

ル通知を受信するよ うにするこ と もできます。 また、 他のユーザーに電子メールでアク

シ ョ ンアイテムを転送し、 アクシ ョ ンアイテムのレビューやコ メン ト を求めるこ と もで

きます。

注 ： 

➤ 1つの変更要求には複数のアクシ ョ ンアイテムを関連付けるこ とができますが、1つの

アクシ ョ ンアイテムと関連付けるこ とのできる変更要求は1つのみです。

➤ デフォルトでは、HP Release Controlによって特定の変更要求のアクシ ョ ンアイテムが

自動作成されます。 詳細については、 「アクシ ョ ンアイテムの自動作成の構成方法」

（303ページ） を参照してください。

分析モジュールでは、 2つの場所でアクシ ョ ンアイテムを表示できます。

➤ [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ。[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウを使用して、シ

ステムのすべてのアクシ ョ ンアイテムや、 特定のフ ィルター基準を満たすアクシ ョ ン

アイテムを表示できます。詳細については、 「[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ」 （66

ページ） を参照して ください。

➤ [コラボレーシ ョ ン ] タブのアクシ ョ ンアイテムビュー。[コラボレーシ ョ ン ] タブでは、

特定の変更要求に関連付けられているアクシ ョ ンアイテムを表示できます。 詳細につ

いては、 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [アクシ ョ ン アイテム ] タブ」 （126ページ） を参照し

て ください。
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インパク ト分析

インパク ト分析では、 CIに対する変更要求の影響を計算します。 CIの詳細と相互の関係

が、 HP Universal CMDB から インポー ト されます。 インパク ト 分析を計算するために

HP Release Controlをセッ ト アップおよび構成する方法については、「[インパク ト分析ルー

ル ] ウ ィンド ウ」 （319ページ） を参照してください。

HP Release Controlの [評価 ] > [ インパク ト ] タブで、 変更要求のインパク ト分析の計算結

果を表示できます。 [評価 ] > [ インパク ト ] タブには、 変更要求の影響を受けるビジネス

CI とシステムCIが表示されます。 これには、影響を受けるビジネス CIまたはシステムCI

についての一般的な情報と、 変更要求のインパク トの重大度インジケーターが含まれま

す。 詳細については、 「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ） を参照して ください。

リスク分析

HP Release Control では、 各変更要求に対し、 以下の式を使用して相対的な リ スク値が計

算されます。

説明 ：

➤ 算出リスクは、 0 ～ 100の範囲の相対的な値です。数値が大きいほど、相対的な リ スク

レベルが大きいこ とを示します。 リ スク値は客観的な全体のリ スクレベルを反映する

ものではあ り ません。 むしろ、 選択した変更要求を他の変更要求と比較した場合の相

対的な リ スクレベルを示しています。

➤ 見込み損害は、 要求された変更を実施した場合に発生し得る見込み損害を示します。

見込み損害は、 0 ～ 10の範囲の重み付けされた値と して計算されます。 数値が大きい

ほど、 損害の度合いが大きいこ とを示します。

➤ 失敗確率は、 変更要求の実施がある程度まで失敗し、 結果的に損害が発生する確率を

示します。 失敗確率は、 0 ～ 10の範囲の重み付けされた値と して計算されます。 数値

が大きいほど、 失敗の確率が高いこ とを示します。

算出リスク  = 見込み損害 x 失敗確率
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見込み損害と失敗確率は、 HP Release Control管理者が構成プロセスで定義した リ スク因

子に基づいて計算されます。

たとえば、 管理者はNew_technology という名前で失敗確率のリ スク因子を定義できま

す。 こ れには、 変更要求に関連するテク ノ ロ ジーが組織で使用さ れた時間が反映さ れ

ます。

管理者は新しい リ ス ク因子の作成時に、 データ ソース  (統合サービスデスクアプ リ ケー

シ ョ ンのフ ィールドなど ) を定義し、 ソースデータを 0 ～ 10の範囲の因子値に変換する

マッピングルールを定義し、 その因子に重みを割り当てます。

また、 管理者はリ スク計算の上書きルールを定義するこ と もできます。 たとえば、 ある

変更要求に関連するテク ノ ロジーが組織にとって初めて使用するものである場合、 実際

のリ スク計算にかかわらず、 リ スクが自動的に100に設定されるこ とを決定できます。

リスク分析の計算例

こ こでは、 変更要求のリ スク値の計算に関するプロセスの詳細な例を挙げます。

HP Release Control管理者は構成プロセスで、 New_technology とい う名前のリ スク因子

を定義します。 これは、 HP Release Controlで処理する各変更要求の失敗確率を測定する

ために使用される因子の一つです。

New_technology リ ス ク因子のデータ  ソースは、 統合サービス  デスク  アプ リ ケーシ ョ

ン内で必要なフ ィールドであ り、 次に示す情報を提供します。 この変更に関するテク ノ

ロジーが組織内で使用されてきた期間 (月数 )。 指定可能な値は、 1 ～ 36です。
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管理者はNew_technology リ ス ク因子に、 ソースデータを 0 ～ 10の範囲の因子値に変換す

る以下のマッピングルールを割り当てます。

たとえば、 このテク ノ ロジーが 18ヶ月前に導入された場合、 New_technology リ ス ク因

子のスコアは5になり ます。

管理者はNew_technology リ スク因子に重み4を割り当てます。

次に、失敗確率を測定するためにさらに3つのリ スク因子を定義します。以下の表に、管

理者が定義する失敗確率のリ スク因子と、 それぞれに割り当てられる重みを示します。

各変更要求の失敗確率を測定するためのリ スク因子を定義した後、 同じプロセスで、 各

変更要求の見込み損害を測定するための別の一連のリ スク因子を定義します。

元のデータ  (範囲 ) 因子スコア

1 ～ 12ヶ月 10

12 ～ 24ヶ月 5

24 ～ 36ヶ月 0

因子名 重み

New_technology 4

QA_approval 8

Affected_CIs 6

Duration_of_change 2

重みの合計 = 20
46



第 3 章 「分析モジュール」
では、こ こで、まったく新しいテク ノ ロジーに関する特定の変更要求がHP Release Control

で処理され、 失敗確率のリ スク因子スコアが以下のよ うになった場合について考えてみ

ます。

HP Release Controlによ り、 各因子の重み付けさ れた値が以下の式を使用し て計算さ れ

ます。

説明 ：

➤ 重みは、 HP Release Controlの構成プロ セスでリ スク 因子に割り 当てら れた重み

です。

➤ 重みの合計は、 リ スク因子に割り当てられた重みの合計です。

➤ スコアは、ソースデータから変換された リ スク因子のスコアです。ソースデータを

スコアに変換するために使用されるマッピングは、HP Release Controlの構成プロセ

スで定義されます。

New_technology リ ス ク因子の値 (重み = 4、 重みの合計 = 20、 因子スコア = 10) をこの式

に代入する と、 重み付けされた値は2になり ます。

因子名 因子スコア

New_technology 10

QA_approval 4

Affected_CIs 2

Duration_of_change 0

重み /重みの合計xスコア = 重み付けされた値

4/20 x 10 =2
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以下のよ うに、 すべての失敗確率のリ スク因子に対して、 重み付けされた値が計算され

ます。

失敗確率スコアは重み付けされたすべての値の合計であ り、 前の表に示すよ うに4.2にな

り ます。

見込み損害スコアは同じ方法 (別に定義された リ スク因子を使用 ) で計算され、 5になり

ます。

元のリ スク分析の式を使用して計算する と、 最終的な リ スクスコアは21になり ます。

この例で示したよ うに、 変更要求の最終的な リ スクスコアには、 この変更要求の失敗確

率と見込み損害の両方に影響するすべてのリ スク因子が組み込まれています。

変更要求のリ スク分析を表示するには、 「[評価 ] > [ リ スク ] タブ」 （90ページ） を参照し

てください。

因子名 因子スコア 重み 重み付けされた値

New_technology 10 4 2

QA_approval 4 8 1.6

Affected_CIs 2 6 0.6

Duration_of_change 0 2 0

重みの

合計 = 20

失敗確率 = 4.2

失敗確率 (4.2) X見込み損害 (5) = 算出リスク  (21)
48



第 3 章 「分析モジュール」
Modeling Studioの統合の概要

注： この機能は、HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.01以降に接続している場合のみ使用で

きます。

インパク ト 分析の計算結果は、[評価 ] > [インパク ト ] タブの [インパク ト を受ける  CI]、

[影響を受ける  CI]、 [影響する  CI] のいずれかのウ ィンド ウに表示される CIに基づいてい

ます。 計算に含まれている必要があるにも関わらず、 [評価 ] > [ インパク ト ] タブに表示

されないCIや、 [ インパク ト ] タブに表示されているが計算に含まれてはいけないはずの

CIがある場合、 インパク ト分析の計算結果は不正確です。 インパク ト分析の構成方法の

詳細は、 「[ インパク ト分析ルール ] ウ ィンド ウ」 （319ページ） を参照して ください。

Modeling Studioの関連するビジネス CIモデルをHP Universal CMDBで変更するこ とで、変

更要求のインパク ト分析の計算結果をHP Release Controlから直接変更できます。

たとえば、 [ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウにあるホス トが表示されていても、 実際

にはモデルに存在しな くなった場合、この変更によってHP Universal CMDBが更新されて

いないため、 インパク ト結果にはこのホス トが含まれます。 このため、 インパク ト分析

の結果は不正確です。 詳細については、 「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ） を参

照して ください。
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更新された結果の表示

必要な変更によってHP Universal CMDBが更新される と、インパク ト分析の計算結果が更

新されます。 [評価 ] > [ インパク ト ] タブの [ インパク ト を受ける  CI] ウ ィ ン ド ウには、

HP Release Controlが次にインパク ト計算を実行するまで、 更新された結果が表示されま

せん。 更新された結果を表示するには、 変更プランナーでシ ミ ュレーシ ョ ンを実行し、

[Change Planner details(変更プランナーの詳細 )] ウ ィ ンド ウでシ ミ ュレーシ ョ ン結果を表

示します。詳細については、 「[変更プランナー ] ダイアログボッ クス」 （102ページ） を参

照してください。

期間

期間によって、 変更を実施できる と き と実施できないと きが定義されます。 期間には以

下のタイプがあ り ます。

➤ 変更対象期間。 要求を実施できる期間です。

➤ ブラックアウト。 要求を実施できない期間です。

➤ 変更対象外。 休日など、 要求の実施に直接影響しない外部イベン ト を示す期間。

たとえば、 企業のサービスレベル契約を確実に達成するために、 変更対象期間を定義し

て、企業のWebサイ トの変更を 12:00 AM ～ 6:00 AM または6:00 PM ～ 12:00 AMにのみ行

えるよ うにするこ とができます。 推奨される期間の定義方法の詳細は、「期間の定義方法」

（581ページ） を参照してください。
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この場合、 普通とみなされる要求は、 変更対象期間内に完全に実施する必要があ り ます。

要求の一部が変更対象期間外に実施された場合、 要求全体に期間の競合が生じたとみな

されます。期間の競合の表示に関する詳細は、 「[評価 ] > [期間の競合 ] タブ」 （97ページ）

を参照して ください。

また、ブラックアウト期間を定義して、Webサイ トの変更を月曜日の12:00 PM ～ 6:00 PM

に行えないよ うにするこ と もできます。 

この場合、 普通とみなされる要求は、 ブラ ッ クアウト期間外に完全に実施する必要があ

り ます。 要求の一部がブラ ッ クアウト期間内に実施された場合、 要求全体に期間の競合

が生じたとみなされます。

期間の構成方法の詳細は、 「[期間 ] タブ」 （583ページ） を参照して ください。
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変更要求の衝突

HP Release Control では、 同一期間または隣接する期間に実施されるよ うにスケジュール

され、 変更要求の衝突を引き起こす、 共通の重要要素が関連する変更要求が自動的に識

別されます。

注 ： この章で取り上げるすべての変更要求は、 アクシ ョ ンアイテムに関連付けられてい

る変更要求にも関連しています。

変更要求は、 次の場合に衝突と して定義されます。

➤ 構成アイテム (CI) またはビジネスCIが、同一期間または隣接する期間で複数の変更に

関係する。

➤ 同じ実施担当者が、 同一期間または隣接する期間で複数の変更の実施を担当する。

➤ 指定したフ ィールドの値が、同一期間または隣接する期間の複数の変更で同じである。

衝突の重大度は、 衝突の原因、 および変更要求の互いの類似性の観点から測定されます。

この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「衝突の近接レベル」 （52ページ）

➤ 「衝突の原因」 （53ページ）

➤ 「衝突の重大度」 （53ページ）

衝突の近接レベル

2つの変更要求の近接レベルは、 [重複 ] または [重複の警告 ] と して定義できます。 詳細

については、 「衝突の近接レベルの構成」 （291ページ） を参照してください。
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衝突の原因

変更要求の衝突の原因の詳細は、「衝突の原因の構成」 （293ページ） を参照してください。

衝突の重大度

HP Release Controlでの衝突の重大度の決定方法の詳細は、 「衝突の重大度レベルの構成」

（294ページ） を参照してください。

重大度レベルの定義を変更するには、 change-flow.settings と い う 構成フ ァ イル

(<HP Release Control インストールディ レク ト リ >\conf\) を使用します。 詳細について

は、 「[衝突 ] ウ ィンド ウ」 （311ページ） を参照してください。

衝突の詳細の表示に関する詳細は、 「[評価 ] > [衝突 ] タブ」 （83ページ） を参照してくだ

さい。

類似した変更

HP Release Controlは、 すべての変更要求に共通の要素を自動的に識別および比較し、 提

案された変更要求との類似性が検出された変更の一覧を生成します。

提案された変更をこの類似する変更の一覧と比較するこ とで、 履歴データから変更の特

徴を把握し、 結果をよ り正確に予測できます。

この機能は、 HP Labs が開発した適合アルゴ リ ズムに基づいています。 類似性テ ィー

チャーの役割を持つユーザーは、 類似した変更を追加、 削除、 確認するこ とで、 このア

ルゴ リズムを調整できます。

つま り、類似性ティーチャーは類似性アルゴ リズムを調整するこ とによって、 HP Release

Controlが変更要求の類似性を計算する方法を変更し、 さ らに有用性の高い結果を取得で

きるよ うにします。

類似した変更の詳細は、「[評価 ] > [類似した変更 ] タブ」（93ページ）を参照してください。
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検出された変更と潜在変更

デフォルトでは、 HP Release Controlには環境内での実施がスケジュール済みの変更がす

べて含まれています。 ただし、 ユーザー環境で実際に実施された変更を定期的に検索し、

変更に関するデータを HP Release Control に送信するよ うにHP Universal CMDB を構成す

るこ とができます。 詳細については、 「潜在変更と検出変更の構成」 （372ページ） を参照

してください。

注 ： この機能は、 HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンによっては使用できない場合があ

り ます。 詳細については、 HP Release Control管理者にお問い合わせください。

この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「スケジュールされた変更と検出された変更の把握」 （54ページ）

➤ 「検出された変更の表示」 （55ページ）

➤ 「潜在変更の表示」 （55ページ）

スケジュールされた変更と検出された変更の把握

HP Release Controlでは、 2つのタイプの変更のデータを表示できます。

➤ 検出された変更。HP Universal CMDBによってユーザー環境内で検出された、実際に完

了した変更です。

➤ スケジュールされた変更。 HP Release Control内にあ り、 環境内での実施がスケジュー

ルされているすべての変更です。

HP Release Controlは、 特定の条件に基づいて検出された変更とスケジュールされた変更

をすべて照合します。 変更の照合状況によって、 検出された各変更は検出された変更ま

たは潜在変更のいずれかに分類されます。
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検出された変更の表示

検出された変更がス ケジ ュールされた変更がすべての照合条件で一致し た場合、

HP Release Controlは、 この変更を検出された変更とみなします。 検出された変更の表示

方法の詳細は、 「[レビュー ] > [確認 ] タブ」 （158ページ） を参照してください。

潜在変更の表示

検出された変更がスケジュールされた変更と一致しない場合や、 一部の照合条件のみが

一致した場合、 HP Release Controlはこれを潜在変更とみなします。

潜在変更は、 [変更要求 ] の一覧表示に別個の変更と して、 その他のすべての変更要求と

一緒に表示されます。 潜在変更は、 一覧表示の [サマリ ] 列で [潜在 ] アイコンと  [潜在変

更 ] という ラベルで示されます。検出された変更の表示方法の詳細は、 「[レビュー ] > [確

認 ] タブ」 （158ページ） を参照して ください。

潜在変更機能には、他の使用方法もあ り ます。 こ こでは、潜在変更機能が完全にアクティ

ブであるこ とを前提にしています。 潜在変更のさまざまなモードの詳細は、 「[潜在変更 ]

ウ ィンド ウ」 （418ページ） を参照してください。
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タスク

変更諮問委員会 (CAB) 会議の前に未解決の問題を解決する方法

こ こでは、 次回のCAB会議で取り上げる変更について、 関連の変更要求に衝突がないか

ど うかを識別する方法を説明します。 さ らに、 CAB会議ではオフラインで解決できない

問題のみに集中できるよ うに、 会議の前に問題を解決する方法を紹介します。

 1 CAB会議で取り上げる変更要求の表示

会社の変更マネージャーは、 [モジュール] > [分析] > [変更要求] をク リ ッ ク し、 [フ ィル

ターの選択] をク リ ッ ク します。 [Next CAB] フ ィルターを選択して、 次回のCAB

会議で取り上げる予定の変更要求を表示します。

変更要求のフ ィルターの詳細は、 「[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアロ

グ ボッ クス」 （165ページ） を参照して ください。

 2 衝突の重大度別の変更要求のソート

[変更要求 ] ウ ィンド ウで、 [衝突の重大度 ] 列の見出しをク リ ッ ク し、 変更要求を重大

度でソート します。 一覧の上部に衝突する変更要求が表示され、 重大度が最も高いも

のが最初に示されます。

変更要求の衝突の詳細は、 「変更要求の衝突」 （52ページ） を参照してください。
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 3 アクシ ョ ンアイテムの作成

衝突する各変更に対してアクシ ョ ンアイテムを作成し、次回のCAB会議までに衝突を

解決するよ うに依頼します。

[変更要求 ] ウ ィンド ウで新しいアクシ ョ ンアイテムを作成する変更要求を選択し、[ コ

ラボレーシ ョ ン ] > [ アクシ ョ ン アイテム ] タブをク リ ッ ク します。 次に、 [新規アク

シ ョ ン アイテム ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ン アイテムの追加 ] ダイアログ

ボッ クスを開き、 アクシ ョ ンアイテムを関連するユーザーに割り当てます。

アクシ ョ ンアイテムの作成方法の詳細は、「[アクシ ョ ン アイテムの追加 ]/[アクシ ョ ン

アイテムの編集 ] ダイアログボッ クス」 （73ページ） を参照してください。

変更プランナーによる変更の再スケジュール方法

 1 変更プランナーでの新規スケジュールの選択

[モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択し、 [選択した変更の計画] ボタンをク リ ッ

ク して変更プランナーを開きます。 [ スケジューリ ング ] ウ ィンド ウで [計画開始日時 ]

および [計画終了日時 ] ボッ クスのカレンダーを使用して、新しいスケジュールを設定

します。 詳細については、 「[ スケジューリ ング ] ウ ィ ンド ウ」 （104ページ） を参照し

て ください。

 2 変更プランナーでのシミ ュレーシ ョ ンの実行

変更プランナーで [シミ ュレーシ ョ ンの実行 ] ボタンをク リ ッ ク し、シ ミ ュレーシ ョ ン

を実行します。

 3 サマリ情報の表示

変更プランナーで [プレビュー ] タブをク リ ッ ク し、 以下を表示します。

➤ 変更の現在の計画日時とシ ミ ュレート された日時

➤ 現在の分析結果とシ ミ ュレート された分析結果のサマリ [プレビュー ] タブの詳細

は、 「[プレビュー ] タブ」 （109ページ） を参照してください。
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 4 シミ ュレーシ ョ ンのインパク ト分析の表示

変更プランナーで [インパク ト ] タブをク リ ッ ク し、シ ミ ュレーシ ョ ンのインパク ト分

析を表示します。 インパク ト分析結果の表示とフ ィルターオプシ ョ ンの詳細は、 「[ イ

ンパク ト ] タブ」 （110ページ） を参照してください。

 5 シミ ュレーシ ョ ンの衝突分析の表示

変更プランナーで [衝突 ] タブをク リ ッ ク し、シ ミ ュレーシ ョ ンの衝突分析を表示しま

す。 衝突分析結果の表示とフ ィルターオプシ ョ ンの詳細は、 「[衝突 ] タブ」 （110ペー

ジ） を参照してください。

 6 シミ ュレーシ ョ ンの期間の競合分析の表示

変更プランナーで [期間の競合 ] タブをク リ ッ ク し、シ ミ ュレーシ ョ ンの期間の競合分

析を表示します。 期間の競合分析結果の表示とフ ィルターオプシ ョ ンの詳細は、 「[期

間の競合 ] タブ」 （112ページ） を参照してください。

 7 シミ ュレーシ ョ ンのリスク分析の表示

変更プランナーで [ リスク ] タブをク リ ッ ク し、シ ミ ュレーシ ョ ンの リ スク分析を表示

します。 リ ス ク分析結果の表示に関する詳細は、 「[ リ ス ク ] タブ」 （113ページ） を参

照してください。

 8 更新されたスケジュールの保存

更新したスケジュールをサービスデスクに保存します。 詳細については、 「[変更プラ

ンナー ] ダイアログボッ クス」 （102ページ） を参照してください。
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インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの削除 

こ こでは、 Modeling Studioの関連するビジネス CIモデルを HP Universal CMDB で削除す

るこ とで、 変更要求のインパク ト分析の計算結果を HP Release Controlから直接変更する

方法について説明します。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「インパク ト分析の計算結果のレビュー」 （59ページ）

➤ 「[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウでのTestBusiness CIの削除」 （60ページ）

➤ 「シ ミ ュレーシ ョ ン結果の表示」 （61ページ）

 1 インパク ト分析の計算結果のレビュー

あるユーザーが、 変更諮問委員会のメンバーと して、 新しいWeb メールサーバーの導

入に関するインパク ト分析の計算結果のレビューを担当している と します。

[変更要求] ウィ ンド ウで、 必要な変更要求を選択します。 次に、 [選択した変更の計画]

ボタンをク リ ッ ク し、 変更プランナーを開きます。 [ インパク ト ] タブをク リ ッ ク し、

変更要求のインパク ト分析の計算結果をレビューします。 インパク ト分析結果の表示

に関する詳細は、 「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ） を参照してください。

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウにTestBusiness という CIが表示され、 モデルに

TestBusiness CIがも う存在しないこ とを思い出しました。 TestBusiness CIは [ イン

パク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウにまだ表示されており、HP Universal CMDBがこの変更

によって更新されていないため、 このCIがインパク ト結果に含まれています。

このため、 インパク ト分析の結果は不正確です。
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[インパク ト を受ける CI] ウィンドウの不要なCIの例 ：

インパク ト分析で正確な結果を得るため、 TestBusiness CI を [ インパク ト を受ける

CI] ウ ィンド ウから削除し、 インパク ト分析結果の計算から除外する必要があ り ます。

 2 [インパク ト を受ける CI] ウィンドウでのTestBusiness CIの削除

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウでTestBusiness CIを選択し、 [モデルの更新 ] を

ク リ ッ ク して、 HP Universal CMDBでModeling Studio を開きます。 [Editor] ウ ィンド ウ

に、 選択したモデルのビジネス CIが表示されます。 TestBusiness CIがインパク ト を

受ける CI と し て [ イ ンパク ト を受ける  CI] ウ ィ ン ド ウに表示されないよ う に、

TestBusiness CIに影響を受ける CIを削除します。この場合は10.10.10.10 という CIで

す。[モデルの更新] ボタンの詳細は、「モデルの更新。」（79ページ）を参照してください。
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モデルから CIを削除する方法の例 ：

Modeling Studio で 10.10.10.10 CI を選択し、 [Remove Selected CIs from the Model]

ボタンをク リ ッ ク します。 次に、 行った変更を保存するため、 Modeling Studio ツール

バーの [保存 ] ボタンをク リ ッ ク します。

 3 シミ ュレーシ ョ ン結果の表示

変更プランナーで [ シミ ュレーシ ョ ンの実行 ]  ボタンをク リ ッ ク し、 変更プランナー

のシ ミ ュレーシ ョ ンを実行します。 変更プランナーの詳細は、 「[変更プランナー ] ダ

イアログボッ クス」 （102ページ） を参照してください。

[インパク ト を受ける CI] ウィンドウで削除したTestBusiness CIの表示の例 ：

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウから TestBusiness CIが削除され、 インパク ト分

析の計算結果に含まれなくな り ました。
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インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの追加 

こ こでは、 Modeling Studioから目的のビジネス CI モデルの追加を HP Universal CMDB で

行う こ とで、 変更要求のインパク ト分析の計算結果を HP Release Controlから直接変更す

る方法について説明します。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「インパク ト分析の計算結果のレビュー」 （62ページ）

➤ 「[影響する  CI] ウ ィンド ウへのCriticality_App CIの追加」 （63ページ）

➤ 「シ ミ ュレーシ ョ ン結果の表示」 （64ページ）

 1 インパク ト分析の計算結果のレビュー

あるユーザーが、 変更諮問委員会のメンバーと して、 新しいWeb メールサーバーの導

入に関するインパク ト分析の計算結果のレビューを担当している と します。

[変更要求] ウィ ンド ウで、 必要な変更要求を選択します。 次に、 [選択した変更の計画]

ボタンをク リ ッ ク し、 変更プランナーを開きます。 [ インパク ト ] タブをク リ ッ ク し、

変更要求のインパク ト分析の計算結果をレビューします。[ インパク ト ] タブの詳細は、

「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ） を参照して ください。

[インパク ト を受ける  CI] タブに表示されているTestBusiness CIがCriticality_App と

い う 別のCI に影響する こ と に気付き ま し たが、 [ 影響する  CI] ウ ィ ン ド ウには

Criticality_App CIが表示されていません。 HP Universal CMDBがこの変更によって更

新されていないため、 Criticality_App CIはインパク ト結果に含まれていません。

このため、 インパク ト分析の結果は不正確です。
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[インパク ト を受ける CI] タブにないCIの例 ：

インパク ト分析で正確な結果を得るため、 Criticality_App CI を [影響する CI] ウ ィン

ド ウに追加し、 結果に含める必要があ り ます。

 2 [影響する CI] ウィンドウへのCriticality_App CIの追加

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウでTestBusiness CIを選択し、 [モデルに CI を追

加 ]  ボタ ンを ク リ ッ ク して、 HP Universal CMDB でModeling Studio を開き ます。 CI

SelectorにTestBusiness CIが表示されます。 Criticality_App CI をモデルに追加しま

す。 [モデルに CI を追加 ] ボタンの詳細は、 「モデルにCIを追加。」 （78ページ） を参照

して ください。

注 ： HP Universal CMDB 9.0 を使用し ている場合、 HP Release Control サーバーと

HP Universal CMDBサーバーが同じ ド メ インにないと、 CI Selectorは機能しません。
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モデルにCIを追加する方法の例 ：

Modeling Studio で、 [Open]  ボタンの横にある ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク して、

[Open Model] を選択し ます。 [Open Model] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

Criticality_App CI を選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 Criticality_App CI が

TestBusiness CIの上に表示され、 TestBusiness CIがCriticality_App CIに影響する

こ とが示されます。 次に、 変更内容を保存するため、 Modeling Studio ツールバーの

[Save] ボタンをク リ ッ ク します。

 3 シミ ュレーシ ョ ン結果の表示

変更プランナーで [ シミ ュレーシ ョ ンの実行 ]  ボタンをク リ ッ ク し、 変更プランナー

のシ ミ ュレーシ ョ ンを実行します。 変更プランナーの詳細は、 「[変更プランナー ] ダ

イアログボッ クス」 （102ページ） を参照してください。

[影響する CI] ウィンドウに追加されたCriticality_App CIの表示の例 ：

Criticality_App CI が [ 影響する  CI] ウ ィ ン ド ウに追加され、 TestBusiness CI が

Criticality_App CIに影響するこ とが示されます。
64



第 3 章 「分析モジュール」
リファレンス

分析モジュールのユーザーインタフェース

こ こでは、 以下について説明します。

 ➤ 「[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ」 （66ページ）

 ➤ 「[類似性セッ トに変更要求を追加 ] ダイアログボッ クス」 （72ページ）

 ➤ 「[アクシ ョ ン アイテムの追加]/[アクシ ョ ン アイテムの編集] ダイアログボッ ク

ス」 （73ページ）

 ➤ 「[変更要求の承認 ]/[変更承認の撤回 ] ダイアログボッ クス」 （75ページ）

 ➤ 「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ）

 ➤ 「[評価 ] > [衝突 ] タブ」 （83ページ）

 ➤ 「[評価 ] > [ リ ス ク ] タブ」 （90ページ）

 ➤ 「[評価 ] > [類似した変更 ] タブ」 （93ページ）

 ➤ 「[評価 ] > [期間の競合 ] タブ」 （97ページ）

 ➤ 「[変更プランナー ] ダイアログボッ クス」 （102ページ）

 ➤ 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ）

 ➤ 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ）

 ➤ 「[変更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン」 （122ページ）

 ➤ 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [アクシ ョ ン アイテム ] タブ」 （126ページ）

 ➤ 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [ディ スカッシ ョ ン ] タブ」 （127ページ）

 ➤ 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タブ」 （130ページ）

 ➤ 「[ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウ」 （134ページ）

 ➤ 「[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボッ クス」 （136ページ）

 ➤ 「[新規ディ スカッシ ョ ン スレッ ド ] ダイアログボッ クス」 （138ページ）

 ➤ 「[実施後レビュー ] ダイアログボッ クス」 （139ページ）

 ➤ 「[プレビュー ] > [詳細 ] タブ」 （142ページ）

 ➤ 「[プレビュー ] > [概要 ] タブ」 （144ページ）
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 ➤ 「[プレビュー ] > [関連レコード ] タブ」 （148ページ）

 ➤ 「[レポートの詳細 ] ダイアログボッ クス」 （150ページ）

 ➤ 「[返答 ] ダイアログボッ クス」 （152ページ）

 ➤ 「[レビュー ] > [結論 ] タブ」 （154ページ）

 ➤ 「[レビュー ] > [ イベン ト  ログ ] タブ」 （157ページ）

 ➤ 「[レビュー ] > [確認 ] タブ」 （158ページ）

[アクシ ョ ン アイテム ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウには、 変更要求から作成されたアクシ ョ ンアイテムと、 リ ス ト から選択

された各アクシ ョ ンアイテムの基本情報とユーザーコ メン トが表示されます。

[アクシ ョ ン アイテム一覧 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウには、 アクシ ョ ンアイテムの一覧が表示されます。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [アクシ ョ ン アイテム ] を選択します。

関連項目 「アクシ ョ ンアイテム」 （42ページ）

重要な情報 ➤ デフォルトのアクシ ョ ンアイテムモードでは、システムのすべて

の変更要求から作成されたすべてのアクシ ョ ンアイテムが表示

されます。

➤ 目的の列の見出しをク リ ッ クするこ とで、各列の要求の表示順序

をソートできます。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

[返答 ] ダイアログボッ クスが開きます。 こ こでは、 以下の操作が可

能です。

➤ ユーザーによるコ メン トの入力

➤ 担当者によるオープンのアクシ ョ ンアイテムへの [完了 ] マーク

の設定または作成者への返送

➤ 作成者による  [完了 ] マークの付いたアクシ ョ ンアイテムの再

オープン

詳細については、 「[返答 ] ダイアログボッ クス」 （152ページ） を参

照して ください。

注 ： 選択されたアクシ ョ ンアイテムが現在のユーザーに割り当てら

れている と きにのみ有効になり ます。

アクシ ョ ンアイテムのクローズ。 作成者はアクシ ョ ンアイテムのス

テータスを  [ クローズ済み] に変更できます。

注 ： 選択されたアクシ ョ ンアイテムが現在のユーザーに割り当てら

れている と きにのみ有効になり ます。

アクシ ョ ンアイテムの編集。 作成者はアクシ ョ ンアイテムを編集で

きます。 [アク ショ ン  アイテムの編集 ] ダイアログボッ ク スが開き

ます。

注 ： 選択されたアクシ ョ ンアイテムが現在のユーザーに割り当てら

れている と きにのみ有効になり ます。

新規アクシ ョ ンアイテム。 選択したアクシ ョ ンアイテムと同じ変更

要求に関連付けら れたアク ショ ンアイテムを新し く 作成できます。

[アクシ ョ ン  アイテムの追加 ] ダイアログボッ クスが開きます。
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アクシ ョ ンアイテムの削除。 作成者はアクシ ョ ンアイテムを削除で

きます。

注 ： 

➤ このボタンが有効になるのは、ログインしたユーザーがアクシ ョ

ンアイテムの作成者である場合のみです。

➤ アクシ ョ ンアイテムの追加後、更新されていないアイテムのみを

削除できます。たとえば、アクシ ョ ンアイテムの担当者が応答し

た場合や、 またはコ メン トが入力された場合などです。

アクシ ョ ンアイテムの処理は、 ステータスが [ クローズ済み ] に

なった時点で終了します。つま り、アクシ ョ ンアイテムで指定さ

れたタスクがすべて完了した時点で終了します。

電子メールで転送 (参考用 )。 参考情報と して、 アクシ ョ ンアイテム

を電子メールで送信できます。 [電子メールの送信 ] ダイアログボッ

クスが開きます。

お気に入りに選択したAIを追加/お気に入りから選択したAIを削除。

選択したアクシ ョ ンアイテムをお気に入り フ ィルターに追加する

か削除するかを切り替えます。 フ ィルターの詳細は、 「変更要求お

よび作業のフ ィルター」 （161ページ） を参照してください。

ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを

選択します。

➤ お気に入りから削除。選択したアクシ ョ ンアイテムをお気に入り

フ ィルターから削除します。

➤ お気に入りフ ィルターのすべての AI を削除。 お気に入り フ ィル

ターのすべてのアクシ ョ ンアイテムを削除します。

注 ： 通知登録によって、 お気に入りのアクシ ョ ンアイテムに変更が

行われた場合に特定の電子メール通知を受信する よ う にする こ と

もできます。 詳細については、 「[ユーザー ワークスペース ] ウ ィ ン

ド ウ」 （34ページ） を参照して ください。

選択したアクシ ョ ンアイテムを通知登録 /選択したアクシ ョ ンアイ

テムを通知登録解除。 選択したアクシ ョ ンアイテムの電子メール通

知を受信するか、 通知登録をキャンセルできます。 通知ルールと条

件の構成の詳細は、 「[通知 ] ウ ィ ン ド ウ」 （511ページ） を参照して

ください。

UIの要素 説明
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上位アクシ ョ ンアイテムに移動。 選択した導出アクシ ョ ンアイテム

の上位アクシ ョ ンアイテムを表示します。

<その他のページの表示> 左矢印と右矢印を使用してその他のページを表示できます。

左矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 た

とえば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されてい

るこ とを示します。

割り当て先 アクシ ョ ンアイテムが割り当てられたユーザーの名前を表示しま

す。このユーザーは、以下のいずれかの方法で要求に返答できます。

➤ 関連するタスクを完了し、 完了後にアクショ ンアイテムに [完了 ]

のマークを付ける。

➤ 要求を拒否し、 作成者に返送する。

必要な場合、 担当者は現在のアクシ ョ ンアイテムから導出アクシ ョ

ンアイテムを新規作成するこ と もできます。

作成者 アクシ ョ ンアイテムを作成したユーザーの名前を表示します。 作成

者は、アクシ ョ ンアイテムに [ クローズ済み ] のマークを付けるユー

ザーでもあ り ます。

期日 作成者がアクシ ョ ンアイテムの必須の完了期限と して設定した日。

この日付を過ぎてもアクシ ョ ンアイテムがク ローズされない場合、

期日が赤で表示されます。

アクシ ョ ンアイテムのアイコンの上にマウスポインターを置く と、

アクシ ョ ンアイテムの期日 (日時) を示すヒン トが表示されます。こ

の日付を過ぎてもアクシ ョ ンアイテムがクローズされない場合、 ヒ

ン トに [期限切れ ] と も表示されます。

ID HP Release Controlで生成された、アクシ ョ ンアイテムの ID番号を表

示します。

変更日時 アクシ ョ ンアイテムが最後に変更された日付 (日時 ) を表示します。

アクシ ョ ンアイテムが作成されてから変更されていない場合、 この

列には作成日時が表示されます。

UIの要素 説明
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保留中のユーザー 保留中のアクシ ョ ンアイテムを持つユーザーの名前を表示します。

アクシ ョ ンアイテムがオープンの場合、この列には [完了 ] のマーク

を付ける担当者の名前が表示されます (担当者がアクシ ョ ンアイテ

ムを作成者に返送した場合を除く )。 アクシ ョ ンアイテムに [完了 ]

のマークが付いている場合、この列には [ クローズ済み] のマークを

付ける作成者の名前が表示されます。

優先度 作成者がアクシ ョ ンアイテムに割り当てた優先度レベルを示す色

付きフラグを表示します。

フラグの色は優先度レベルを以下のよ うに示しています。

➤ 赤  高い

➤ 黄  普通

➤ 緑  低い

アクシ ョ ンアイテムのアイコンの上にマウスポインターを置く と、

アクシ ョ ンアイテムの優先度を示すヒン トが表示されます。

ステータス アクシ ョ ンアイテムのステータスを示すアイコンを表示します。

アイコンとそれぞれのステータスは以下のとおりです。

➤ オープン

➤ 完了

➤ ク ローズ済み

アクシ ョ ンアイテムのアイコンの上にマウスポインターを置く と、

アクシ ョ ンアイテムのステータスを示すヒン トが表示されます。

件名 アクシ ョ ンアイテムの簡単な概要が表示されます。 上位アクシ ョ ン

アイテムを展開し、 すべての導出アクシ ョ ンアイテムを表示できま

す。 アクシ ョ ンアイテムを展開または折りたたむには、 アクシ ョ ン

アイテムの左側にある  [展開] ボタンをク リ ッ ク します。

導出アクシ ョ ンアイテムは水色で表示されます。

UIの要素 説明
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[アクシ ョ ン アイテムの記入 ] ウィ ンドウ

このウ ィンド ウには、 [アクシ ョ ン アイテム一覧 ] ウ ィンド ウで選択した各アクシ ョ ンア

イテムの基本情報とユーザーコ メン トが表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

担当者 アクシ ョ ンアイテムが割り当てられたユーザーの名前を表示しま

す。 アクシ ョ ンアイテムが担当者に保留されている場合、 担当者の

名前の横に黒丸が表示されます。

コ メン ト アクシ ョ ンアイテムに関して記入されたコ メン ト を表示します。 各

コ メン トの見出しには、 コ メン ト を記入したユーザーの名前と入力

の日時が含まれます。

コ メン トの件名は青で表示され、 ユーザーが入力した説明は黒で表

示されます。

注： コ メン トの記入はHP Release Controlのすべてのユーザーが可能

です。

作成者 アクシ ョ ンアイテムを作成したユーザーの名前を表示します。 アク

シ ョ ンアイテムが作成者に保留されている場合、 作成者の名前の横

に黒丸が表示されます。

期日 作成者がアクシ ョ ンアイテムの必須の完了期限と して設定した日。

ステータス アクシ ョ ンアイテムのステータスを表示します。 オプシ ョ ンは以下

のとおりです。

➤ オープン

➤ 完了 

➤ クローズ済み

件名 アクシ ョ ンアイテムの件名を表示します ( コ メン トの上 )。
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[類似性セッ トに変更要求を追加 ] ダイアログボックス

HP Release Control では、 類似性設定ディ レク ト リ て定義した特定の基準に従って類似し

た変更が計算されます。 これらの条件では類似した変更と して自動的に認識されない場

合も、 類似性ティーチャーの役割を持つユーザーは [類似した変更] リ ス トに要求を追加

できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [評価 ] タブ> [類似した変更 ]

タブを選択し、[類似性セッ トに変更要求を追加 ] をク リ ッ ク し

ます。

関連項目 ➤ 「ユーザーの構成」 （599ページ）

➤ 「類似した変更」 （53ページ）

UIの要素 説明

要求 ID リ ス トに追加する要求の IDを入力します。

サービスデスク 目的のサービスデスクを選択します。
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[アクシ ョ ン アイテムの追加 ]/[アクシ ョ ン アイテムの編集 ] 
ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 特定の変更要求のアクシ ョ ンアイテムを作成した り、 既

存のアクシ ョ ンアイテムを編集したりするこ とができます。

アクセス方法 アクシ ョ ンアイテムモードを使用している場合 ([モジュール ] > [分

析 ] > [アクシ ョ ン アイテム ] を選択 )、新しいアクシ ョ ンアイテムを

作成する変更要求に関連付けられているアクシ ョ ンアイテムを選

択します。

変更要求モードを使用している場合 ([モジュール] > [分析 ] > [変更

要求 ] を選択)、新しいアクシ ョ ンアイテムを作成する変更要求を選

択します。

➤ アクシ ョ ンアイテムを作成するには、 ツールバーで [新規アク

シ ョ ン アイテム ] をク リ ッ ク します。

➤ 既存のアクシ ョ ンアイテムを編集するには、 ツールバーで [アク

シ ョ ン アイテムの編集 ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ アクシ ョ ンアイテムの作成者は、 割り当てらたオープンのアク

シ ョ ンアイテムの変更のみ可能です。 アクシ ョ ンアイテムのス

テータスの詳細は、 「ステータス」 （70ページ） を参照して くだ

さい。

➤ アクシ ョ ンアイテムを変更する際、アクシ ョ ンアイテムのレベル

(上位 /導出) は変更できません。

➤ [アクシ ョ ン アイテムの編集] ボタンが有効になるのは、 選

択したアクシ ョ ンアイテムが現在のユーザーに割り当てられ、ア

クシ ョ ンアイテムのステータスが [ クローズ済み ] ではない場合

のみです。

関連項目 「アクシ ョ ンアイテム」 （42ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

作成 /編集したアクシ ョ ンアイテムは、 [ アクシ ョ ン  アイテム一覧 ]

ウ ィ ンド ウ と 、 関連付けら れている 変更要求の  [コ ラ ボレーショ

ン ] > [アクシ ョ ン  アイテム ] タブのアクシ ョ ンアイテムビューの両

方に追加されます。 電子メール通知は担当者に送信されます。

次の名前で追加 自分が担当者となっているアクシ ョ ンアイテムを選択した場合、 ア

クシ ョ ンアイテムを新規アクシ ョ ンアイテム と して作成するのか

導出アクシ ョ ンアイテムと して作成するのかを選択します。 導出ア

クシ ョ ンアイテムは、[アクシ ョ ン アイテム一覧] ウ ィンド ウで上位

アクシ ョ ンアイテムの下に表示されます。

担当者 選択したアク ショ ンアイテムを割り 当てるユーザーを選択します。

[担当者 ] ボッ ク スの右側にある  [担当者 ]  をク リ ッ ク し ます。

[ユーザーの選択] ダイアログボッ クスが開きます。

アクシ ョ ンアイテムを割り当てるユーザーを参照して選択します。

選択したユーザーのユーザー名が [担当者] ボッ クスに表示されます。

作成者 アクシ ョ ンアイテムの作成者。

説明 (オプシ ョ ン ) アクシ ョ ンアイテムの簡単な概要を示すフ リーテキス

トボッ クス。

期日 アクシ ョ ンアイテムの必須の完了期限と して設定する日時を選択

します。 [期日 ] ボッ クスの右側にある  [ カレンダー ] ボタンを

ク リ ッ ク し、 日時を選択します。 [期日 ] ボッ クスに日付が表示され

ます。

注 ： カレンダーボッ クスに表示されているコンピューターのタイム

ゾーンに従って時間を選択します。

優先度 選択したアクシ ョ ンアイテムに割り当てる優先度を選択します。 オ

プシ ョ ンは以下のとおりです。

➤ 低い

➤ 中

➤ 高い

要求 ID 変更要求の ID。

件名 アクシ ョ ンアイテムの簡単な概要。
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 [変更要求の承認]/[変更承認の撤回 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 変更要求を承認 /撤回します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ]

タブを選択し、 [決議] ウ ィ ンド ウで [承認 ] 、 [撤回] 、 また

は [拒否]  をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ [承認]/[撤回]/[拒否] ボタンが有効になるのは、必要な基準が満た

されている場合のみです。 詳細については、 [コラボレーショ ン ] >

[決議 ] タブを参照して ください。

➤ 提供した認証データが不正確な場合、または現在変更要求の承認

を許可されていない場合、HP Release Controlは詳細なエラーメ ッ

セージを発行します。要求のサービスデスクアプリ ケーシ ョ ンの

バージ ョ ンがHP Release Controlのバージ ョ ンよ り新しい場合、変

更要求の承認を強制するかど うかをたずねる メ ッセージが表示

されます。 承認を強制するには、 チェ ッ クボッ ク スをオンにし

て、 [承認 ] をク リ ッ ク します。

➤ 承認の詳細を表示するには、[ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タブの

[変更の承認 ] ウ ィ ンド ウで [承認ログ ] ボタンをク リ ッ ク し

ます。

➤ 変更要求の承認を撤回した場合、[ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タ

ブの [CAB 決定事項 ] ウ ィンド ウに撤回の詳細が表示されます。

➤ [変更要求] ウ ィンド ウで変更要求のステータスを更新するには、

[更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。 HP Release Controlがサー

ビスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから更新された要求を受信する と、

要求のステータスが更新されます。これには数秒かかるこ とがあ

り ます。

関連項目 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [決議] タブ」 （130ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[評価 ] > [インパク ト ] タブ

このタブでは、変更要求のインパク ト分析の計算結果をさまざまな方法で表示できます。

[ インパク ト ] タブには、変更要求の影響を受けるビジネス CI とシステムCIが表示されま

す。 これには、 影響を受けるビジネス CI またはシステム CIについての一般的な情報と、

変更要求のインパク トの重大度インジケーターが含まれます。

また、Modeling Studioで作成されたビジネス CIモデルをHP Universal CMDBで変更するこ

とで、 変更要求のインパク ト分析の計算結果を変更できます。

UIの要素 説明

コ メン ト 承認 /撤回の一部と して HP Release Control で表示する情報を入力し

ます。

表示された [ ログイン ] ダイアログボッ クスに、サービスデスクアプ

リ ケーシ ョ ンのユーザー名とパスワード を入力します。 この情報

は、 セッシ ョ ンを終了するまで、 HP Release Controlに保存されるた

め、 変更要求を承認、 撤回、 または拒否するたびに再入力する必要

はあ り ません。

選択した変更要求にサービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンの元の要求

へのURL リ ンクが含まれるよ うに構成する と、 [サービス デスク  ア

プリケーシ ョ ンの元の要求をオープン ] をク リ ッ ク して、 サービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ンで要求を表示できます。

[承認 ]、[撤回]、または [拒否] をク リ ッ クする と、HP Release Control

によってユーザー名とパスワードが正しいか、 また変更要求の承認

/ 撤回 / 拒否が現在許可されているかど う かがチェ ッ ク されます。

ユーザー名とパスワードが正し く、 要求の承認 /撤回 /拒否が許可さ

れている場合、HP Release Controlで要求が承認 /撤回 /拒否され、 [ コ

ラボレーシ ョ ン ] タブに詳細が表示されます。

変更要求の承認 /拒否や承認の撤回の詳細は、 「[ コラボレーシ ョ ン ]

> [決議 ] タブ」 （130ページ） を参照してください。
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注 ： HP Universal CMDBユーザーインタフェースは、 Firefox 3.0.9では表示できません。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [評価] > [インパク ト ] タブを

選択します。

関連タスク ➤ 「インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの削除」 （59ページ）

➤ 「インパク ト分析の計算結果の変更方法 - CIの追加」 （62ページ）

関連項目 ➤ 「インパク ト分析」 （44ページ）

➤ 「Modeling Studioの統合の概要」 （49ページ）

UIの要素 説明

グラフウィンドウを開く 。 インパク ト分析の計算結果をグラフ形式

で表示します。 [ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウを開きます。

CI属性。 選択したCIの属性を表示します。[CI 属性 ] ウ ィンド ウを開

きます。

注 ： HP Release Control で表示される属性をカスタマイズするには、

「[CI 表示 ] ウ ィンド ウ」 （411ページ） を参照してください。
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モデルにCIを追加。 

HP Universal CMDBを開く リ ンク。 選択したCIを検索し、

HP Universal CMDBを開きます。 Modeling Studioで、 CI Selectorに選

択した CIが表示され、 [Editor] ウ ィ ン ド ウは空です。 新規モデルを

作成するか、 既存のモデルにCIを追加できます。

注 ：

➤ HP Universal CMDB 9.0 を使用している場合、 HP Release Control

サーバーと HP Universal CMDB サーバーが同じ ド メ インにない

と、 CI Selectorは機能しません。

➤ Lightweight Single Sign-On Authentication Support (LW-SSO) が有効

になっている場合、Modeling Studioを自動的に開く設定が可能で

す。 LW-SSO が有効になっていない場合は、 HP Universal CMDB

のログインページが開きます。

このボタンに以下の場所でアクセスできます。

➤ 変更プランナー：[モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] をク リ ッ ク

します。[変更要求] ウ ィ ンド ウで、[選択した変更の計画] を

ク リ ッ ク して [変更プランナー ] ウ ィンド ウを開き、[ インパク ト

] タブをク リ ッ ク します。

➤ 分析モジュール ： [モジュール] > [分析] > [変更要求 ] > [評価 ] >

[インパク ト ] タブを選択します。

➤ [インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウ：[モジュール] > [分析] > [変更要

求 ] > [評価] > [インパク ト ] タブを選択します。[ インパク ト を受

ける  CI] ウ ィ ンド ウで [グラフ  ウィンドウを開く ] ボタンを

ク リ ッ ク して、 [ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウを開きます。

注 ： 

➤ HP Universal CMDBユーザーインタフェースは、Firefox 3.0.9では

表示できません。

➤ このボタンは、接続している HP Universal CMDBのバージ ョ ンが

バージ ョ ン 8.01以降の場合にのみ表示されます。

➤ このボタンは、 以下の場合に無効になり ます。

➤ 選択されている CIがない

➤ 選択されている CIが有効なCIでない

UIの要素 説明
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モデルの更新。

HP Universal CMDBを開く リ ンク。 Modeling Studioで、 [Editor] ウ ィ

ン ド ウに選択したモデルのビジネス CIが表示されます。 CI Selector

でCIを選択し、 モデルのCIを追加または削除します。

注 ： 

➤ HP Universal CMDB 9.0 を使用している場合、 HP Release Control

サーバーと HP Universal CMDB サーバーが同じ ド メ インにない

と、 CI Selectorは機能しません。

➤ Lightweight Single Sign-On Authentication Support (LW-SSO) が有効

になっている場合、Modeling Studioを自動的に開く設定が可能で

す。 LW-SSO が有効になっていない場合は、 HP Universal CMDB

のログインページが開きます。

このボタンに以下の場所でアクセスできます。

➤ 変更プランナー：[モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] をク リ ッ ク

します。[変更要求] ウ ィンド ウで、[選択した変更の計画] を

ク リ ッ ク して  [変更プランナー ] ウィ ンド ウを開き、 [インパク ト ]

タブをク リ ッ ク します。

➤ 分析モジュール ： [モジュール ] > [分析] > [変更要求 ] > [評価 ] >

[インパク ト ] タブを選択します。

➤ [インパク ト  グラフ ] ウィンドウ：[モジュール] > [分析] > [変更要

求 ] > [評価 ] > [インパク ト ] タブを選択します。[ インパク ト を受

ける  CI] ウ ィンド ウで [グラフ  ウィンドウを開く ] ボタンを

ク リ ッ ク して、 [ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウを開きます。

注 ： 

➤ HP Universal CMDBユーザーインタフェースは、Firefox 3.0.9では

表示できません。

➤ このボタンは、接続している HP Universal CMDBのバージ ョ ンが

バージ ョ ン 8.01以降の場合にのみ表示されます。

➤ このボタンは、 以下の場合に無効になり ます。

➤ 選択されている CIがない

➤ 選択されている CIが有効なCIでない

➤ システムCIが選択されている

UIの要素 説明
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[自分のビジネス CI] ボタンインパク ト を受ける CIの検索範囲を、通

知登録している CI ([自分のビジネス CI] リ ス トで定義 ) に絞り込む

場合は、 このボタンをク リ ッ ク します。 このボタンを放すと、 すべ

てのRFC CIについて検索範囲がグローバルになり ます。

インパク ト を受ける CI の最大数を変更要求ご とに定義する方法の

詳細は、 「インパク ト検索結果の 最大サイズ」 を参照してください。

[CI 検索 ] ボッ クス。 CI検索ボッ クスにCI名を入力して、 CI を検索

できます。 このテキス トボッ クスは、 ワイルドカード検索もサポー

ト しています。 たとえば、 CIの名前が 「abc」 の場合は、 「a*」 また

は 「a?c」 と入力してそのCI を検索できます。 この検索では、 検索

パターンに名前が一致するすべての関連CIが返されます。そのCIの

直接上位と直接下位も結果に含まれます。

ボッ クスを空のままにしたと きのデフォルトは 「*」 です。

検索。 [検索] ボタンをク リ ッ クする と、 インパク ト を受ける CIの検

索が実行されます。

展開 /折りたたみ。 CI を展開するか折りたたみ、 すべての下位CI を

表示または非表示にします。

UIの要素 説明
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<ビジネスCIの

インパク トの

重大度レベル>

各ビジネスCIの左側にあるアイコンは、そのビジネス CIが変更要求

によって直接的または間接的な影響を受けるかど う かを示してい

ます。

➤ 変更要求によって直接的に影響を受けるビジネス CI (DAB)。

これは、このビジネスCIがRC_DIRECTLY_AFFECTED相関ルー

ルグループのuCMDBインパク ト分析結果に含まれているこ とを

意味します。

➤ 変更要求によって間接的に影響を受けるビジネス CI (IAB)。

これは、このビジネスCIがRC_DIRECTLY_AFFECTED相関ルー

ルグループの uCMDB インパク ト分析結果には含まれておらず、

RC_IMPACT相関ルールグループの結果に含まれている こ と を

意味します。

CIがチケッ トから直接ト リガーされている場合 ( ト リ ガーされてい

る CI)、 インパク トの重大度レベルのアイコンが黒丸で囲まれます。

影響を受ける各ビジネス CIに対し、変更要求をフ ィルターして、現

在のビジネス CI に影響する もののみを表示できます。 そのために

は、影響を受けるビジネス CIを右ク リ ッ ク し、メニューから  [ クイッ

ク  フ ィルター : 影響する要求を表示します ] を選択します。 このビ

ジネス CIに影響する変更要求が [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウに表示され

ます。

UIの要素 説明
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<システムCIの

インパク トの重大度

レベル>

チケッ ト で明示的に指定された CI ( ト リ ガーされた CI) のインパク

トの重大度レベルは、自動的に [致命的 ] に設定されます。 ト リガー

されたCI以外のCIの重大度はHP Universal CMDBによって計算され

ます。

デフォル ト のインパク ト の重大度レベルのアイ コンは以下のとお

りです。

致命的

高い

中

低い

極めて低い

使用可能なインパク ト分析がない

➤ CIが変更CI (CCI) から直接的な影響を受ける場合、インパク トの

重大度レベルのアイコン が黒丸で囲まれます。

➤ CIがチケッ トから直接ト リガーされている場合 ( ト リ ガーされて

いる CI)、 インパク トの重大度レベルのアイコン にチケッ ト

の記号が付加されます。

マウスを重大度レベルのアイコンの上に置く と、ビジネス CI または

システム CI のインパク ト の重大度レベルを示すヒ ン ト が表示され

ます。 CCIは、 変更要求の結果と してCIが変更されたこ とを示しま

す。 ACIは、 CIが変更要求の変更によって影響を受けたこ とを示し

ます。

注 ： HP Universal CMDBなしでHP Release Control を使用している場

合、 ACIを検出するこ とはできません。

[影響を受ける CI] 

ウィンドウ

選択したCIに影響を与える CIを表示します。

[影響する CI] ウィンドウ 選択したCIによって影響を受ける CIを表示します。

[インパク ト を受ける CI] 

ウィンドウ

影響を受ける CI と変更される CI (ACI と CCI) を表示します。

UIの要素 説明
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[評価 ] > [衝突 ] タブ

このタブには、 [変更要求 ] ウ ィンド ウで選択した変更要求と衝突するすべての変更要求

に関する詳細が表示されます。

衝突は、 一覧表示またはタ イ ムラ イ ンビューで表示できます。 衝突の原因も 表示さ れ

ます。

[衝突する変更 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 一覧表示またはカレンダービューで衝突を表示できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [評価] > [衝突] タブを選択し

ます。

重要な情報 HP Release Controlが衝突結果を計算する最大衝突数は、「[衝突] ウ ィ

ンド ウ」 （311ページ） の [衝突カウン ト しきい値] ボッ クスで設定し

ます。

選択した変更の衝突数が [衝突カウン ト しきい値 ] ボッ クスで指定

した値よ り大きい場合、 衝突はリ ス ト されず、 以下のメ ッセージが

表示されます。

衝突数が構成されているしきい値を超過しました。 衝突の構成に問

題がある可能性があります。 管理者に問い合わせて ください。

関連タスク 「変更諮問委員会 (CAB) 会議の前に未解決の問題を解決する方法」

（56ページ）

関連項目 「変更要求の衝突」 （52ページ）

UIの要素 説明

一覧。 [変更要求 ] ウ ィンド ウで選択した変更要求と衝突するすべて

の変更要求を表形式で表示します。 詳細については、 「一覧表示」

（86ページ） を参照してください。

タイムライン。 衝突する変更要求をタイムライン上の横棒と して表

示します。 詳細については、 「タイムラインビュー」 （89ページ） を

参照してください。
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[衝突の原因 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウには、 選択した変更要求の衝突の原因となっている要素の詳細が一覧表

示またはタイムラインビューで示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

衝突する要求に移動します。 [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウで、 [衝突する

変更 ] ウ ィ ン ド ウに表示されている変更要求と衝突する変更要求を

表示できます。

ズームイン /ズームアウト。 タイムラインを 1時間、 6時間、 または

24時間の時間間隔に分割できます。[ズーム イン /ズーム アウト ] ボ

タンの横にある矢印をク リ ッ ク し、 目的の間隔を選択します。

注 ： タイムラインビューでのみ使用できます。

重要な情報 HP Universal CMDB なしで HP Release Control を使用している場合、

ACI を検出するこ とはできません。 その場合、 CIに関連する衝突の

原因はCCI-CCIのみです。

UIの要素 説明

すべて展開 /すべて折りたたみ。衝突の原因を展開または折りたたみ

できます。

CI属性。 選択したCIの属性を表示します。[CI 属性 ] ウ ィンド ウを開

きます。

注 ： HP Release Control で表示される属性をカスタマイズするには、

「[CI 表示 ] ウ ィンド ウ」 （411ページ） を参照してください。

UIの要素 説明
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<衝突の原因 ：

ビジネスCI>

影響を受けるこ との多いビジネス CIが衝突の原因である場合、 [衝

突の原因 ] ウ ィンド ウの [ビジネスCI] に表示されます。

ビジネス CIの左側にあるアイコンは、衝突によって直接的または間

接的な影響を受けるかど うかを示しています。

➤ ビジネスCIと関連付けられているCIにCCIが1つ以上ある場

合、 そのビジネスCIは衝突によって直接的な影響を受けます。

➤ ビジネス CI と関連付けられているすべてのCIがACIである

場合、そのビジネス CIは衝突によって間接的な影響を受けます。

注：変更要求をフ ィルターして、特定のビジネス CIに影響するもの

のみを表示できます。[衝突の原因 ] ウ ィ ンド ウでビジネス CIを右ク

リ ッ ク し、 [ クイック  フ ィルター : 影響する要求を表示します ] を選

択します。 このビジネス CI に影響する変更要求のみが [変更要求 ]

ウ ィンド ウに表示されます。

<衝突の原因 ： 実施

担当者>

共通の実施担当者が衝突の原因となっている場合、 変更要求の実施

に責任を持つ実施担当者の名前が [衝突の原因] ウ ィンド ウの [実施

担当者 ] に表示されます。

<衝突の原因： システム> 影響を受けるこ との多いシステム CIが衝突の原因である場合、 [衝

突の原因] ウ ィンド ウの [システム] にこれらのCIの一覧が表示され

ます。

衝突する CIの横に、そのCIのインパク トの重大度を示すアイコンが

示されます。 インパク ト の重大度の詳細は、 「[評価 ] > [ インパク ト ]

タブ」 （76ページ） を参照してください。

UIの要素 説明
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一覧表示

このビューでは、 [変更要求 ] ウ ィンド ウで選択した変更要求と衝突するすべての変更要

求が表形式で表示されます。 表は衝突の重大度別にソート されます。

表の要素にカーソルを置く と、 ヒ ン ト と関連する情報が表示されます。

アクセス方法 [モジュール] > [分析] > [変更要求] > [評価] > [衝突] タブを選択し、

[衝突する変更] ウィ ンド ウで [一覧] をク リ ッ クします。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

<衝突の重大度> 衝突の重大度を示すアイコンを表示します。 衝突の原因が複数ある

場合、 最も重大度の高い原因によって衝突の重大度が決ま り ます。

衝突の重大度は以下のよ うに示されます。

➤ 致命的 (赤)

➤ 高い (オレンジ )

➤ 中 (黄 )

➤ 低い (カーキ )

➤ 極めて低い (薄緑)

衝突の重大度の計算方法の詳細は、 「変更要求の衝突」 （52ページ）

を参照して ください。

<近接レベル> 近接レベルを示すアイコンを表示します。

衝突の近接レベルは以下のよ うに示されます。

重複

重複の警告

衝突の近接レベルの詳細は、 「変更要求の衝突」 （52ページ） を参照

してください。
87



第 3 章 「分析モジュール」
原因 衝突の原因を表示します。 変更要求の衝突を引き起こす要素はいく

つかあ り ます (CI関連、 ビジネス CI関連、 実施担当者関連、 または

フ ィールド関連 )。衝突の原因となっている要素が複数ある場合、複

数の要素がリ ス ト されます。

以下に、 衝突の原因とな り得るすべての要素を示します。

➤ CCI-CCI。 共通のCIが両方の変更要求によって変更されます。

➤ CCI-ACI。共通のCIが一方の変更要求によって変更され、 も う一

方の変更要求によって間接的に影響されます。

➤ ACI-ACI。共通のCIが両方の変更要求によって間接的に影響され

ます。

➤ DAB-DAB。共通のCIが両方の変更要求によって直接的に影響さ

れます。

➤ IAB-DAB。 共通のビジネス CI が一方の変更要求によって直接的

に影響され、も う 一方の変更要求によって間接的に影響されます。

➤ IAB-IAB。共通のビジネス CIが両方の変更要求によって間接的に

影響されます。

➤ 実施担当者。 共通の実施担当者が両方の変更要求の実施を担当

します。

➤ フィ ールド 。 指定したフィ ールド の値が両方の変更要求で同じ

です。

衝突の原因の詳細は、 「変更要求の衝突」 （52ページ） を参照してく

ださい。

終了日時 競合する変更要求の終了がスケジュールされている日付を表示し

ます。

要求 ID 競合する変更要求のサービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンでの要求 ID

を表示します。

開始日時 競合する変更要求の開始がスケジュールされている日付を表示し

ます。

サマリ 競合する変更要求の簡単な概要を表示します。

UIの要素 説明
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タイムラインビュー

このビューでは、 衝突する変更要求がタイムラ イン上の横棒と して表示されます。 各ブ

ロ ッ クはそれぞれ衝突する変更要求を表しています。

[変更要求 ] ウ ィンド ウで選択した変更要求はタイムライン上で常に最初に表示され、 [ リ

ファレンス ] とい う ラベルが付いています。 衝突する変更要求は、 要求 IDによってラベ

ル付けされます。

横棒の色は、 衝突の重大度を示しています。 衝突の原因が複数ある場合、 最も重大度の

高い原因によって衝突の重大度が決ま り ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [評価] > [衝突] タブを選択し

ます。[衝突する変更 ] ウ ィンド ウで [ タイムライン ] をク リ ッ

ク します。

UIの要素 説明

<衝突の重大度> デフォルトでは、 衝突の重大度は以下のよ うに示されます。

➤ 赤  致命的

➤ オレンジ  高い

➤ 黄  中

➤ カーキ  低い

➤ 薄緑  極めて低い

➤ グレー  使用可能な衝突分析がない
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[評価 ] > [ リスク ] タブ

このタブでは、 変更要求のリ スク分析を表示できます。 [ リ ス ク ] タブには、 見込み損害

と失敗確率の計算に影響する リ スク因子の分布図など、 選択した変更要求のリ スク分析

の全体的なサマ リが表示されます。 この リ スク分布図によ り、 選択した変更要求のリ ス

クレベルに影響する最も重要な因子を特定できます。

リ スク計算は [ リ ス ク情報 ] ウ ィンド ウに表示されます。 上書きルールがある場合、 上書

きルールの詳細が分布図と と もに表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求] > [評価] > [ リスク ] タブを選択

します。

関連項目 「 リ ス ク分析」 （44ページ）

UIの要素 説明

内訳表示。[見込み損害 ] ウ ィンド ウ と  [失敗確率] ウ ィンド ウに リ ス

ク計算の詳細を表示します。

上位のビューに戻り ます。

見込み損害 要求された変更を実施した場合に発生し得る見込み損害をグラフ

表示します。 見込み損害は、 0 ～ 10の範囲の重み付けされた値と し

て計算されます。 数値が大きいほど、 損害の度合いが大きいこ とを

示します。

注 ： このグラフは下位ビューにも表示されます ([内訳表示 ] を

ク リ ッ ク )。
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見込み損害因子の詳細 各リ スク因子の詳細を表形式で表示します。

表には以下の列があ り ます。

➤ データ。 リ ス ク因子のソースデータ。 たとえば、統合サービスデ

スクアプ リ ケーシ ョ ンのフ ィールドからのデータ。

➤ 説明。HP Release Controlの構成プロセスで定義された リ スク因子

の説明。

➤ 名前。 HP Release Controlの構成プロセスで定義された リ スク因

子の名前。

➤ 因子スコア。 ソースデータから変換された リ スク因子のスコア。

ソースデータをスコアに変換するために使用されるマッピング

は、 HP Release Controlの構成プロセスで定義されます。

➤ 重み。 HP Release Controlの構成プロセスでリ スク因子に割り当

てられた重み。

➤ 重み付けされた値。 最終的な見込み損害または失敗確率スコア

内のリ スク因子の重み付けされた値。重み付けされた値は以下の

よ うに計算されます。

重み付けされた値 = 重み /重みの合計 x スコア

こ こで重みは、 リ ス ク因子に割り当てられた重み、 重みの合計

は、 リ スク因子に割り当てられたすべての重みの合計です。

失敗確率 変更要求の実施がある程度まで失敗し、 結果的に損害が発生する確

率をグラフ表示します。 失敗確率は、 0 ～ 10の範囲の重み付けされ

た値と して計算されます。 数値が大きいほど、 失敗の確率が高いこ

とを示します。

注 ： このグラフは下位ビューにも表示されます ([内訳表示 ] を

ク リ ッ ク )。

UIの要素 説明
91



第 3 章 「分析モジュール」
失敗確率因子の詳細 各リ スク因子の詳細を表形式で表示します。

表には以下の列があ り ます。

➤ データ。 リ ス ク因子のソースデータ。 たとえば、統合サービスデ

スクアプリ ケーシ ョ ンのフ ィールドからのデータ。

➤ 説明。HP Release Controlの構成プロセスで定義された リ スク因子

の説明。

➤ 名前。 HP Release Controlの構成プロセスで定義された リ スク因

子の名前。

➤ 因子スコア。 ソースデータから変換された リ スク因子のスコア。

ソースデータをスコアに変換するために使用されるマッピング

は、 HP Release Controlの構成プロセスで定義されます。

➤ 重み。 HP Release Controlの構成プロセスで リ スク因子に割り当

てられた重み。

➤ 重み付けされた値。 最終的な見込み損害または失敗確率スコア

内のリ スク因子の重み付けされた値。重み付けされた値は以下の

よ うに計算されます。

重み付けされた値 = 重み /重みの合計 x スコア

こ こで重みは、 リ ス ク因子に割り当てられた重み、 重みの合計

は、 リ スク因子に割り当てられたすべての重みの合計です。

アクセス方法 ： [失敗確率 ] ウ ィ ン ド ウで [内訳表示 ] をク リ ッ

ク します。

リスク情報 リ ス ク計算を表示します。

UIの要素 説明
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[評価 ] > [類似した変更 ] タブ

このタブには、[変更要求 ] ウ ィンド ウまたは [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウで選択し

た変更要求と類似した変更の一覧が表示されます。

類似した変更の詳細は、 「類似した変更」 （53ページ） 参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [分析] > [変更要求 ] または [アクシ ョ ン アイテム ] >

[評価 ] > [類似した変更 ] タブを選択します。

UIの要素 説明

類似した変更。 [変更要求] ウィ ンド ウまたは [アクショ ン  アイテム ]

ウ ィ ン ド ウで選択した変更要求と類似した変更要求の一覧が表示

されます。

統計。 [結果 ] グラフ と  [悪影響のあるビジネス  CI] グラフを表示し

ます。 グラフに表示される情報は、 [類似した変更 ] リ ス トに表示さ

れているすべての要求を集計したものです。

類似性セッ トに変更要求を追加。 HP Release Controlでは、 類似性設

定ディ レ ク ト リ て定義した特定の基準に従って類似した変更が計

算されます。 これらの基準に従って類似した変更と して自動的に認

識されない場合も、 類似性テ ィーチャーの役割を持っているユー

ザーは [類似した変更 ] リ ス トに要求を追加できます。 [類似性セッ

トに変更要求を追加] ダイアログボッ クスが開きます。

注 ： 

➤ [類似した変更 ] リ ス トに要求が追加される と、 [確認済み ] 列に

チェッ クマークが表示されます。

➤ [類似した変更] リ ス トに要求を追加する と、HP Release Controlが

それ以降の類似した変更を計算する方法に影響します。
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変更要求の類似性の確認。 類似性テ ィーチャーの役割を持つユー

ザーは、 要求が類似する ものである こ と を確認できます。 これに

よって、 [類似した変更 ] リ ス トに加えられたその他の変更にかかわ

らず、 [類似した変更 ] リ ス トにこの要求が常に表示されます。

注 ：

➤ 類似した変更と して確認した要求の横の [確認済み ] 列には、

チェッ クマークが表示されます。

➤ 要求を類似した変更と して確認する と、HP Release Controlがそれ

以降の類似した変更を計算する方法に影響します。

類似性セッ トから変更要求を削除。 HP Release Controlでは、 類似性

設定ディ レ ク ト リ て定義した特定の基準に従って類似した変更が

計算されます。 これらの定義に従って類似した変更と して認識され

た場合も、 類似性ティーチャーの役割を持っているユーザーは [類

似した変更 ] リ ス トから要求を削除できます。

注 ： 

➤ [類似した変更 ] リ ス トから要求を削除する と、HP Release Control

がそれ以降の類似した変更を計算する方法に影響します。

類似した変更の詳細ウィンドウを開く。PIRが作成されている場合、

ステータスが [クローズ済み] になっている類似した変更のPIR詳細

を表示できます。 [類似した変更の詳細 ] ウ ィ ンド ウが開き、 PIRの

作成時に入力された悪影響のあるビジネス CI と レビューメモの情

報が表示されます。

PIRの作成の詳細は、 「[レビュー ] > [結論 ] タブ」 （154ページ） を参

照して ください。

類似した変更要求に移動します。 [類似した変更] リ ス トに表示され

ている変更要求に類似した変更要求の一覧を表示できます。

[変更要求] の一覧表示に選択した要求が表示され、 [類似した変更]

リ ス トが更新されて、 新し く選択した変更要求に類似した変更の一

覧が表示されます。

UIの要素 説明
94



第 3 章 「分析モジュール」
確認済み リ ス トに追加されている、 または類似した変更と して確認されてい

る変更要求を示します。 類似した変更の詳細は、 「類似した変更」

（53ページ） 参照して ください。

アクセス方法 ： [類似した変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[悪影響のあるビジネス 

CI] ウィンドウ

類似した変更によって影響を受けた他のビジネス CIが表示されます。

アクセス方法 ： [統計] ボタンをク リ ッ ク します。

終了した日時 要求の終了日時を表示します。

アクセス方法 ： [類似した変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。

インパク トの重大度 要求のインパク トの重大度レベルを示します。

アクセス方法 ： [類似した変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。

結果 要求の結果を表示します。ステータスが [ クローズ済み ] 以外の変更

要求には、 [未レビュー ] の結果が自動的に割り当てられます。

アクセス方法 ： [類似した変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。

UIの要素 説明
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[結果] ウィ ンドウ [類似した変更] リ ス トのすべての要求を集計した統計結果を表示し

ます。

アクセス方法 ： [統計 ] ボタンをク リ ッ ク します。

要求 ID サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンでの要求の リ ファレンス ID番号

を表示します。

アクセス方法 ： [類似した変更] ボタンをク リ ッ ク します。

レビュー日 要求の実施前レビュー (PIR) が作成された日付を表示します。PIRの

詳細は、 「[ レビュー ] > [結論 ] タブ」 （154ページ） を参照して くだ

さい。

アクセス方法 ： [類似した変更] ボタンをク リ ッ ク します。

リスク リ ス クレベル (低い、 中、 高い ) を表示します。

アクセス方法 ： [類似した変更] ボタンをク リ ッ ク します。

開始した日時 要求の開始日時を表示します。

アクセス方法 ： [類似した変更] ボタンをク リ ッ ク します。

サマリ 要求の簡単な概要を表示します。

アクセス方法 ： [類似した変更] ボタンをク リ ッ ク します。

UIの要素 説明
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[評価 ] > [期間の競合 ] タブ

このタブには、 期間の競合が表示されます。 変更対象期間 (変更要求を実施できる期間 )

外またはブラックアウト期間内 (変更要求を実施できない期間 ) に、 選択した変更要求の

実施が予定されています。

期間の競合の計算方法の詳細は、 「[期間 ] タブ」 （583ページ） を参照して ください。

HP Release Control管理者が構成したカテゴ リ色と期間パターンに従って、 ビューのバッ

クグラウンドで期間が表示されるよ うに選択できます。

アクセス方法 ➤ [モジュール] > [分析] > [変更要求] > [評価] > [期間の競合] タブ

を選択します。

または

➤ [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] > [プレビュー] > [概要 ] を選

択します。 [分析情報] ウ ィ ンド ウで [期間の競合 ] フ ィールドに

表示されているカテゴ リは、[期間の競合] タブへのリ ンク となっ

ています。

または

➤ [変更プランナー ] ダイアログボッ クスで、 [期間の競合 ] タブを

ク リ ッ ク します。

重要な情報 選択した変更要求に計画開始日時または終了日時がない場合、 ツー

ルバーのボタンは使用できず、 タイムライン内のグ リ ッ ドは表示さ

れません。

関連タスク 「期間の定義方法」 （581ページ）

関連項目 「期間」 （50ページ）
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[競合 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウには、期間の競合の原因となっている、構成済みの変更対象期間やブラ ッ

クアウ ト期間が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

選択した変更の計画。 [変更プランナー ] ダイアログボッ ク スを開

き、 変更要求の詳細を修正した場合の影響をシ ミ ュレー ト できま

す。 [変更プランナー ] ダイアログボッ クスを使用して、期間の競合

が発生しないよ うに変更要求の計画開始日時や計画終了日時を変

更してから、 変更の影響をシ ミ ュレートできます。

注：緊急、普通、標準などの変更カテゴ リの場合、変更のスケジュー

ルは、 最初の登録および分類フェーズでは発生しません。 変更の計

画開始 /計画終了日時が入力されるまで、 [選択した変更の計画 ] ボ

タンは使用できません。

ブラ ッ クアウト。 変更要求を実施できない期間を示します。

変更対象期間。 変更要求を実施できる期間を示します。

<期間の色> HP Release Control管理者による定義に従って、 期間カテゴ リに割り

当てられた色。 これは、 HP Release Controlが分析モジュールのカテ

ゴ リ表示で使用する色です。

期間 変更要求が競合している、 HP Release Control管理者によって定義さ

れた期間カテゴ リ。
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[ タイムライン ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、選択した変更要求の期間の競合がタイムライン上に表示されます。

以下の要素があ り ます ( ラベルのないGUI要素は、 山かっこ  < > で囲まれています )。

UIの要素 説明

期間の選択。 要求がカテゴ リで選択されているフ ィルターの基準を

満たしている期間カテゴ リの一覧が表示されます。

バッ クグラウンドで表示する構成済みの期間を選択できます。

デフォルト ： すべての期間が表示されます。

期間の構成方法の詳細は、 「期間の構成の概要」 （579ページ） を参

照して ください。

タイムラインのリセッ ト。 選択した変更要求の開始日時に戻り ます。

今日。 現在の日付を表示します。

変更要求を表示する時間枠を選択します。

➤ 日。 選択した日付のみの変更要求を表示します。

➤ 週。 選択した日付の週の変更要求を表示します。

➤ 月。 選択した日付の月の変更要求を表示します。

デフォルトでは、 表示される時間枠は、 変更要求の期間と終了日時

によって決ま り ます。
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日付の選択。 表示する日付を選択します。 選択した日付の週がカレ

ンダーに表示されます。

注 ： HP Release Controlのカレンダーでナビゲーシ ョ ンできる最新の

日付は、 以下のうち長い方です。

➤ 現在の日付 + 60日

デフォルト値は60で、 変更可能です。 期間の構成方法の詳細は、

「[期間] タブ」 （583ページ） を参照して ください。

または

➤ 選択した変更要求の計画終了日時 + 30日

< タイムライン上の

選択されている

変更要求>

タ イ ムラ イ ン上の選択さ れている変更要求は、 太い黒線で表さ れ

ます。

<選択した日付> 選択した日付を表示します。 選択した時間枠によって、 選択した日

付、 週、 月がカレンダーに表示されます。

[日付の選択 ] ボタンを使用するか、 左矢印または右矢印をク

リ ッ ク してスク ロールできます。

UIの要素 説明
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<タイムライン上の期間> タイムライン上の期間は、 HP Release Control管理者によって定義さ

れた色で表示されます。

< タイムライン> タイムライン上で選択されている変更要求の計画期間と、 その期間

が属する期間カテゴ リ を表示します。

UIの要素 説明
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 [変更プランナー ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 変更要求の詳細を修正した場合に発生する影響をシ ミ ュ

レートできます。

変更プランナーを使用して、 以下の変更要求の詳細を修正した場合の影響をシ ミ ュレー

ト します。

➤ 変更要求の計画開始日時および計画終了日時。

➤ 変更要求の結果と して変更されたCI (CCI)。

アクセス方法 ➤ [モジュール] > [分析] > [変更要求] を選択し、[選択した変更の計

画 ] をク リ ッ ク します。

➤ [評価 ] > [期間の競合 ] をク リ ッ ク し、 [選択した変更の計画 ]

をク リ ッ ク します。

[変更プランナー] ボタンの横にある ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク

し、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

➤ 選択した変更の計画。変更プランナーが開き、選択した変更要求

の現在の詳細が表示されます。 このオプシ ョ ンは、既存の変更要

求に対する変更をシ ミ ュレートする場合に使用します。

➤ 新規変更の計画。変更プランナーが開き、現在の変更要求のデー

タは表示されません。 このオプシ ョ ンは、 新規の変更をシ ミ ュ

レートする場合に使用します。

重要な情報 HP Service Managerをサービスデスク と して使用している場合、更新

した変更要求の計画開始日時と計画終了日時をサービスデス クに

保存できます。

関連タスク 「変更プランナーによる変更の再スケジュール方法」 （57ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

シミ ュレーシ ョ ンの実行。 変更プランナーのシ ミ ュレーシ ョ ンを実

行します。

注 ：

➤ シ ミ ュレーシ ョ ン結果は [Change Planner details(変更プランナー

の詳細 )] ウ ィンド ウに表示されます。

➤ 既存の変更を計画しており、シ ミ ュレーシ ョ ン結果に問題がない

場合、更新した変更要求の計画開始日時と計画終了日時を作成元

のサービスデスクに保存できます。

保存アクシ ョ ンを使用できるのは、 HP Service Manager をサービ

スデスク と して使用している場合のみです。

保存。 更新した変更要求の計画日時をサービスデスクに保存します。

注 ： 

➤ 新規変更をシ ミ ュレート している場合、このオプシ ョ ンを利用で

きません。

➤ これを使用できるのは、 HP Service Manager をサービスデスク と

して使用している場合のみです。

➤ HP Release ControlがLightweight Single Sign-On (LW-SSO) と統合

されている場合、 HP Service Managerの資格情報の入力が求めら

れます。

元の要求をオープン。 作成元のサービスデスク で変更要求を開き

ます。

注 ： 

➤ 新規変更をシ ミ ュレート している場合、このオプシ ョ ンを利用で

きません。

➤ このオプシ ョ ンを有効にするには、「HP Service Manager/Centerチ

ケッ トへのリ ンクの作成方法」（456ページ）を参照して ください。
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[スケジューリング ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 変更要求のシ ミ ュレーシ ョ ンの計画開始日時および計画終了日時

を設定できます。 HP Service Managerを使用している場合、 更新した日時をサービスデス

クに保存できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

日時のリセッ ト。 現在計画されている日時に戻すこ とができます。

推奨される日時の取得。 HP Release Controlが、 変更の実施が可能な

次の日時を推奨するよ うに設定します。 これは、 変更要求に関連付

けられている変更対象期間内とブラ ッ クアウ ト期間外のいずれか

です。

以下の場合、 HP Release Controlによる日時の推奨は行われません。

➤ 変更に関連付けられている期間がない場合

➤ 変更がブラ ッ クアウ ト期間内にあ り、それ以降の変更対象期間が

ない場合

注 ：変更要求の計画終了日時がサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの

要求チケッ ト に入力されている  [要求終了日時 ] フ ィールド よ り後

である場合、 以下の警告が表示されます。

要求された終了日時は、 変更要求の計画終了日時を超過しています。

前または次の推奨される日時にスクロールします。

注 ： これらのボタンは、 HP Release Controlに推奨される別の日時が

ある場合にのみ表示されます。 これらが有効になるのは、 推奨され

る日時が複数ある場合のみです。

受け入れ HP Release Controlで推奨される日時を受け入れ、 推奨される日時に

従って変更プランナーのシ ミ ュレーシ ョ ンを実行します。

注： HP Release Controlに推奨される別の日時がある場合にのみ表示

されます。
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キャンセル 前の日時に戻り ます。

注： HP Release Controlに推奨される別の日時がある場合にのみ表示

されます。

期間のロック 変更の期間をロッ クします。たと えば、このオプショ ンを選択して計

画終了日時が 4時間遅くなるよ うに変更する と、 計画開始日時は自

動的に4時間遅くなるよ うに調整され、変更の期間は変わり ません。

このオプシ ョ ンが選択され、 変更の期間がロ ッ ク されてい

る場合に表示されます。

このオプシ ョ ンが選択されておらず、変更の期間がロ ッ ク

されていない場合に表示されます。

計画期間 変更要求の計画開始日時から計画終了日時までの期間。

計画終了日時 カレンダーを使用して、 変更要求の計画終了日時を設定します。

注 ： 変更要求に計画終了日時がない場合、 このボッ クスは空です。

計画開始日時 カレンダーを使用して、 変更要求の計画開始日時を設定します。

注 ： 変更要求に計画開始日時がない場合、 このボッ クスは空です。

UIの要素 説明
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[変更 CI] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウでは、 変更要求のシ ミ ュレーシ ョ ンの一部と して変更された CI (CCI) を

選択できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

CIのリセッ ト。 現在の変更済みのCIに戻します。

ビジネスCI/システムCIの表示。ビジネス CI と  システムCIの表示を

切り替えます。

CI属性。 選択したCIの属性を表示します。[CI 属性 ] ウ ィンド ウを開

きます。

注 ： 

➤ HP Release Controlで表示される属性をカスタマイズするには、

「[CI 表示 ] ウ ィンド ウ」 （411ページ） を参照して ください。

➤ 複数のCIを選択した場合やCIを選択しない場合、このボタンは無

効です。
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詳細CI 検索。 HP Universal CMDB 内でCI Selector を開 く リ ン ク。

HP Release Controlのデータベースに存在しないCI をインポート し、

HP Release Controlにインポートできます。 インポート したCIは [選

択した CI] ウ ィンド ウに表示されます。

CI Selectorの詳細は、HP Universal CMDBのドキュ メン ト を参照して

ください。

注 ： 

➤ Firefox 3.0.9では、 CI Selectorを表示できません。

➤ HP Universal CMDB 9.0 を使用している場合、 HP Release Control

サーバーと HP Universal CMDB サーバーが同じ ド メ インにない

と、 CI Selectorは機能しません。

➤ Lightweight Single Sign-On Authentication Support (LW-SSO) が有効

になっている場合、 CI Selector を自動的に開く設定が可能です。

LW-SSOが有効になっていない場合は、 HP Universal CMDBのロ

グインページが開きます。

➤ HP Universal CMDBから HP Release Controlにインポート した CI

は、 データベースには追加されません。 [変更プランナー ] ダイ

アログボッ クスを閉じる と、 [選択した CI] ウ ィ ン ド ウにはイン

ポート したCIが表示されなくな り ます。

➤ このボタンは、接続している HP Universal CMDBのバージ ョ ンが

バージ ョ ン 8.01以降の場合にのみ表示されます。

検索。 名前または名前の一部を検索ボッ クスに入力して、 特定のビ

ジネス CI/ システム CI を検索します。 検索結果と して、 入力文字列

を名前に含むビジネス CIがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

UIの要素 説明
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[利用できるビジネス CI]/

[利用できるシステム CI] 

ウィンドウ

シ ミ ュレーシ ョ ンで利用できるビジネス CI/ システム CIの一覧が表

示されます。

1つまたは複数の目的のCI を選択し  (CTRL キーを使用 )、 上の矢印

をク リ ッ ク して [選択した CI] リ ス トに移動します。シ ミ ュレー

シ ョ ンには選択したCIのみが含まれます。

[選択した CI] ウィンドウ シ ミ ュレーシ ョ ンに含まれるビジネス CI/ システム CIの一覧が表示

されます。

1つまたは複数の目的のCI を選択し  (CTRL キーを使用 )、 下の矢印

をク リ ッ ク して [利用できるビジネス CI]/[利用できるシステム

CI] リ ス トに移動します。[利用できるビジネス CI]/[利用できるシス

テム CI] リ ス ト に移動し た CIは、 シミ ュ レーショ ンには含まれま

せん。

注： このウ ィ ンド ウでは、 それぞれの表示ラベルでCIが表示されま

す。複数のCIが同じ表示ラベルになっている場合、[CI 属性 ] ウ ィ ン

ド ウを使用して属性の違いを確認するこ とで区別できます。 [CI 属

性 ] ウ ィンド ウを開くには、 [CI 属性 ] をク リ ッ ク します。

UIの要素 説明
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[プレビュー ] タブ

このタブには、 変更の現在の計画日時とシ ミ ュレート された日時、 また現在の分析結果

とシ ミ ュレート された分析結果のサマリが表示されます。

以下のポート レッ トが表示されます。

UIの要素 説明

[分析情報] ウィンドウ 現在の分析結果とシ ミ ュレー ト された分析結果のサマ リ を表示し

ます。詳細については、 「[プレビュー ] > [概要 ] タブ」 （144ページ）

を参照して ください。

[時間ウィンドウ情報 ] 

ウィ ンドウ

変更の現在の計画日時とシ ミ ュレート された日時を表示します。

計画開始日時。 変更要求の計画開始日時。

計画終了日時。 変更要求の計画終了日時。

期間。 変更要求の計画開始日時から計画終了日時までの期間。

要求終了日時。 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンの要求チケッ トに

入力された、 変更要求の最新の終了日時。

注 ：変更要求の計画終了日時がサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの

要求チケッ ト に入力されている変更要求の終了日時よ り後である

場合、 以下の警告が表示されます。

要求された終了日時は、変更要求の計画終了日時を超過しています。
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[インパク ト ] タブ

このタブには、 シ ミ ュレーシ ョ ンのインパク ト分析が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[衝突 ] タブ

このタブには、 シ ミ ュレーシ ョ ンの衝突分析が表示されます。

重要な情報 このタブでの情報の表示方法は、 分析モジュールの [評価 ] > [ イン

パク ト ] タブと同様です。 インパク ト分析結果の表示に関する詳細

は、「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ページ） を参照してください。

UIの要素 説明

現在のインパク ト分析やシ ミ ュレー ト されたインパク ト分析を表

示し、 一覧から関連するオプシ ョ ンを選択できます。

注 ： このオプシ ョ ンは、 既存の変更を計画している場合にのみ使用

します。

重要な情報 このタブでの情報の表示方法は、 分析モジュールの [評価 ] > [衝突 ]

タ ブと 同様です。 衝突分析結果の表示に関する 詳細は、 「[評価] >

[衝突 ] タブ」 （83ページ） を参照してください。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

タブに表示されている情報をフ ィルターし、 一覧から以下のいずれ

かのオプシ ョ ンを選択できます。

➤ シミ ュレート された衝突。シ ミ ュレート された設定を適用した場

合に発生するすべての衝突を表示します。

➤ 追加の衝突。シ ミ ュレート された設定の結果と して発生する追加

の衝突を表示します。 これらは、現在の設定では発生しない衝突

です。

➤ 解決されていない衝突。現在の設定とシ ミ ュレート された設定に

共通する衝突を表示します。 これらは、シ ミ ュレート された設定

の結果と して解決されていない衝突です。

➤ 解決された衝突。シ ミ ュレート された設定の結果と して解決され

た衝突を表示します。 これらは、 現在の設定で発生し、 シ ミ ュ

レート された設定では発生しない衝突です。

注 ： このオプシ ョ ンは、 既存の変更を計画している場合にのみ使用

します。
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[期間の競合 ] タブ

このタブには、 シ ミ ュレーシ ョ ンの期間の競合分析が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 このタブでの情報の表示方法は、 分析モジュールの [評価 ] > [期間

の競合 ] タブと 同様です。 期間の競合結果の表示に関する詳細は、

「[評価] > [期間の競合] タブ」 （97ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明

タブに表示されている情報をフ ィルターし、 一覧から以下のいずれ

かのオプシ ョ ンを選択できます。

➤ 現在の期間の競合。現在表示されている日付のすべての期間の競

合を表示します。

➤ シミ ュレート された期間の競合。シ ミ ュレート された設定を適用

した場合に発生するすべての期間の競合を表示します。

注 ： このオプシ ョ ンは、 既存の変更を計画している場合にのみ使用

します。
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[ リスク ] タブ

このタブには、 シ ミ ュレーシ ョ ンのリ スク分析が表示されます。

リ スク因子の表の [重み付けされた値] 列に、 変更のあった各リ スク因子に対し、 元の重

み付けされた値が山かっこ  < > で囲まれて表示されます。

重要な情報 ➤ このタブでの情報の表示方法は、 分析モジュールの [評価] > [ リ

ス ク ] タブと同様です。 リ ス ク分析結果の表示に関する詳細は、

「[評価] > [ リ スク ] タブ」 （90ページ） を参照してください。

➤ このオプシ ョ ンは、既存の変更を計画している場合にのみ使用し

ます。
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 [変更要求 ] - カレンダービュー

[変更要求 ] - カレンダービューウ ィンド ウには、HP Release Controlによって処理された変

更要求がカレンダー形式で日付ごとに表示されます。 表示される変更要求は、 現在アク

ティブなフ ィルターに含まれている変更要求です。

選択した表示モードによって、変更要求をカレンダー形式または一覧形式で表示します。

➤ 日モードおよび週モード。 HP Release Controlで処理された変更要求を表形式とカレン

ダー形式の両方で表示します。

➤ 月モード。 各暦日の変更要求の数を リ ンク と して表示します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。 [変更要求 ] ウ ィ

ンド ウで、 [カレンダー ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ 開始日時または終了日時のない変更要求や、開始日時が終了日時

よ り遅くなっている変更要求は、カレンダービューでは表示され

ません。

➤ デフォルトでは、カレンダーの週は月曜から始ま り、日曜に終わ

り ます。

➤ 日モードおよび週モードでの変更要求の横棒の色は、 [ モジュー

ル ] > [管理者] > [モジュール ] > [分析 ] > [カレンダー ] でフ ィー

ルドの値にマッピングされている色を示しています。 たとえば、

インパク トの重大度 「中」 に紫をマッピングできます。 これらの

設定を再構成するには、 「[ カレンダー ] ウ ィ ン ド ウ」 （508ペー

ジ） を参照して ください。

UIの要素 説明

以下を選択できます。

➤ 前日 /先週 /先月

➤ 現在の日付

➤ 翌日 /翌週 /翌月
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➤ 日モード。 選択した日付のみの変更要求を表示します。 6時間の

間隔に4分割されます。

➤ 週モード。 選択した日付の週の変更要求を表示します。

日モードまたは週モードを使用している場合、 [変更要求 ] ウ ィ ンド

ウにHP Release Controlで処理された変更要求が表形式とカレンダー

形式で表示されます。

表やカレンダーのサイズを拡大または縮小するには、 縦の分割線を

ク リ ッ ク して左右にド ラ ッグします。

注：左側の表の列は、 [変更要求] の一覧表示に表示される列と同じ

です。 詳細については、 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ） を参

照して ください。 要求の表示順序は変更できません。

各列はカレンダーの日付、 横棒は変更要求に対応します。 データは

タイムライン上の時間ブロ ッ クで表示されます。 各エン ト リはそれ

ぞれ別の行に表示されます。 この表示はガン トチャー ト と同様に、

時間ベースの概要を示します。

さまざまな項目にマウスポインターを置く と、 その項目に関する詳

細情報を含むヒ ン ト が表示されます。 行エン ト リ を ク リ ッ クする

と、 [プレビュー ] ウ ィ ンド ウ、 [評価 ] ウ ィンド ウ、 [ コラボレーシ ョ

ン ] ウ ィ ンド ウ、 [レビュー ] ウ ィンド ウに詳細と分析情報が表示さ

れます。

構成済みの期間をカレンダービューで表示する よ う に選択する こ

とができます。 [期間の選択 ]  ボタンをク リ ッ ク して、 表示す

る期間カテゴ リ を選択して ください。 アイコンの上にマウスポイン

ターを置く と、 期間が属するカテゴ リ と期間の開始日時および終了

日時がヒン トに表示されます。

UIの要素 説明
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月モード。 選択した日付の月の変更要求を表示します。

月モードを使用している場合、 [変更要求] ウ ィンド ウには変更要求

がカレンダー形式でのみ表示さ れ、 [変更要求 ] ウ ィ ンド ウの下の

<[変更要求サマ リ  チャート ] ウ ィンド ウ > に集計データがグラフ形

式で表示されます。詳細については、 「<[変更要求サマ リ  チャート ]

ウ ィ ンド ウ >」 （117ページ） を参照してください。

変更要求は、 リ ンク形式で表示されます。 リ ンクをク リ ッ クする と、

HP Release Controlが自動的に日モードに切り替えられ、 変更要求が

表形式で表示されます。

<[変更要求サマリ  

チャート ] ウィ ンドウ>

現在ア ク テ ィ ブなフ ィ ルターに含まれている変更要求の特定の

フ ィールドのデータを表すグラフを表示します。 詳細については、

「<[変更要求サマ リ  チャート ] ウ ィンド ウ >」 （117ページ） を参照し

て ください。

<日付セレクター > 表示する変更要求を選択できます。

注 ： 日モードまたは週モードを使用している場合、 SHIFT キーを使

用して前後の日付を追加して選択できます。

<ツールバー > 詳細については、 「[変更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン」 （122ペー

ジ） を参照して ください。

[フ ィルター ] ウィ ンドウ [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウに表示される変更要求をフ ィルターできま

す。 詳細については、 「[ フ ィルター ] ウ ィ ンド ウ」 （183ページ） を

参照して ください。

注 ： デフォル トでは、 システム内のすべての変更要求がHP Release

Control で表示されます。 フ ィ ルターを使用する と、 さ まざまな

ビューのすべてで変更要求がフ ィルターされます。

UIの要素 説明
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<[変更要求サマリ  チャート ] ウィンドウ>

このウ ィ ン ド ウには、 現在アクテ ィブなフ ィルターに含まれている変更要求の特定の

フ ィールドのデータを表すグラフが表示されます。 棒グラフまたは円グラフでの表示が

可能です。

注 ： このウ ィンド ウが表示されるのは、 月モードのみです。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] を選択します。 [変更要求] ウ ィ

ンド ウで、 [カレンダー ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ グラフは、 データグループの値が 1 つの数字のみを表している

フ ィールドをサポート しています。 たとえば、 優先度 [低い ] に

は値1が、 [普通 ] には値2が、 [高い ] には値3が与えられている

場合、 グラフで優先度レベルを表示できます。

値が数字グループを表しているフ ィールドは、グラフではサポー

ト されません。たと えば、値mm/dd/yyを持つ日時フィ ールド です。

➤ 月のカレンダービューでデータを表示するフ ィールドを定義し

たり、データを表示するデフォルトのグラフ形式を決定したりす

るこ とができます。詳細については、「[グラフ ] ウ ィンド ウ」（510

ページ） を参照して ください。

デフォルトでは、 3つのフ ィールドが構成されています。 フ ィー

ルドを定義しない場合、カレンダービューでグラフは表示されま

せん。

➤ 値が8個よ り多い場合、 該当する棒グラフウ ィンド ウの上部に 

(上位8) と表示されます。

➤ グラフでのフ ィールドの表示色は、 [Calndar mapping(カレンダー

マッピング )] ウ ィンド ウで指定します。このウ ィンド ウでは、カ

ラーマッピングスキーマを、既存のフ ィールド値に関連付けるこ

とができます。 色を定義しない場合、 [デフォルトの色 ] ボッ ク

スで定義されている色でフ ィールドは表示されます。詳細につい

ては、 「[カレンダー ] ウ ィンド ウ」 （508ページ） を参照して くだ

さい。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[変更要求 ] - 一覧表示

一覧表示では、 HP Release Control によって処理された変更要求がソート可能な表の形式

で表示されます。 列の見出しをク リ ッ クする と、 その列で要求の表示順序をソートでき

ます。

一覧表示では、 デフォルトで、 インパク トの重大度に従って降順で変更が表示されます。

カレンダービューの日モードおよび週モードでは、 スケジュールされた開始日時に従っ

て昇順で変更が表示されます。

UIの要素 説明

棒グラフ。 フ ィールドデータを棒グラフ形式で表示します。

フ ィールドごとに上位 8位までの値を表示します。 左から高い順に

示されます。 同じ値は、 アルファベッ ト順にな り ます。

各棒の上にマウスポインターを置く と、 値の名前を示すヒン トが表

示されます。

円グラフ。 フ ィールドデータを円グラフ形式で表示します。

フ ィールドごとに上位 8位までの値を表示します。 各区分の上にマ

ウスポインターを置く と、 変更の数、 そのスライスが表す値、 全体

に対する割合を示すヒン トが表示されます。値が8個よ り多い場合、

[その他 ] とい う別の区分が作成され、 こ こに他のすべての値がま と

めて表されます。

凡例。 各フ ィールド値の完全な名前を示します。

注 ： 凡例は画面の任意の位置にド ラ ッグできます。
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一覧で変更要求を選択する と、選択した変更要求の詳細と分析情報が [プレビュー ] ウ ィ

ンド ウ、 [評価 ] ウ ィンド ウ、 [ コラボレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ、 [レビュー ] ウ ィンド ウに

表示されます。

選択した各変更要求に関連するタスクを表示するには、 「[プレビュー ] > [関連レコード ]

タブ」 （148ページ） を使用します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] を選択し、[一覧 ] をク リ ッ

ク します。

重要な情報 ➤ 変更要求モードで表示される変更要求をフ ィルターできます。詳

細については、「変更要求および作業のフ ィルター」 （161ページ）

を参照してください。

デフォル ト では、 システム内のすべての変更要求がHP Release

Control で表示されます。 フ ィルターを使用する場合、 選択した

フ ィルターの条件を満たす変更要求のみが表示されます。

➤ 一覧表示をカスタマイズして、異なる情報を表示するこ とができ

ます。一覧表示の列のカスタマイズに関する詳細は、「[<下のウ ィ

ンド ウ > - 一覧 ] タブ」 （366ページ） を参照してください。
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管理者がその他のカスタマイズを行っていない場合、 以下の要素が表示されます。

UIの要素 説明

異常。 アイコンは、 変更要求が変更対象期間 (変更要求を実施できる

期間 ) 外またはブラ ッ クアウ ト期間 (変更要求を実施できない期間 )

内に実施されたこ とを示します。

衝突の重大度 変更要求の衝突の重大度レベルを示すアイコンを表示します。 変更

要求がその他の複数の変更要求と衝突する場合、 最悪の衝突の重大

度レベルが表示されます。

デフォルトでは、以下の色分けされたアイコン (記号を含む ) で重大

度レベルが示されます。

 致命的

 高い

 中

 低い

 極めて低い

変更要求との衝突がない場合、 衝突の重大度アイコンは表示されま

せん。

衝突の重大度アイコンの上にマウスポインターを置く と、 衝突の重

大度レベルを示すヒン トが表示されます。

衝突および衝突の重大度の計算方法の詳細は、 「変更要求の衝突」

（52ページ） を参照して ください。

連絡先窓口 変更要求を担当するユーザーの名前を表示します。
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インパク トの重大度 変更要求のインパク ト の重大度レベルを示すアイ コンを表示しま

す。 変更要求の重大度レベルは、 その要求によって影響を受けるビ

ジネス CIの重大度レベルのうち最も高いものによって決ま り ます。

デフォルトでは、以下の色分けされたアイコン (記号を含む) でイン

パク トの重大度レベルが示されます。

 致命的

 高い

 中

 低い

 極めて低い

 使用可能なインパク ト分析がない

重大度レベルのアイコンの上にマウスポインターを置く と、 変更要

求のインパク トの重大度レベルを示すヒン トが表示されます。

インパク ト 分析およびインパク ト の重大度の計算方法の詳細は、

「インパク ト分析」 （44ページ） を参照して ください。

Priority 変更要求のHP Release Control での優先度レベルを表示し ます。

HP Release Controlを構成する と き、 変更要求に割り当てるこ とがで

きる優先度レベルを構成します。

要求 ID サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンでの変更要求の リ ファ レンス ID

番号を表示します。

リスク リ ス クレベル (低い、 中、 高い ) を表示します。 これらのレベルは、

さ まざまな数値による リ ス ク レベルに対応する よ う に手動で構成

できます。

この数値は、 HP Release Control管理者が構成プロセスで客観的に重

み付けをした リ スク因子に基づいてHP Release Controlによって計算

されます。 リ ス ク レベルの計算方法の詳細は、 「 リ ス ク分析」 （44

ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明
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[変更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン

こ こでは、 [変更要求 ] ウ ィンド ウのツールバーオプシ ョ ンについて説明します。

開始日時 変更要求の開始がスケジュールされている日を表示します。

Status 変更要求のHP Release Controlでのステータスを表示します。

HP Release Controlを構成する と き、 変更要求に割り当てるこ とがで

きるステータスを構成します。

サマリ 変更要求の簡単な説明を表示します。

ユーザーディ スカッショ ン

スレッ ド と投稿

ユーザーディ スカッシ ョ ンスレッ ド と投稿のアイコン表示は、 選択

した変更要求に対して、 ユーザースレッ ド とそれらのスレッ ドへの

コ メン トが存在するこ とを示します。 このアイコン上にマウスポイ

ンターを置く と、 存在するユーザースレッ ド と コ メン トの数を示す

ヒン トが表示されます。

[ コラボレーシ ョ ン ] タブの [ディ スカッシ ョ ン ] で、ディ スカッシ ョ

ンスレッ ド を表示でき ます。 詳細については、 「[ コラボレーシ ョ

ン ] > [ディ スカッシ ョ ン ] タブ」 （127ページ） を参照してください。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。

関連項目 ➤ 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ）

➤ 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ）

UIの要素 説明
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以下の表では、 [変更要求 - 一覧表示 ] の各ツールバーオプシ ョ ンについて説明します。

UIの要素 説明

一覧。 変更要求を一覧形式で表示します。 [変更要求] の一覧表示を

開きます。

カレンダー。 変更要求をカレンダー形式で表示します。 [変更要求 ]

のカレンダービューを開きます。

選択した変更の計画。 変更要求の詳細を修正した場合の影響をシ

ミ ュレート し、 これらの変更が分析データに及ぼす影響を表示でき

ます。

ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを

選択します。

➤ 選択した変更の計画。

➤ 新規変更の計画。

変更プランナーを開きます。

新規ディスカッシ ョ ンスレッ ド。[ コラボレーシ ョ ン ] > [ディ スカッ

シ ョ ン ] タブの [投票 ] ウ ィ ン ド ウで、 ディ スカッシ ョ ンに新規ス

レッ ドを追加できます。 「[新規ディ スカッシ ョ ン スレッ ド ] ダイア

ログボッ クス」 （138ページ） が開きます。

新規アクシ ョ ンアイテム。 要求に関連付けられているアクシ ョ ンア

イ テムを作成する ために使用し ます。 「[ アクシ ョ ン アイテムの追

加 ]/[アクシ ョ ン  アイテムの編集 ] ダイアログボッ クス」 （73ページ）

が開きます。

手動変更プロセスの起動。 選択した変更要求または選択したフ ィル

ター内のすべての変更要求の再計算プロセスを手動で再実行でき

ます。 「[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボッ クス」 （136ペー

ジ） が開きます。

レポートの生成。 PDF、 HTML、 Excelでレポート を生成します。 「[レ

ポートの詳細 ] ダイアログボッ クス」 （150ページ） が開きます。
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変更データの送信。 ディ スカッシ ョ ンスレッ ドを電子メールで送信

します。

ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを

選択します。

➤ 変更データの送信。選択した変更要求のみを含む電子メールを送

信します。

➤ 変更データとログの送信。選択した変更要求と関連付けられてい

るイベン ト ログ情報含む電子メールを送信します。

➤ CAB招待の送信。 CAB会議への招待を送信します。

➤ CAB議事録の送信。 選択した変更のCAB議事録を送信します。

➤ PIR招待の送信。 PIR会議への招待を送信します。

➤ PIR議事録の送信。 選択した変更のPIR議事録を送信します。

お気に入りに選択した要求を追加 / お気に入りから選択した要求を

削除。 選択した変更要求をお気に入り フ ィルターに追加するか削除

するかを切り替えます。 詳細については、 「変更要求および作業の

フ ィルター」 （161ページ） を参照して ください。

ド ロ ップダウン矢印をク リ ッ ク し、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを

選択します。

➤ お気に入りから削除。選択した変更要求をお気に入り フ ィルター

から削除します。

➤ お気に入りフ ィルターのすべての AI を削除。 お気に入り フ ィル

ターのすべての変更要求を削除します。

注：通知登録では、お気に入りの変更要求に変更が行われた時点で、

特定の電子メール通知を受信する設定も可能です。 詳細について

は、「[ユーザー ワークスペース ] ウ ィンド ウ」 （34ページ） を参照し

て ください。

UIの要素 説明
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選択した要求を通知登録 /選択した要求を通知登録解除。選択した変

更要求の電子メール通知を受信するか、 通知登録をキャンセルでき

ます。 通知を構成する方法の詳細と、 HP Release Controlが ftlファ イ

ルで送信する電子メールの形式については、 「[通知 ] ウ ィ ン ド ウ」

（511ページ） を参照して ください。

注 ： 変更要求に対する修正の種類によっては、 通知が送信されない

場合があ り ます。 HP Release Controlは、 次のいずれかのイベン トが

発生した場合にのみ、 通知登録したユーザーに電子メール通知を送

信します。

➤投稿の追加。新しいディ スカッシ ョ ン投稿が変更要求に
追加されました。

➤アクシ ョ ン アイテムの追加。 新しいアクシ ョ ン アイテ
ムが変更要求に追加されました。

➤承認。 変更要求が承認されました。

➤撤回。 変更要求が撤回されました。

期間の選択。 構成済みの期間をカレンダービューのバッ クグラウン

ドに表示するよ うに選択します。

期間の構成方法の詳細は、 「期間の構成の概要」 （579ページ） を参

照して ください。

注 ： カレンダービューでのみ有効にできます。

更新。[変更要求] ウ ィ ンド ウに表示される変更要求または [アクシ ョ

ン  アイテム一覧 ] ウ ィンド ウに表示されるアクシ ョ ンアイテムを更

新します。

UIの要素 説明
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[ コラボレーシ ョ ン ] > [アクシ ョ ン アイテム ] タブ

このタブでは、 変更要求のアクシ ョ ンアイテムを表示できます。

➤ 変更要求モードを使用している場合、 変更要求に関連付けられているアクシ ョ ンアイ

テムを表示し、 アクシ ョ ンアイテムモードの [ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ンド ウ と同

様にそれらのアクシ ョ ンアイテムを使用できます。

➤ アクシ ョ ンアイテムモードを使用している場合、 選択したアクシ ョ ンアイテムと同じ

変更要求と関連付けられているすべてのアクシ ョ ンアイテムを表示できます。

要求 IDの検索 /アクシ ョ ンアイテム IDの検索。 目的の変更要求また

はアクシ ョ ンアイテムを検索します。

➤ [変更要求] ウ ィンド ウの [変更要求の検索] ボッ クスに要求IDを

入力し、 変更要求一覧で目的の変更要求を検索します。

➤ [ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ンド ウの [ アクシ ョ ン アイテムの検

索 ] ボッ クスにアクシ ョ ンアイテム IDを入力し、変更要求一覧で

目的のアクシ ョ ンアイテムを検索します。

合計 定義した一連の基準を満たす変更要求の数。

注 ： 月モードでは、 合計数はその月の実際の変更数を表します。

アクセス方法 [モジュール] > [分析] > [変更要求 ] または [アクシ ョ ン アイテム ] >

[ コラボレーシ ョ ン ] > [アクシ ョ ン アイテム ] タブを選択します。

関連項目 「アクシ ョ ンアイテム」 （42ページ）

UIの要素 説明
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[アクシ ョ ン アイテム ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウには、 変更要求と関連付けられているアクシ ョ ンアイテムが表示されま

す。 このウ ィンド ウの詳細は、 「[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ」 （66ページ） を参照

して ください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[アクシ ョ ン アイテムの記入 ] ウィ ンドウ

一覧から選択した各アクシ ョ ンアイテムの情報を表示します。 このウ ィンド ウの詳細は、

「[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ」 （66ページ） を参照してください。

[ コラボレーシ ョ ン ] > [ディスカッシ ョ ン ] タブ

このタブには、 ディ スカッシ ョ ンスレッ ド と コ メ ン トのほか、 選択した、 または関連付

けられている変更要求に関する投票のサマ リが表示されます。 このタブでは、 CAB会議

で実際に話し合う前に、変更要求についてオンラインディ スカッシ ョ ンを実施できます。

その結果、 CAB会議を先の段階から始めるこ とができ、 ユーザーの応答から変更要求を

承認すべきかど うかが明らかな場合は会議が不要になるこ とがあ り ます。

[ コ メン ト ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウには、 変更要求に関するすべてのディ スカッシ ョ ンスレッ ドが表示され

ます。 各スレッ ドの見出しには、 ディ スカッシ ョ ンを開始したユーザーの名前、 ディ ス

カッシ ョ ン開始者が投稿した投票を表すアイコン、 最初のコ メン トの日時、 件名、 テキ

ス ト、 そのスレッ ドで他のユーザーが投稿したコ メン トが含まれます。

UIの要素 説明

[ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ン ド ウにアクシ ョ ンアイテムを表示し

ます。

アクセス方法 [モジュール] > [分析] > [変更要求] > [ コラボレーシ ョ ン ] > [ディス

カッシ ョ ン ] を選択します。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

すべてのコ メン トの展開。 ディ スカッシ ョ ンスレッ ドに含まれるす

べてのコ メン ト を展開します。

すべてのコ メン トの折りたたみ。 ディ スカッシ ョ ンスレッ ドに含ま

れるすべてのコ メン ト を折りたたみます。

古い順 /新しい順。コ メン ト をソート し、最も古いコ メン ト または最

も新しいコ メン ト を最初に表示します。

新規ディ スカ ッシ ョ ンスレ ッ ド。 変更要求にスレ ッ ド を追加しま

す。 「[新規ディ スカッシ ョ ン スレッ ド ] ダイアログボッ クス」 （138

ページ） が開きます。

電子メールの送信。 1つまたは複数のディ スカッシ ョ ンスレッ ドを

電子メールで送信します。 [電子メールの送信 ] ダイアログボッ クス

を開きます。

電子メールの各宛先の電子メールアドレス と、 変更要求に関する追

加のコ メン ト を入力します。
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[投票 ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウには、 変更要求についてディ スカッシ ョ ン開始者が投稿した最新の投票

のサマリが表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

<[投票のサマリ ] ツリー > 変更要求についてディ スカッシ ョ ン開始者が投稿した最新の投票

が表示されます。使用できる各投票オプショ ン  ([反対]、 [賛成]、 [要

CAB裁定 ]、 [投票なし ]) と、 そのオプシ ョ ンに投票したユーザー数

が丸かっこで表示されます

注 ： ユーザーの最新の投票のみが考慮されます。

各投票オプショ ンの下に、そのオプショ ンに投票したユーザー (ディ

スカッシ ョ ン開始者 ) の一覧が表示されます。 各投票オプシ ョ ンの

横になる矢印をク リ ッ クする と、 その下のユーザー一覧を展開また

は折りたたむこ とができます。

ユーザーを選択する と、 そのユーザーによって開始されたすべての

ディ スカッシ ョ ンスレ ッ ドが [ コ メ ン ト ] ウ ィ ン ド ウに表示されま

す。 [ コ メン ト ] ウ ィンド ウですべてのユーザーによって開始された

ディ スカッシ ョ ンスレッ ドを表示するには、 [すべて ] をク リ ッ ク し

ます。ディ スカッシ ョ ンスレッ ドを時系列でソートするには、 [古い

順 /新しい順 ] ボタンをク リ ッ ク します。

注 ： ユーザーは各変更要求に対して複数のディ スカッシ ョ ンスレッ

ド を開始できます。 すべてのディ スカッシ ョ ンスレ ッ ド と と もに、

ユーザーの最新の投票が表示されます。
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[ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タブ

このタブでは、 変更要求の承認、 承認の撤回、 承認履歴およびステータスの表示、 CAB

議事録の作成、 実施前および実施後のガイ ド ラ インの作成を行います。

[決議 ] ウィンドウ

このウィ ンド ウは、 以下のサービスデスクを使用し ている場合にのみ使用し ます。

➤ HP Service Manager/Center

➤ HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center

このウ ィ ンド ウでは、 変更要求の承認、 承認の撤回、 承認履歴およびステータスの表示

を行います。

承認、 撤回、 拒否の各オプシ ョ ンは要求のステータスによって決ま り、 approveChange

権限を持っているユーザーのみ使用できます。 HP Release Control で変更要求を承認、 撤

回、 または拒否する と、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで要求のステータスが更新さ

れます。 HP Service Managerを使用している場合、 更新されたステータス と と もに承認コ

メン ト もエクスポート されます。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ]

タブを選択します。
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この機能によ り、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから各要求に直接アクセスするこ と

な く、 HP Release Controlから要求承認プロセスを管理できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 ➤ 変更要求を承認する と、HP Release Controlによってユーザー名と

パスワードが正しいか、また変更要求の承認が現在許可されてい

るかど うかがチェッ ク されます。ユーザー名とパスワードが正し

く、 要求の承認 /撤回が許可されている場合、 HP Release Control

で要求が承認され、 [ コ ラボレーシ ョ ン ] タブに承認の詳細が表

示されます。

提供した認証データが不正確な場合、または現在変更要求の承認

を許可されていない場合、HP Release Controlは詳細なエラーメ ッ

セージを発行します。要求のサービスデスクアプリ ケーシ ョ ンの

バージ ョ ンがHP Release Controlのバージ ョ ンよ り新しい場合、変

更要求の承認を強制するかど うかをたずねる メ ッセージが表示

されます。 承認を強制するには、 チェ ッ クボッ ク スをオンにし

て、 [承認 ] をク リ ッ ク します。

➤ 管理者は、 [承認 ] ボタンが有効になるステータスを定義できま

す。 詳細については、 「要求承認のためのHP Release Controlの構

成方法」 （447ページ） を参照してください。

UIの要素 説明

承認ログ。選択した変更に対してHP Release Controlで行われた承認

および撤回の履歴を表示します。 変更要求を承認または承認を撤回

したユーザーと と もに、 投稿されたコ メン トが表示されます。
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承認ステータス。 選択した変更の承認ステータスが表示されます。

[決議 ] ウ ィンド ウは3つの承認カテゴ リに分かれています。 各カテ

ゴ リに関連するユーザーグループ (Adminなど ) が表示されます。

以下の3つの承認カテゴ リがあ り ます。

➤ 完了した承認。変更をすでに承認したユーザーグループが表示さ

れます。

➤ 承認待ち。未処理の承認があるユーザーグループが表示されます。

➤ 今後の承認。別のユーザーグループが承認した後のみ、変更を承

認できるユーザーグループが表示されます。変更の承認を最初に

行う必要のあるユーザーグループは、 [承認待ち ] カテゴ リに表

示されます。

UIの要素 説明
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承認。 変更要求を承認します。 [変更要求の承認 ] ダイアログボッ ク

スを開きます。

撤回。選択した変更要求に対して行った承認を撤回できます。 [変更

要求の撤回 ] ダイアログボッ クスが開きます。

拒否。 変更要求を拒否します。 [変更要求の拒否 ] ダイアログボッ ク

スが開きます。

変更要求の承認、 撤回、 または拒否の詳細は、 「[変更要求の承認 ]/

[変更承認の撤回 ] ダイアログボッ クス」 （75ページ） を参照して く

ださい。

[変更要求 ] ウ ィ ンド ウまたは [ アクシ ョ ン  アイテム ] ウ ィ ンド ウで

関連する変更要求またはアクシ ョ ンアイテムを選択し、[ コラボレー

シ ョ ン ] > [決議] タブを選択する と、 [承認 ] ボタン、 [撤回 ] ボタン、

および [拒否] ボタンのヒン ト と して [ステータスを確認しています

...] とい う メ ッセージが表示され、HP Release Controlによって以下の

チェッ クが実行されます。

➤ approveChange権限を持ち、 変更要求の承認が許可されている

ユーザーかど うか

➤ 選択した変更要求を現在承認できるかど うか

前記のすべての基準が満たされている場合、 [承認 ] ボタンが有効に

なり ます。 変更要求がサービスデスクアプリ ケーシ ョ ンで許可され

ていない場合、 [承認 ] ボタン、 [撤回 ] ボタン、 および [拒否 ] ボタ

ンのヒ ン ト と して [操作はサポート されていません ] とい う ステー

タス メ ッセージが表示されます。

変更要求が承認されたばかりで、 HP Release Controlでステータスが

更新されていない場合、[承認] ボタンのヒン ト と して [承認済み ] ス

テータス メ ッセージが表示されます。

HP Release Controlの確認プロセスでエラーが発生した場合、 [承認 ]

ボタン、[撤回 ] ボタン、および [拒否 ] ボタンのヒン ト と してエラー

メ ッセージが表示されます。

UIの要素 説明
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[CAB 決定事項 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 承認 /撤回 /拒否プロセスについてさまざまなタイプのメモを投稿

できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[インパク ト  グラフ ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 選択した変更要求のインパク トの関係が視覚的に表現されます。

個々のCI をド ラ ッグアンド ド ロ ップするこ とで、 表示を操作できます。 線、 矢印、 関係

には影響しません。

重要な情報 この手順を実行するには、 変更マネージャーの役割を持つユーザー

である必要があ り ます。

UIの要素 説明

決定事項の追加。 承認 /撤回 /拒否プロセスについてさまざまなタイ

プのメモを投稿します。 投稿する メモのタイプを選択できるダイア

ログボッ クスが開きます。

➤ CAB議事録。 関連する CAB会議の詳細です。

➤ 実施前ガイド ライン。変更要求を実施する前に従うべきガイ ド ラ

インです。 これらのガイ ド ラインは、変更要求をスケジュールす

る前に、 ディ レク ターモジュールの [ アラート ] ウ ィンド ウに表

示されます。

➤ 実施後ガイド ライン。変更を実施した後のフォローアップ手順で

す。 これらのガイ ド ラ インは、 変更要求をスケジュールした後

に、 ディ レク ターモジュールの [ アラート ] ウ ィ ンド ウに表示さ

れます。

表示されるダイアログボッ ク スに、 メモの件名と内容を入力しま

す。 [CAB 決定事項 ] ウ ィンド ウにメモが表示されます。
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[ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウでCI またはCI グループを選択する と、 個々のCI または

CIグループのインパク ト グラフを表示できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [評価] > [インパク ト ] タブを

選択し、 [グラフ  ウィンドウを開く ] をク リ ッ ク します。

UIの要素 説明

ルート ノード。個々のCI またはCIグループのインパク ト グラフが現

在表示されている場合、[ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウを元の表示

に戻します。

同心円レイアウト。 CIを同心円レイアウ トで再編成します。

階層レイアウト。 CIを階層レイアウ トで再編成します。

上位中心円レイアウト。 CIを上位中心円レイアウト で再編成します。

ばね式レイアウト。 CIをばね式レイアウ トで再編成します。

拡大。 拡大または縮小で倍率を変更できます。

インパク ト を受ける

すべてのCIの影響

インパク トの関係をグラフ形式で視覚的に表現します。

CI は、 インパク ト の方向を示す矢印の付いた線でつながっていま

す。 たとえば、 host11 とい う CIの矢印はserverB を指しています。

これは、 host11がserverBに影響するこ とを意味します。

インパク トの関係を変えずに、 インパク ト グラフのレイアウ ト をカ

スタマイズしてCIを再編成するこ とができます。

インパク ト を受けるCI 影響を受ける CI と変更される CI (ACI と CCI) を表示します。
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[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 選択した変更要求または選択したフ ィルター内のすべて

の変更要求の計算プロセスを手動で再実行します。

注意 ： 多数の変更に対して手動変更プロセスを実行する と、 システムのパフォーマンス

に影響するこ とがあ り ます。

計算プロセスを手動で再実行する必要があるのは、 以下の状況です。

➤ HP Universal CMDBに変更がある場合。 たとえば、 CIの変更が発生したと きです。

➤ 構成に変更がある場合。たとえば、変更される CIのため、2つの変更要求に少なく と も

共通のCIが1つ関与しており、 変更要求の衝突が生じたと きです。

➤ リ ス ク因子の構成に変更がある場合。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。 [変更要求 ] ウ ィ

ンド ウで、 [手動変更プロセスの起動] をク リ ッ ク します。

重要な情報 潜在変更を含むフ ィルターを使用している場合や、 潜在変更に対し

ては、 手動変更プロセスを実行するこ とはできません。
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[新規プロセスの起動 ] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[変更要求の計算 ] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

現在のフ ィルター 選択したフ ィルターのすべての変更要求を再計算します。 下矢印

 をク リ ッ ク し、 目的のフ ィルターを選択します。

説明 再計算プロセスを説明するフ リーテキス ト を入力できます。

実行 再計算プロセスを実行します。

選択した変更要求 選択した変更要求を再計算します。

UIの要素 説明

中止 手動再計算を終了するには、 目的の再計算プロセスの左側にある

チェ ッ クボッ クスを選択し、 [中止] をク リ ッ ク します。

注 ： 自分の再計算プロセスはいつでも中止できます。 他のユーザー

のプロセスを中止するには、 abortAnyManualChangeProcess権

限が必要です。

一覧から完了した項目を

自動的に削除

プロセスが完了した後、 ウ ィンド ウから再計算プロセスを自動的に

削除するために選択します。

計算ステータス [実行 ] ボタンをク リ ッ ク して手動再計算を起動する と、 まだ再計算

されていない変更要求の数が進行状況バーに表示されます。

説明 [新規プロセスの起動 ] ウ ィ ン ド ウの [説明 ] ボッ クスで説明した再

計算プロセスの名前。
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[新規ディスカッシ ョ ン スレッ ド ] ダイアログボックス

このダイアログボッ ク スでは、 変更要求にディ スカッシ ョ ンスレ ッ ド を追加できます。

ディ スカッシ ョ ンスレッ ドの中では、 目的の投票オプシ ョ ンを選択して自分の意見を表

明できます。

各変更要求に対して複数のディ スカッシ ョ ンスレッ ドを追加できます。 [ コラボレーシ ョ

ン ] > [ディスカッシ ョ ン ] タブには、すべてのディ スカッシ ョ ンスレッ ド と と もに、ユー

ザーの最新の投票が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

すべてのユーザーの

プロセスを表示

すべてのユーザーによって起動された手動再計算プロセスを表示

するには、 このチェ ッ クボッ ク スをオンにします。 このチェ ッ ク

ボッ クスをオンにしないと、 自分が起動したプロセスのみが表示さ

れます。

開始日時 再計算プロセスが実行された日時。

ユーザー 手動再計算プロセスを起動したユーザー。

アクセス方法 ➤ [ モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。 [変更要求 ]

ウ ィ ン ド ウのツールバーで、 [新規ディスカッシ ョ ン スレッ ド ]

をク リ ッ ク します。

➤ [モジュール] > [分析] > [変更要求] > [コラボレーシ ョ ン ] > [ディ

スカッシ ョ ン ] タブを選択します。 ツールバーで、 [新規ディス

カッシ ョ ン スレッ ド ] をク リ ッ ク します。

関連項目 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [ディ スカッシ ョ ン ] タブ」 （127ページ）

UIの要素 説明

< メ ッセージボックス> (オプシ ョ ン ) 目的のメ ッセージを入力します。

UIの要素 説明
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[実施後レビュー ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 変更要求の実施後レビュー (PIR) を作成 /編集できます。

PIRを変更要求に追加する と、 [レビュー ] > [結論 ] タブの [結論情報 ] ウ ィンド ウに送信

済みのすべてのPIR情報が表示されます。

件名 目的の件名を入力します。

投票 以下のいずれかの投票オプシ ョ ンを選択します。

➤ 反対

➤ 要CAB裁定

➤ 賛成

➤ 投票なし

この変更要求について以前に投票した場合、 ダイアログボッ クスの

右側の [現在の投票] に最新の投票が表示されます。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] > [レビュー ] > [結論 ] タブを選

択し、 [結論情報 ] ウ ィンド ウで [レビュー ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ デフォルトでは、HP Release ControlでPIRを作成できるのは、[評

価と終了 ] ステータスの変更要求に対してのみです。

➤ HP Service Manager を使用している場合、 HP Release Controlに

よってPIR情報が直接更新されます。

関連項目 「[レビュー ] > [結論 ] タブ」 （154ページ）

UIの要素 説明
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[詳細 ] タブ

このタブでは、 選択した変更要求のPIRを作成 /編集します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[悪影響のあるビジネス CI] タブ

このタブには、 PIRに含まれているビジネス CIが表示されます。

PIRに含まれているビジネス CIは、 [ レビュー ] > [結論 ] タブの [悪影響のあるビジネス

CI] ウ ィンド ウに表示されます。

UIの要素 説明

変更結果 変更要求の結果をド ロ ップダウン リ ス トから選択します。

顧客の満足度 顧客とは、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンで要求チケッ ト をオー

プンしたユーザーです。 要求の全体的な顧客満足度レベルをド ロ ッ

プダウン リ ス トから選択します。

計画満足度 要求の全体的な計画満足度レベルを ド ロ ップダウン リ ス ト から選

択します。

レビューコ メン ト 関連するコ メン ト を追加します。

レビュー日 カレンダーを使用して、 レビューの作成日時を設定します。 最初の

PIR作成日時はシステムに保存されます。 PIRを編集する場合、 これ

は変更しないこ とをお勧めします。

サービスデスク認証 HP Service Managerを使用している場合、 PIR情報を直接更新するた

めのユーザー名とパスワードを入力します。 他のサービスデスクア

プリ ケーシ ョ ンを使用している場合、 このフ ィールドは表示されま

せん。
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以下の要素があ り ます ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < > で囲まれています )。

UIの要素 説明

インパク ト を受けるビジネスCIのみを表示 /すべてのビジネスCIを

表示

以下の表示を切り替えます。

➤ 現在の要求によってインパク ト を受けるすべてのビジネス CI の

一覧 ([ インパク ト を受けるビジネス  CI のみを表示 ])。

➤ HP Release Controlによって認識されている、 HP Universal CMDB

の関連するすべてのビジネス CIの一覧 ([すべての CI を表示 ])。

廃止CIの表示。 廃止するビジネス CIを表示します。

検索。[利用できるビジネス  CI] リ ス トで特定のビジネス CIを検索す

るには、 名前または名前の一部を検索ボッ クスに入力します。 検索

結果と し て、 入力文字列を名前に含むビジネス CIがすべて返さ れ

ます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。
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[プレビュー ] > [詳細 ] タブ

このタブには、 サービ スデス ク アプ リ ケーシ ョ ンから取得した変更要求の詳細と、

HP Release Controlで処理されたいくつかの重要な分析データが表示されます。

利用できるビジネスCI 利用できるビジネス CIのうち、HP Release Controlによって認識され

ている HP Universal CMDBの現在の要求またはビジネス CIによって

インパク ト を受けるものの一覧が表示されます。

PIRに 1つまたは複数のビジネス CI を含めるには、 目的のCI を選択

し  (CTRL キーを使用 )、 上の矢印をク リ ッ ク して [悪影響のある

ビジネス CI] リ ス トに移動します。

悪影響のあるビジネスCI PIRに含まれるビジネス CIの一覧が表示されます。

PIRから 1つまたは複数のビジネス CI を削除するには、 目的のCI を

選択し  (CTRL キーを使用 )、 下の矢印をク リ ッ ク して [利用でき

るビジネス CI] リ ス トに移動します。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] > [プレビュー ] > [詳細 ] タブ

を選択します。

重要な情報 [ プレビュー ] > [詳細 ] タブのカスタマイズの詳細は、 [ モジュー

ル ] > [管理者] > [構成 ] > [統合 ] > [ フ ィールド ] > <下のウィンド

ウ> - [詳細 ] タブを選択します。詳細については、 「[<下のウ ィン

ド ウ > - 詳細 ] タブ」 （367ページ） を参照してください。

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

実際の終了日時 変更要求の実行が実際に終了した日時。

実際の開始日時 変更要求の実行が実際に開始した日時。

カテゴリ 変更要求のタイプを説明するカテゴ リ。

連絡先窓口 変更要求を担当するユーザーの名前。

連絡先の場所 変更要求を担当するユーザーの地理的な場所。

作成日時 変更要求がサービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンで最初に作成された

日時。

緊急 変更要求が緊急変更手順に従って処理されているこ とを示します。

見積もり リスク ユーザーが変更要求に割り当てた見積も り リ スクのレベル。

インパク トの重大度 HP Release Controlで計算された、 変更要求のインパク トの重大度レ

ベル。 インパク トの重大度の詳細は、「インパク ト分析」 （44ページ）

を参照して ください。

実施担当者 変更要求の実施を担当するユーザー。

開始実行者 要求の開始者 (1番目のレベルの変更要求のみ )。

最終インパク ト分析日時 インパク ト分析が最後に計算された時間。

最終更新日時 変更要求がサービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンで最後に更新された

日時。

オープン実行者 要求の開始者 (2番目のレベルの変更要求のみ )。

計画終了日時 変更要求の実行の終了がスケジュールされている日時。
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[プレビュー ] > [概要 ] タブ

このタブでは、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから受け取った変更要求情報のサマ リ

が表示されます。

計画開始日時 変更要求の実行の開始がスケジュールされている日時。

Priority 変更要求のHP Release Controlでの優先度レベル。 HP Release Control

を構成する と き、 変更要求に割り当てるこ とができる優先度レベル

を構成します。

要求 ID サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンでの変更要求の リ ファ レンス ID

番号。

要求終了日時 要求を実施する最終期限。

リスク分析 HP Release Controlで計算された リ スクレベル (低い、中、高い ) を表

示し ます。 リ ス ク レベルの計算方法の詳細は、 「 リ ス ク分析」 （44

ページ） を参照して ください。

スケジュールされた

ダウンタイム開始日時

変更作業の計画されたダウンタイム開始日時。

サービスデスク 変更要求の作成元のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ン。

サブカテゴリ [カテゴリ ] フィ ールド の下位で、 変更要求のタイプを詳細に示し

ます。

緊急度 要求開始者によって要求に割り当てられた緊急度。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] > [変更要求 ] > [プレビュー ] > [概要 ] タブ

を選択します。

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

分析情報 変更要求に対してHP Release Controlによって実施された変更分析の

サマ リ を表示します。 以下のデータが含まれます。

➤ インパク トの重大度。変更要求のインパク トの重大度レベルを表

示します。レベルは、インパク トの重大度アイコンによって表わ

されます。マウスをアイコンの上に置く と、変更要求のインパク

ト の重大度レベルを示すヒ ント が表示されます。アイコンは、 [イ

ンパク ト分析 ] タブへのリ ンク とな り ます。

インパク ト分析およびインパク トの重大度の計算方法の詳細は、

「インパク ト分析」 （44ページ） を参照して ください。

➤ 衝突。 変更要求の衝突の重大度レベルを表示します。 レベルは、

衝突の重大度アイコンによって表わされます。変更要求がその他

の複数の変更要求と衝突する場合、最悪の衝突の重大度レベルが

表示されます。マウスをアイコンの上に置く と、衝突の重大度レ

ベルを示すヒ ン トが表示されます。 アイコンは、 [衝突 ] タブへ

のリ ンク とな り ます。

衝突および衝突の重大度の計算方法の詳細は、「変更要求の衝突」

（52ページ） を参照してください。

➤ リスク。 リ スクレベル (低い、 中、 高い ) を表示します。 表示さ

れるレベルは、 [ リ スク ] タブへのリ ンク とな り ます。

リ スクレベルの計算方法の詳細は、「 リ スク分析」 （44ページ） を

参照してください。
145



第 3 章 「分析モジュール」
UIの要素 説明

分析情報 (続き ) ➤ 変更されるCI。変更要求の直接の結果と して変更されたCIの数を

表示します。 表示された数は、 [ インパク ト分析 ] タブへの リ ン

ク とな り ます。

➤ 影響を受けるビジネスCI。変更要求の結果と して影響を受けたビ

ジネス CIの数を表示します。表示された数は、 [インパク ト 分析]

タブへのリ ンク とな り ます。

➤ 期間の競合。 変更要求が期間カテゴ リの繰り返しルールを侵害

した場合、カテゴ リの名前が表示されます。表示されたカテゴ リ

は、 [評価] > [期間の競合] タブへのリ ンク とな り ます。
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一般情報 ➤ 要求ID。サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンでの変更要求のリ ファ

レンス ID番号。

➤ サービスデスク。変更要求の作成元のサービスデスクアプ リ ケー

シ ョ ン。

➤ スケジュール。 変更要求のスケジュールされた開始日時。

➤ 期間。 変更要求のスケジュールされた期間。

➤ ステータス。サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンに定義された変更

要求のステータス。

➤ 結果。 変更要求の結果。結果は [レビュー ] タブで送信されます。

結果値は [レビュー ] > [結論 ] タブにリ ンク されています。

ユーザー情報 ➤ ディスカッシ ョ ンスレッ ド。変更要求への応答と して、ユーザー

によって処理されたディ スカッシ ョ ンスレッ ドの数。

➤ 反対。変更要求への応答と して [反対 ] を投票したユーザーの数。

➤ 要CAB裁定。変更要求への応答と して [要 CAB 裁定] を投票した

ユーザーの数。

➤ 賛成。変更要求への応答と して [賛成 ] を投票したユーザーの数。

注：データは [ コラボレーシ ョ ン ] > [ディ スカッシ ョ ン ] タブにリ ン

ク されています。 詳細については、 「[ コラボレーシ ョ ン ] > [ディ ス

カッシ ョ ン ] タブ」 （127ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明
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[プレビュー ] > [関連レコード ] タブ

バージ ョ ン 5.0以降、変更要求とそのタスク  (関連レコード ) は同じウ ィンド ウに表示され

な くな り ました。 変更要求とその関連タスクはHP Release Control の異なるウ ィ ン ド ウに

表示されます。

➤ 変更要求モードを使用している場合、 以下のよ うに表示されます。

➤ 変更要求が [変更要求 ] ウ ィンド ウに表示されている場合、 選択した変更に割り当

てられているタスクは [プレビュー ] > [関連レコード ] タブに表示されます。

➤ 変更要求が [プレビュー ] > [関連レコード ] タブに表示されている場合、 選択した

変更に割り当てられているタスクは [変更要求 ] ウ ィンド ウに表示されます。

➤ アクシ ョ ンアイテムモードを使用している場合、タスクは常に [プレビュー] > [関連レ

コード ] タブに表示されます。

アクセス方法 [モジュール] > [分析] > [変更要求] > [プレビュー] > [関連レコード ]

タブを選択します。

重要な情報 デフォルトでは、変更要求は [変更要求] ウ ィ ンド ウに表示され、そ

の関連タスクは [ プレビュー ] > [関連レコード ] タブに表示されま

す。 これは、 [作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ

ボッ クスの [階層 ] ボッ クスで [変更 ] を選択するこ とで構成されて

います([モジュール] > [分析 ] > [変更要求] を選択します。 [フ ィル

ター] ウ ィ ンド ウで、[新規] ボタンの右側にある下矢印 を

ク リ ッ ク し、 [新規 ] または [編集] を選択します )。

または、 [階層 ] ボッ クスで [ タスク ] を選択するこ とで、 関連タス

クがデフォル ト で [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウに表示されるよ うに構成

するこ と もできます。

関連項目 ➤ 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ）

➤ 「[アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウ」 （66ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

[関連レコード ] を開きます。 タスク と変更要求の表示を、 [変更要

求 ] ウ ィ ンド ウと  [プレビュー ] > [関連レコード ] タブで切り 替え

ます。

注 ： 

➤ このボタンは [変更要求 ] ウ ィンド ウでのみ有効です。

➤ このボタンをク リ ッ クする と、HP Release Controlによって [関連

レコード ] とい う一時フ ィルターが自動的に作成されます。

➤ 変更要求モードでは、 [戻る ] ボタンをク リ ッ クする と前の

フ ィルターから項目を表示できます。詳細については、「[フ ィル

ター ] ウ ィ ンド ウ」 （183ページ） を参照してください。

<列> このタブの列の詳細は、 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ） を参

照して ください。

合計 [変更要求 ] ウ ィンド ウまたは [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウで

選択した項目に割り当てられているレコードの数。
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[レポートの詳細 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、1つの変更要求または現在のフ ィルターに含まれているす

べての変更要求のデータを含むレポート を、 PDF、 HTML、 Excel形式で生成します。

アクセス方法 [モジュール] > [分析 ] をク リ ッ ク します。 レポート作成の対象とな

る変更要求やフ ィルターを選択してから、[レポートの生成 ] を

ク リ ッ ク します。

重要な情報 アジア言語環境で PDF レポー ト を生成する場合、 <HP Release

Controlインストールディ レク ト リ>\conf\reports.extディレク ト リ

にある以下のレポート テンプレート ファ イルで、 PDFのエンコード

値 (現在、 CP1250 と して定義済み ) を変更する必要があ り ます。

➤ calendar.changes-report.days-subreport.pdf.jrxml

➤ calendar.changes-report.pdf.jrxml

➤ calendar.changes-report.tickets-subreport.pdf.jrxml

➤ grid.change-single-pager-report.pdf.jrxml

➤ grid.changes-report.pdf.jrxml

➤ grid.changes-report.tasks-subreport.pdf.jrxml

関連項目  「[レポート ] ウ ィンド ウ」 （516ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

データ レポートに表示するデータによって、 目的の要求の範囲を選択しま

す。 オプシ ョ ンは以下のとおりです。

➤ 現在のフ ィルター。選択したフィ ルターのすべての変更要求です。

➤ 選択した変更要求。 現在選択している変更要求です。

注： レポートの変更要求の数が 「[レポート ] ウ ィ ンド ウ」 （516ペー

ジ） で定義されている生成レポートに含めるこ とのできる変更要求

の最大数を超える場合、 以下の警告が表示されます。

選択した項目数がn (1レポートの最大要求数) を超過しています。一

部の要求がレポートから削除されます。

形式 目的のレポート出力タイプを選択します。 オプシ ョ ンは以下のとお

りです。

➤ PDF

➤ Excel 

注 ： このオプシ ョ ンが表示されるのは、 [ レイアウ ト ] オプシ ョ

ンと して [一覧] を選択した場合のみです。

➤ HTML
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[返答 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 以下の操作を行う こ とができます。

➤ HP Release Controlユーザーはクローズされていないアクシ ョ ンアイテムにコ メン ト を

追加できます。

➤ アクシ ョ ンアイテムの担当者は、 受け入れない理由がある場合、 アクシ ョ ンアイテム

を作成者に返送できます。

➤ アクシ ョ ンアイテムの担当者は、アクシ ョ ンアイテムのステータスを [オープン ] から

[完了 ] に変更できます。

レイアウト 目的の要求のレイアウ トオプシ ョ ンを選択します。

➤ 1 ページ。 各変更要求のデータをそれぞれ別のページに表示し

ます。

注：このオプシ ョ ンが表示されるのは、一覧表示モードのみです。

➤ 一覧。 各変更要求のデータを一覧形式で簡潔に表示します。 各

ページに複数のリ ス トが表示されます。

レベルポリシー 下位の変更要求 ( タスク ) と上位の変更要求 (変更 ) をレポートに含

めるかど うかを定義します。

以下のとおり選択します。

➤ 折りたたみ。上位の変更要求 (変更) のデータのみが含まれます。

➤ 展開。 下位の変更要求 ( タスク ) と上位の変更要求 (変更 ) がレ

ポートに含まれます。

デフォルト値 ： 展開

UIの要素 説明
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➤ アクシ ョ ンアイテムの作成者は、アクシ ョ ンアイテムのステータスを [オープン ] また

は [完了 ] から  [ クローズ済み] に変更できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [アクシ ョ ン アイテム ] を選択します。 [ア

クシ ョ ン  アイテム ] ウ ィンド ウで、 目的のアクシ ョ ンアイテムを選

択して をク リ ッ ク します。

重要な情報 ボタンは、選択したアクシ ョ ンアイテムが現在のユーザー

に割り当てられている場合のみ有効です。

UIの要素 説明

説明 ➤ [投稿して、 アクシ ョ ン アイテムを保留中にする ] を選択した場

合、 アクシ ョ ンアイテムを受け入れない理由を入力します。

➤ [投稿で返答] を選択した場合、コ メン ト をフルテキス トで入力し

ます。

<作成者> にアクシ ョ ン

アイテムが完了したこと

を通知する

担当者は、 アクシ ョ ンアイテムのステータスを  [オープン ] から  [完

了 ] に変更できます。

アクシ ョ ンアイテムのステータスの詳細は、 「ステータス」 （70ペー

ジ） を参照してください。

注 ： このオプシ ョ ンは、 選択したアクシ ョ ンアイテムが現在のユー

ザーに割り当てられており、ステータスがまだ [完了] ではない場合

に表示されます。

投稿して、 アクシ ョ ン

アイテムを保留中にする

担当者は、 受け入れない理由がある場合、 アクシ ョ ンアイテムを作

成者に返送できます。 [件名] ボッ クスに [次のユーザーに戻す : <作

成者>] と表示されます。

注：アクシ ョ ンアイテムは、 [アクシ ョ ン アイテム一覧 ] ウ ィンド ウ

と  [ コ ラボレーシ ョ ン ] タブのアクシ ョ ンアイテムビューウ ィ ン ド

ウの両方にコ メン ト と して表示されます。 アクシ ョ ンアイテムは作

成者に保留中と して表示されます。
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[レビュー ] > [結論 ] タブ

このタブでは、 変更レビュー担当者が以下の操作を行う こ とができます。

➤ [評価と終了] ステータスの変更要求にレビューメモを追加

➤ 要求をクローズし、 変更を行えないよ うにする

レビューメモは要求の結論を示し、 全体的な成功と関係者の満足度に関する情報を提供

します。

アクシ ョ ンアイテムを再

オープンし、 <担当者>に

さ らに作業が必要なこ と

を通知する

作成者は、 アクシ ョ ンアイテムのステータスを [完了] から  [再オー

プン ] または [ クローズ済み ] に変更できます。

投稿で返答 HP Release Controlユーザーはクローズされていないアクシ ョ ンアイ

テムにコ メン ト を追加できます。

[ アクシ ョ ン  アイテム一覧 ] ウ ィ ン ド ウまたは [ コラボレーシ ョ ン ]

タブのアクシ ョ ンアイテムビューでアクシ ョ ンアイテムを選択し

ている場合、[アクシ ョ ン アイテムの記入] ウ ィンド ウにコ メン トが

表示されます。

UIの要素 説明
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HP Service Managerを使用している場合、 PIR情報を直接同期し、 HP Service Managerから

HP Release Controlに情報を同期できます。

[結論情報 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 [評価と終了] ステータスの変更要求のPIRを作成 /編集できます。

HP Service Managerを使用している場合、 要求をクローズし、 変更を行えないよ うにする

こ とができます。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] > [レビュー ] > [結論 ] タブを選

択します。

重要な情報 ➤ 変更レビュー担当者は、[変更要求 ] ツールバーの [電子メールの

送信 ] ボタンを使用して、 PIR会議への招待状や完了した

要求のPIR結論のサマ リ を電子メールで送信できます。

➤ レビュー関連の基準に応じて変更要求をフ ィルターできます。詳

細については、「変更要求および作業のフ ィルター」 （161ページ）

を参照してください。

関連項目 「[実施後レビュー ] ダイアログボッ クス」 （139ページ）

重要な情報 このウ ィ ンド ウの [ クローズ ] ボタンが有効になるのは、 HP Service

Manager を使用している場合のみです。 他のサービスデスクアプ リ

ケーショ ンを使用し ている場合、 [クローズ ] ボタンは無効になり

ます。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

HP Service Manager と完全に統合されている場合、 このボタンをク

リ ッ ク して、 ステータスが [ クローズ済み] ではない変更要求のPIR

を作成 /編集できます。 [実施後レビュー ] ダイアログボッ クスを開

きます。

注 ： 他のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンを使用している場合、 ボ

タンは無効になり ます。

HP Service Manager と完全に統合されていない場合、このボタンをク

リ ッ ク して変更を HP Service Manager で直接ク ローズし、 変更を行

えないよ うにするこ とができます。

注 ： 他のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンを使用している場合、 ボ

タンは無効になり ます。

[ ログイン ] ダイアログボッ クスが開きます。 HP Service Manager の

ユーザー名とパスワードを入力します。 操作が正常に行われる と、

HP Service Managerでチケッ トが更新され、HP Release Controlで要求

のステータスが [ クローズ済み ] になり ます。

<結論情報> 選択した要求に対して [実施後レビュー ] ダイアログボッ クスで入

力したレビュー情報を表示します。
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[悪影響のあるビジネス CI] ウィンドウ

このウ ィンド ウには、 PIRに含めるために [実施後レビュー ] ダイアログボッ クスで選択

した悪影響のあるビジネス CIが表示されます。

[レビュー ] > [イベン ト  ログ ] タブ

このタブには、 選択した作業に関連するすべてのイベン トが表示されます。

このイベン トは、 ユーザーまたはシステムのどちらかが原因で発生します。

➤ ユーザーの操作によって発生するイベン トには、 次のものがあ り ます。

➤ 作業ステータスの更新

➤ 作業実施スケジュールの変更

➤ 作業に関するアラートの処理

➤ 作業に関する メモの送信

➤ 類似の (追加、 確認、 または削除による ) 変更

➤ 変更要求の承認 /拒否または承認の撤回

➤ 実施ガイ ド ラインの議事録の投稿

➤ アクシ ョ ンアイテムの管理

➤ 実施後レビューの更新

➤ 変更要求に関する投票の投稿

➤ システムの処理によって発生するイベン トには、 次のものがあ り ます。

➤ 作業に関するアラートの生成
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➤ 変更要求に対する処理 (たとえば、 リ スク分析、 インパク ト分析、 衝突分析 )

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[レビュー ] > [確認 ] タブ

このタブでは、 検出された変更と潜在変更のデータを表示できます。

選択した要求の検出された変更と と もに、HP Universal CMDBから受け取った情報が表示

されます。

検出された変更と潜在変更の詳細は、 「検出された変更と潜在変更」 （54ページ） を参照

してください。

[検出さ れた変更 ] ウ ィ ンド ウには、 検出さ れた各変更について以下の情報が表示さ れ

ます。

➤ CI名。 変更されたCIの名前です。

➤ CI タイプ。 変更されたCIのタイプです。

アクセス方法 ➤ 分析モジュール： [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] > [レ

ビュー ] > [ イベン ト  ログ ] タブを選択します。

➤ ディ レクターモジュール：[モジュール] > [ディ レクター] > [ コン

ト ロール ] をク リ ッ ク します。[作業タイムライン ] ウ ィンド ウま

たは [アラート ] ウ ィンド ウで [作業情報] をク リ ッ ク して、

[作業情報 ] ダイアログボッ クスを開きます。 次に [ イベン ト  ロ

グ ] タブをク リ ッ ク します。

UIの要素 説明

説明 イベン トの説明。

時間 イベン トがイベン ト ログに書き込まれた時間。

ユーザー ➤ システム処理によって発生したイベン トは、 ユーザー名System

の下に一覧表示されます。

➤ ユーザー操作によって発生したイベン トには、該当するユーザー

の名前が表示されます。
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➤ 変更タイプ。 CIに対して行われた変更のタイプです。

➤ 検出期間。 検出された変更が検出された変更検出期間です。

[変更さ れた属性 ] ウ ィ ンド ウには、 検出さ れた各変更について以下の情報が表示さ れ

ます。

➤ 属性。 変更されたCIの特徴です (例 ： オペレーティングシステム (OS_VERSION))。

➤ 古い値。 変更前の属性の定義 (例 ： XP SP1)。

➤ 新しい値。 変更後の属性の定義 (例 ： XP SP2)。

潜在変更は、 [変更要求 ] の一覧表示に別個の変更と して、 その他のすべての変更要求と

一緒に表示されます。 潜在変更は、 一覧表示の [サマリ ] 列で [潜在 ] アイコンと  [潜在変

更 ] という文字で示されます。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] > [レビュー ] > [確認 ] タブを選

択します。

重要な情報 ➤ この機能は、HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンによっては使用

できない場合があ り ます。詳細については、HP Release Control管

理者にお問い合わせください。

➤ こ こでは、潜在変更機能が完全にアクティブであるこ とを前提に

しています。
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第 4 章
変更要求および作業のフ ィルター

本章の内容

概念

➤ 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161 ページ）

➤ 「正規表現」 （163 ページ）

タスク

➤ 「結合フ ィルターの作成方法」 （164 ページ）

リファレンス

➤ 「フ ィルターのユーザーインタフェース」 （165 ページ）

概念

変更要求および作業のフ ィルターの概要

分析モジュールでは変更要求をフ ィルターでき、 ディ レ ク ターモジュールでは作業を

フ ィルターできます。 公開フ ィルターまたは定義済みのフ ィルターを選択するか、 新規

フ ィルターを定義できます。 また、 ク イ ッ クフ ィルターフ ィールドを使用して、 一般的

に [変更要求 ] ウ ィンド ウで必要になる情報を表示するこ と もできます。

フ ィルターを作成する場所にかかわらず、 分析モジュールでもディ レク ターモジュール

でも同じフ ィルターが表示されます。

分析モジュールの詳細は、 「分析モジュール」 （41ページ） を参照して ください。 ディ レ

ク ターモジュールの詳細は、 「ディ レク ターモジュール」 （193ページ） を参照し てく だ

さ い。
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この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「分析モジュールでのフ ィルターの使用」 （162ページ）

➤ 「ディ レク ターモジュールでのフ ィルターの使用」 （163ページ）

分析モジュールでのフ ィルターの使用

[フ ィルター] ウ ィンド ウのフ ィルター機能を使用して、HP Release Controlの変更要求モー

ドで表示する変更要求や、 アクシ ョ ンアイテムモードで表示するアクシ ョ ンアイテムを

決定する条件を定義します。

変更要求モードでは、 以下の操作を実行できます。

➤ 特定の変更要求の検索。ページの右上隅にある検索ボッ クスに要求のID番号を入力し、

[検索 ] ボタンをク リ ッ ク します。使用可能な正規表現の一覧は、「正規表現」 （163ペー

ジ） を参照してください。

➤ 変更要求フ ィルターの選択。 選択した変更要求フ ィルターの条件を満たす変更要求が

HP Release Controlで表示されます。

アクシ ョ ンアイテムモードでは、 以下の操作を実行できます。

➤ 特定のアクシ ョ ン アイテムの検索。ページの右上隅にある検索ボッ クスにアクシ ョ ン

アイテムの ID番号を入力し、 [検索 ] ボタンをク リ ッ ク します。使用可能な正規表現の

一覧は、 「正規表現」 （163ページ） を参照してください。

➤ 選択した変更要求フ ィルターの条件満たすアクシ ョ ンアイテムがHP Release Controlで

表示されます。

注 ： アクシ ョ ンアイテムフ ィルターは、 [ コラボレーシ ョ ン ] タブのアクシ ョ ンアイテム

ビューには適用されません。 [変更要求 ] ウ ィンド ウでは、 選択した変更要求に関連付け

られているアクシ ョ ンアイテムがすべて表示されます。 [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド

ウでは、 選択したアクシ ョ ンアイテムに関連付けられている変更要求と関連付けられて

いるアクシ ョ ンアイテムがすべて表示されます。
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ディ レクターモジュールでのフ ィルターの使用

ディ レク ターモジュールの上部にあるフ ィルター機能を使用して、 HP Release Controlの

ディ レクターモジュールで表示する作業を決定する条件を定義します。

ディ レク ターモジュールのフ ィルターと分析モジュールのフ ィルターは、 同じ方法で機

能します。 分析モジュールで作成したフ ィルターを使用して、 ディ レク ターモジュール

の作業をフ ィルターできます。 ただし、 分析モジュールでのみ使用するフ ィルター条件

もあ り、 これはディ レクターモジュールでは使用できません。 この逆も同様です。

たとえば、時間関連の条件は分析モジュールでのみ使用する条件であって、ディ レクター

モジュールでは使用しません。 時間関連の条件を使って分析モジュールで作成された

フ ィルターは、ディ レクターモジュールでそのまま使用できます。ただし、ディ レク ター

モジュールで時間関連の条件を編集するこ とはできません。

正規表現

特定のフ ィルターフ ィールドや検索フ ィールドでは、 正規表現を使用して検索結果や

フ ィルター結果を絞り込むこ とができます。 これらのフ ィールドでは、 以下の正規表現

を使用できます。

➤ ORまたはカンマ (,)。述語の間で論理ORが作成されます。たとえば、「david OR steve」

と入力する と、 david と steveの両方がフ ィルターに含まれます。 また、 「steve, da*」

と入力する と、steve と daから始まる任意の文字列の両方がフ ィルターに含まれます。

➤ NOT。表現の先頭に 「NOT」 を指定する と、式全体に対して論理NOTが適用されます。

NOTは 述語の数にかかわらず、全体に対する論理条件と して適用されます。丸かっこ

は使用しません。 たとえば、 「NOT a*」 と入力する と、 a以外から始まるすべての文字

列がフ ィルターに含まれます。 また、 「NOT da*, steve」 と入力する と、 da以外から

始ま り、 steveではないすべての文字列がフ ィルターに含まれます。

アスタ リ スク  (*) は任意の文字のゼロ回以上の繰り返しを示します。 疑問符 (?) は任意の

1文字を示します。
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タスク

結合フ ィルターの作成方法

こ こでは、次の内容について考えてみまし ょ う。変更諮問委員会 (CAB) の次回の会議で、

2009年6月の第1週に実施予定の変更要求について話し合いを行います。対象となるのは、

高リ スクの変更要求、 他の要求と致命的に衝突する変更要求、 CABの前に投票が行われ

ている変更要求です。

以下では、 これらの条件を満たす変更要求を表示する結合フ ィルターを作成する方法を

説明します。

 1 新しいフ ィルターの定義

[モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。 [ フ ィルター ] ウ ィンド ウで、 [新

規 ] ボタンの右側にある下矢印  をク リ ッ ク し、 [新規 ] を選択します。 [次回

の CAB 会議 ] という新しいフ ィルターを定義します。 [日時 ] タブの [計画の期間 ] で

6月第1週を選択します。 フ ィルターの定義方法の詳細は、「[作業フ ィルター ]/[変更要

求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165ページ） を参照してください。

 2 [次回の CAB 会議 ] フ ィルターと既存のフ ィルターの連結

[ フ ィルターの結合 ] タブで、 HP Release Control で定義済みの [Critical collisions]、

[High risk]、 [Voted to CAB] の各フ ィルターを選択します。 [結合フ ィルター ] タブの

詳細は、 「[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165ペー

ジ） を参照してください。

 3 結果

[次回の CAB 会議 ] フ ィルターを選択する と、 2009年6月第1週に計画され、以下の基

準を満たすすべての変更要求がHP Release Controlで表示されます。

➤ リ ス クが高い (High risk)

➤ 衝突の重大度が致命的 (Critical collisions)

➤ 要CAB裁定の投票がある  (Voted to CAB)
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リファレンス

フ ィルターのユーザーインタフェース

こ こでは、 以下について説明します。

 ➤ 「[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165ページ）

 ➤ 「[利用できるフ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （180ページ）

 ➤ 「[<条件>値 ] ダイアログボッ クス」 （182ページ）

 ➤ 「[フ ィルター ] ウ ィンド ウ」 （183ページ）

 ➤ 「[フ ィルターの選択] リ ス ト 」 （187ページ）

 ➤ 「[フ ィルターの保存] ダイアログ ボッ クス」 （189ページ）

[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、 変更要求フ ィルターや作業フ ィルターを新規作成できま

す。 新しいフ ィルターの作成は、 分析モジュールまたはディ レク ターモジュールで実行

します。

作業のフ ィルターでは、 さまざまな条件を設定できます。 これらの条件は、 定義済みの

フ ィルターカテゴ リに分類されています。 また、 [結合フ ィルター ] タブで、 現在のフ ィ

ルターの結果を既存のフ ィルターと連結するこ と もできます。

アクセス方法 ➤ ディレク ターモジュールの場合 ：

[ モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] をク リ ッ ク し

ます。 [作業タイムライン ] ウ ィンド ウで、 [新規 ] ボタンの

右側にある下矢印 をク リ ッ ク し、[新規 ] または [編集 ] を選択

します。

➤ 分析モジュール ：

[モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] をク リ ッ ク します。 [フ ィル

ター ] ウ ィ ン ド ウで、 [新規 ] ボタンの右側にある下矢印

をク リ ッ ク し、 [新規] または [編集 ] を選択します。
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重要な情報 ➤ HP Release Controlは、定義されたすべての条件を (AND演算子を

使用して ) フ ィルターに適用します。 たとえば、 [優先度 ] が [高

い ] で [ インパク トの重大度 ] が [致命的 ] のフ ィルターを定義し

た場合、両方の基準 ([優先度]： [高い ] で [インパクト の重大度]：

[致命的 ]) を満たす結果のみが表示されます。

➤ HP Release Control管理者は、定義済みのフ ィルター条件を削除で

きます。そのため、 [一般]、 [分析データ ]、 [ビジネス CI]、 [ フ ィ

ルターの結合 ] の各タブの説明に記載されている条件を使用で

きないこ とがあ り ます。

➤ HP Release Control管理者はカスタムフ ィルターを追加作成でき

ます。 この場合、 [作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイ

アログボッ クスにフ ィルターカテゴ リが追加されます。 フ ィル

ターのカスタマイズについては、「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」（353

ページ） を参照して ください。

➤ 適用されるフ ィルター条件は、モジュールごとに異なり ます。モ

ジュール固有の条件を使ってフ ィルターを作成した場合、他のモ

ジュールでそのフ ィルターを使用するこ とは可能ですが、制限が

あ り ます。

たとえば、時間関連の条件は分析モジュールでのみ使用する条件

であって、ディ レク ターモジュールでは使用しません。時間関連

の条件を使って分析モジュールで作成されたフ ィルターは、ディ

レク ターモジュールでそのまま使用できます。ただし、ディ レク

ターモジュールで時間関連の条件を編集するこ とはできません。

関連タスク 「結合フ ィルターの作成方法」 （164ページ）

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[一般 ] タブ

このタブでは、 サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンから取得されたフ ィールドに基づく

フ ィルター条件が表示されます。

変更要求フ ィルターと作業用のフ ィルターの作成では、 以下のユーザー インタフェース

要素を使用できます。

UIの要素 説明

消去。 選択したフ ィルタープロパティをすべて消去します。

名前を付けて保存。フ ィルター設定を保存します。 [フ ィルターの保

存 ] ダイアログボッ クスが開きます。

フ ィルター結果の表示。 [作業タ イムラ イン ] ウ ィ ン ド ウでフ ィル

ター結果を表示します。 フ ィルターは保存されません。

UIの要素 説明

カテゴリ カテゴ リに基づいて変更要求をフ ィルターします。

変更タイプ 要求タイプに基づいて作業をフ ィルターします。 以下のオプシ ョ ン

を使用できます。

➤ 計画。HP Release Controlにスケジュールされている定期的な変更

要求を表示します。

➤ 潜在 (潜在変更機能が設定されている場合に使用可能)。

HP Universal CMDBで検出された変更要求を表示します。詳細に

ついては、 「検出された変更と潜在変更」 （54ページ） を参照し

てください。

➤ 代理。 HP Release Controlで自動作成された変更要求を表示しま

す。HP Release Controlではまだ取得されておらず、サービスデス

クアプ リ ケーシ ョ ンに存在する変更要求を示します。

➤ 自動。 HP Network Automation またはHP Server Automationから取

得した変更を表示します。
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連絡先窓口 連絡先窓口に基づいて変更要求をフ ィルターします。 使用可能な正

規表現の一覧は、 「正規表現」 （163ページ） を参照して ください。

検出ステータス 検出方法に基づいて変更要求をフ ィルターします。 以下のオプシ ョ

ンを使用できます。

➤ 未検出。HP Release Controlにスケジュールされている定期的な変

更要求を表示します。

➤ 検出済み。潜在変更、または検出済みの変更を含む更要求を表示

します。詳細については、「検出された変更と潜在変更」 （54ペー

ジ） を参照して ください。

注 ： 分析モジュールでのみ使用します。 潜在変更機能が設定されて

いる場合のみ使用可能です。

緊急 以下の方法で変更要求をフ ィルターします。

➤ True。 緊急手順で処理された変更要求。

➤ False。 緊急手順で処理されていない変更要求。

階層レベル 階層レベルに基づいて作業をフ ィルターします。 以下のオプシ ョ ン

を使用できます。

➤ 変更。 最上位レベルの変更要求のみを表示します。

➤ タスク。 第2レベルの変更要求のみを表示します。

注 ： 

➤ 5.0以前のバージ ョ ンで [階層レベル ] オプシ ョ ンを選択した場

合、 最上位レベルの変更要求のみが表示されます。

➤ 第1レベルと第2レベルの要求の名前は、[ラベルと用語] ウ ィンド

ウの enumeration-labels.properties フ ァ イルで設定できます。

詳細については、 「[ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウ」 （494ページ） を

参照して ください。

UIの要素 説明
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実施担当者 実施担当者に基づいて変更要求をフ ィルターします。 実施担当者を

選択するには、ボッ クスに実施担当者の名前を入力するか、 [一覧か

ら選択 ] ボタンをク リ ッ ク して表示されるダイアログボッ クス

で実施担当者を選択します。 使用可能な正規表現の一覧は、 「正規

表現」 （163ページ） を参照して ください。

サービスデスク 作成元のサービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンに基づいて変更要求を

フ ィルターします。 リ ス ト されているサービスレベルアプ リ ケー

シ ョ ンを 1つまたは複数選択できます。

ステータス ステータスに基づいて変更要求をフ ィルターします。 リ ス ト されて

いるステータスを 1つまたは複数選択できます。ステータスは、サー

ビスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで決定されます。

サブカテゴリ サブカテゴ リに基づいて変更要求をフ ィルターします。

UIの要素 説明
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[分析データ ] タブ

このタブでは、 HP Release Control が変更要求の処理で実行する計算に基づいて適用され

るフ ィルター条件が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

算出リスク リ ス ク分析レベルに基づいて変更要求をフ ィルターします。 リ スク

分析レベルは 0 ～ 100の範囲の数値であ り、 他の変更要求との相対

的なこの変更要求の リ ス クレベルを示します。 数値が大きいほど、

リ スクレベルは高くな り ます。

表示されているボッ クスを使用して範囲を入力または選択します。

リ スクレベルの計算方法の詳細は、 「 リ スク分析」 （44ページ） を参

照して ください。

CI インパク ト分析の計算をベースに、各変更要求の影響を受ける CIに

基づいて変更要求をフ ィルターします。 CIを選択するには、 ボッ ク

スにCIの名前を入力するか、 [値の選択 ] ボタンをク リ ッ ク し

て [値の選択 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

使用可能な正規表現の一覧は、 「正規表現」 （163ページ） を参照し

て ください。

[値の選択 ] ダイアログボッ クスを使用して CI を選択するには、 [利

用できる値 ] リ ス トで該当する CI を選択し、 ダブルク リ ッ クするか

上の矢印をク リ ッ ク して [選択した値 ] リ ス トに移動して [OK] をク

リ ッ ク します。CIの選択を解除するには、 [選択した値 ] リ ス トでCI

を選択して下の矢印をク リ ッ ク します。

注：NOT正規表現を使用する場合、指定したCIのみを含み、他のCI

を含まないすべての変更要求がフ ィルターによって除外されます。

ただし、変更要求に指定したCI以外のCI も含まれている場合は、そ

の変更要求は結果に表示されます。
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衝突の重大度 衝突の重大度レベルに基づいて変更要求をフ ィルターします。 リ ス

ト されている衝突の重大度レベルを 1つまたは複数選択できます。

衝突の重大度はHP Release Controlによって計算されます。衝突の重

大度の詳細は、「変更要求の衝突」 （52ページ） を参照して ください。

衝突タイプ 衝突のタイプまたは原因に基づいて変更要求をフ ィルターします。

リ ス ト されている衝突の原因を 1つまたは複数選択できます。 衝突

の原因の詳細は、「変更要求の衝突」（52ページ）を参照してく ださい。

注 ： 

➤ 衝突の原因をカスタム定義している場合、指定したフ ィールドの

名前を衝突の原因と して選択できます。

➤ 分析モジュールでのみ使用します。

ディスカッシ ョ ンの

作成日時

要求のディ スカッシ ョ ンスレ ッ ド と コ メ ン ト が追加された日時に

基づいて変更要求をフ ィルターします。

注 ： 分析モジュールでのみ使用します。

インパク トの重大度 インパク ト の重大度レベルに基づいて変更要求をフ ィルターしま

す。 リ ス ト されているインパク トの重大度レベルを 1つまたは複数

選択できます。

インパク トの重大度はHP Release Controlによって計算されます。 イ

ンパク トの重大度の詳細は、 「インパク ト分析」 （44ページ） を参照

してください。

注 ： [ ビジネス CI] タブで [ インパク トが不明の要求 ] を選択してい

る場合には、 インパク トの重大度レベルに基づく フ ィルター処理は

できません。

UIの要素 説明
171



第 4 章 「変更要求および作業のフ ィルター」
[アクシ ョ ン アイテム ] タブ

このタブでは、 関連付けられているアクシ ョ ンアイテムに基づいて変更要求をフ ィル

ターします。

➤ [変更要求 ] ウ ィンド ウでアクシ ョ ンアイテムフ ィールドをベースにフ ィルターを作成

する と、 関連付けられているアクシ ョ ンアイテムがフ ィルターに定義されているアク

シ ョ ンアイテムの条件を満たすすべての変更要求が [変更要求 ] ウ ィ ン ド ウに表示さ

れます。 たとえば、 ステータスが [オープン ] のアクシ ョ ンアイテムが関連付けられて

いる変更要求をすべて表示するこ とができます。

➤ [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウを使用している場合、フ ィルターで定義されている

アクシ ョ ンアイテムフ ィールド と変更要求フ ィールドの両方の条件を満たすすべての

アクシ ョ ンアイテムが [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウに表示されます。

期間の競合 期間カテゴ リ の繰り返しルールで違反が発生している ものについ

て、 期間カテゴ リに基づいて変更要求をフ ィルターします。 リ ス ト

されている期間カテゴ リ を 1つまたは複数選択できます。 期間カテ

ゴ リの詳細は、 「期間の構成」 （579ページ） を参照して ください。

注 ： 分析モジュールでのみ使用します。 タイムラインおよびカレン

ダービューでフ ィルターされた変更要求を表示する と、 変更要求

フ ィルターで選択した期間カテゴ リが自動的に表示されます。

投票内容 受け取ったユーザー投票に基づいて変更要求をフ ィルターします。

リ ス ト されている投票オプシ ョ ンを 1つまたは複数選択できます。

ユーザーは変更要求に対する意見を表明するため、 その要求に関す

る投票を行う こ とができます ([反対 ]、 [要CAB裁定 ]、 [賛成 ]、 [投

票なし ])。 変更要求に関する投票の詳細は、 「[ コラボレーシ ョ ン ] >

[ディ スカッシ ョ ン ] タブ」 （127ページ） を参照してください。

注 ： 分析モジュールでのみ使用します。

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

アクシ ョ ンアイテム

担当者

担当するユーザーに基づいてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターし

ます。 表示されているテキス トボッ クスに担当者の名前を入力する

か、 テキス ト ボッ クスの右側にある  [一覧から選択 ] ボタンを

ク リ ッ ク して [ ユーザーの選択 ] ダイアログボッ クスで担当者を参

照して選択します。

アクシ ョ ンアイテム

作成者

作成したユーザーに基づいてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターし

ます。表示されているテキス ト  ボッ クスに作成者の名前を入力する

か、 テキス ト  ボッ クスの右側にある  [一覧から選択 ] ボタンを

ク リ ッ ク して [ユーザーの選択 ] ダイアログ ボッ クスで作成者を参

照して選択します。

アクシ ョ ンアイテム期日 作成者がアクシ ョ ンアイテムの完了期限と して設定した日に基づ

いてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターします。

アクシ ョ ンアイテム

最終変更日時

アクシ ョ ンアイテムが最後に変更された日時に基づいてアクシ ョ

ンアイテムをフ ィルターします。

アクシ ョ ンアイテムを

保留中のユーザー

保留中のアクシ ョ ンアイテムを持つユーザーに基づいてアクシ ョ

ンアイテムをフ ィルターします。表示されているテキス ト  ボッ クス

にユーザーの名前を入力するか、 テキスト  ボッ ク スの右側にある

[一覧から選択 ]  ボタンをク リ ッ ク して [ユーザーの選択 ] ダイ

アログ ボッ クスでユーザーを参照して選択します。

アクシ ョ ンアイテム

優先度

優先度レベルに基づいてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターします。

リ ス ト されている優先度レベルを 1つまたは複数選択できます。 優

先度レベルは、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで決定されます。

アクシ ョ ンアイテム

ステータス

ステータスに基づいてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターします。 リ

ス ト されているステータスを 1つまたは複数選択できます。 ステー

タスは、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで決定されます。
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[ビジネス CI] タブ

このタブでは、 インパク トに基づいて変更要求をフ ィルターします。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

UIの要素 説明

廃止の表示 /非表示。 廃止CIの非表示と表示を切り替えます。

注 ： [選択したビジネス CI に影響する要求 ] オプシ ョ ンを選択した

場合にのみ使用できます。

検索。 特定のビジネス CIを検索するには、 名前または名前の一部を

検索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に

含むビジネスCIがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

選択したビジネス CIを、 [利用できるビジネス CI] の一覧から  [選択

したビジネス CI] の一覧に移動します。 ビジネス CIはフ ィルターに

含まれます。

選択したビジネス CIを、 [選択したビジネス CI] の一覧から  [利用で

きるビジネス CI] の一覧に移動します。 ビジネス CIはフ ィルターに

含まれません。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

すべての要求 変更要求をすべて表示します。

利用できるビジネスCI 利用できるビジネス CIのリ ス ト 。

注 ：

➤ [選択したビジネス CI に影響する要求] オプシ ョ ンを選択した場

合にのみ利用できます。

➤ CTRLキーを使用して複数のビジネス CIを選択できます。
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[日時 ] タブ

このタブでは、 時間関連のオプシ ョ ンを選択するこ とによ り、 時間関連の条件に基づい

て変更要求をフ ィルターします。

選択した各フ ィルター条件の横にあるボッ クスで、 ド ロ ップダウン リ ス トから目的のオ

プシ ョ ンを選択します。

[次の日時より後 ]、 [次の日時より前 ]、 [次の日時の間 ] のいずれかを選択した場合、カレ

ンダーボタンをク リ ッ ク して日時を選択します。

注：  カレンダーボッ ク スに表示さ れているタ イ ムゾーンに基づいて時間間隔を選択し

ます。

任意のビジネスCIに

影響する要求

インパク ト分析の結果が、いずれかのビジネス CIに影響を与える変

更要求を表示します。

自分のビジネスCIに

影響する要求

インパク ト分析の結果が、自分に関連付けられているビジネス CIに

影響を与える変更要求を表示します。

選択したビジネスCIに

影響する要求

インパク ト分析の結果が、自分に関連付けられているビジネス CIに

影響を与える変更要求を選択します。

インパク トが不明の要求 インパク ト分析の結果がない変更要求のみを表示します。

選択したビジネスCI フ ィルターに含めるビジネス CIを表示します。

注 ：

➤ [選択したビジネス CI に影響する要求] オプシ ョ ンを選択した場

合にのみ利用できます。

➤ CTRLキーを使用して複数のビジネス CIを選択できます。

重要な情報 このタブは、 分析モジュールでのみ使用できます。

UIの要素 説明
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変更要求フ ィルターと作業用のフ ィルターの作成では、 以下のユーザー インタフェース

要素を使用できます。

UIの要素 説明

実際の終了日時 実際の実行終了日時に基づいて変更要求をフ ィルターします。

実際の開始日時 実際の実行開始日時に基づいて変更要求をフ ィルターします。

作成日時 作成日時に基づいて変更要求をフ ィルターします。

実施の期間 実施する時間範囲に基づいて変更要求をフ ィルターします。 実際の

実施期間の中で、 この時間範囲に含まれるすべての部分がフ ィル

ターに含まれます。

最終更新日時 最後に更新された日時に基づいて変更要求をフ ィルターします。

計画終了日時 計画されている実行終了日時に基づいて変更要求をフ ィルターし

ます。

計画開始日時 計画されている実行開始日時に基づいて変更要求をフ ィルターし

ます。

計画の期間 実施がスケジュールされた時間範囲に基づいて変更要求をフ ィル

ターします。 実施が計画された期間の中で、 この時間範囲に含まれ

るすべての部分がフ ィルターに含まれます。

要求終了日時 実施の必須の完了期限と して設定された日時に基づいて変更要求

をフ ィルターします。

スケジュールされた

ダウンタイム終了日時

ダウンタ イムの終了がスケジュールされている日時に基づいて変

更要求をフ ィルターします。

スケジュールされた

ダウンタイム開始日時

ダウンタ イムの開始がスケジュールされている日時に基づいて変

更要求をフ ィルターします。
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アクシ ョ ンアイテム用のフ ィルター作成では、 以下のユーザーインタフェース要素を使

用できます。

[レビュー ] タブ

このタブでは、 レビュー関連の条件に基づいて変更要求をフ ィルターします。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

期日 必須の完了期限と して設定された日時に基づいてアクシ ョ ンアイ

テムをフ ィルターします。

変更日時 変更日時に基づいてアクシ ョ ンアイテムをフ ィルターします。

重要な情報 このタブは、 分析モジュールでのみ使用できます。

UIの要素 説明

顧客の満足度 変更レビュー担当者が割り当てた顧客満足度レベルに基づいて変

更要求をフ ィルターします。 リ ス ト されているレベルを 1つまたは

複数選択できます。

悪影響のあるビジネスCI 実施によ って悪影響を受けるビジネス CI に基づいて変更要求を

フ ィルターします。 [利用できるビジネス CI] リ ス トから 1つまたは

複数のCI を選択し  (CTRL キーを使用 )、 上の矢印をク リ ッ ク して選

択したビジネス CIを  [選択したビジネス CI] リ ス トに移動します。

結果 変更レビュー担当者が割り当てた結果に基づいて変更要求をフ ィル

ターします。 リ ス ト されている結果を 1つまたは複数選択できます。
177



第 4 章 「変更要求および作業のフ ィルター」
計画満足度 変更レビュー担当者が割り当てた計画満足度レベルに基づいて変

更要求をフ ィルターします。 リ ス ト されているレベルを 1つまたは

複数選択できます。

レビュー済み レビュー日時に基づいて変更要求をフ ィルターします。

選択ボッ ク スのド ロ ップダウン リ ス ト から目的のオプシ ョ ンを選

択し、 レビューの時間間隔を設定します。 [次の日時より後 ]、 [次の

日時より前 ]、 [次の日時の間 ] のいずれかを選択した場合、 カレン

ダーボタンをク リ ッ クする とカレンダーボッ クスが開きます。 月の

名前の横にある左矢印と右矢印を使用して月を選択し、 カレンダー

から日付を選択して、 時間ボッ クスに正確な時刻を入力または選択

してから、 [OK] をク リ ッ ク します。

注 ： カレンダーボッ クスに表示されているタイムゾーンに基づいて

時間間隔を選択します。

UIの要素 説明
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[ フ ィルターの結合 ] タブ

このタブでは、 定義中のフ ィルターに連結したい条件を含む既存のフ ィルターを選択し

ます。

注 ： CTRL キーを使用して複数のフ ィルターを選択できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 結合フ ィルターでは、 A AND (B OR C OR D OR...) 演算子を使用し

ます。 Aは現在のフ ィルター、 B、 C、 D... はHP Release Controlの既

存のフ ィルターを示しています。 例は、 「結合フ ィルターの作成方

法」 （164ページ） を参照してください。

注 ：

➤ お気に入り フ ィルターと結合フ ィルターを含むフ ィルターは、[利

用できるフ ィルター ] リ ス ト に表示されないため、 結合フ ィル

ターと して現在定義しているフ ィルターと連結するこ とはでき

ません。

➤ 非公開フ ィルターと現在定義しているフ ィルターを連結する場

合、 現在のフ ィルターを非公開フ ィルターと して保存します。

➤ 管理者が期間フ ィルターと して定義したフ ィルターは、期間フ ィ

ルターと して定義されていないフ ィルターと連結する こ とはで

きません。

UIの要素 説明

選択したフ ィールドを  [利用できるフ ィルター] リ ス トから  [選択し

たフ ィルター ] リ ス トに移動します。 選択したフ ィルターは現在定

義しているフ ィルターと連結されます。

選択したフ ィールドを  [選択したフ ィルター] リ ス トから  [利用でき

るフ ィルター ] リ ス トに移動します。 選択したフ ィルターは現在定

義しているフ ィルターと連結されません。
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[利用できるフ ィルター ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、 分析モジュールとディ レク ターモジュールのカテゴ リ を

追加、 編集、 削除します。

利用できるフ ィルター 既存のフ ィルター。

選択したフ ィルター 現在のフ ィルターと結果を連結するフ ィルターを選択します。

アクセス方法 ➤ ディ レクターモジュール ： 

[ モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] をク リ ッ ク し

ます。 [作業タイムライン ] ウ ィン ド ウで、 [作業 ] ボッ クスの右

側にある下矢印 をク リ ッ ク し、 [整理 ] を選択します。

➤ 分析モジュール ： 

[モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] をク リ ッ ク します。 [フ ィル

ター ] ウ ィ ン ド ウで、 [新規 ] ボタンの右側 にある下矢印

をク リ ッ ク し、 [整理] を選択します。

重要な情報 ➤ 分析モジュールまたはディ レク ターモジュールで使用します。

➤ 削除されるなどして、 [利用できるフ ィルター ] ダイアログボッ

クスにデフォルトのフ ィルターが表示されない場合、 HP Release

Controlでは [保存していないフ ィルター (すべて )] が開きます。

アクシ ョ ンアイテムフ ィルターでは、常に [保存していないフ ィ

ルター (すべて )] フ ィルターが表示されます。

関連タスク 「結合フ ィルターの作成方法」 （164ページ）

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

フ ィルターの削除。 フ ィルターを削除します。

注 ： 

➤ [利用できるフ ィルター ] ダイアログボッ クスで、 [お気に入り ]

フ ィルター以外のすべてのフ ィルターを削除できます。

➤ 期間カテゴ リの定義で使用した期間フ ィルターや、 別のフ ィル

ター内の結合フ ィルターと して使用されているフ ィルターは削

除できません。

➤ CTRL キーを使用して複数のフ ィルターを選択し、 ま とめて削除

できます。

カテゴリの追加。 カテゴ リ を追加します。

注： カテゴリ の下に新し い別のカテゴリ を追加するこ と はできま

せん。

カテゴリの編集。 カテゴ リ を編集します。

カテゴリの削除。 カテゴ リ を削除します。

注 ：

➤ [利用できるフ ィルター ] ダイアログボッ クスでは、 [自分のフ ィ

ルター ] カテゴ リ以外のすべてのカテゴ リ を削除できます。

➤ 削除できるのは、 空のカテゴ リのみです。

➤ CTRL キーを使用して複数のカテゴ リ を選択し、 ま とめて削除で

きます。

更新。 [利用できるフ ィルター ] リ ス ト を更新します。

注：分析モジュールの [利用できるフ ィルター ] ダイアログボッ クス

でカテゴ リやフ ィルターの追加、 編集、 削除を行った後、 ディ レク

ターモジュールの [利用できるフィ ルター ] ダイアログボッ ク スで

[利用できるフ ィルター ] リ ス トの更新を確認するには、 [利用でき

るフィ ルター ] ダイ アログボッ ク スの [更新 ] ボタンをク リ ッ ク し

ます。
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[<条件>値 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 フ ィルターの新規作成で使用する追加の条件値を選択し

ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

アクセス方法 [ モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] を選択します。 [ フ ィルター ]

ウ ィ ンド ウで、 目的のクイ ッ クフ ィルターフ ィールドの右側にある

下矢印 をク リ ッ ク し、 [ さらに表示 ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 分析モジュールでのみ使用します。

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）

UIの要素 説明

検索する基準の値の名前またはその一部を入力し、 [検索 ] ボタンを

ク リ ッ ク します。

選択した値を  [利用できる値 ] リ ス トから  [選択した値 ] リ ス トに移

動します。 [選択した値 ] リ ス トに移動した値は、 フ ィルターの作成

に使用されます。

選択した値を  [選択した値 ] リ ス トから  [利用できる値 ] リ ス トに移

動します。 [利用できる値] リ ス トに移動した値は、 フ ィルターの作

成に使用されません。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、 全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。
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[ フ ィルター ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 以下の操作を実行します。

➤ [変更要求 ] ウ ィンド ウにどの変更要求を表示するかを決定するフ ィルターの選択。

➤ 新しいフ ィルターの定義と既存のフ ィルターの編集。 [フ ィルター ] ウ ィンド ウで作成

または編集したフ ィルターは、 [アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィンド ウの [フ ィルターの選

択 ] リ ス トやディ レクターモジュールでも表示されます。

➤ 分析モジュールおよびディ レクターモジュールでのカテゴ リの追加、 編集、 削除。

➤ ク イ ッ クフ ィルターフ ィールドを使用して、一般的に [変更要求 ] ウ ィンド ウで必要に

なる情報を表示。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、角かっこで囲

まれています )。

アクセス方法 [モジュール ] > [分析 ] > [変更要求] > [ フ ィルター ] ウ ィンド ウを選

択します。

重要な情報 [ フ ィルター ] ウ ィ ンド ウは、 分析モジュールの [変更要求 ] ウ ィ ン

ド ウのみで表示されます。

関連タスク 「結合フ ィルターの作成方法」 （164ページ）

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）

UIの要素 説明

フ ィルターの選択。 以下を決定するフ ィルターを選択します。

➤ ディレク ターモジュールで表示する作業

➤ [変更要求 ] ウ ィンド ウで表示する変更要求

➤ [アクショ ン  アイテム ] ウィ ンド ウで表示するアクショ ンアイテム

「[フ ィルターの選択 ] リ ス ト 」 （187ページ） が開きます。

戻る /進む。前後のフ ィルター、 ビュー、選択した変更要求に移動し

ます。
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最後に選択したフ ィルターにリセッ ト。 前回保存したフ ィルター設

定に戻します。

名前を付けて保存。 [お気に入り ] フ ィルターを除くすべてのフ ィル

ターを、 別の名前または別のアクセスプロパティ  (非公開 /公開 ) で

保存するこ とによって、 コピーします。 「[ フ ィルターの保存 ] ダイ

アログ ボッ クス」 （189ページ） が開きます。

たとえば、 管理者権限のないユーザーが公開フ ィルターを変更する

場合、 公開フ ィルターの名前を変更して個人のフ ィルターと して保

存し、 フ ィルターのプロパティを変更します。

注 ： 

➤ 自動生成された [お気に入り ] フ ィルターのプロパティは変更で

きません。

➤ 公開フ ィルターのプロパティを変更できるのは管理者のみです。

➤ 変更したフ ィルターが期間フ ィルターで、期間カテゴ リに含まれ

ている場合、HP Release Controlは、構成されているカテゴ リに対

する変更要求のルールコンプライアンスを再計算します。

UIの要素 説明
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フ ィルターの編集。 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

➤ 新規。新しいフ ィルターを定義します。「[作業フ ィルター ]/[変更

要求フ ィルター] ダイアログ ボッ クス」（165ページ）が開きます。

➤ 編集。既存のフ ィルターを編集します。「[作業フ ィルター ]/[変更

要求フ ィルター] ダイアログ ボッ クス」（165ページ）が開きます。

➤ 整理。分析モジュールおよびディ レク ターモジュールのカテゴ リ

を追加、 編集、 削除します。 「[利用できるフ ィルター ] ダイアロ

グ ボッ クス」 （180ページ） が開きます。

UIの要素 説明
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<デフォルトの

クイックフ ィルター

フ ィールド > 

一般的に表示が必要になる情報を表示するフ ィールドをあらかじめ

定義しておきます。

➤ 管理者は、管理者モジュールでデフォルトのク イ ッ クフ ィルター

フ ィールドを定義できます。 [管理者 ] > [構成 ] タブ > [ フ ィール

ド ] を選択します。[利用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウで [クイッ

ク  フ ィルター表示の管理 ] ボタンをク リ ッ クする と、[ ク イ ッ

ク  フ ィルター表示] ダイアログボッ クスが開きます。詳細につい

ては、 「[ ク イ ッ ク  フ ィルター表示 ] ウ ィンド ウ」 （33ページ） の

[ ク イ ッ ク  フ ィルター表示 ] ウ ィ ンド ウを参照して ください。

➤ 管理者以外の権限を持つユーザーは、デフォルトのク イ ッ クフ ィ

ルターフ ィールドを定義できます。詳細については、 「[ ク イ ッ ク

フ ィルター表示 ] ウ ィンド ウ」 （33ページ） を参照してください。

[ ユーザー プ リ フ ァ レンス ] ダイアログボッ ク スで定義したク

イ ッ クフ ィルターフ ィールドは、 特定のユーザーにのみ適用さ

れ、管理者が管理者モジュールで定義したフ ィールドを上書きし

ます。

フ ィルター結果を変更するには、 各フ ィールドの右側にある下矢印

 をク リ ッ ク し、 以下の操作を行います。

➤ 目的のフ ィルターの値を選択します。詳細については、 「[利用で

きるフ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （180ページ） を参照し

て ください。

➤ [さ らに表示 ] をク リ ッ ク し て、 その他の条件値を選択します。

「[<条件>値 ] ダイアログボッ クス」 （182ページ） が開きます。

➤ [消去 ] をク リ ッ ク して、フ ィルター条件と して選択した値を消去

します。

注 ： HP Release Controlは、 定義されたすべての条件を  (AND演算子

を使用して ) フィ ルターに適用します。 たと えば、 [優先度] が [高い ]

で [インパク トの重大度] が [致命的] のフ ィルターを定義した場合、

両方の基準 ([優先度 ] ： [高い ] で [ インパク トの重大度 ] ： [致命的 ])

を満たす結果のみが表示されます。

フ ィ ルターを保存せずにフ ィ ルター結果を表示するか、 [ 保存 ]

ボタンで 「[フ ィルターの保存 ] ダイアログ ボッ クス」 （189ペー

ジ） を開いて新しいフ ィルターを保存できます。

UIの要素 説明
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 [ フ ィルターの選択 ] リス ト

[フ ィルターの選択] リ ス トでは、ディ レクターモジュールの [作業タイムライン ] ウ ィン

ド ウ と分析モジュールの [変更要求]/[アクシ ョ ン アイテム] ウ ィンド ウに作業を表示する

と きの条件を決定するフ ィルターを選択します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 ➤ ディ レクターモジュール ： 

[ モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] をク リ ッ ク し

ます。 [作業タイムライン ] ウ ィ ンド ウで、 [作業 ] ボッ クスの右

側にある下矢印 をク リ ッ ク します。

➤ [変更要求 ] ウィンドウ ： 

[モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ] をク リ ッ ク します。 [フ ィル

ター ] ウ ィ ン ド ウで、 [ フ ィルターの選択 ] ボタンの右側に

ある下矢印 をク リ ッ ク しします。

➤ [アクシ ョ ン アイテム ] ウィ ンドウ ： 

[モジュール ] > [分析 ] > [アクショ ン  アイテム ] を選択します。

[ フ ィ ルタ ー ] ボッ ク スの右側にある 下矢印 をク リ ッ ク し

ます。

関連タスク 「結合フ ィルターの作成方法」 （164ページ）

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）

UIの要素 説明

フ ィルターの表示。

結合フィ ルタ ーを示し ます。 詳細については、 「[ フ ィルターの結

合 ] タブ」 （179ページ） を参照してください。

[自分のフ ィルター ] 

カテゴリ

[自分のフ ィルター] カテゴ リに保存されているフ ィルターを表示し

ます。 このフ ィルターは他のユーザーには表示されません。 詳細に

ついては、「[フ ィルターの保存 ] ダイアログ ボッ クス」 （189ページ）

を参照して ください。
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[公開フ ィルター ] 

カテゴリ

[ フ ィルターの保存 ] ダイアログボッ クスで [公開フ ィルター ] オプ

シ ョ ンを選択し、 [公開フ ィルター ] カテゴ リに保存されているフ ィ

ルターを表示します。

注 ： 

➤ [公開フ ィルター ] カテゴ リのフ ィルターはすべてのユーザーに

表示されます。

➤ ユーザーに管理者の役割がない場合、 フ ィルターは [自分のフ ィ

ルター ] カテゴ リに表示されます。

期間フ ィルター [ フ ィルターの保存 ] ダイアログボッ クスで [期間フ ィルター ] オプ

シ ョ ンを選択し、 [期間フ ィルター ] カテゴ リに保存されているフ ィ

ルターを表示します。

UIの要素 説明
188



第 4 章 「変更要求および作業のフ ィルター」
[ フ ィルターの保存 ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、 フ ィルター設定を保存し、 分析モジュールの [変更要求 ]

ウ ィ ン ド ウおよびディ レク ターモジュールの [作業タイムラ イン ] ウ ィ ン ド ウにフ ィル

ター結果を表示します。

注 ： 保存したフ ィ ルターが期間フ ィ ルターで、 期間カテゴ リ に含まれている場合、

HP Release Controlは、 設定されているカテゴ リに対する変更要求のルールコンプライア

ンスを再計算します。

アクセス方法 ➤ [作業フ ィルター]/[変更要求フ ィルター] ダイアログボッ クスで、

[保存 ] をク リ ッ ク します。

➤ [ フ ィルター ] ウ ィンド ウで、 [名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク し

ます。

重要な情報 ➤ [公開フ ィルター ] または [期間フ ィルター ] を保存する場合、 カ

テゴ リ を指定して保存する必要があ り ます ([カテゴリ ] ド ロ ップ

ダウン リ ス トからカテゴ リ を選択します )。

➤ 保存したフ ィルターは、[フ ィルターの選択] リ ス トで以下のいず

れかのカテゴ リに表示されます。

➤ [自分のフ ィルター ]

➤ [公開フ ィルター ] ([公開フ ィルター ] チェッ クボッ クスがオ

ンになっている場合 )

➤ [期間フ ィルター ] ([期間フ ィルター ] チェッ クボッ クスがオ

ンになっている場合 )

関連タスク 「結合フ ィルターの作成方法」 （164ページ）

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルターの概要」 （161ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

カテゴリ [公開フ ィルター ] または [期間フ ィルター ] を保存する場合、 カテ

ゴ リ を指定して保存する必要があ り ます ([ カテゴリ ] ド ロ ップダウ

ン リ ス トからカテゴ リ を選択します )。

説明 フ ィルターの説明を入力します。

名前 フ ィルターの名前を入力します。

注：フ ィルター名には疑問符 (?) やアンパーサンド文字 (&) は使用で

きません。

公開フ ィルター 管理者または変更マネージャーの役割を割り当てられているユー

ザーは、 [公開フ ィルター ] チェッ クボッ クスをオンにするこ とがで

きます。 これによ り、 作成中のフ ィルターは、 すべてのユーザーが

表示できるよ うにな り ます。

注 ： 一般ユーザーの場合、 フ ィルターは、 [フ ィルターの選択] リ ス

トの [自分のフ ィルター ] カテゴ リに表示されます。 管理者の場合、

[公開フ ィルター ] チェッ クボッ クスがオンになっている と、 フ ィル

ターは [ フ ィルターの選択 ] リ ス トの [公開フ ィルター ] カテゴ リに

表示されます。

期間フ ィルター 管理者の場合、 [期間フ ィルター ] チェ ッ ク  ボッ クスをオンにする

と、 作成中のフ ィルターをベースに期間カテゴ リ を定義できるよ う

にな り ます。 このフ ィルターは、 [ フ ィルターの選択 ] ダイアログ

ボッ クスに表示され、管理モジュールの [期間 ] タブで期間カテゴ リ

を定義する と きに選択可能になり ます。 期間の定義の詳細は、 「[期

間 ] タブ」 （583ページ） を参照して ください。

注：以下の場合、 [期間フ ィルター ] チェッ クボッ クスをオンにする

こ とはできません。

➤ [分析データ ] タブで [期間の競合 ] オプシ ョ ンが選択されている

場合

➤ [ ビジネス CI] タブで [自分のビジネス CIに影響する要求 ] オプ

シ ョ ンが選択されている場合

➤ [日時 ] タブで [次の日時より後 ]、[次の日時より前]、[次の日時の

間 ] 以外のオプシ ョ ンが選択されている場合
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第 5 章
ディレクターモジュール

注： この章は、 NOCユーザーを対象と しています。 この章に記載されているアクシ ョ ン

の大部分は、 NOC権限がないと実行できません。

本章の内容

概念

➤ 「ディ レク ターモジュールの概要」 （194 ページ）

➤ 「タ イムラ インでの作業の表示」 （194 ページ）

➤ 「作業アラート 」 （196 ページ）

➤ 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （197 ページ）

タスク

➤ 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197 ページ）

リファレンス

➤ 「ディ レク ターモジュールのユーザーインタフェース」 （198 ページ）
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概念

ディ レクターモジュールの概要

ディ レク ターモジュールを使用する と、 実施対象と してスケジュールされている変更要

求のステータスをモニターできます。

ディ レクターモジュールは、すべてのユーザーが表示するこ とができます。NOCユーザー

(NOC役割を割り当てられているユーザー ) であれば、 このモジュールでアクシ ョ ンを実

行できます。NOC権限がない場合 (たとえば、 リ リースマネージャーや変更マネージャー

の場合 )、 このモジュールを使用すれば、 懸案の変更要求の情報を他のユーザーに通知で

きます。

実施段階では、 変更要求は 「作業」 と呼ばれます。 ディ レク ターモジュールでは、 作業

に関連するイベン ト  (作業ステータスの更新や、 実施中に発生した問題など ) を監視でき

ます。 問題が発生した場合は、 直ちにアクシ ョ ンを講じて、 実施効率をできるだけ向上

する と共に、 本番環境へのインパク ト を可能な限り抑えるこ とができます。

作業実施の進捗状況をモニターする方法、 実施中に起こ り う る問題に対処する方法の例

については、 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ） を参照してください。

タイムラインでの作業の表示

[作業タイムライン ] ウ ィンド ウには、 選択した時間範囲内でスケジュールされている作

業の一覧が表示されます。 その作業のスケジュールは、 タイムライン上にグラフ ィ ッ ク

表示されます。詳細については、 「[作業タイムライン ] ウ ィンド ウ」 （204ページ） を参照

してください。

作業スケジュールのグラフ ィ ッ ク表示には、 作業のステータスが示されます。 作業スケ

ジュールを変更した場合は、 その旨がタ イムラ イン上に示されます。 詳細については、

「タイムライン上の作業の表示」 （195ページ） を参照してください。
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タイムラ イン領域は、 過去の時間を表示する影付きの領域と、 将来の時間を表示する影

なしの領域に分割されています。 過去と将来を分割する縦線は、 現在の時間を表してい

ます。 デフォル ト では、 現在の時間から 12時間前までと 12時間後までの範囲内でスケ

ジュールされた作業が、 テーブルに表示されます。 タイムライン上に表示される時間間

隔は、変更するこ とが可能です。詳細については、「タイムラインの日時表示の変更」 （196

ページ） を参照して ください。

作業をフ ィルターするこ とによ り、特定の条件で絞り込んだ作業だけを表示できます。詳

細については、 「変更要求および作業のフ ィルター」 （161ページ） を参照してください。

この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「タ イムラ イン上の作業の表示」 （195ページ）

➤ 「タ イムラ インの日時表示の変更」 （196ページ）

タイムライン上の作業の表示

タイムラ インを表示するこ とによ り、 計画済み作業スケジュールと現在の作業ステータ

スを簡単に把握できます。

計画済み作業スケジュールは白抜きの横長の棒で表されるのに対して、 実際の実施期間

はベタ塗りの棒で表されます。

次の図の例で、白抜きの棒で表されているのが C00000221の計画済みスケジュールです。

実際の実施時間は、 ベタ塗りで表示されています。 作業実施の開始時刻が午後 1時30分

頃だったこ とがわかり ます。

タイムラ イン上に暗い灰色の棒で表されているのが、 作業のダウンタイムです。 上の例

では、 ダウンタイムが開始された時刻は午後2時15分頃です。
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作業にアラートがあるかど うか、 また作業の実施が終了しているかど うかは、 タイムラ

イン上の作業の色でわかり ます。

➤ アラートのない作業は、 緑で表示されます。

➤ アラートのある作業は、 該当する作業で最も重大度の高いアラートが示す色 (赤、 黄

色、 青 ) で表示されます。 作業のアラートの詳細は、 「作業アラート 」 （196ページ） を

参照してください。

➤ 実施が完了している作業は、 灰色で表示されます。

タイムラインの日時表示の変更

タイムラインは 4等分されていて、 デフォルトでは時間の片半分 (過去の時間 ) が影付き

領域に表示され、も う片半分 (将来の時間 ) が影なし領域に表示されます。現在の時間は、

過去と将来を分割する縦線で表されます。

タイムライン上に表示される時間範囲、 過去 /将来の時刻と して表示される時間値は、 変

更が可能です。詳細については、 「[作業タイムライン ] ウ ィンド ウ」 （204ページ） を参照

してください。

作業アラート

ディレクターモジュールの [アラート ] ウ ィンド ウには、 タイムライン上に表示されてい

る作業についてのアラートが表示されます。 このアラートには、 一覧に表示された作業

に関して検出された問題が通知されます。 必要に応じて、 アクシ ョ ンの実行要否を問い

合わせる メ ッセージが表示されます。 詳細については、 「[ アラー ト ] ウ ィ ン ド ウ」 （207

ページ） を参照してください。

アラートにはエラーや警告が表示されるこ と もあれば、 情報提供目的のメ ッセージだけ

が表示されるこ と もあ り ます。 アラートが生成されるのは、 次のいずれかの状況に該当

する場合です。

➤ 作業がスケジュールよ り も前に開始された場合

➤ 作業が予定よ り遅れて開始する可能性が高いか、 または実際に予定よ り遅れて開始し

た場合

➤ 作業が予定よ り遅れて終了する可能性が高いか、 または実際に予定よ り遅れて終了し

た場合

➤ 変更諮問委員会 (CAB) からの承認なしに、 作業が所定期間を外れた場合
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➤ 作業に実施前ガイ ド ラ インまたは実施後ガイ ド ラインがある場合

➤ 作業が別の作業と衝突する可能性が高いか、 またはCABからの承認なしに作業が別の

作業と実際に衝突した場合

➤ 実施担当者がアシスタンスを必要と している場合

➤ 緊急の作業が追加された場合

➤ 作業の詳細が変更された場合

ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウでは、他のユーザーとのコ ミ ュニケーシ ョ ンを介して、

関与している共通作業やその他の ト ピッ クについての情報をやり取りできます。 詳細に

ついては、 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （231ページ） を参照して ください。

タスク

作業の進捗状況のモニター方法

このタスクでは、 作業の進捗状況を変更する方法と、 実施中に発生する可能性のある問

題への対処方法について説明します。

 1 作業にアラートがあるかどうかの検査

こ こでは、ABC Software CompanyのNOC変更マネージャーを考えてみまし ょ う。 この

マネージャーは、 新しいWeb メールサーバーの導入作業の進捗状況のモニターを担当

しています。

[作業タイムライン ] ウ ィンド ウで、 担当している作業を選択します。 [アラート ] ウ ィ

ンド ウに、 作業が予定よ り遅れて開始した旨を通知するアラートが表示されます。 そ

の結果、 この作業は、 CABからの承認なしに、 別の作業と衝突するよ うにスケジュー

ルされます。 [アラート ] ウ ィンド ウの詳細については、「[アラート ] ウ ィンド ウ」 （207

ページ） を参照して ください。
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 2 作業が予定より遅れた理由の把握

NOC変更マネージャーは、作業が所定の時間に開始されなかった理由を把握したいと

考えています。そのため、[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウでチャッ トルームを開き、

作業を担当する実施担当者とのコ ミ ュニケーシ ョ ンを通して、 作業が遅延した理由に

ついての情報を入手します。 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウの詳細については、

「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （229ページ） を参照してください。

 3 作業の再スケジュールによる衝突の回避

NOC変更マネージャーは、 作業が別の作業と衝突するのを回避できるよ うに、 当初

CABが計画したスケジュールよ り も早期に作業を終了するよ うに再スケジュールする

こ とにしました。[作業タイムライン ] ウ ィンド ウで [作業の再スケジュール] をク リ ッ

ク し 、 [作業の再スケジュール ] ダイ アロ グボッ ク スを開きます。 詳細については、

「[作業の再スケジュール ] ダイアログボッ クス」 （213ページ） を参照してください。

リファレンス

ディ レクターモジュールのユーザーインタフェース

こ こでは、 以下について説明します。

 ➤ 「[作業情報 ] ダイアログボッ クス」 （199ページ）

 ➤ 「[作業タイムライン ] ウ ィンド ウ」 （204ページ）

 ➤ 「[アラート ] ウ ィンド ウ」 （207ページ）

 ➤ 「[CI 属性 ] ダイアログボッ クス」 （210ページ）

 ➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （210ページ）

 ➤ 「ディ レク ターモジュールウ ィンド ウ」 （211ページ）

 ➤ 「[アラートの処理 ] ダイアログボッ クス」 （211ページ）

 ➤ 「[作業 <ID> のメモ ] ダイアログボッ クス」 （212ページ）

 ➤ 「[作業の再スケジュール ] ダイアログボッ クス」 （213ページ）

 ➤ 「[作業の更新 ] ダイアログボッ クス」 （214ページ）
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[作業情報 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 各作業についての情報を表示するこ とができます。 提供

される情報には、 作業についての詳細が含まれています。 これ以外にも、 実施前ガイ ド

ラ イン、実施後ガイ ド ライン、作業関連イベン ト  (たとえば、作業が再スケジュールされ

たかど うか、 ステータスが更新されたかど うかなど ) も表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[詳細 ] タブ

このタブには、 選択した作業についての詳細が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 ➤ ディ レクタ ーモジュールでの操作： [モジュール ] > [ディ レク

タ ー ] > [ コン ト ロール] をク リ ッ ク します。 [作業タイムライン ]

ウ ィ ン ド ウまたは [ アラー ト ] ウ ィ ン ド ウで必要な作業を選択

し、 [作業情報] をク リ ッ ク します。

➤ 実施担当者モジュールでの操作： [モジュール ] > [ディ レクター ]

> [実施担当者] を選択します。 [To-Do一覧 ] ウ ィンド ウで必要な

作業を選択し、 [作業情報 ]  をク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 ➤ 「[レビュー ] タブ」 （177ページ） 

➤ 「[アラート ] ウ ィ ンド ウ」 （207ページ）

UIの要素 説明

分析ビュー 分析モジュール内の作業を表示します。

UIの要素 説明

実際の終了日時 作業の実施が実際に終了した日時。

実際の開始日時 作業の実施が実際に開始された日時。
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変更タイプ 変更のタイプ (例 ： [計画済み ] や [自動 ])。

連絡先の場所 作業を担当する人員の地理的場所。

連絡先窓口 作業を担当するユーザーの名前。

作成日時 当初サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで作業が作成された日時。

説明 作業の説明。

見積もり リスク ユーザーが作業に割り当てた見積も り リ スクレベル。

インパク トの重大度 HP Release Controlで計算された、 作業のインパク トの重大レベル。

実施担当者 作業の実施を担当する人員。

最終インパク ト計算日時 インパク ト分析が最後に計算された時間。

最終更新日時 サービスデスクアプリ ケーショ ン内で作業が最後に更新された時間。

NOC計画終了日時 NOC ユーザーによって再スケジュールされた作業実施の終了予定

日時。

NOC計画開始日時 NOC ユーザーによって再スケジュールされた作業実施の開始予定

日時。

計画終了日時 作業実施の終了予定日時。

計画開始日時 作業実施の開始予定日時。

Priority 作業の優先レベル。

要求 ID サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの作業のリ ファレンス ID番号。

UIの要素 説明
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[実施ガイド ライン ] タブ

このタブには、 作業実施前 /後に遵守すべきガイ ド ラ インが表示されます (CABによって

割り当てられている場合 )。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

リスク この作業の リ ス ク レベルを他の作業に対する相対値で示した 0 ～

100の数値。 この値はHP Release Controlで計算されます。

サービスデスク 作業が生成されたサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ン。

UIの要素 説明

実施後 作業実施後に遵守すべきガイ ド ラ インが (CABによって割り当てら

れている場合 )、 表示されます。

実施前 作業実施前に遵守すべきガイ ド ラ インが (CABによって割り当てら

れている場合 )、 表示されます。

UIの要素 説明
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[イベン ト  ログ ] タブ

このタブでは、 作業に関連するイベン トが表示されます。 ユーザーによって誘発される

イベン ト とシステムによって誘発されるイベン トがあ り ます。 イベン ト ログで表示され

る内容については、「[レビュー] > [イベン ト  ログ] タブ」（157ページ）を参照してください。

[CI KPI] タブ

このタブには、選択した作業によってインパク ト を受けるCIの重要業績評価指数 (KPI) が

表示されます。

アクセス方法 ➤ [作業タイムライン] ウ ィ ンド ウを選択し、[作業 CI の KPI] を

ク リ ッ ク します。

➤ [作業タイムライン ] ウ ィ ンド ウで作業を選択し、 [作業情報 ]

をク リ ッ ク し、 [CI KPI] タブをク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ この機能が使用可能になるのは、HP Release ControlがHP Business

Availability Center 8.0以降に統合されている場合だけです。

➤ CI KPIを表示するには、HP Business Availability Centerが実行中で

ある必要があ り ます。

関連項目 ➤ この機能の構成方法の詳細は、「[監視 ] ウ ィンド ウ」（425ページ）

を参照してください。

➤ 作業の情報やコ メン ト を送信する方法については、 「[作業 <ID>

のメモ ] ダイアログボッ クス」（212ページ）を参照してください。

➤ タ イムラ インに追加情報レイヤーを表示する方法については、

「[作業タイムライン ] ウ ィ ンド ウ」 （204ページ） を参照してくだ

さい。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

[インパク ト を受ける CI] 

ウィ ンドウ

変更要求の影響を受けるビジネス CI とシステムCIを表示します。

➤ HP Release Controlでは、インパク ト を受けるCIの一覧が毎分

自動的に更新されます。[作業タイムラインの更新 ] をク リ ッ クす

る と、 表示が最新の情報に更新されます。

➤ 選択したCIの属性を表示します。 [CI 属性] ダイアログボッ

クスが開きます。

➤ <インパク ト を受けるCIの一覧> 変更要求のインパク ト を受ける

ビジネス CI とシステムCIの一覧。

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィ ン ド ウでCI をどれか 1つ選択する

と 、 [ 重要業績評価指数 ] ウ ィ ンド ウ に KPI の詳細が表示さ れ

ます。 このウ ィンド ウのアイコンの説明は、「[評価 ] > [ インパク

ト ] タブ」 （76ページ） を参照して ください。

[重要業績評価指数 ] 

ウィ ンドウ

[ インパク ト を受ける  CI] ウ ィ ン ド ウで選択した CI に関連付けられ

ている KPIの詳細が表示されます。

➤ 名前。 KPI タイプ。

➤ ソース。 KPI情報を提供するアプリ ケーシ ョ ン。

➤ ステータス。 KPIのステータス。

➤ 値。 ステータスが提供されていない場合は、 KPIの値が表示され

ます。 値の単位は、 かっこの中に表示されます。
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[作業タイムライン ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウには、 選択した時間範囲内にスケジュールされている作業の一覧が表示

されます。その作業のスケジュールは、タイムライン上にグラフ ィ ッ ク表示されます。作

業スケジュールのグラフ ィ ッ ク表示には、未開始、開始済み、完了済みなどの作業ステー

タスが示されます。 作業スケジュールを変更した場合は、 その旨がタイムラ イン上に示

されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [ディ レクター] > [ コン ト ロール ] > [作業タイムライ

ン ] ウ ィンド ウを選択します。

関連項目 「タ イムラ インでの作業の表示」 （194ページ）

UIの要素 説明

レイヤーの表示。 タ イムラ インに情報レイヤーを追加する こ とに

よって、 追加情報を表示できます。 表示したい情報レイヤーを選択

します。

閲覧できる有効な情報レイヤーについては、 「[作業タイムラ イン ]

ウ ィ ンド ウ内の情報レイヤー」 （206ページ） を参照してください。

 ド ラ ッグモード /カーソルモード。タイムライン領域に表示される過

去 /将来の時刻の時間値を変更するこ とができます。［ド ラ ッグ モー

ド］ と ［カーソル モード］ は、 切り替えが可能です。

➤ [ ド ラ ッグ モード ] をク リ ッ ク して、 タイムライン領域上にカー

ソルを置く と、カーソルが手の形状に変わり ます。 タイムライン

領域を左側にド ラ ッグする と未来の時間の表示範囲が広がり、右

側にド ラ ッグする と過去の時間の表示範囲が広がり ます。先に表

示されていた作業は、新し く表示された時間範囲に従って更新さ

れます。

➤ [カーソル モード ] をク リ ッ クすると 、通常のカーソルに戻り ます。

作業情報。 [作業情報 ] ダイアログボッ クスを開きます。 選択した作

業に関する詳細が表示されます。

注：[作業情報] ボタンは [アラート ] ウ ィ ンド ウ内でも使用可能です。
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作業ステータスの更新。 [作業ステータスの更新 ] ダイアログボッ ク

スを開きます。 実施担当者が直接に作業ステータスを更新できない

場合に、 実施担当者に代わってステータスを更新する こ とができ

ます。

作業の再スケジュール。 [作業の再スケジュール ] ダイアログボッ ク

スが開きます。当初CABによって計画されたスケジュールよ り も前

または後に開始 /終了するよ うに、作業を再スケジュールするこ とが

できます。

イベン ト ログにメモを送信。 [作業 <ID> のメモ ] ダイアログボッ ク

スを開きます。 作業の情報やコ メン ト をイベン ト ログに送信するこ

とができます。

作業チャッ トルームが開きます。 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウ

にチャ ッ トルームが開きます。詳細については、「ユーザーコ ミ ュニ

ケーシ ョ ン」 （229ページ） を参照して ください。

HP Release Controlでは、 [作業タイムライン ] ウ ィ ンド ウを毎分自動

更新します。 [作業タイムラインの更新 ] をク リ ッ クする と、 表示が

最新の情報に更新されます。

作業 [作業タイムライン ] ウ ィンド ウに表示すべき作業を指定する基準を

定義します。 詳細については、 「[ フ ィルターの選択 ] リ ス ト 」 （187

ページ） を参照して ください。

ID サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンの作業のリ ファレンス ID番号。

結果 [作業タイムライン ] ウ ィンド ウに表示される作業の数。

UIの要素 説明
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[作業タイムライン ] ウィンドウ内の情報レイヤー

タ イ ムラ イ ン内の有効な情報レイ ヤーは、 1 つずつまたは同時に表示する こ と ができ

ます。

➤ ダウンタイム。 作業実施中のCI側でのダウンタイム間隔。 ダウンタイムは、 暗い灰色

でベタ塗り された棒で表されます。

➤ リンク線。 2つの作業スケジュール (計画済み実施スケジュールと実際の実施スケ

ジュール ) は、 重なっていないと きに細い線でリ ンク されます。

サマリ 作業の説明。

日時範囲 タイムライン上に表示される時間範囲を変更します。

[日時範囲] スライダーを左または右にド ラ ッグするか、 数値ステッ

パーを使用して、 表示される時間の数値を選択できます。 選択可能

な時間範囲は、 1 ～ 24時間です。 デフォルトでは、 時間範囲と して

24時間が表示されます。

UIの要素 説明
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➤ 計画日時。 当初CABによって定義された作業の実施スケジュール。 黒で囲んだ白抜き

の棒で表されます。

➤ 実施結果。 終了した作業については、 タイムライン上に実施結果を表示するこ とがで

きます。

➤  成功。 実施が成功したこ とを示します。

➤  成功 (問題あり )。 実施が成功したが、 なんら かの問題が発生したこ と を示し

ます。

➤  失敗。 実施が失敗したこ とを示します。

➤  キャンセル済み。 実施がキャンセルされたこ とを示します。

[アラート ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウには、 作業に関連した問題について通知が表示されます。 アラートには

それ以外にも警告が表示されるこ と もあれば、 情報提供目的のメ ッセージだけが表示さ

れるこ と もあ り ます。

アクセス方法 [モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] > [アラート ] ウ ィ

ンド ウを選択します。

重要な情報 これらの構成を有効にするには、 いったんログアウ ト してからログ

オンする必要があ り ます。

関連項目 「作業アラート 」 （196ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

オープンのアラートのみを表示。 オープンのアラートのみを表示し

ます。このビューでは、取り消し済みのアラート と リマインダーモー

ドのアラートは表示対象外になり ます。

注 ： これはデフォルトのビューです。

選択した作業と同期。 選択した作業に関連付けられているアラート

だけを表示します。

注：オープンのアラートだけを表示するには、 [オープンのアラート

のみを表示 ]  をク リ ッ ク します。

作業別にグループ化。 [アラート ] ウ ィンド ウ内のアラート を作業別

にグループ化できます。 アラートが作業別にグループ化されている

場合、 アラート アイコンの隣に箇条書きマークが表示されます。

箇条書きマークをク リ ッ クする と、作業のアラートが展開されます。

注：オープンのアラートだけを表示するには、 [オープンのアラート

のみを表示 ]  をク リ ッ ク します。

作業情報。 選択した作業に関する詳細が含まれます。 [作業情報] ダ

イアログボッ クスを開きます。

注：[作業情報 ] ボタンは [作業タイムライン ] ウ ィ ンド ウ内でも使用

可能です。

アラートの処理。 アラートの生成時に、 アラートの処理方法を指定

するこ とができます。 [アラートの処理] ダイアログボッ クスを開き

ます。
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作業チャッ トルームが開きます。 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウ

にチャ ッ トルームが開きます。詳細については、「ユーザーコ ミ ュニ

ケーシ ョ ン」 （229ページ） を参照して ください。

アラートの重大度を示します。 アラート アイコンの色は、 該当する

作業で最も重大度の高いアラートが示す色です。

アラートの重大度およびアラート ステータスは、 各アラートの横に

表示されるアイコンで示されます。

アラート アイコンには次の種類があ り ます。

➤ 赤 。 エラーを示します。

➤ 黄色 。 警告を示します。

➤ 青 。 通知を示します。

アラート ステータスは、 次のいずれかです。

➤ オープン 。 アラートがアクティブです。

➤ 取り消し済み 。 アラートは検知された後で [アラート ] ウ ィ

ンド ウから削除されました。

➤ リマインダーモード 。 アラートはリマインダーモードです。

説明 作業の ID。作業 IDの横のかっこ内の数は、該当する作業のアラート

の数を示しています。

時間 アラートが生成された時間。

UIの要素 説明
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[CI 属性 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスには、 選択したCIの属性が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 各作業に携わるユーザーや特定の ト ピッ クに関心のあるユーザー

と コ ミ ュニケーシ ョ ンをと るこ とができます。 詳細については、 「ユーザーコ ミ ュニケー

シ ョ ン」 （229ページ） を参照してください。

アクセス方法 ➤ 分析モジュールでのアクセス方法： [モジュール ] > [分析 ] > [評

価 ] > [インパク ト ] タブを選択します。次に、[ インパク ト を受け

る  CI] ウ ィンド ウの [CI 属性 ]  をク リ ッ ク します。

➤ ディ レクターモジュールでのアクセス方法：[モジュール] > [ディ

レクター ] > [コン トロール] をク リ ッ ク します。 [作業タイムライ

ン ] ウ ィンド ウまたは [アラート ] ウ ィ ンド ウの [作業情報 ]

をク リ ッ ク して、[作業情報 ] ダイアログボッ クスを開きます。[CI

KPI] タブをク リ ッ ク し、 [ インパク ト を受ける  CI] ウ ィンド ウで

[CI 属性 ]  をク リ ッ ク します。

重要な情報 表示される属性をカス タマイズする方法については、 「[CI 表示 ]

ウ ィ ンド ウ」 （411ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明

名前 属性の名前。

値 属性の値。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] > [ コ ミ ュニケー

シ ョ ン ] ウ ィ ンド ウを選択します。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）
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ディ レクターモジュールウィンドウ

このウ ィ ン ド ウでは、 実施対象と してスケジュールされている変更要求のステータスを

モニターできます。

このウ ィンド ウには、 次のウ ィンド ウが含まれます。

➤ 「[作業タイムライン ] ウ ィンド ウ」 （204ページ）

➤ 「[アラート ] ウ ィンド ウ」 （207ページ）

➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （210ページ）

[アラートの処理 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 アラートの処理方法を指定します。

アラートの生成時に、 そのアラートの処理方法を選択するこ とができます。 次の操作を

行う こ とができます。

➤ アラート リマインダーの要求

➤ アラートの取り消し

➤ 取り消し済みのアラート またはリマインダーモードでのアラートの再オープン

アクセス方法 [モジュール] > [ディ レクター] > [コン ト ロール] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 「ディ レク ターモジュールの概要」 （194ページ）

アクセス方法 [モジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] を選択します。

[ アラート ] ウ ィ ンド ウで必要なアラート を選択し、 [ アラートの

処理 ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 「作業アラート 」 （196ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[作業 <ID> のメモ ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クス内の自由形式のテキス ト ボッ クスには、 イベン ト ログに送信し

たい作業情報やコ メン ト を入力できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

アラート を取り消す。 ア

ラートの重大度が増大し

た場合のみアラート を再

オープン

アラート を取り消すこ とができます。

このアラートの重大度が高くなる と、 アラートは前よ り も高い重大

度で再オープンされます。 たとえば、 アラートが別のアラート と衝

突しかかっている と きは、警告アラート  (黄色 ) が生成されます。 こ

のアラートの取り消し後に作業ど う しが衝突した場合、 アラートは

エラーアラート  (赤色) と して再オープンされます。

注 (オプシ ョ ン ) アラートに関連付けたいメモを入力できる、自由形式

のテキス トボッ クス。

再通知する。 再通知まで

の時間 ：

アラート リマインダーを要求します。 ド ロ ップダウン リ ス トで、 リ

マインダーをいつアクティブ化するかを選択します。

アラート を再オープン 取り消し済みのアラー ト の う ちのどれかを選択して再オープンし

ます。 通常のアラート   アイコンがアラート の横に表示された

場合、 そのアラートがオープン状態であるこ とを示しています。

注：アラート を再オープンする際には、 [オープンのアラートのみを

表示 ]  がオフであるこ とを確認してください。

アクセス方法 [モジュール] > [ディレクター ] > [コン トロール] を選択します。 [作

業タイムライン ] ウ ィンド ウで、 コ メン トする作業を選択し、 [イベ

ン ト  ログにメモを送信 ] をク リ ッ ク します。

関連項目 「[ イベン ト  ログ ] タブ」 （202ページ）

UIの要素 説明

注 イベン ト ログに送信する作業情報やコ メン ト 。
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[作業の再スケジュール ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 当初CABによって計画されたスケジュールよ り も前に開

始あるいは後に終了するよ うに、 作業を再スケジュールするこ とができます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [ディレクター ] > [コン トロール] を選択します。 [作

業タイムライン ] ウ ィンド ウで、必要な作業を選択して [作業の再ス

ケジュール ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 作業の開始は、当初CABによって計画された開始時間から 12時間前

までの任意の時間に再スケジュールできます。 作業の終了は、 当初

CAB によって計画された終了時間から 12時間後までの任意の時間

に再スケジュールできます。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 「[ イベン ト  ログ ] タブ」 （202ページ）

UIの要素 説明

カレンダーを開きます。 新しい日付と時刻を選択します。

注 ： 更新済みのスケジュールがタイムラインに表示され、 対象のイ

ベン トがイベン ト ログに記録されます。

終了日時 選択した作業の新しい終了時間を表示します。

開始日時 選択した作業の新しい開始時間を表示します。
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[作業の更新 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 実施担当者が直接に作業ステータスを更新できない場合

に、 実施担当者に代わってステータスを更新するこ とができます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [ディレクター ] > [コン トロール] を選択します。 [作

業タイムライン ] ウ ィンド ウで、 必要な作業を選択し、 [作業ステー

タスの更新 ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

UIの要素 説明

実際の終了日時 ➤  をク リ ッ クする と、作業が終了した (現在または過去の ) 日

時を選択できます。

➤  をク リ ッ ク して現在のステータスを消去します。

注 ： 

➤ [実際の終了日時 ] を更新するには、 先に [実際の開始日時 ] を更

新しておく必要があ り ます。

➤ ユーザーがHP Service Manager/Centerにサービスデスク と して完

全に統合されている場合、[実際の終了日時 ] フ ィールドは、ディ

レク ターモジュール内で更新された時点で、元のサービスデスク

内でも自動的に更新されます。

実際の開始日時 ➤  をク リ ッ クする と、作業が開始した (現在または過去の ) 日

時を選択できます。

➤  をク リ ッ ク して現在のステータスを消去します。

注 ： ユーザーが HP Service Manager/Center にサービスデスク と して

完全に統合されている場合、 [実際の開始日時 ] フ ィールドは、 ディ

レク ターモジュール内で更新された時点で、 元のサービスデスク内

でも自動的に更新されます。
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ダウンタイム終了日時 ➤  をク リ ッ クする と、ダウンタイムが終了した (現在または過

去の ) 日時を選択できます。

➤  をク リ ッ ク して現在のステータスを消去します。

注 ： [ダウンタイム終了日時 ] を更新するには、 先に [ダウンタイム

開始日時 ] を更新しておく必要があ り ます。

ダウンタイム開始日時 ➤  をク リ ッ クする と、ダウンタイムが開始した (現在または過

去の ) 日時を選択できます。

➤  をク リ ッ ク して現在のステータスを消去します。

注 ： 

➤ [ダウンタ イム開始日時 ] を更新するには、 先に [実際の開始日

時 ] を更新しておく必要があ り ます。

➤ [ダウンタイム開始日時 ] を更新した場合、先に [ダウンタイム終

了日時 ] を更新してからでないと、 [実際の終了日時 ] を更新でき

ません。

注 (省略可能 ) ステータス更新についてのメモを入力できる、自由形式

のテキス トボッ クス。

対象 実施担当者に代わって作業ステータスを更新する場合、 対象の実施

担当者を選択し ます。 実施担当者の名前は、 ド ロ ッ プダウ ン メ

ニューから選択できます。 別の方法と して、 [ 実施担当者の選択 ]

をク リ ッ ク し、表示された一覧から名前を選択する方法もあ り

ます。

Outcome [実際の終了日時] を更新する と、[結果] ボッ クスが有効になり ます。

次の作業結果のいずれかを選択します。

➤ 成功。 作業が成功したこ とを示します。

➤ 成功 (問題あり )。作業が全面的に成功したが、なんらかの問題が

発生したこ とを示します。

➤ 失敗。 作業が失敗したこ とを示します。

➤ キャンセル済み。 作業がキャンセルされたこ とを示します。

UIの要素 説明
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第 6 章
実施担当者モジュール

本章の内容

概念

➤ 「実施担当者モジュールの概要」 （217 ページ）

➤ 「作業実施の管理」 （218 ページ）

タスク

➤ 「作業の進捗状況の変更方法」 （218 ページ）

リファレンス

➤ 「実施担当者モジュールのユーザーインタフェース」 （221 ページ）

概念

実施担当者モジュールの概要

実施担当者は、 自分に割り当てられた作業を実施担当者モジュールで管理するこ とがで

きます。 担当している作業の情報を表示し、 担当している作業のステータスを更新でき

ます。 ステータスが更新される と、 現在の作業ステータスがNOCユーザーに通知されま

す。 詳細については、 「[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウ」 （225ページ） を参照してください。

実施担当者モジュールを使用するこ とによ り、 同じ作業が割り当てられている他の実施

担当者だけでな く、 その作業に関与している NOC ユーザーやその他のユーザーと も コ

ミ ュニケーシ ョ ンできます。 詳細については、 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （229ペー

ジ） を参照して ください。
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作業実施の管理

実施担当者モジュールには、 現在の日時をまたいだ24時間 (過去の12時間と未来の12時

間 ) 以内に自分に割り当てられた作業の一覧が、 スケジュール済みの開始日時を基準に

ソート されて表示されます。

各作業の現在のステータスは、 To-Do一覧に表示されます。実施の進捗に合せて、作業ス

テータスを更新してください。作業ステータスの更新方法については、「[To-Do一覧 ] ウ ィ

ンド ウ」 （225ページ） を参照してください。

実施が完了する と、 実施結果を更新できます。 実施結果の更新方法については、 「[作業

完了のレポート ] ダイアログボッ クス」 （224ページ） を参照してください。

タスク

作業の進捗状況の変更方法

こ こでは、 作業の進捗状況を変更する方法と、 実施中に発生する可能性のある問題への

対処方法について説明します。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「作業情報の表示」 （219ページ）

➤ 「イベン ト ログ情報の表示」 （219ページ）

➤ 「作業ステータスの更新」 （220ページ）

➤ 「NOCアシスタンスの要求」 （220ページ）

➤ 「他の実施担当者とのコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （220ページ）

➤ 「サーバーダウンタイム開始のレポート 」 （221ページ）

➤ 「サーバーダウンタイム終了のレポート 」 （221ページ）

➤ 「作業結果のレポート 」 （221ページ）
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 1 作業情報の表示

こ こでは、 HP Release Controlサーバーで電子メール通知の問題が発生しており、 ある

ユーザーが、 問題解決の進捗状況の変更を担当している と します。

このユーザーは、 [To-Do一覧 ] ウ ィンド ウで、 担当している作業を選択します。 [作業

情報 ] ボタンをク リ ッ ク し、 [作業情報 ] ダイアログボッ クスを開きます。 次に、 [実施

ガイドライン ] タブをク リ ッ クする と、 作業実施の前後に実行する必要がある CABガ

イ ド ラ インが表示されます。

電子メール通知の問題を解決するためには、 HP Release Controlサーバーのダウンタイ

ム期間のスケジューリ ングを行う必要があるので、 実施前ガイ ド ラ インに従い、 事前

にサーバーの停止予定日時および期間を関係者に通知しなければなり ません。

また、 実施後ガイ ド ラ インに従い、 ダウンタイムについて関係者に事前通知しておく

必要があ り ます。

[実施ガイ ド ] タブの詳細については、 「[実施ガイ ド ラ イン ] タブ」 （201ページ） を参

照して ください。

 2 イベン ト ログ情報の表示

HP Release Controlサーバーのダウンタイムが他のク リティカルアプリ ケーシ ョ ンに影

響しないこ とを確認するためには、 担当している作業の関連情報をレビューする必要

があ り ます。

この情報は、 次で確認できます。

➤ イベン トログ。 [作業情報 ] ダイアログボッ クスの [ イベン ト  ログ ] タブをク リ ッ ク

します。 イベン ト ログ情報の詳細は、 「[ イベン ト  ログ ] タブ」 （202ページ） を参照

して ください。

➤ 分析モジュール。 [作業情報 ] ダイアログボッ クスの [詳細 ] タブで、 [分析ビュー ]

ボタンをク リ ッ ク します。 詳細については、 「[詳細 ] タブ」 （199ページ） を参照し

て ください。
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 3 作業ステータスの更新

実施を開始する前、作業ステータスは [未開始 ] です。実施を開始してよいと判断した

ら、 作業ステータスを [作業開始のレポート ] に更新します。

To-Do一覧で担当の作業を選択し、[作業開始のレポート ] ボタンをク リ ッ ク します。作

業ステータスが [開始済み ] に更新されます。

作業ステータスについては、 「[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウ」 （225ページ） を参照してくだ

さい。

 4 NOCアシスタンスの要求

こ こでは、 電子メール通知の問題を解決する過程で、 対象サーバーで別のハード ウェ

ア障害が発生しているこ とに気付き、 調査を開始したと想定します。 この問題に対す

るアシスタンス要求のメ ッセージをNOCユーザーに送信します。

[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウで、アシスタンスが必要な作業を選択します。 [NOC アシスタ

ンスの要求 ] ボタンをク リ ッ ク し、 [NOC アシスタンス要求 ] ダイアログボッ クスを開

きます。 アシスタンス要求を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 この要求はディ レク

ターモジュールに送信さ れ、 モジュール内で重大度の高いアラ ート と し て表示さ れ

ます。

詳細については、 「[NOC アシスタンス要求 ] ダイアログボッ クス」 （223ページ） を参

照してください。

 5 他の実施担当者とのコ ミ ュニケーシ ョ ン

予定のサーバーダウンタイムを実施する準備が整いました。 こ こでは、 同僚のLauren

がそのサーバーで作業しているこ とに気付いたこ とを想定します。 まず、 作業チャッ

トルームを開き、 サーバーを停止する必要があるこ とをLaurenに通知します。

チャ ッ ト を行う作業をTo-Do一覧で選択し、 [To-Do一覧 ] ツールバーの [作業チャッ ト

ルームを開く ] ボタンをク リ ッ ク します。[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウに、チャ ッ

トルームウ ィンド ウが開きます。 [送信 ] ボタンの隣にあるボッ クスにメ ッセージを入

力し、 [送信 ] をク リ ッ ク します。
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作業チャッ トルームの使用方法については、「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （229ペー

ジ） を参照して ください。

 6 サーバーダウンタイム開始のレポート

サーバーを停止する前に、 作業ステータスを更新する必要があ り ます。 担当する作業

を選択し、 [To-Do一覧 ] ツールバーの [ダウンタイム開始のレポート ] ボタンをク リ ッ

ク します。

 7 サーバーダウンタイム終了のレポート

サーバーを再起動する準備ができたら、担当の作業を選択し、[To-Do一覧 ] ツールバー

の [ダウンタイム終了のレポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 8 作業結果のレポート

作業の実施完了後、 作業のステータスを更新して、 その結果を通知する必要があ り ま

す。 担当する作業を選択し、 [To-Do一覧 ] ツールバーの [作業完了のレポート ] ボタン

をク リ ッ ク します。 [作業完了のレポート ] ダイアログボッ クスが開くので、 必要な作

業結果を選択します。

作業結果のオプシ ョ ンについては、「[作業完了のレポート ] ダイアログボッ クス」 （224

ページ） を参照して ください。

リファレンス

実施担当者モジュールのユーザーインタフェース

こ こでは、 以下について説明します。

 ➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （222ページ）

 ➤ 「[実施担当者 ] ウ ィンド ウ」 （222ページ）

 ➤ 「[NOCアシスタンス要求 ] ダイアログボッ クス」 （223ページ）

 ➤ 「[作業完了のレポート ] ダイアログボッ クス」 （224ページ）

 ➤ 「[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウ」 （225ページ）
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[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 各作業に携わるユーザーや特定の ト ピッ クに関心のあるユーザー

と コ ミ ュニケーシ ョ ンをと るこ とができます。 詳細については、 「ユーザーコ ミ ュニケー

シ ョ ン」 （229ページ） を参照してください。

[実施担当者 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 現在日時を中心と した 24時間 (過去12時間と今後12時間 ) 以内に

自分に割り当てられた作業が、 スケジュールされた開始日時順に一覧表示されます。

担当している作業の情報を表示し、 担当している作業のステータスを更新できます。 作

業ステータスの更新方法については、 「[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウ」 （225ページ） を参照し

てください。

実施が完了する と、 実施結果を更新できます。 詳細については、 「[作業完了のレポート ]

ダイアログボッ クス」 （224ページ） を参照してください。

このウ ィンド ウには、 次のウ ィンド ウが含まれます。

➤ 「[To-Do一覧 ] ウ ィンド ウ」 （225ページ）

➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （222ページ）

アクセス方法 [モジュール] > [ディ レクター] > [実施担当者 ] > [ コ ミ ュニケーシ ョ

ン ] ウ ィンド ウをク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況の変更方法」 （218ページ）

アクセス方法 [モジュール] > [ディ レクター ] > [実施担当者 ] を選択します。

関連タスク 「作業の進捗状況の変更方法」 （218ページ） 

関連項目 「作業実施の管理」 （218ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[NOCアシスタンス要求 ] ダイアログボックス

実施担当者は、 このダイアログボッ クスで、 特定の作業に対するアシスタンス要求メ ッ

セージを NOCユーザーに送信できます。 これは、 重要度の高いアラート メ ッセージと し

てディ レクターモジュールに送信され、 ユーザーのアシスタンス要求を通知します。

ディ レクターモジュールの詳細は、 「ディ レク ターモジュール」 （193ページ） を参照して

ください。

UIの要素 説明

説明 選択した変更についての長い説明。

サマリ 選択した変更についての短い説明。

アクセス方法 アシス タンスの必要な作業を選択し、 [To-Do 一覧 ] ツールバーの

[NOC アシスタンスの要求 ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況の変更方法」 （218ページ）

関連項目 「作業実施の管理」 （218ページ）
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[作業完了のレポート ] ダイアログボックス

作業ステータスを更新したら、このダイアログボッ クスのTo-Do一覧から必要な実施結果

を選択するこ とができます。 作業ステータスの更新方法については、 「[To-Do一覧 ] ウ ィ

ンド ウ」 （225ページ） を参照してください。

[ステータス ] 列のステータスが [完了 ] に変わり、 [結果 ] 列が適切なアイコンで更新され

ます。 [更新日時 ] 列に表示されるアイコンについては、 「[To-Do一覧] ウ ィンド ウ」 （225

ページ） を参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [To-Do一覧 ] ツールバーの [作業完了のレポート ]  をク リ ッ ク し

ます。

関連タスク 「作業の進捗状況の変更方法」 （218ページ）

関連項目 「作業実施の管理」 （218ページ）

UIの要素 説明

注 (省略可能) 作業の結果についてのコ メン ト を入力します。

Outcome 次の作業結果のいずれかを選択します。

➤ 成功。 作業が成功したこ とを示します。

➤ 成功 (問題あり )。全体と しては成功しましたが、何らかの問題が

発生したこ とを示します。

➤ 失敗。 作業が失敗したこ とを示します。

➤ キャンセル済み。 作業がキャンセルされたこ とを示します。
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[To-Do一覧 ] ウィンドウ

To-Do一覧には、現在日時を中心とする 24時間 (過去12時間と今後12時間 ) 以内に自分に

割り当てられた作業が一覧表示されます。 この一覧には、 スケジュールされた作業開始

日時、 要約、 説明が表示されます。 作業ステータス と実施結果は、 実施の進捗状況に合

わせて更新されます。

アクセス方法 [モジュール] > [ディ レクター] > [実施担当者] > [To-Do一覧] ウ ィ

ンド ウをク リ ッ ク します。

関連タスク 「作業の進捗状況の変更方法」 （218ページ）

関連項目 「作業実施の管理」 （218ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

作業情報。 [作業情報 ] ダイアログボッ クスを開きます。 選択した作

業に関する詳細が表示されます。詳細については、「[作業情報] ダイ

アログボッ クス」 （199ページ） を参照してください。

作業チャッ トルームが開きます。 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウ

にチャ ッ トルームが開きます。詳細については、 「ユーザーコ ミ ュニ

ケーシ ョ ン」 （229ページ） を参照して ください。

NOCアシスタンスの要求。[NOC アシスタンス要求 ] ダイアログボッ

クスが開きます。実施担当者は、作業に対するアシスタンス要求メ ッ

セージを NOC ユーザーに送信できます。 これは、 重要度の高いア

ラート メ ッセージと してディ レク ターモジュールに送信され、 実施

担当者のアシスタンス要求を通知します。詳細については、 「作業ア

ラート 」 （196ページ） を参照して ください。

作業開始のレポート。作業のステータスを  [開始済み] に更新します。

注：ユーザーがサービスデスク と して HP Service Manager/Centerに完

全に統合されている場合、 [作業開始のレポート ] フ ィールドを実施

担当者モジュール内で更新する と、 要求発生元のサービスデスク内

でも自動的に更新されます。

作業完了のレポート。作業のステータスを  [完了 ] に更新します。[作

業完了のレポート ] ダイアログボッ クスが開くので、実施結果を入力

してください。

注：ユーザーがサービスデスク と して HP Service Manager/Centerに完

全に統合されている場合、 [作業完了のレポート ] フ ィールドが実施

担当者モジュール内で更新された時点で、 要求発生元のサービスデ

スク内でも自動的に更新されます。

ダウンタイム開始のレポート。 作業ダウンタイムの開始をレポート

します。

ダウンタイム終了のレポート。 作業ダウンタイムの終了をレポート

します。
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結果。 [作業完了のレポート ] ダイアログボッ クスで結果を選択する

と、 [結果 ] 列が次のいずれかのアイコンで更新されます。

➤  成功。 実施が成功しました。

➤  成功 (問題あり )。実施は成功しましたが、何らかの問題が発

生しました。

➤  失敗。 実施が失敗しました。

➤  キャンセル済み。 作業がキャンセルされました。

作業 ID サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンの作業のリ ファレンス ID番号。

NOC計画開始日時 NOCユーザーによって再スケジュールされた作業開始の予定日時。

ステータス 実施を開始する前、 作業ステータスは [未開始 ] です。 実施を開始し

てステータスを更新する と、 ディ レク ターモジュールも自動的に更

新されます。 これによ り、NOCユーザーは実施の進行状況を追跡し、

必要に応じてアシスタンスを提供するこ とができます。

実施担当者モジュールで作業ステータスを更新するには、 [To-Do一

覧 ] ツールバーの該当のボタンを使用して、更新したい作業を選択し

ます。

作業のステータスは、 次のいずれかに更新されます。

➤  未開始。実施を開始する前、作業ステータスは [未開始] です。

➤  開始済み。 作業ステータスを  [開始済み ] に更新するには、

[作業開始のレポート ]  または [ダウンタ イム終了のレポー

ト ]  をク リ ッ ク します。

➤  ダウン。作業のステータスを  [ダウン ] に更新するには、 [ダ

ウンタイム開始のレポート ]  をク リ ッ ク します。

➤  完了。 変更の実施は完了しています。

UIの要素 説明
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第 7 章
ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン

本章の内容

概念

➤ 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ンの概要」 （229 ページ）

リファレンス

➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウのユーザーインタフェース」 （230 ページ）

概念

ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ンの概要

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで作業チャ ッ トルームを開く こ とによって、 他のユー

ザーとのコ ミ ュニケーシ ョ ンを通じて、 関与している作業やその他の ト ピッ クについて

の情報をやり取りできます。 詳細については、 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （231

ページ） を参照して ください。

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウは、 ディ レクターモジュールと実施担当者モジュール

で表示されます。

➤ ディ レクターモジュールのユーザー ( たとえば、 NOCユーザー、 リ リースマネー

ジャー、 変更マネージャー ) はディ レク ターモジュールからコ ミ ュニケーシ ョ ンを行

います。詳細については、「ディ レク ターモジュール」（193ページ）を参照してください。

➤ 実施担当者は、 実施担当者モジュールからコ ミ ュニケーシ ョ ンを行います。 詳細につ

いては、 「実施担当者モジュール」 （217ページ） を参照してください。
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作業チャッ トルーム

NOCユーザーがチャッ トセッシ ョ ンを開始する と、 作業に関連付けられているユーザー

やオンライン状態のユーザーを対象に、チャ ッ ト セッシ ョ ンがアラートで通知されます。

チャ ッ ト セッシ ョ ンを開始したのが実施担当者または他のNOC以外のユーザーの場合、

作業に関連付けられている NOC以外のユーザーやオンライン状態のユーザーを対象に、

チャ ッ ト セッシ ョ ンがアラートで通知されます。 NOCユーザーを作業チャ ッ トセッシ ョ

ンに加えるためには、 そのユーザーをチャ ッ ト セッシ ョ ンに強制的に参加させる必要が

あ り ます。

注 ： ユーザーは、 ディ レク ターモジュールまたは実施担当者モジュールを開いた時点で

オンライン状態になり ます。

リファレンス

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウィンドウのユーザーインタフェース

こ こでは、 以下について説明します。

 ➤ 「[新規ルームの追加 ] ダイアログボッ クス」 （231ページ）

 ➤ 「[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （231ページ）

 ➤ 「[チャッ ト  ルームの管理 ] ダイアログボッ クス」 （234ページ）
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[新規ルームの追加 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、チャ ッ トルームを新規作成します。カスタムチャ ッ トルー

ムの名前を入力します。チャ ッ トルームがルームの一覧に追加され、自分の名前がチャ ッ

トルームの所有者と して表示されます。

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 他のユーザーとのコ ミ ュニケーシ ョ ンを通じて、 関与している作

業やその他の ト ピッ クについての情報をやり取りできます。 作業チャ ッ トルームウ ィ ン

ド ウを開きます。

アクセス方法 [チャッ ト  ルームの管理 ] ダイアログボッ クスで、 [チャッ ト  ルーム

の追加 ] をク リ ッ ク します。

関連項目 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ンの概要」 （229ページ）

アクセス方法 ➤ ディ レクターモジュール ：

[作業タイムラ イン ] ウ ィ ン ド ウで、 チャ ッ ト対象の作業を選択

します。 次に、 [作業タイムライン ] または [アラート ] ウ ィンド

ウツールバーの [作業チャッ トルームを開く ] をク リ ッ ク し

ます。

➤ 実施担当者モジュールでの操作 ：

[To-Do一覧 ] ウ ィ ン ド ウで、 チャ ッ ト対象の作業を選択します。

次に、 [To-Do一覧 ] ツールバーの [作業チャ ッ トルームを開 く ]

をク リ ッ ク します。

重要な情報 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウは、ディ レク ターモジュールと実

施担当者モジュールで表示されます。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ンの概要」 （229ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

チャッ トルームから退室します。

注 ： このボタンは、 チャ ッ トルームのタブにカーソルを置く と、 作

業 IDの隣に表示されます。

[チャッ ト  ルームの管理 ] ダイアログボッ クスが開きます。一般的な

事柄についてディ スカッシ ョ ンを行 う カスタムチャ ッ ト ルームを

作成します。

NOCユーザーをチャ ッ トルームに強制的に参加させます。次のメ ッ

セージを送信する と、 NOC ユーザーの [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ

ンド ウにチャ ッ トルームウ ィンド ウが開きます。

注： このボタンがディ レク ターモジュールに表示されるのは、 NOC

ユーザーのみです。

通常フォン ト で表示されるユーザーは、 オン ラ イン状態ですが、

チャ ッ トルーム内には入室していません。

ボールドフォン トで表示されるユーザーは、 チャ ッ トルームに入室

中です。

<作業 ID> チャッ トルームウ ィンド ウの名前。 チャ ッ トルームウ ィンド ウのタ

ブには、そのディ スカッシ ョ ンの作業 IDに対応した名前が付けられ

ています。
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送信 [送信 ] ボタンの左側にあるボッ ク スにメ ッセージを入力して [送

信 ] をク リ ッ クする と、 入力したメ ッセージが他のユーザーに送信

されます。 送信したメ ッセージは、 メ ッセージウ ィンド ウに表示さ

れます。

➤ NOC ユーザーは、 一覧に表示されたすべてのユーザーをチャ ッ

ト セッシ ョ ンに自動的に参加させるこ とができます。

➤ 各ユーザーの [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウに、チャ ッ ト

ルームウ ィンド ウが開きます。

➤ 次に、 [ユーザー一覧 ] 内のすべてのユーザーはボールドテキ

ス トで表示されます。 これは、入室中であるこ とを示します。

➤ 実施担当者または他のNOC以外のユーザーは、 NOCユーザーを

チャ ッ ト セッシ ョ ンに自動的に参加させる こ とはできません。

NOC ユーザーは、 自発的にルームに参加しない限り、 オンラ イ

ン中と して表示されます。 または、 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ

ンド ウの [NOC 参加の強制]  ク リ ッ クする と、NOCユーザー

をチャ ッ トルームに強制参加させる こ と もできます。 次のメ ッ

セージを送信する と、 再びNOCユーザーの [ コ ミ ュニケーシ ョ

ン ] ウ ィ ンド ウにチャ ッ トルームウ ィンド ウが開きます。

チャ ッ トセッシ ョ ン中は、ユーザーがオンライン /オフラインになっ

た時刻やチャ ッ ト ルームへの入退室時刻を示すメ ッセージが自動

送信されます。

ユーザー一覧 作業に関連付けられているオンラインユーザーをすべて表示します。

UIの要素 説明
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[チャッ ト  ルームの管理 ] ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、 一般的な事柄についてディ スカッシ ョ ンを行う カスタム

チャ ッ トルームを作成します。 チャ ッ トルームには、 たとえば、 データベース管理者向

けのチャ ッ トルームや、 実施担当者が実施対象の作業について一般的な事柄を話し合う

チャ ッ トルームなどがあ り ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウで、 [ チャ ッ ト  ルームの管理 ]

をク リ ッ ク します。

重要な情報 チャッ トルームを作成したユーザーは、 そのチャ ッ トルームの所有

者になり ます。 チャ ッ トルームへの参加はすべてのユーザーに許可

されますが、 チャ ッ トルームを削除する権限があるのは所有者のみ

です。

関連タスク 「作業の進捗状況のモニター方法」 （197ページ）

関連項目 ➤ 「実施担当者モジュール」 （217ページ）

➤ 「ディ レクターモジュール」 （193ページ）

➤ 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ンの概要」 （229ページ）

UIの要素 説明

カスタムチャ ッ トルームを作成します。 [新規ルームの追加 ] ダイア

ログボッ クスが開きます。

選択したチャ ッ トルームを削除します。

注 ： 削除できるのは、 自分で作成したチャ ッ トルームだけです。

選択したチャ ッ ト ルームに参加します。 ユーザーは一度に複数の

チャッ トルームに参加し、 他のユーザーと さまざまな事柄について

ディ スカッシ ョ ンできます。

[ コ ミ ュニケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウに、チャ ッ トルームウ ィンド ウが

開きます。 [ユーザー一覧 ] に、 チャ ッ トルームに参加している他の

ユーザーが表示されます。
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自分が参加しているチャ ッ トルームの一覧を表示します。 2つ以上

のチャッ トルームに参加している場合は、 ド ロ ップダウン矢印が表

示されます。

所有者 チャッ トルームを作成したユーザーの名前。

ルーム名 新しいチャ ッ トルームの名前を入力します。

UIの要素 説明
235



第 7 章 「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」
236



パート  V

ダッシュボード



238



第 8 章
ダッシュボードの使用

注： この章では、 通常のユーザー向けに提供されているダッシュボード機能について説

明します。 管理者向けに提供されているダッシュボード機能については、 カスタマーサ

ポートにお問い合わせください。

本章の内容

概念

➤ 「デフォルトポート レッ トの表示」 （240 ページ）

➤ 「 ト レンドポート レッ ト 」 （241 ページ）

➤ 「分析ポート レッ ト 」 （243 ページ）

➤ 「実施後ポート レッ ト 」 （246 ページ）

タスク

➤ 「 ト レンドポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更」 （248 ページ）

➤ 「[アプリ ケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更」（249

ページ）

➤ 「[アプリ ケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更」

（250 ページ）

➤ 「[変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更」（251

ページ）

➤ 「[結果の経時変化 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更」 （252 ページ）
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➤ 「[Outcome Grouped By Risk ( リ ス ク別結果グループ )]ポート レッ トの表示プリ ファレン

スの変更」 （253 ページ）

➤ 「ダッシュボードのカスタマイズ」 （254 ページ）

➤ 「ポート レッ トの管理」 （259 ページ）

リファレンス

➤ 「ダッシュボードページの使用」 （261 ページ）

概念

デフォルトポート レッ トの表示

[ モジュール ] > [ ダッシュボード ] をク リ ッ クする と、 ダッシュボードが開きます。 ダッ

シュボードを開く と、 [ホーム ] タブが表示されます。

[ ホーム ] タブにはポート レッ トが表示され、 ト レンド、 分析、 実施後というポート レッ

ト ご とに変更要求情報が表示されます。 デフォル ト では、 ト レン ドポート レッ トが表示

されます。

別のポー ト レ ッ ト セッ ト を表示するには、 [ ページの切り替え ] を ク リ ッ ク してから

[Release Control Default Module (Release Controlのデフォルトモジュール)] をク リ ッ

ク し、 目的のポート レッ ト を選択します。

ポート レッ ト を最大化するには、 ポート レッ トの右上角にある  [最大化 ] ボタンをク リ ッ

ク します。 そのポート レッ トだけが拡大されてページに表示されます。 元の表示に戻す

には、 [戻る ] をク リ ッ ク します。
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注 ：

➤ サーバーの起動後、最初にアプリ ケーシ ョ ンにログインしたユーザーがダッシュボー

ドを表示しよ う とする と、 読み込みに数分かかるこ とがあ り ます。 それ以降は、 ダッ

シュボードはすぐに読み込まれます。

➤ Release Controlのデフォルトページは、 編集やカスタマイズできません。 このページ

のプリ ファレンスをカスタマイズまたは編集するには、 このページをカスタマイズ用

の [ ダッシュボード ] ページにコピーして ください。 ページのコピー機能はデフォル

トでは使用できないので、 管理者が有効にする必要があ り ます。

➤ ユーザーがRelease Controlのデフォルトページをコピーした後、 プリ ファレンスを定

義してからポート レッ ト を表示する必要がある と管理者が判断した場合には、ポート

レッ トのプリ ファレンスを定義する必要があ り ます。

➤ Release Controlのデフォルトページのコピー後、 一般的にはこのページ上でプリ ファ

レンスを編集するこ とが可能ですが、管理者が事前設定しているポート レッ トのプリ

ファレンスは編集できません。

ト レンドポート レッ ト

デフォルトの ト レンドポート レッ トには、 変更要求の情報が時系列で表示されます。

以下のポート レッ トが表示されます。

➤ 「[変更の経時変化 ] ポート レッ ト 」 （242ページ）

➤ 「[異常変更の経時変化 ] ポート レッ ト 」 （242ページ）

➤ 「[潜在変更の経時変化 ] ポート レッ ト 」 （243ページ）

ト レン ドポート レッ トのデフォル トの表示形式は、 折れ線グラフです。 各ポート レッ ト

の右上にある  [表示 ] ド ロ ップダウン リ ス トから  [一覧 ] をク リ ッ クする と、同じ内容が一

覧表示されます。

ト レンドポート レッ トの表示プリ ファレンスの変更についての詳細は、 「 ト レンドポート

レッ トの表示プリ ファレンスの変更」 （248ページ） を参照してください。
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[変更の経時変化 ] ポート レッ ト

[変更の経時変化] ポート レッ トでは、変更要求の数を 1週間間隔で測定し、その変動を表

示します。

[異常変更の経時変化] ポート レッ ト

[異常変更の経時変化] ポート レッ トでは、異常変更要求の数を 1週間間隔で測定し、その

変動を表示します。
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[潜在変更の経時変化 ] ポート レッ ト

[潜在変更の経時変化 ] ポート レッ トでは、潜在変更要求の数を 1週間間隔で測定し、その

変動を表示します。

分析ポート レッ ト

デフォルトの分析ポート レッ トには、 変更要求の分析情報が表示されます。

以下のポート レッ トが表示されます。

➤ 「[アプリ ケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポート レッ ト 」 （244ページ）

➤ 「[アプリ ケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポート レッ ト 」 （245ページ）

➤ 「[変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポート レッ ト 」 （246ページ）

分析ポート レッ トのデフォル トの表示形式は、 グループ化された棒グラフです。 各ポー

ト レッ トの右上にある  [表示 ] ド ロ ップダウン リ ス トからオプシ ョ ンを選択する と、 同じ

内容が円グラフまたは一覧で表示されます。
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[アプリケーシ ョ ンの重大度の分布] ポート レッ ト

[ アプリ ケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポート レッ トでは、 ユーザーが選択した要求ステー

タスに基づいて、 各アプリ ケーシ ョ ンの変更要求の数を重大度ごとに表示します。

たとえば上のグラフは、 ヘルプデスクアプ リ ケーシ ョ ンについて次のよ う な情報を示し

ています。

➤ 承認待ちの変更要求で、 重大度が低いものが2件

➤ 承認待ちの変更要求で、 重大度が中のものが5件

➤ 承認待ちの変更要求で、 重大度が高いものが8件

➤ 承認待ちの変更要求で、 重大度が致命的なものが6件
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[アプリケーシ ョ ンのステータスの分布] ポート レッ ト

[ アプリ ケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポート レッ トでは、 ユーザーが選択した時間枠

内で作成された各アプ リ ケーシ ョ ンの変更要求の数を、 ステータスレベルごとに表示し

ます。

たとえば上のグラフは、 先月中に作成されたヘルプデスクアプ リ ケーシ ョ ンに関連する

変更要求について、 次のよ うな情報を示しています。

➤ 現在のサービスレベルが不明の変更要求が5件

➤ 現在のサービスレベルが割り当て済みの変更要求が17件

➤ 現在のサービスレベルが承認待ちの変更要求が10件

➤ 現在のサービスレベルが承認済みの変更要求が17件

➤ 現在のサービスレベルが実行中の変更要求が13件

➤ 現在のサービスレベルがクローズ済みの変更要求が19件
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[変更要求のインパク ト分析の割合] ポート レッ ト

[変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポート レッ トでは、 ユーザーが選択した変更要求の

ステータスについて、 インパク ト分析の結果が存在する変更要求の数と、 インパク ト分

析の結果が見つからない変更要求の数が表示されます。

たとえば上のグラフは、 次のよ うな情報を示しています。

➤ 承認待ちの変更要求について、インパク ト分析の結果が存在するものは92件あり ます。

➤ 承認待ちの変更要求について、 インパク ト分析の結果が見つからないものは13件あり

ます。

実施後ポート レッ ト

デフォルトの実施後ポート レッ トには、 完了した変更要求の情報が表示されます。

以下のポート レッ トが表示されます。

➤ [結果の時間変化 ] ポート レッ ト   - 詳細についての参照先、 247ページ

➤ [Outcome Grouped By Risk ( リ スク別結果グループ )] ポート レッ ト   - 詳細についての参

照先、 247 ページ
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[結果の時間変化 ] ポートレッ ト

変更要求の結果を 1週間間隔で測定し、 その変動をパーセンテージで表示します。

このポート レッ トのデフォル トの表示形式は、 折れ線グラフです。 各ポート レッ トの右

上にある  [表示 ] ボッ クスで [一覧 ] をク リ ッ クする と、 同じ内容が一覧表示されます。

[Outcome Grouped By Risk ( リスク別結果グループ )] ポートレッ ト

[Outcome Grouped By Risk ( リ ス ク別結果グループ )] ポート レッ ト では、 特定の結果を持

つ変更要求のパーセンテージを、 リ スク の計算値の範囲ごと にグループ化し て表示し

ます。

たとえば、上のポート レッ トは、完了した変更要求の中で、 リ スクが0 ～ 9のものを表示

しています。

➤ 22% は、 結果が成功 (問題あり )

➤ 78% は、 結果が未レビュー

➤ 結果がキャンセル済みのものはなし

➤ 結果が失敗のものはなし
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このポート レッ トのデフォル トの表示形式は、 グループ化された棒グラフです。 各ポー

ト レッ トの右上にある  [表示 ] ド ロ ップダウン リ ス トからオプシ ョ ンを選択する と、 同じ

内容が積上棒グラフまたは一覧で表示されます。

タスク

ト レンドポート レッ トの表示プリファレンスの変更

ト レン ドポー ト レ ッ ト の表示プ リ フ ァ レンスを変更するには、 カスタマイズしたダッ

シュボードページ一覧にポート レッ ト をコピーする必要があ り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィンド ウが開くので、 そこでポート レッ トの別のタイ トルを入力できます。

➤ フ ィルター。 ポート レッ トに変更要求のどのカテゴ リ を含めるかを選択できます。

こ こに表示されるオプシ ョ ンは、分析モジュールのフ ィルターオプシ ョ ンと同じで

す。

➤ グループ。変更要求の数の変動を表示する間隔と して、日次、週次、月次、年次を

選択できます。

➤ ポート レッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プ リ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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[アプリケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポート レッ トの

表示プリファレンスの変更

[ アプ リ ケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポー ト レ ッ ト の表示プ リ フ ァ レンスを変更するに

は、 カスタマイズしたダッシュボードページ一覧にポート レッ ト をコピーする必要があ

り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィンド ウが開くので、 そこで [ アプリ ケーシ ョ ンの重大度の分布 ] ポート レッ ト

に別のタイ トルを入力できます。

➤ ユーザーアプリケーシ ョ ンのみを表示。 デフォルトオプシ ョ ンを変更するこ とで、

現在のユーザーに関連付けられたアプリ ケーシ ョ ンのデータのみを表示します (ア

プ リ ケーシ ョ ンを、 [ユーザー設定 ] ダイアログボッ クスの現在のユーザーに関連

付けます。 詳細については、 「ユーザープ リ ファレンス」 （27ページ） を参照して

ください )。 HP Release Controlが処理する変更要求によって影響を受けるすべての

ITアプリ ケーシ ョ ンのデータを表示するには、 [ユーザーアプリケーシ ョ ンのみを

表示 ] の下で [いいえ ] をク リ ッ ク します。

➤ 要求ステータス。 デフォルトオプシ ョ ンを変更して、ステータスが承認待ちの要求

のデータのみを表示します。 別のステータスを持つ要求のデータを表示するには、

[要求ステータス ] 選択ボッ クスから必要なステータスを選択します。

➤ ポートレッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プリ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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[アプリケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポート レッ トの

表示プリファレンスの変更

[ アプリ ケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスを変更する

には、 カスタマイズしたダッシュボードページ一覧にポート レッ ト をコピーする必要が

あ り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィ ン ド ウが開くので、 そこで [ アプ リ ケーシ ョ ンのステータスの分布 ] ポー ト

レッ トに別のタイ トルを入力できます。

➤ Created Within (作成時間枠)。デフォルト以外の時間枠内で作成された変更要求の

データを表示します。 デフォルトの時間枠は、 [Last Month (先月 )] です。 別の時

間枠内で作成された変更要求のデータを表示するには、 [Created Within (作成時

間枠 )] 選択ボッ クスで [Last Week (先週 )] または [Last Two Weeks (過去2週間 )]

のいずれかを選択します。

➤ ユーザーアプリケーシ ョ ンのみを表示。 デフォルトオプシ ョ ンを変更するこ とで、

現在のユーザーに関連付けられたアプリ ケーシ ョ ンのデータのみを表示します (ア

プ リ ケーシ ョ ンを、 [ ユーザー設定 ] ダイアログボッ クスの現在のユーザーに関連

付けます。 詳細については、 「ユーザープ リ ファレンス」 （27ページ） を参照して

ください )。 HP Release Controlが処理する変更要求によって影響を受けるすべての

ITアプリ ケーシ ョ ンのデータを表示するには、 [ユーザーアプリケーシ ョ ンのみを

表示 ] の下で [いいえ ] をク リ ッ ク します。

➤ ポート レッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プ リ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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[変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポート レッ トの

表示プリファレンスの変更

[変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポー ト レ ッ ト の表示プ リ フ ァ レンスを変更するに

は、 カスタマイズしたダッシュボードページ一覧にポート レッ ト をコピーする必要があ

り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィ ンド ウが開くので、 [変更要求のインパク ト分析の割合 ] ポート レッ トに別の

タイ トルを入力できます。

➤ 要求ステータス。 デフォルトオプシ ョ ンを変更して、ステータスが承認待ちの要求

のデータのみを表示します。 別のステータスを持つ要求のデータを表示するには、

[要求ステータス ] 選択ボッ クスから必要なステータスを選択します。

➤ ポートレッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プリ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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[結果の経時変化 ] ポート レッ トの表示プリファレンスの変更

[結果の時間変化 ] ポート レッ トの表示プリ ファレンスを変更するには、 カスタマイズし

たダッシュボードページ一覧にポート レッ ト をコピーする必要があ り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィンド ウが開くので、 そこでポート レッ トの別のタイ トルを入力できます。

➤ フ ィルター。 ポート レッ トに変更要求のどのカテゴ リ を含めるかを選択できます。

こ こ に表示さ れるオプショ ンは、分析モジュールのフィ ルターオプショ ンと 同じ

です。

➤ グループ。 変更要求の結果の変動をパーセンテージで表示する間隔と して、 日次、

週次、 月次、 年次を選択できます。

➤ ポート レッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プ リ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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[Outcome Grouped By Risk ( リスク別結果グループ )]ポート レッ ト

の表示プリファレンスの変更

[Outcome Grouped by Risk ( リ ス ク別結果グループ )] ポート レッ ト の表示プ リ ファレンス

を変更するには、 カスタマイズしたダッシュボードページ一覧にポート レッ ト をコピー

する必要があ り ます。

表示プリファレンスを変更するには ：

 1 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [プリ ファレンスの編集 ] ページが開き、 以下のオプ

シ ョ ンが表示されます。

➤ タイ トルを変更。 このボタンをク リ ッ クする と  [ ポート レッ ト  タイ トルを変更 ]

ウ ィンド ウが開くので、 そこでポート レッ トの別のタイ トルを入力できます。

➤ フ ィルター。 ポート レッ トに変更要求のどのカテゴ リ を含めるかを選択できます。

➤ 数値タイプ。システム設定で定義した数値フ ィールドに基づいて、変更要求の結果

の表示を選択できます。

➤ 最小値。 ポート レッ トで表示する数値タイプの最小値。

➤ 最大値。 ポート レッ トで表示する数値タイプの最大値。

➤ 間隔。 変更要求をグループ化する間隔を数値で定義します。

➤ ポートレッ トのプリファレンスの概要を表示します。 デフォルトでは、プ リ ファレ

ンスがポート レッ トの一部と して表示されますが、プリ ファレンスを表示しないこ

と も 可能です。表示し ない場合は、 [ポート レッ ト のプリ フ ァ レンスの概要を表

示 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 2 [完了 ] をク リ ッ ク してプリ ファレンス設定を保存し、デフォルトの [ダッシュボード ]

ページに戻り ます。
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ダッシュボードのカスタマイズ

ダッシュボードのカスタマイズでは、グループの追加、グループ内でのページの追加、各

ページでま とめて表示するポート レッ トの選択、 ページ上でのポート レッ トの表示位置

の指定を行います。

[カスタマイズ ] 画面では、グループ、ページ、ポート レッ ト をカスタマイズできます。 こ

の画面にアクセスするには、 現在のページの右上角にある  [個人用設定 ] ボタンまたは

ト ップメニューの [カスタマイズ ] タブをク リ ッ ク して ください。

こ こには、 以下のものが含まれます。

➤ 「グループの追加」 （255ページ）

➤ 「ページの追加」 （255ページ）

➤ 「ページのコピー」 （257ページ）

➤ 「ページの変更」 （257ページ）

➤ 「ポート レッ トの追加」 （258ページ）

➤ 「ページ上でのポート レッ トの配置」 （259ページ）

➤ 「ポート レッ ト を別ページにコピー」 （259ページ）

➤ 「ポート レッ トの名前変更」 （260ページ）

➤ 「ポート レッ ト をページから削除」 （260ページ）
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グループの追加

ページの配置先となるグループを追加します。 これによ り、 カスタマイズページを分類

できます。

グループを追加するには ：

 1 [ カスタマイズ ] 画面で、 ダッシュボードページツ リーにある  [非公開のページ ] をク

リ ッ ク します。

 2 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク してから、 [新規グループ ] をク リ ッ ク します。 ダッシュボー

ドページツ リーに、 新しいグループが追加されます。

 3 右側の [グループの編集 ] ウ ィンド ウで、新しいグループの名前と簡単な説明を入力し

ます。 これで、 ダッシュボードページツ リーに表示される新規グループの名前が変更

されます。

ページの追加

ページを追加するには、 空白の新しいページを、 作成したグループに追加する方法と、

ダッシュボードページツ リーに直接追加する方法があ り ます。 ページを追加したら、 そ

のページにポート レッ ト を配置します。

ユーザーに必要な権限があれば、 設定済みページ (モジュール ) の追加も可能です。 設定

済みページとは、 管理者が事前に作成したページであ り、 ポート レッ トが配置された複

数のページで構成されます。
255



第 8 章 「ダッシュボードの使用」
ダッシュボードページツリーに、 新しいページを追加するには ：

 1 [カスタマイズ ] のダッシュボードページツ リーで、 [非公開のページ ] またはページの

追加先となるグループをク リ ッ ク します。

 2 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク してから、 [新規グループ ] をク リ ッ ク します。 ダッシュボー

ドページツ リーに、 新しいページが追加されます。

 3 右側の [ページの編集 ] ウ ィンド ウで、 新しいページの名前と簡単な説明を入力しま

す。 ダッシュボードページツ リーに表示される新規ページの名前が変更されます。

 4 ぺージのデータ更新頻度を指定するには、 [ このページを次の頻度で更新する ] チェッ

クボッ クスをオンにしてから、 更新の頻度を入力します。 デフォルトでは、 ダッシュ

ボードページの更新は行いません。

ページの作成が完了したら、 ポート レッ ト を配置します。 詳細については、 「ポート レッ

トの追加」 （258ページ） を参照してください。

ダッシュボードページツリーに、 設定済みページを追加するには ：

 1 [カスタマイズ ] 画面のダッシュボードページツ リーで、 [非公開のページ ] をク リ ッ ク

します。

 2 [追加] ボタンをク リ ッ ク してから、[事前設定ページの追加] をク リ ッ ク します。右ウ ィ

ンド ウで、 [事前設定ページの追加] ダイアログボッ クスが開きます。

 3 モジュールの左にあるチェ ッ クボッ ク スをオンにする と、 ダッシュボードページツ

リーに追加したいページを選択できます。 選択したモジュールは、 グループと してツ

リーに追加されます。 モジュールのページは、 モジュールで作成されたグループに表

示されます。
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ページのコピー

ダッシュボードページツ リーでは、 グループ間でページをコピーできます。 さ らに、 必

要な権限が割り当てられているユーザーは、 共有モジュール (複数のページで構成 ) また

は共有ページを、 カスタマイズしたダッシュボードページの一覧にコピーできます。

モジュールまたはページをコピーするには ：

 1 コピーしたいモジュールまたはページを選択し  ( ダッシュボードページツ リーまたは

[共有ページ ])、 [ コピー ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 ダッシュボードページツ リーで、 [ 非公開のページ ]、 も し くはモジュールまたはペー

ジのコピー先となるグループを選択し、 [貼り付け ] ボタンをク リ ッ ク します。 選択し

た場所に、 モジュールまたはページがコピーされます。

ページの変更

[Switch to page(ページに切り替え )] 一覧で表示するダッシュボードページの順序を変

更できます。 また、 ページの名前の変更、 削除、 ページの更新頻度の変更も可能です。

ページを変更するには ：

[カスタマイズ ] 画面にアクセスします。

➤ [Switch to page (ページに切り替え )] 一覧内でのページの位置を変更するには、 ダッ

シュボードページツ リーで [上へ ] ボタンと  [下へ ] ボタンをク リ ッ ク してページの位

置を変更します。

➤ ページの名前を変更するには、ダッシュボードページツ リーでページを選択し、 [ペー

ジの編集 ] ウ ィンド ウの [ページの名前 ] ボッ クスに新しい名前を入力します。

➤ ダッシュボードページツ リーからページを削除するには、 ダッシュボードページツ

リーでページを選択し、 [削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク して、削除

に同意します。

➤ ページの更新頻度を変更するには、ダッ シュボード ページツリ ーでページを選択し 、

[ このページを次の頻度で更新する ] チェッ クボッ クスをオンにしてから、[ページの編

集 ] ウ ィンド ウで新しい更新頻度を入力します。

➤ ページにポート レッ ト を追加する手順は、「ポート レッ トの追加」 （258ページ） を参照

して ください。

➤ ページでのポート レ ッ ト の表示方法を変更する手順は、 「ポー ト レ ッ ト の管理」 （259

ページ） を参照して ください。
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ポートレッ トの追加

選択したページにポート レッ ト を追加します。 ページの読み込みにかかる時間を最適化

し、 見やすいページを作成する という点から、 1ページあたりのポート レッ トの数を 6 ま

でにするこ とをお勧めします。

ページにポート レッ ト を追加するには ：

 1 [ カスタマイズ ] ページのダッシュボードページツ リーで、 ポート レッ ト を追加する

ページを選択し、[ページの編集 ] ウ ィンド ウの [ポート レッ トの追加 ] をク リ ッ ク しま

す。 [ポート レッ トの追加 ] ウ ィンド ウが開きます。

 2 [ポート レッ ト名 ] ボッ クスに、 ページに追加するポート レッ トの名前を入力します。

 3 管理者がポート レッ トのカテゴ リ を定義している場合は、[カテゴリ ] ボッ クスで、ポー

ト レッ トの追加先となるカテゴ リ を選択します。

 4 [追加 ] をク リ ッ ク します。

または、 [ポート レッ ト を検索] をク リ ッ クする と使用可能なポート レッ トが一覧表示

さ れるので、 ページに追加する ポート レッ ト を選択し てから  [ 追加 ] をク リ ッ ク し

ます。

指定したポート レッ トは、 [ページの編集 ] ウ ィンド ウ とダッシュボードページツ リー

の両方に追加されます。

ポー ト レ ッ ト の表示順序を変更する方法やポー ト レ ッ ト をページから削除する方法

は、 「ポート レッ トの管理」 （259ページ） を参照してください。
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ポート レッ トの管理

こ こでは、 以下のダッシュボードの機能について説明します。

➤ 「ページ上でのポート レッ トの配置」 （259ページ） 

➤ 「ポート レッ ト を別ページにコピー」 （259ページ）

➤ 「ポート レッ トの名前変更」 （260ページ）

➤ 「ポート レッ ト をページから削除」 （260ページ）

ページ上でのポートレッ トの配置

各ダッシュボードページでのポート レッ トのレイアウ ト を指定します。

ページ上にポート レッ ト を配置するには ：

 1 [ページの編集 ] ウ ィンド ウで、 移動するポート レッ ト を選択します。 選択したポート

レッ トは、 ページ上でハイライ ト表示されます。

 2 ポート レッ ト を目的の位置までド ラ ッグします。

移動したい各ポート レッ トで、 手順1 と 2を実行してください。

ポート レッ トは、 [ページの編集 ] ウ ィンド ウ とダッシュボードページツ リー内で、 新

しい場所に表示されます。

ポートレッ ト を別ページにコピー

カスタマイズページ間で既存のポート レッ ト をコピーするこ とができます。 また、 管理

者によって必要な権限が割り当てられているユーザーは、 共有ポート レッ ト をカスタマ

イズページにコピーするこ とができます。

注 ： ページの読み込みにかかる時間を最適化し、 見やすいページを作成する とい う点か

ら、 1ページあたりのポート レッ トの数を 6までにするこ とをお勧めします。
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別ページにポート レッ ト をコピーするには ：

 1 コピーしたいポート レッ ト を選択し、 [ コピー ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 ダッシュボードページツ リーでページを選択し、[貼り付け ] ボタンをク リ ッ ク します。

選択したページにポート レッ トがコピーされます。

注 ： 新しいポート レ ッ ト の名前には、 コピー元の名前の前に 「Copy of」 が付加されま

す。 コピーしたポート レッ トの名前を変更するには、 「ポート レッ トの名前変更」 を参照

してください。

ポートレッ トの名前変更

ポート レッ トのプ リ ファレンスを変更して複製する場合には、 ポート レッ トの名前を変

更する と便利です。

ポート レッ トの名前を変更するには ：

 1 [ページの編集 ] ウ ィンド ウで、名前を変更したいポート レッ ト を選択し、 [ポート レッ

トのプリファレンスを編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。[プリ ファレンスの編集：<ポー

ト レッ ト名>] ウ ィンド ウが表示されます。

 2 [ タイ トルを変更 ] をク リ ッ ク します。 [ポート レッ トのタイ トルを変更 ] ウ ィンド ウが

開きます。

 3 [ タイ トル ] ボッ クスに新しい名前 (30文字まで ) を入力し、 [変更 ] をク リ ッ ク します。

新しいポート レッ ト タイ トルは、 [ページの編集 ] ウ ィンド ウ とダッシュボードページ

ツ リーに表示されます。

ポートレッ ト をページから削除

ポート レッ ト をダッシュボードページから削除します。 ダッシュボードページからポー

ト レッ ト を削除しても、 他のダッシュボードページのポート レッ トには影響しません。

ページからポート レッ ト を削除するには ：

 1 [ページの編集 ] ウ ィンド ウで、 削除したいポート レッ ト を選択し、 [削除 ] ボタンをク

リ ッ ク します。 または、 [ページの編集 ] ウ ィンド ウで、 削除したいポート レッ ト を選

択し、 [ポート レッ ト をページから削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [OK] をク リ ッ ク して、削除に同意します。ポート レッ トは、 [ページの編集 ] ウ ィンド

ウ とダッシュボードページツ リーから削除されます。
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リファレンス

ダッシュボードページの使用

ダッシュボードページには、 次のよ うなボタンがあ り ます。

ページが公開されていて、 複数ユーザーによるアクセスを許可する設定を管理者が行っ

ている場合、 ページの右上に共有ページと表示されます。

ボタン 説明

［お気に入り］ ボタンをク リ ッ クする と、現在のぺージがお気に入りに追加されるか、

[自分のお気に入り ] ページが開きます。

[ モジュール コ メン ト を表示 ] ボタンをク リ ッ クする と、 現在のモジュールについて

管理者が入力したコ メン ト を表示できます (ページが公開されていて、管理者が定義

したモジュールに含まれている場合のみ )。

[ページ ローテーシ ョ ン ] ボタンをク リ ッ クする と、 現在のページの更新頻度を指定

できます。

[ ダッシュボード  ページを PDF へエクスポート ] ボタンをク リ ッ クする と、 現在の

ページにあるデータを掲載したPDFを作成できます。

[個人用設定 ] ボタンをク リ ッ クする と、 個人用設定画面が開き、 ダッシュボードを

カスタマイズできます。このボタンをク リ ッ クする と、現在のポート レッ トが開いて

編集可能になり ます。 詳細については、 「ダッシュボードのカスタマイズ」 を参照し

て ください。
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第 9 章
HP Release Control構成の概要

本章の内容

概念

➤ 「HP Release Control データフロー」 （266 ページ）

➤ 「構成プロセス  - 基本的な概要」 （267 ページ）

タスク

➤ 「HP Release Control 導入方法」 （268 ページ）

➤ 「変更要求の分析の構成方法」 （268 ページ）

➤ 「レビューと コラボレーシ ョ ン設定の構成方法」 （271 ページ）

➤ 「一般設定とシステムプリ ファレンスの構成方法」 （272 ページ）
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概念

HP Release Control データフロー

以下の図は、 HP Release Control実行時のデータフローを示しています。

➤ 変更要求はサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで作成されてから、 汎用要求に変換され

ます。

➤ HP Release Controlはその要求を分析して、構成アイテム (CI) 間の関係を決定するため

にHP Universal CMDBに要求を送信します。

➤ HP Release ControlはHP Universal CMDBからデータを取得し、インパク トの分析を実行

します。
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➤ HP Release Controlは、 リ スクや衝突の分析などの計算を実行するこ とで、 変更要求を

さらに分析します。

➤ 情報はHP Release Control Database Serverに格納されます。

➤ 電子メール通知が構成の設定に従って意思決定者に送信され、 変更が承認または拒否

されます。

構成プロセス - 基本的な概要

次の図は、 HP Release Control構成プロセスに関係する大まかな手順を示しています。

 1 「HP Release Control 導入方法」 （268ページ）

 2 「変更要求の分析の構成方法」 （268ページ）

 3 「レビューと コラボレーシ ョ ン設定の構成方法」 （271ページ）

 4 「一般設定とシステムプリ ファレンスの構成方法」 （272ページ）
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タスク

HP Release Control 導入方法

HP Release Controlのインス トールと導入については、『HP Release Controlデプロイ メン ト

ガイ ド』 を参照してください。

変更要求の分析の構成方法

このタスクには、 HP Release Controlで変更要求の分析を構成する ための手順が含まれ

ます。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「初期構成の実行」 （268ページ）

➤ 「収集したオブジェク トの分析」 （270ページ）

➤ 「要求のインパク ト分析の計算」 （270ページ）

➤ 「システムが含めるべき期間カテゴ リ、 各カテゴ リに適用するルールを決定」

（270ページ）

➤ 「衝突の計算設定の構成」 （270ページ）

➤ 「要求のリ スク分析の計算」 （270ページ）

➤ 「類似した変更の構成」 （271ページ）

 1 初期構成の実行

初期構成では、 変更要求処理の前と後の因子の計算を設定します。 また、 変更要求を

収集する頻度も設定できます。

 a 変更要求を収集する頻度を設定するには、構成ツ リーで [モジュール ] > [管理者 ] >

[構成 ] タブ > [変更プロセス ] を選択します。 [収集の頻度 ] ボッ クスに、 目的の値

を入力します。 詳細については、 「[変更プロセス ] ウ ィンド ウ」 （306ページ） を参

照して ください。
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 b 変更要求処理の前または後の因子の計算は、[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ

> [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] のchange-flow.js スク リプ トにある

preChangeProcessおよびpostChangeProcessで行います。

たとえば、 変更要求がHP Release Control システム内で未処理のままになっている

時間をベースにリ スク因子を定義する場合、preChangeProcess関数を使用して、

変更要求が最初にHP Release Control に入力された日時を計算します。 そのために

は、 変更要求がHP Release Control に入力された時点で設定されるカスタムフ ィー

ルド first-timeを定義します。 次に、 以下のよ うに first-time値を計算するよ うに、

HP Release Controlを設定します。

同様の方法でpostChangeProcess関数を使用するこ とによ り、要求処理で実行す

る手順 ( リ ス クや衝突など ) に関する因子を計算できます。

こ の 関 数 に 含 め る こ と が で き る オ ブ ジ ェ ク ト の 詳 細 に つ い て は、

API_Reference.chm ファ イル内のGenericRFC ク ラスを参照して ください (API リ

ファレンスにアクセスするには、[スタート ] > [プログラム] > [HP Release Control

9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

function preChangeProcess(prevChange, newChange)
{

If (prevChange == null) {
var now = java.lang.System.currentTimeMillis();
newChange.setField("first-time", now);

}
else {

var firstTime = prevChange.getField("first-time");
newChange.setField("first-time", firstTime);

}
}
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 2 収集したオブジェク トの分析

HP Release Controlでは、 収集した要求を分析するには、 分析ルールを使用して要求に

含まれる CIの場所と形式を特定する必要があ り ます。 HP Release Controlで使用する分

析ルールを設定する方法の詳細については、 「[ インパク ト分析ルール ] ウ ィ ン ド ウ」

（319ページ） を参照してください。

 3 要求のインパク ト分析の計算

HP Release Controlは、 ユーザーが設定した計算ルールに従って、 収集した要求で特定

されたCIのインパク ト を計算します。 インパク ト分析を実行するタイ ミ ングを決定す

る計算ルールを設定する方法は、 「[ インパク ト分析ルール ] ウ ィンド ウ」 （319ページ）

を参照してください。

 4 システムが含めるべき期間カテゴリ、 各カテゴリに適用するルールを決定

HP Release Controlは変更要求の、 要求が含まれる期間カテゴ リに関係するルールとの

コンプライアンスを計算します。 変更の各カテゴ リの変更対象期間、 ブラ ッ クアウ ト

期間、 定義された期間カテゴ リに変更要求が含まれるかど うかをHP Release Controlが

判断する際、参照する基準を指定する必要があ り ます。詳細については、 「期間の定義

方法」 （581ページ） を参照してください。

 5 衝突の計算設定の構成

HP Release Controlは、 衝突の計算対象となる要求を定義したプロパティに基づいて、

要求間の衝突を識別し計算します。 HP Release Controlの衝突計算を設定する方法の詳

細については、 「変更要求の衝突の計算」 （291ページ） を参照してください。

 6 要求のリスク分析の計算

HP Release Controlは、 ユーザーが定義する リ スク因子とユーザーが設定する リ スク計

算プロパティに基づいて、 各要求の実施に伴う リ スクを計算します。 リ スク因子の定

義、 リ スク計算プロパティの設定の詳細については、 「 リ スク分析」 （296ページ） を参

照してください。
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 7 類似した変更の構成

HP Release Controlは、 すべての変更要求に共通の要素を自動的に識別および比較し、

提案された変更要求との類似性が検出された変更の一覧を生成します。 提案された変

更をこの類似する変更の一覧と比較するこ とで、履歴データから変更の特徴を把握し、

結果をよ り正確に予測できます。類似した変更の構成の詳細については、「類似した変

更分析」 （299ページ） を参照してください。

レビューとコラボレーシ ョ ン設定の構成方法

このタスクには、 HP Release Controlでレビューと コラボレーシ ョ ンの設定を構成するた

めの手順が含まれます。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「アクシ ョ ンアイテムを自動的に作成する条件を決定」 （271ページ）

➤ 「変更要求の承認 /撤回 /拒否操作の構成」 （272ページ）

➤ 「電子メール通知の構成」 （272ページ）

➤ 「実施後レビュー (PIR) 機能の構成」 （272ページ）

 1 アクシ ョ ンアイテムを自動的に作成する条件を決定

デフォルトでは、 ステータスが承認待ちであ り、 インパク トの重大度が低い以上であ

り、 計算された リ スク値が 0 よ り大きい変更要求のアクシ ョ ンアイテムを自動的に作

成します。 アクシ ョ ンアイテムは、 変更要求が影響を与えるビジネス CIに関連付けら

れたユーザーに割り当てられます。詳細については、「アクシ ョ ンアイテムの自動作成

の構成方法」 （303ページ） を参照してください。
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 2 変更要求の承認 /撤回 /拒否操作の構成

HP Release Controlには、 ユーザーが変更要求を承認し、 必要に応じて承認を撤回する

機能があ り ます。 この操作の設定の詳細については、 「要求承認のためのHP Release

Controlの構成方法」 （447ページ） を参照してください。

 3 電子メール通知の構成

影響を受ける ビジネス CI に関連付け られたユーザーに通知を送信する よ う に

HP Release Controlを構成できます。 通知内容の書式設定、 およびHP Release Controlが

通知を送信する環境の構成については、「通知構成の概要」 （499ページ） を参照してく

ださい。

 4 実施後レビュー (PIR) 機能の構成

PIR機能を使用するこ とで、 変更レビューアーは評価と終了ステータスの変更要求に

対してレビューメモを追加できます。 レビューメモには、 要求に関する結論、 要求の

全体的な成果、 当事者による満足度のレベルが記載されます。 詳細については、 「[実

施後レビュー ] ダイアログボッ クス」 （139ページ） を参照してください。

一般設定とシステムプリファレンスの構成方法

このタスクには、 HP Release Controlで一般設定とシステムプ リ ファレンスを構成するた

めの手順が含まれます。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「一般設定の構成」 （273ページ）

➤ 「ビジネス設定の構成」 （273ページ）

➤ 「ユーザー設定の構成」 （273ページ）
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 1 一般設定の構成

以下の項目を構成します

➤ SNMP メールサーバーと HP Release Controlサーバー。 詳細については、 「[サー

バー ] ウ ィンド ウ」 （571ページ） を参照してください。

➤ カレンダー設定。 詳細については、 「[カレンダー ] ウ ィンド ウ」 （508ページ） を参

照して ください。

➤ ダッシュボード設定。 詳細については、 「[ダッシュボード ] ウ ィンド ウ」 （517ペー

ジ） を参照してください。

 2 ビジネス設定の構成

ビジネス CIにユーザーを関連付け、ユーザーインタフェースに表示されるビジネス CI

の詳細を設定します。 この操作の設定の詳細については、 「ビジネス CIの構成の概要」

（591ページ） を参照してください。

 3 ユーザー設定の構成

ユーザー名、 パスワード、 ユーザー認証などのユーザー設定を行います。 詳細につい

ては、 「ユーザーの構成」 （599 ページ） と 「HP Release Control ユーザー認証の概要」

（524ページ） を参照してください。
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[構成 ] タブの操作

本章の内容

概念

➤ 「[構成 ] タブの概要」 （276 ページ）

タスク

➤ 「[構成 ] タブのファイルの構成方法」 （277 ページ）

➤ 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277 ページ）

➤ 「構成設定の検証で発生する問題の解決方法」 （278 ページ）

リファレンス

➤ 「[構成 ] タブのユーザーインタフェース」 （280 ページ）
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概念

[構成 ] タブの概要

管理者モジュールにある  [構成 ] タブでは、 環境のセッ ト アップに必要な構成設定を定義

できます。

構成セッ トには、 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブのシステムに対して定義したプ

ロパティが含まれています。システムのすべての構成は [構成] タブで行います。構成セッ

トは任意の数だけ作成でき、その中からシステムを実行する構成セッ ト を 1つ選択できま

す。 HP Release Controlは、 作成した構成セッ トすべての履歴を維持します。 既存の構成

セッ トバージ ョ ンすべてを一覧表示する方法については、「[構成セッ ト を開く ] ダイアロ

グ ボッ クス」 （286ページ） を参照して ください。

HP Release Controlでは、あるシステムから別のシステムへと構成セッ ト を移動できます。

次の操作を行う こ とができます。

➤ ローカルディレク ト リに構成セッ ト をエクスポートする。

➤ ローカルシステムから別のシステムに構成セッ ト をインポートする。 たとえば、 テス

ト環境から実稼働環境への移動などです。

構成セッ ト を新し く作成する と、 ド ラフ ト と して保存されます。 ド ラフ ト とは、 まだア

クティブになっていない構成セッ トです。 ド ラフ トは、 最初にアクティブ化するまでの

間は編集可能です。 ド ラフ ト がアクテ ィブになった時点で、 新しい構成プロパテ ィが

HP Release Controlに適用されます。 ド ラフ ト をアクティブにする方法の詳細については、

「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ） を参照してください。

アクティブ化の後で構成セッ トの編集が必要になった場合は、 新しいド ラフ ト を作成す

る必要があ り ます。 ド ラフ トは、 任意の構成セッ トに基づいて新規作成できます。

ド ラフ ト を作成する方法の詳細については、 「[ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログ ボッ ク

ス」 （287ページ） を参照してください。

[構成 ] タブを操作する方法の詳細については、「[構成 ] タブ」 （280ページ） を参照してく

ださい。
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タスク

[構成 ] タブのファイルの構成方法

構成の設定は、 [構成 ] タブにある構成ファイル ( スク リプ ト ファ イルやXML ファ イルな

ど ) で定義されます。 このタスクでは、 このよ うなファ イルの変更方法を説明します。

 1 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブを選択し、構成するファイルをク リ ッ ク します。

そのファイルの内容が右側のウ ィンド ウに表示されます。

 2 必要な修正をファイルに加えたら、[現在の編集できる構成セッ トの保存] ボタン をク

リ ッ ク して、 [ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログボッ クスを開き、 修正した構成セッ ト

をド ラフ ト と して保存します。

構成変更の保存方法と適用方法

このタスクでは、 構成の変更を保存する方法と、 HP Release Controlに新しい構成プロパ

ティを適用する方法について説明します。

 1 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブを選択して、 必要な構成の変更を行います。

 2 左側ウ ィンド ウにある  [現在の編集できる構成セッ トの保存 ] ボタン をク リ ッ クする

と、 [ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログボッ ク スが開きます。 こ こで、 変更した構成

セッ ト を ド ラフ ト と して保存します。 ド ラフ ト とは、 まだアクティブになっていない

構成セッ トです。 ド ラフ トがアクティブ化される と、 HP Release Controlに新しい構成

プロパティが適用されます。

 3 [ ド ラフ ト名] ボッ クスに、 ド ラフ トの名前を入力して [保存 ] をク リ ッ ク します。

 4 左側ウ ィンド ウで、 [構成セッ ト を開く ] をク リ ッ クする と、 [構成セッ ト を開く ] ダイ

アログ ボッ クスが開きます。

 5 [ ド ラフ ト ] ボタンをク リ ッ クする と、 既存のド ラフ トのみが表示されます。

 6 必要なド ラフ ト を選択して、 [開く ] をク リ ッ ク します。 現在選択されている構成セッ

トの名前が左側ウ ィンド ウの一番上に表示されます。
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 7 左側ウ ィンド ウで、 [現在の構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン ] ボタンをク リ ッ ク しま

す。選択したド ラフ トがアクティブになり、HP Release Controlに新しい構成プロパティ

が適用されます。

構成設定の検証で発生する問題の解決方法

環境のセッ ト アップで必要となる構成設定を定義する作業では、 エラーが発生して構成

セッ ト をアクティブにできなくなるこ とがあ り ます。

このタスクでは、 衝突の計算に John Smithがオープンした変更要求のみを含むカスタム

フ ィルターを作成するこ と よって、 衝突の原因を定義する方法を説明します。 こ こでは、

John Smith という値が格納されているはずのフ ィールドが空である と想定します。

このタスクでは、 HP Release Controlが以下の操作をどのよ うに行うのかを説明します。

➤ 構成にエラーが含まれるこ とを通知する

➤ 問題の内容を正確に通知する

➤ 問題が存在するアプリ ケーシ ョ ン内の場所へのリ ンクを作成する

 1 衝突の原因として定義するフ ィールドの指定

 a [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス ] > [衝突] > [前提条件] をク

リ ッ ク します。 [フ ィールドの値前提条件 ] ウ ィンド ウで、衝突の計算に John Smith

がオープンした変更要求のみを含むカスタムフ ィルターを作成します。

 b [構成を構成セッ トに追加 ] ボタン をク リ ッ ク して、 フ ィルターに使用するフ ィー

ルドを追加します。

 c [ フ ィールド名 ] 列で下矢印  をク リ ッ ク して、 [オープン実行者] を選択します。 こ

のフ ィールドには値が指定されている必要があ り ますが、 このタス クでは [ 値 ]

フ ィールドを空にしておきます。

[前提条件 ] ウ ィンド ウの詳細は、 「[前提条件 ] ウ ィンド ウ」 （312ページ） を参照し

て ください。
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 2 構成セッ トの保存

左側ウ ィンド ウで、[現在の編集できる構成セッ トの保存 ] ボタン  をク リ ッ ク して、構

成セッ ト を保存します。 HP Release Controlは、 構成の検証を計算し、 選択したフ ィー

ルドの値を定義する必要があるこ とを判定します。

左側ウィ ンド ウの [現在の構成セッ ト のアクティ ベーショ ン ] ボタン   が無効になり 、

[問題 ] ウ ィンド ウに以下の項目が表示されます。

➤ [説明 ] 列の問題の説明

➤ [問題の重大度レベル ]  列のエラー アイコン

➤ [ コード ] 列の [前提条件 ] ウ ィンド ウへのリ ンク

 3 [オープン実行者 ] フ ィールドの値の定義

[フ ィールドの値前提条件] ウ ィンド ウの [値 ] ボッ クスに「John Smith」 と入力します。

 4 構成セッ トの保存

左側ウ ィンド ウで、[現在の編集できる構成セッ トの保存 ] ボタン  をク リ ッ ク して、構

成セッ ト を保存します。 [問題 ] ウ ィンド ウの内容が消去され、 [現在の構成セッ トのア

クテ ィベーシ ョ ン ] ボタン  が有効になり ます。
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 5 構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン

左側ウ ィンド ウで、 [現在の構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン ] ボタン  をク リ ッ ク し

て、 構成セッ ト をアクティブにします。

リファレンス

[構成 ] タブのユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[構成 ] タブ」 （280ページ）

 ➤ 「[構成セッ ト を開く ] ダイアログ ボッ クス」 （286ページ）

 ➤ 「[ ド ラフ ト と して保存] ダイアログ ボッ クス」 （287ページ）

[構成 ] タブ

管理者モジュールにある  [構成 ] タブでは、 環境のセッ ト アップに必要な構成設定を定義

します。

構成セッ トには、 システムに関して定義したプロパティが含まれています。 構成セッ ト

の詳細は、 「[構成 ] タブの概要」 （276ページ） を参照してください。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブをク リ ッ ク します。

関連タスク ➤ 「構成設定の検証で発生する問題の解決方法」 （278ページ）

➤ 「[構成] タブのファ イルの構成方法」 （277ページ）

➤ 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）
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<左側ウィンドウ>

このウ ィ ン ド ウには、 構成ツ リーが表示されます。 このツ リーには、 HP Release Control

環境のセッ ト アップで定義が必要になるプロパティが含まれています。 プロパティはカ

テゴ リに分割されています。 ツ リーで選択した各ノードの構成フ ィールドが、 右ウ ィ ン

ド ウに表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

重要な情報 現在の構成セッ トの名前が左側ウ ィンドウの一番上に表示されます。

UIの要素 説明

現在編集可能な構成セッ トの保存。 新しい構成セッ トのド ラフ ト を

作成します。 ド ラフ ト とは、 まだアクティブになっていない編集可

能な構成セッ トです。

このボタンは、 現在の構成セッ ト を変更する と有効になり ます。 詳

細については、 「[ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログ ボッ クス」 （287

ページ） を参照して ください。

構成セッ ト を開く。 既存の構成セッ トバージ ョ ンすべてを一覧表示

します。 詳細については、 「[構成セッ ト を開く ] ダイアログ ボッ ク

ス」 （286ページ） を参照してください。

構成セッ トのインポート。 ローカルシステムから別のシステムに構

成セッ ト をインポート します。 [構成セッ トのインポート ] ダイアロ

グボッ クスが開きます。

構成セッ ト を zipファイルにエクスポート。選択した1つまたは複数

の構成ファ イルをローカルディ レク ト リ に zip ファ イルと してエク

スポート します。[構成セッ ト を zipファイルにエクスポート ] ダイア

ログボッ クスが開きます。

現在の構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン。 ド ラフ ト /構成セッ ト内の

構成プロパテ ィ を HP Release Control に適用する こ とで、 この構成

セッ トがアクティブな構成セッ トにな り ます。

注 ： 同時に複数の構成セッ トがアクティブになるこ とはあり ません。
281



第 10 章 「[構成 ] タブの操作」
構成を構成セッ トに追加。 このボタンは、 構成ツ リーでノードを選

択したと きのみ有効になり ます。 下位構成を追加できます。

構成を構成セッ トから削除。 このボタンは、 構成ツ リーでノードを

選択したと きのみ有効になり ます。 下位構成を削除できます。

構成カテゴ リ を表します。

注 ： 各カテゴ リの隣にある矢印で、 下位レベルカテゴ リ を展開また

は折りたたみます。

<構成ツリー > 構成カテゴ リが含まれます。

ツ リーで選択した各ノードの構成フ ィールドが、 右ウ ィンド ウに表

示されます。 構成カテゴ リ を以下に挙げます。

➤ 変更プロセス。詳細については、「変更プロセスの構成」 （289ペー

ジ） を参照して ください。

➤ 統合。 詳細については、 「HP Universal CMDB関連設定の構成」

（369ページ）、 「フ ィールド と列挙設定の構成」 （339ページ）、 お

よび「サービス  デスクの構成」（429ページ）を参照して ください。

➤ ラベルと用語。詳細については、「ラベルと用語の構成ト ピッ ク」

（491ページ） を参照して ください。

➤ モジュール。詳細については、「モジュールの構成」 （499ページ）

を参照してください。

➤ セキュリテ ィ。詳細については、「セキュ リ ティの構成」 （523ペー

ジ） を参照して ください。

➤ サーバー。 詳細については、 「サーバーの構成」 （553ページ） を

参照して ください。

UIの要素 説明
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構成セッ トの一部をローカルディレク ト リにエクスポートするには ：

 1 左側ウ ィンド ウで、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [構成セッ ト をzipファイル

にエクスポート ] を選択します。 [構成セッ トのエクスポート ] ツ リーが表示されます。

 2 ツ リーで、 変更をエクスポートする構成ノードを選択します。

 3 [エクスポート ] をク リ ッ ク します。

部分インポート を実行する際の注意事項 ：

同じバージ ョ ンのHP Release Controlから一部がエクスポート された構成セッ ト を既存の

構成セッ トにインポートする場合 ：

➤ 構成のインポートによって上書きされるのは、インポート しよ う とする zipファ イル内

に存在する部分のみです。

➤ 既存の構成は、 それがイ ンポート する構成セッ ト 内に存在し ない場合は削除できま

せん。

例 ：

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [カレンダー] をク リ ッ

ク します。

 2 [カレンダー色マッピング ] ウ ィンド ウで、 フ ィールド値very_low とそれに関連付けら

れている色を削除します。

 3 その構成セッ ト をエクスポート します。

 4 その構成セッ ト を、フィ ールド 値very_lowが存在する別のド ラフト にインポート します。

このインポート操作で、 フ ィールド値 very_lowがド ラフ トから削除されるこ とはあ り ま

せん。 この操作で行われるのは、 他の既存エン ト リ を上書きするか、 そのド ラフ トに新

しいエン ト リ を追加する処理のみです。 エン ト リ を削除する場合は、 手動で行う必要が

あ り ます。

注 ： アクティブになっていない構成セッ ト  ( ド ラフ ト ) を処理している と きに構成セッ ト

をインポートする と、 インポート した構成セッ トによって現在のド ラフ トが上書きされ

ます。
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注 ： 既にアクティブになっている構成セッ ト を処理している と きに、 一部がエクスポー

ト された構成セッ ト をインポー トする場合は、 [構成セッ トのインポート ] ダイアログ

ボッ クスの [ ド ラフ ト名] フ ィールドで別のド ラフ ト名を指定して、 ド ラフ ト を作成する

必要があ り ます。

<右側ウィンドウ>

こ のウ ィ ンド ウには、左側ウ ィ ンド ウで選択し たノ ード の構成フィ ールド が表示さ れ

ます。

重要な情報 ウ ィ ンド ウの一番上には、 構成ツ リーで選択したノードの名前が表

示されます。
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[問題 ] ウィンドウ

HP Release Controlは、構成設定の検証を行い、構成に問題があるかど うか (フ ィールドの

値がない場合など ) を判定します。問題が検出される と、問題の説明、問題が検出された

構成ウ ィンド ウへのリ ンク、 問題の重大度を示すアイコンが表示されます。

HP Release Controlがどのよ うにして構成エラーを通知するかを示した例については、「構

成設定の検証で発生する問題の解決方法」 （278ページ） を参照してください。

以下の操作の後に、 構成が検証されます。

➤ 構成セッ ト を保存する

➤ 構成セッ ト を開く

➤ 構成セッ ト をインポートする

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

問題の重大度レベルを示します。 以下のアイコンが表示されます。

➤  構成設定にエラーが存在するこ とを示します。この場合、構

成セッ ト をアクテ ィブ化する こ とはできません。 [ 現在の構成

セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン ] ボタンは無効です。

➤  警告を示します。 この場合、 HP Release Controlで構成セッ

ト をアクティブ化できます。

➤  情報メ ッセージを表示します。この場合、HP Release Control

で構成セッ ト をアクティブ化できます。

コード 問題を含むウ ィンド ウへのリ ンクを含みます。 リ ンクをク リ ッ クす

る と、 構成ツ リーでノードが選択され、 それに対応するウ ィンド ウ

が右側に表示されます。

説明 問題の説明を含みます。
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[構成セッ ト を開く ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、既存の構成セッ トバージ ョ ンすべてが一覧表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 左側ウ ィンド ウで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [構成セッ

ト を開く ] を選択します。

重要な情報 構成セッ トバージ ョ ンの名前は変更できません。

関連タスク ➤ 「構成設定の検証で発生する問題の解決方法」 （278ページ）

➤ 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）

➤ 「[構成] タブのファ イルの構成方法」 （277ページ）

UIの要素 説明

現在アクテ ィブな構成セッ ト。 現在アクティブな構成セッ ト を示し

ます。

これまでにアクテ ィブ化した構成セッ ト。 これまでにアクティブ化

した構成セッ ト を示します。

ド ラフ ト。 ド ラフ ト  (まだアクティブになっていない構成セッ ト ) を

示します。 ド ラフ ト をアクティブ化する と、 ド ラフ トの変更内容は

HP Release Controlの履歴のみに適用され、 保存されます。 ド ラフ ト

をアクテ ィブにする方法の詳細については、 「構成変更の保存方法

と適用方法」 （277ページ） を参照して ください。

アクテ ィベーシ ョ ン済み 現在アクティブな構成セッ ト を表示します。

すべて 既存の構成セッ ト と ド ラフ トすべてを表示します。

ド ラフ ト 既存のド ラフ トすべてを表示します。

最終アクテ ィベーシ ョ ン

実行者

ド ラフ ト /構成セッ ト を最後にアクティベーシ ョ ンしたユーザーの

名前。
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[ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、 新しい構成セッ トのド ラフ ト を作成できます。 ド ラフ ト

とは、 まだアクティブになっていない構成セッ トです。 ド ラフ トは、 最初にアクテ ィブ

化するまでの間は編集可能です。 ド ラフ トがアクティブになる と、 HP Release Controlに

構成プロパティ が適用さ れます。 ド ラ フト をアク ティ ブにする方法の詳細については、

「[構成 ] タブ」 （280ページ） を参照して ください。

アクティブ化の後で構成セッ トの編集が必要になった場合は、 新しいド ラフ ト を作成す

る必要があ り ます。

最終アクテ ィベーシ ョ ン

実行日時

ド ラフ ト /構成セッ ト を最後にアクティベーシ ョ ンした日時。

最終変更者 ド ラフ ト /構成セッ ト を最後に変更したユーザーの名前。

最終変更日時 ド ラフ ト /構成セッ ト を最後に変更した日時。

アクセス方法 左側ウ ィ ンド ウで [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [保存 ]

を選択します。

重要な情報 既存ド ラフ トの名前は変更できません。

関連タスク ➤ 「構成設定の検証で発生する問題の解決方法」 （278ページ）

➤ 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）

➤ 「[構成] タブのファ イルの構成方法」 （277ページ）

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

<既存ドラフ トの一覧> 既存ド ラフ トすべてを一覧表示します。

ド ラフ ト名 新規ド ラフ トの一意の名前を入力します。

最終変更者 ド ラフ ト を最後に変更したユーザーの名前。

最終変更日時 ド ラフ ト を最後に変更した日時。

名前 ド ラフ トの名前。
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変更プロセスの構成

本章の内容

概念

➤ 「衝突の構成」 （290 ページ）

➤ 「変更要求の衝突の計算」 （291 ページ）

➤ 「インパク ト分析」 （295 ページ）

➤ 「 リ ス ク分析」 （296 ページ）

➤ 「類似した変更分析」 （299 ページ）

タスク

➤ 「インパク ト分析ルールの構成」 （300 ページ）

➤ 「 リ ス ク分析の構成」 （302 ページ）

➤ 「アクシ ョ ンアイテムの自動作成の構成方法」 （303 ページ）

リファレンス

➤ 「変更プロセス構成のユーザーインタフェース」 （305 ページ）
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概念

衝突の構成

HP Release Controlは、 同じ期間または隣接する期間にスケジュールされた変更要求の中

で、 主要な要素が同じものを自動的に識別します。

変更要求は、 次の場合に衝突と して定義されます。

➤ 構成アイテム (CI) またはビジネスCIが、同一期間または隣接する期間で複数の変更に

関係する。

➤ 同じ実施担当者が、 同一期間または隣接する期間で複数の変更の実施を担当する。

➤ 指定したフ ィールドの値が、同一期間または隣接する期間の複数の変更で同じである。

衝突の重大度は、 衝突の原因、 および変更要求の互いの類似性の観点から測定されます。

HP Release Control では、 衝突計算の対象となる変更要求を選択する方法、 衝突を特定す

る方法、 計算方法を設定できます。

衝突計算の対象となる変更要求の指定

HP Release Controlでは、衝突を計算する と きに、対象となる変更要求を限定できます。 こ

れによ り、 不適切な結果が計算された り、 システムで不要なオーバーヘッ ドが発生する

事態を回避できます。

カスタムフ ィルターや事前定義されたフ ィルターを使用するこ とで、 変更計算に変更要

求を含める条件を定義できます。 詳細については、 「[前提条件 ] ウ ィ ン ド ウ」 （312ペー

ジ） を参照してください。

➤ カスタムフ ィルターでは、 以下のいずれかの変更要求が計算対象になり ます。

➤ 指定されたフ ィールドに指定された値が格納されている変更要求

➤ 指定されたフ ィールドの値が一致する変更要求
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➤ 事前定義されたフ ィルターでは、 変更要求のステータスや期間を基準に、 衝突計算に

含める変更要求を絞り込むこ とができます。 詳細については、 「[ フ ィールド別衝突 ]

ウ ィンド ウ」 （316ページ） を参照してください。

変更要求の衝突の計算

変更要求の計算は、 リ ソースのスケジューリ ングの競合が基準にな り ます。 複数の変更

要求に共通の要素があ り、 変更要求の予定開始時刻と終了時刻が重複または非常に近い

場合、 これらの変更要求は衝突する とみなされます。

[モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブで、 「[ タイプ ] ウ ィンド ウ」 （315ページ） で変更要

求の衝突を識別する方法と計算方法をカスタマイズできます。

この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「衝突の近接レベルの構成」 （291ページ）

➤ 「衝突の原因の構成」 （293ページ）

➤ 「衝突の重大度レベルの構成」 （294ページ）

衝突の近接レベルの構成

2つの変更要求間の近接レベルは、 以下のいずれかの方法で定義できます。

➤ 重複。 2つの変更要求のスケジュールが重複しています。
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➤ 重複警告。 実際には、 計画された変更が当初の期間を超過するこ とは頻繁に発生しま

す。 この場合には 2つの変更要求スケジュール間に予期しない衝突が発生するこ とに

な り ます。2つの変更要求が非常に近い間隔でスケジュールされる場合の近接レベルは

重複警告とみなされます。

デフォルトで、 変更要求間の時間差が、 前の変更要求の期間の 10% 未満である と き、 変

更要求が十分に近いとみなされます。

以下の図では、 変更要求A と変更要求B間の時間差が 30分であるため、 変更要求Aの期

間を下回り ます。 こ のため、 こ の 2つの変更要求間の近接レベルは重複警告と 定義さ れ

ます。

[重複警告 ] を設定するには、 [衝突 ] ウ ィンド ウで [警告率 ] を指定します。 [警告率 ] の設

定方法については、 「警告率」 （312ページ） を参照してください。

警告率を設定するこ とによって、2つの変更要求が十分に近い (重複警告の近接レベル ) と

判断される時間差が定義されます。
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衝突の原因の構成 

2つの変更要求は、近接している という理由だけで衝突している とはみなされません。相

互に影響を及ぼすこ とな く、 同時に実行できる場合もあ り ます。 変更要求が衝突するの

は、 相互に近接しており、 以下の要素のいずれか1つに該当する場合のみです。

➤ 構成アイテム (CI)。 2つの変更要求に、 同じ CIが1つ以上存在します。

あるCIが変更要求の直接的な結果と して変更される場合、このCIは変更されたCI (CCI)

と呼ばれます。 変更要求に直接的には関係しないが、 変更要求の結果と して影響を受

ける可能性がある CIがある場合、 このCIは、 影響を受ける CI (ACI) と呼ばれます。

たとえば、 変更要求がサーバー Aのメモ リーの増大を伴う場合、 サーバー AはCCI と

い う こ とができます。 ホス トマシン Bがサーバー Aに接続されていて、 変更要求には

直接的に関係しない場合、 ホス トマシンBはACI とい う こ とができます。

注 ： HP Universal CMDB が無効な状態でHP Release Control を使用している場合、 ACI

は検出されません。

➤ 影響を受けるビジネスCI。 2つの変更要求が、 同じビジネスCIに影響を与えます。

ビジネス CIに関連付けられている CIにCCIが含まれる場合、そのビジネスCIは、直接

的に影響を受けるビジネス CI (DAB) と呼ばれます。ビジネス CIに関連付けられている

CIすべてがACIである場合、このビジネスCIは間接的に影響を受けるビジネスCI (IAB)

と呼ばれます。

➤ 実施担当者。 変更要求の実施担当者が同じです。

➤ 指定されたフ ィールド値。 指定した事前定義フ ィールド、 またはカスタマイズフ ィー

ルドの値が、 両方の変更要求で一致します。
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➤ 複数テナン ト文字列。 2つの変更要求に、共通の値が1つ以上存在します。たとえば、 2

つの変更要求がそれぞれ 「Finance,IT,Application」 と 「QA,Finance」 とい う値を含む

と します。 この場合、 いずれの変更要求も 「Finance」 とい う値を持っています。値の

区切り 文字 (フィ ールド 内の値を区切ら れた値と し て認識でき ます ) については、

「[フ ィールドの属性 - フ ィールド定義 ] タブ」 （355ページ） を参照してください。

衝突の重大度レベルの構成

HP Release Controlは、 衝突の原因となる要素と、 衝突する変更要求間の近接度に基づい

て衝突の重大度を決定します。 デフォル トでは、 衝突の重大度レベルは以下のよ うに構

成されます。

たとえば、変更要求が1つの共通の変更されたCI (CCI-CCI) を共有し、変更要求の近接レ

ベルが重複と して定義される場合、 衝突の重大度は致命的になり ます。

衝突の原因となる要素

近接レベル

重複 重複警告

CCI-CCI 致命的 致命的

CCI-ACI 高い 高い

ACI-ACI なし なし

DAB-DAB 高い 高い

IAB-DAB 中 中

IAB-IAB 低い 低い

IMPLEMENTATOR 中 極めて低い

<ユーザー定義>

(下記注記参照 )

ユーザー定義 ユーザー定義
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注 ：

➤ 複数の要素が衝突の原因となっている場合、重大度は最も高い重大度の衝突によって

決定されます。

➤ 衝突の原因と して 1つまたは複数のフ ィールドを定義するこ とで、 カスタム定義の衝

突の重大度レベルを構成するこ と もできます。 この場合、 各フ ィールドで、 近接レベ

ルごとに衝突の重大度レベルを指定する必要があ り ます。 たとえば、衝突の原因と し

てフ ィールド場所を追加した場合、場所に関連する重複と重複警告の両方の衝突の重

大度を指定する必要があ り ます。衝突の原因と してフ ィールドを指定する方法の詳細

については、 「[フ ィールド別衝突 ] ウ ィンド ウ」 （316ページ） を参照してください。

衝突の原因と近接レベルの任意の組み合わせに対する重大度レベルの決定方法を変更で

きます。 詳細については、 「[ タイプ ] ウ ィンド ウ」 （315ページ） を参照して ください。

インパク ト分析

インパク ト分析では、 CIに対する変更要求の影響を計算します。 CIの詳細と相互の関係

が、 HP Universal CMDBからインポート されます。 したがって、 インパク ト分析を実行す

るには、 HP Universal CMDB設定を構成する必要があ り ます。 詳細については、

「HP Universal CMDB関連設定の構成の概要」 （371ページ） を参照してください。

インパク ト分析を計算するためにHP Release Control をセッ ト アップおよび構成する方法

については、 「インパク ト分析ルールの構成」 （300ページ） を参照してください。
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インパク ト分析を計算するタイ ミングの決定

インパク ト分析の計算は、 システム リ ソースを大量に消費します。 インパク ト分析を実

行する インスタンスを最小限にして、 システム リ ソースの使用量を最適化する よ う に

HP Release Controlを構成できます。

新規チケッ トが作成されるたびに、 インパク ト を計算する必要があ り ます。 ただし、 古

いチケッ ト /変更要求が変更された場合にもインパク トは計算されます。

➤ 「[変更プロセス ] ウ ィンド ウ」 （306ページ） を選択し、最初の読み込み時に取得した新

規変更要求のインパク ト分析を計算するこ とができます。

➤ チケッ ト に関連付けられた HP Universal CMDB CIの一覧が変更さ れなかった場合や、

[分析対象 CI が更新された場合のみインパク ト を計算 ] チェッ クボッ クスがオンの場

合、 インパク ト分析は計算されません。

注 ： ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ

ト ] にある ) change-flow.jsスク リプ ト内でshouldCalcImpact関数を使用するこ とで、

HP Release Controlは、[初期読み込みのインパク ト を常に計算] および [分析対象 CI が

更新された場合のみインパク ト を計算 ] オプシ ョ ンの構成を上書きします。

change-flow.jsスク リプ トの詳細については、「[変更フロー スク リプ ト ] ウ ィンド ウ」

（308ページ） を参照してください。

リスク分析

HP Release Controlは、 各変更要求のリ スク分析を実行します。 これによ り、 変更マネー

ジャーは実施に伴う リ スクの観点から変更要求を比較できます。

要求の相対リ スク計算にHP Release Controlが使用する式や具体的な処理例は、「 リ スク分

析」 （44ページ） を参照してください。
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この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「 リ ス ク計算プロパティの構成」 （297ページ）

➤ 「 リ ス ク分析前に操作を追加」 （298ページ）

リスク計算プロパティの構成

[モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] 内で

shouldCalcRisk関数を使用して、 計算する リ スクの定義を変更できます。

たとえば、 デフォル トでは、 リ ス クはすべてのステータスについて計算されます。 承認

済みの変更要求やク ローズ済みの変更要求について リ ス クを計算しないよ う にするに

は、 shouldCalcRisk関数から不要なステータスを除外します。

HP Release Controlに入力された新しい変更要求のリ スクを計算するには、

shouldCalcRisk関数の一部に以下の行を追記します。

change-flow.js スク リプ ト内のoverrideRisk関数を使用する と、 HP Release Controlは標

準リ スク計算を上書きします。 たとえば、 以下のスク リプ トのよ うに、 特定のビジネス

CIに影響を与える変更要求に最大のリ スク値を割り当てるこ とができます。

function shouldCalcRisk(prevChange, newChange) {
        return true;
}

if (prevChange==null)
shouldCalc= true;

function overrideRisk(prevChangeInfo, changeInfo, analysis, result)
{

if (changeInfo.getField("is-sox-app-involved").equalsIgnoreCase("Yes")){
result.addRule("Sox Application - max risk");
result.risk= 100;

}
}
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shouldCalcRisk関数と overrideRisk関数の両方に含められるオブジェ ク トの詳細につ

いては、 API_Reference.chmファ イルにある RiskAnalysis、

RawRiskFactorCalculationResult、OverrideRulesResultの各ク ラスを参照してくださ

い (API リ フ ァ レンスにアクセスするには、 [ スター ト ] > [ プログラム ] > [HP Release

Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

リスク分析前に操作を追加

インパク ト分析計算に基づいて、 リ ス ク分析の前に操作を実行するこ とができます。 た

とえば、 リ スク計算の前に、 リ スク分析に影響を与える CIデータを更新できます。

各リ スク 分析の前に実行が必要な操作を追加するには、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構

成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] を選択します。 change-flow.js ス

ク リプ ト内のpreCalcRisk関数には、 実行する操作を追加する場所が含まれます。

デフォル トではこの関数は空です。 これは、 各リ スク分析の前に自動的に実行する操作

がないこ とを意味します。 この関数は、 いずれも書き込み可能な

WritableGenericRFCImpl引数を 2つ取り ます。

この関数で指定できるオブジェク トの詳細については、 API_Reference.chmファ イル内

のWritableGenericRFCImpl ク ラスを参照して ください (API リ ファレンスにアクセスす

るには、 [スタート ] > [プログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク

リ ッ ク し、 pdfsディレク ト リ を開きます )。

function preCalcRisk(prevChange, newChange){
}
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類似した変更分析

HP Release Controlは、 すべての変更要求に共通の要素を自動的に識別および比較し、 提

案された変更要求との類似性が検出された変更の一覧を生成します。

提案された変更をこの類似する変更の一覧と比較するこ とで、 履歴データから変更の特

徴を把握し、 結果をよ り正確に予測できます。

類似性計算の仕組み

HP Release Controlは、 共通の重要要素に関わる変更要求を自動的に特定します。 共通要

素は相互に比較され、近接値が求められます。 この値は常に0 ～ 1の範囲とな り、要求が

類似している度合を示します。

次に、 定義されたしきい値と近接値が比較されます。 このしきい値は、 比較対象の要求

が類似している とみなされる最小の近接値です。

つま り、 2つの変更間の近接値がしきい値以上であれば、類似変更機能の点で変更は類似

している とみなされます。 近接値がしきい値未満であれば、 変更は類似している とはみ

なされません。

たとえば、変更A と変更Bの共通要素を比較した結果、0.7の近接値が得られたと します。

定義された最小類似性のしきい値が0.5であれば、定義された類似性の最小値よ り も近接

値が高いこ とから、 変更A と変更Bは類似している とみなされます。

HP Release Controlが類似した変更を特定して計算する方法のカスタマイズ方法について

は、 「[類似性 ] ウ ィンド ウ」 （332ページ） を参照して ください。
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タスク

インパク ト分析ルールの構成

このタスクでは、 インパク ト分析ルールの構成方法について説明します。

こ こでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「CI検索命令の構成 - オプシ ョ ン」 （300ページ）

➤ 「インパク ト分析を計算するタイ ミ ングの決定 - オプシ ョ ン」 （300ページ）

➤ 「分析ルールの構成」 （301ページ）

 1 CI検索命令の構成 - オプシ ョ ン

デフォルトでは、 HP Release Controlがインパク ト計算を行う場合、 タイプがhostまた

は ipで、 形式がHP Universal CMDB属性のいずれか ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ]

タブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [CI 分析ルックアップ命令 ] ウ ィンド ウ ) と一

致する変更済みCIを検索します。

この一覧を変更するこ とによ り、 別のタイプや別の属性のCIを検索できます。 詳細に

ついては、「[CI分析ルッ クアップ命令 ] ウ ィンド ウ」（410ページ）を参照してください。

 2 インパク ト分析を計算するタイ ミングの決定 - オプシ ョ ン

デフォルトでは、 HP Release Controlはチケッ トが作成されるたびにインパク ト分析を

計算します。 さ らに、古いチケッ ト /変更要求が変更された場合にもインパク ト分析は

再計算されます。

システム リ ソースを節約する目的で、 インパク ト分析を計算する頻度を低くするこ と

もできます。 インパク ト分析を再計算するタイ ミ ングを決定するには、 [ モジュール ]

> [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] を選択します。

change-flow.js スク リプ ト内の shouldCalcImpact関数には、 インパク トの再計算が

必要なタイ ミ ングを決定するためのプロ ト コルが含まれます。 インパク ト分析を計算

するタイ ミ ングを決定する方法については、「インパク ト分析を計算するタイ ミ ングの

決定」 （296ページ） を参照してください。
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 3 分析ルールの構成

 a (オプシ ョ ン ) 変更要求のCI と タスクを集計します。 デフォルトでは、 HP Release

Controlは上位の要求のCI と一緒にタスクのCIを計算します。 CIを個別に計算する

には、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] を選択します。 右

側の [変更プロセス ] ウ ィンド ウで、 [CI を集計する ] チェッ クボッ クスをオフにし

ます。 詳細については、 「CIを集計する」 （307ページ） を参照してください。

 b HP Release Controlに認識さ せる各CITの分析ルールを定義します。[モジュール ] >

[管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [ インパク ト分析ルール ] をク リ ッ ク し

ます。 [CI 分析ルール ] ウ ィンド ウで [ルールの追加] ボタンをク リ ッ ク します。 [CI

分析ルール定義 ] ウ ィンド ウで新しいルールを構成します。[CI 分析ルール ] ウ ィン

ド ウ と  [CI 分析ルール定義 ] ウ ィンド ウについては、「[ インパク ト分析ルール ] ウ ィ

ンド ウ」 （319ページ） を参照して ください。

 c 定義した新しいルールをテス ト します。[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変

更プロセス ] > [インパク ト分析ルール ] をク リ ッ ク します。[選択したアナライザー

のテス ト ] ウ ィンド ウで [アナライザーのテスト ] ボタンをク リ ッ ク します。 [選択

したアナライザーのテス ト ] ウ ィンド ウの詳細については、 「[ インパク ト分析ルー

ル ] ウ ィンド ウ」 （319ページ） を参照してください。

 d 変更要求フ ィールドに分析ルールを適用します。 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ]

タブ > [統合 ] > [ フ ィールド ] を選択します。 右側にある  [フ ィールドの属性 ] ウ ィ

ンド ウで [ フ ィールドの属性 - CI 分析ルール] タブをク リ ッ ク して、 ルールを適用

するレベル ([変更 ] または [ タスク ]) を選択します。 詳細については、 「[ フ ィール

ドの属性 - CI 分析ルール ] タブ」 （364ページ） を参照してください。
301



第 11 章 「変更プロセスの構成」
リスク分析の構成

このタスクでは、 変更要求のリ スク分析の構成方法を説明します。

注 ： リ ス ク分析は、 インパク ト分析、 衝突、 類似した変更、 期間の競合などの構成に依

存するので、 リ スク分析の構成を構成プロセスの最後に行う こ とをお勧めします。

 1 リスク計算プロパテ ィの構成 - オプシ ョ ン

[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] の

change-flow.jsスク リプ ト内で、shouldCalcRisk関数で計算する リ スクの定義を変更

します。詳細については、 「 リ スク計算プロパティの構成」 （297ページ） を参照してく

ださい。

 2 リスク分析実行前に操作を追加 - オプシ ョ ン

[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ] の

change-flow.js スク リプ ト内で、 preCalcRisk関数を使って各リ スク分析の前に実行

する操作を追加します。 詳細については、 「 リ スク分析前に操作を追加」 （298ページ）

を参照してください。

 3 リスク因子の構成

見込み損害、 または失敗確率 リ スク因子を定義します。 [モジュール ] > [管理者 ] > [構

成 ] タブ > [変更プロセス ] > [ リスク因子 ] をク リ ッ ク します。 [ リ ス ク因子 ] ウ ィンド

ウで [確率の因子 ]、または [損害の因子 ] タブをク リ ッ ク してから、[因子の追加 ] ボタ

ンをク リ ッ ク します。 [因子定義 ] ウ ィンド ウで、 新しいリ スク因子を定義します。 詳

細については、 「[因子定義] ウ ィンド ウ」 （327ページ） を参照してください。
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 4 リスク因子のテスト  - オプシ ョ ン

 a リ スク因子を保存する前に、サンプルの変更要求をインポート してその変更要求の

リ スク計算を実行するこ とで、 リ スク因子をテス ト します。 [ モジュール ] > [管理

者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [ リスク因子 ] をク リ ッ ク します。 [ リ ス ク因

子のテス ト ] ウ ィンド ウで [サンプルの変更要求の追加 ] ボタンをク リ ッ クする と、

[サンプルの変更要求の追加 ] ダイアログボッ クスが開きます。 リ ス ク因子をテス

トするためのサンプルの変更要求を選択します。 詳細については、 「[ リ ス ク因子 ]

ウ ィンド ウ」 （325ページ） を参照して ください。

 b テス ト を実行して、新しい設定をベースにすべての変更要求のリ スク計算をシ ミ ュ

レート します。 [ リ ス ク因子のテス ト ] ウ ィンド ウで [ リスク計算のシミ ュレート ]

ボタンをク リ ッ ク します。 詳細については、 「[ リ ス ク因子のテス ト ] ウ ィ ンド ウ」

（329ページ） を参照してください。

 5 リスク因子の再計算 - オプシ ョ ン

注 ： このステップを実施する前に、 左ウ ィ ンド ウにある  [現在の編集できる構成セッ

トの保存 ] ボタンをク リ ッ ク して、 新しい設定を保存して適用します。 詳細について

は、 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ） を参照してください。

手動で再計算処理を実行するこ とで、 新しい設定をベースにリ スク因子を再計算しま

す。 詳細については、 「[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボッ クス」 （136ページ）

を参照して ください。

アクシ ョ ンアイテムの自動作成の構成方法

デフォルトでは、 HP Release Controlは自動的にある変更要求からアクシ ョ ンアイテムを

作成し、 このアイテムを特定のHP Release Control ユーザーに割り当てます。 こ こでは、

change-flow.jsスク リプ ト内でaddActionItemsOnChange関数を使用し、アクシ ョ ンア

イテムを自動的に作成するための条件を変更する方法について説明します。
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 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス] > [変更フロー スクリプ ト ] を選

択しますそのファイルの内容が右側のウ ィンド ウに表示されます。

 2 addActionItemsOnChange関数を探します。 デフォルトでは、

addActionItemsOnChange関数は、指定さ れたステータスを持つ (代理要求ではな

い ) 新しい変更要求それぞれと、 以前に収集された要求のバージ ョ ンとを比較するよ

うにHP Release Controlに指示します。

変更のインパク トの重大度が指定された重大度以上であ り、 計算された リ スクが指定

されたしきい値よ り高い場合、 HP Release Controlは変更要求によって影響を受けるビ

ジネス CIに関連付けられたユーザーのアクシ ョ ンアイテムを作成します。

 3 必要に応じて、アクシ ョ ンアイテムに関連付けられた以下のプロパティを変更します。

➤ 担当者。 デフォルトでは、 変更要求が影響を与えるビジネス UI に関連付けられた

ユーザー。

➤ 作成者。 デフォルトでは、 HP Release Control管理者。

➤ 期日。 デフォルトでは、 新しい変更要求の 計画開始日時。

function addActionItemsOnChange(prevChange, newChange, actionItemsContext){
if(prevChange != null || newChange.getChangeCategory() == 

CHANGECATEGORY_SURROGATE) return;

statusIsPendingApproval = newChange.getField("status") == 
STATUS_PENDING_APPROVAL;

threshold = 0;
riskAboveThreshold = (newChange.getField("calculated-risk") > threshold);

if(statusIsPendingApproval && riskAboveThreshold){
users = newChange.getAffectedUsersAboveSeverityAsArray(SEVERITY_LOW);
for(i=0; i<users.length; i++){

assignee = users[i];
actionItem = newChange.createActionItem(assignee);
actionItem.setCreator("admin");
actionItem.setAutoClose(true);
actionItem.setDeadlineTimeStamp(newChange.getField("planned-start-time"));
actionItem.setActionItemPriority(ACTIONITEMPRIORITY_NORMAL);
actionItem.setSubject("Please check the impact on this change from your side");
actionItemsContext.addActionItem(actionItem);

}
}

}
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➤ 優先度。 デフォルトでは、 普通レベルの優先度。

addActionItemsOnChange 関数で使用でき るオブジェ ク ト の例については、

API_Reference.chmファ イルのGenericRFC ク ラスを参照してください。(API リ ファ

レンスにアクセスするには、 [スタート ] > [プログラム ] > [HP Release Control 9.20]

> [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

 4 必要な修正を加えたら、 変更を保存し適用します。

リファレンス

変更プロセス構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[変更プロセス ] ウ ィンド ウ」 （306ページ）

 ➤ 「[変更フロー スク リプ ト ] ウ ィンド ウ」 （308ページ）

 ➤ 「[衝突 ] ウ ィンド ウ」 （311ページ）

 ➤ 「[前提条件 ] ウ ィンド ウ」 （312ページ）

 ➤ 「[ タイプ ] ウ ィンド ウ」 （315ページ）

 ➤ 「[ インパク ト分析ルール ] ウ ィンド ウ」 （319ページ）

 ➤ 「[ リ ス ク因子 ] ウ ィンド ウ」 （325ページ）

 ➤ 「[類似性 ] ウ ィンド ウ」 （332ページ）
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[変更プロセス ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 以下の操作を実行します。

➤ タスク  (第2レベルの要求 ) 内のCIのインパク ト を、 タスクが属す変更とは別に計算す

るか、 タスクのそれぞれの変更のインパク ト分析に含めるかを指定します。 詳細につ

いては、 「CIを集計する」 （307ページ） を参照してください。

➤ プリエンプティブインパク ト機能を構成します。詳細については、「プ リエンプティブ

インパク ト を有効にする」 （308ページ） を参照してください。

➤ 必要に応じて、 要求の収集頻度を変更します。 詳細については、 「収集の頻度」 （307

ページ） を参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成] タブ > [変更プロセス ] をク リ ッ ク

します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「衝突の近接レベルの構成」 （291ページ）

➤ 「[ タイプ ] ウ ィンド ウ」 （315ページ）

UIの要素 説明

初期読み込みでインパク

ト を常に計算

HP Release Controlは、 初期読み込みで取得される新しい変更要求そ

れぞれについて、 インパク ト分析を必ず計算します。

分析対象CIが更新された

場合のみインパク ト を

計算

HP Release Controlは、チケッ トに関連付けられたHP Universal CMDB

CIの一覧が更新された場合のみ、 インパク ト分析を行います。
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CIを集計する タスク  (第2レベルの要求) 内のCIのインパク ト を、 タスクが属す変

更とは別に計算するか、 タスクのそれぞれの変更のインパク ト分析

に含めるかを指定します。

デフォルトでは、 タスクのインパク ト分析を行う と、 そのタスクが

関連付けられている変更のインパク ト分析が行われ、 タスクの変更

済みCIがタスクの上位変更の変更されたCI一覧に含まれます。

CI を個別に計算するには [CI を集計する ] チェッ クボッ クスをオフ

にします。

収集の頻度 HP Release Controlが変更要求を収集する間隔 (秒 ) を示します。

デフォルト ： 5

手動変更処理の

処理共有 (%)

手動変更処理に割り当てられる処理時間の最大比率 (パーセン ト )。

サービスデス ク統合モジュール (SDI) キューの変更の処理時間と、

手動処理の変更の処理時間の比率を指定します。 詳細については、

「[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボッ クス」 （136ページ） を

参照してください。

プリエンプテ ィブ

インパク トの

最小キュー長

プ リ エンプテ ィブインパク ト機能をアクテ ィブにするのに必要な

キューのサイズ。

インパク トの計算機数 インパク ト分析の計算に使用する計算機の個数。

UIの要素 説明
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[変更フロー スクリプ ト ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウにはchange-flow.js スク リプ トが含まれ、 スク リプ トには関数が含まれ

ます。 この関数は、 HP Release Controlの分析プロセスをきめ細かくカスタマイズして制

御するこ とで、 ビジネスロジッ クをフ ィールドレベルで適用します。

プリエンプテ ィブ

インパク ト を有効にする

変更間には依存関係が存在する可能性があ るので、 HP Release

Controlは、デフォルトでは、 1回に1つの変更要求を処理します。 し

たがって、分析が実行されるまでの間、変更はキュー内で待機します。

ただし、 インパク ト計算フェーズは、 他の分析計算には依存しない

ため、 並列実行が可能です。

プ リエンプティブインパク ト を使用する と、 複数の計算機を同時に

起動してキュー内の変更のインパク ト を事前計算するこ とによ り、

HP Release Controlの性能を改善できます。

デフォルトでは、 プ リエンプティブインパク ト機能は無効です。 有

効にするには、 このチェッ クボッ クスをオンにします。

推奨日時解析で有効な

ステータス

選択したステータスに基づいて、 HP Release Controlが変更要求の推

奨日時を計算す る か ど う か を指定 し ます。 詳細については、

「HP Service Managerでの推奨日時解析の更新」 （440ページ） を参照

してください。

アクセス方法 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [変更フ

ロー スクリプ ト ] をク リ ッ ク します。

注 ： このファ イルの編集の詳細については、 「[構成 ] タブのファ イ

ルの構成方法」 （277ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明
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重要な情報 このス ク リ プ ト関数で指定できるオブジェ ク ト の詳細については、

API_Reference.chm ファ イルを参照して ください (API リ ファレン

スにアクセスするには、 [ スタート ] > [ プログラム ] > [HP Release

Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ

を開きます )。

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

<change-flow.js

スクリプ トに含まれる

関数>

➤ preChangeProcessおよびpostChangeProcess。 変更要求の処

理前の因子や変更要求の処理後の因子を計算します。 詳細につい

ては、 「変更要求の分析の構成方法」 （268ページ） を参照して く

ださい。

➤ shouldCalcImpact。 インパク ト分析を再計算するタイ ミ ングを

決定します。詳細については、「インパク ト分析を計算するタイ ミ

ングの決定」 （296ページ） を参照して ください。

➤ preCalcRisk。 各リ スク分析の前に実行する必要がある操作を追

加します。 詳細については、 「 リ ス ク分析前に操作を追加」 （298

ページ） を参照して ください。

➤ shouldCalcRisk。 計算が必要な変更要求のリ スクを決定します。

詳細については、「 リ スク計算プロパティの構成」 （297ページ） を

参照して ください。

➤ overrideRisk。 標準のリ スク計算を上書きするよ うに HP Release

Control に指示します。 詳細については、 「 リ ス ク計算プロパティ

の構成」 （297ページ） を参照して ください。

➤ addActionItemsOnChange。 アクシ ョ ンアイテムを自動作成す

るための条件を変更します。詳細については、「アクシ ョ ンアイテ

ムの自動作成の構成方法」 （303ページ） を参照して ください。

➤ getUsersToNotify。 変更プロセス中に通知するユーザーを指定し

ます。 詳細については、 「通知構成の概要」 （499ページ） を参照

してください。

➤ shouldCalcSimilar。 類似した変更を計算するかど うかを決定し

ます。 詳細については、 「[類似性 ] ウ ィ ンド ウ」 （332ページ） を

参照して ください。

➤ shouldCalcSuggestTime。 推奨日時解析を計算するかど うかを

決定します。 詳細については、 「HP Service Managerでの推奨日時

解析の更新」 （440ページ） を参照して ください。
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[衝突 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 変更要求の期間に基づいて、 変更要求が衝突計算の対象かど うか

を判定し、 重複警告の定義を構成します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [衝突 ] を

ク リ ッ ク します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「衝突の構成」 （290ページ）

➤ 「変更要求の衝突の計算」 （291ページ）

➤ 「[ タイプ ] ウ ィンド ウ」 （315ページ）

➤ 「[評価] > [衝突] タブ」 （83ページ）

UIの要素 説明

衝突カウン ト しきい値 HP Release Controlが衝突結果を計算する衝突の最大数。 衝突の個数

が指定された値を超過する と、 衝突の計算結果は無視されます。

注 ： 0を指定する と衝突カウン ト しきい値機能が無効になり ます。

最大変更期間 (日) 変更要求の期間に基づいて、 変更要求が衝突計算の対象かど うかを

決定します。 許容される変更要求の最長期間を指定します。 特定の

変更要求の期間がこの値を超過する と、 HP Release Controlは、 その

変更要求は衝突計算の対象にはなり ません。

新しい最大期間値 (日 ) を定義します。変更要求期間を破棄して、任

意の期間を適用するには、 この値を 0に設定します。

デフォルト値 ： 7

注： デフォルトでは、変更要求の期間が7日間を超過しない限り、変

更要求は衝突計算の対象になり ます。
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[前提条件 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウで以下を実行できます。

➤ 変更要求のステータスに基づいて、 変更要求を衝突計算の対象にするかど うかを決定

します。

➤ 変更要求を衝突計算の対象にするかど うかを決定するカスタムフ ィルターを作成しま

す。 カスタムフ ィルターには次の2つのタイプがあ り ます。

➤ 指定されたフ ィールドに指定された値がある変更要求のみを、衝突計算の対象とす

るカスタムフ ィルター。

➤ 指定されたフ ィールドに一致する値がある変更要求のみを、衝突計算の対象とする

カスタムフ ィルター。

警告率 重複警告の定義を構成します。衝突警告の詳細については、「衝突の

近接レベルの構成」 （291ページ） を参照して ください。

警告率オプシ ョ ンの値を設定するこ とによって、 2つの変更要求が

十分に近い (重複警告の近接レベル ) と判断される時間差が定義さ

れます。

デフォルト値 ： 1.1。 最初と次の変更要求間の時間差が、 最初の変更

要求の期間の10% 未満である と き、変更要求が十分に近いとみなさ

れます。

たとえば、 近接の時間差を最初の変更期間の25% 増にするには、 警

告率を 1.25に設定します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ  > [変更プロセス ] > [衝突 ]

> [前提条件 ] をク リ ッ ク します。

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[ フ ィールドの値前提条件 ] ウィ ンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 指定されたフ ィールドに指定された値がある変更要求のみを、 衝

突計算の対象とするカスタムフ ィルターを作成します。

フ ィールド名とそのフ ィールドの値を指定します。 たとえば、 このフ ィルターを使用し

て ticket-level フ ィールドが 2に定義されている変更要求のみを計算の対象にするこ とが

できます。 この場合、 HP Release Controlは第2 レベル (下位 ) 要求間でのみ衝突を計算し

ます。

重要な情報 両方のフ ィルターを含める と、 HP Release Controlは、 変更要求に両

方のフ ィルターの条件を適用します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「変更要求の衝突の計算」 （291ページ）

UIの要素 説明

計算する衝突ステータス 変更要求のステータスに基づいて、 変更要求を衝突計算の対象にす

るかど うかを決定します。

注 ： デフォルトでは、 すべてのステータスの変更要求が衝突計算の

対象になり ます。

必要な変更要求ステータスを 1つまたは複数選択します。

➤ 承認前

➤ 承認待ち

➤ 承認済み

➤ 実行中

➤ 評価と終了

➤ クローズ済み

➤ 不明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[ フ ィールドの等値前提条件 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 指定されたフ ィールドに一致した値がある変更要求のみを、 衝突

計算の対象とするカスタムフ ィルターを作成します。 たとえば、 このフ ィルターを使用

して region フ ィールドに一致する値がある変更要求のみを計算対象にするこ とができま

す。 この場合、 HP Release Controlは同一地域でのみ衝突を計算します。

たとえば、New York と Londonの2つの地域がある場合を考えます。New YorkにはNY1

と NY2の要求が、 LondonにはLON1 と LON2の要求が含まれます。 HP Release Controlは

NY1 と NY2間、およびLON1 と LON2間の衝突を計算しますが、NY1 と LON1間など、地

域をまたがって衝突を計算するこ とはあ り ません。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 フ ィルターで使用する別のフ ィールドを

追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドを削除します。

フ ィールド名 必要なフ ィールド名をド ロ ップダウン リ ス トから選択します。 変更

要求がこのフ ィールドに指定された値を含む場合、 その変更要求は

衝突計算の対象とな り ます。

値 選択したフィールドの値を 1つまたは複数入力します。 変更要求が指

定された値を含む場合、その変更要求は衝突計算の対象になり ます。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 フ ィルターで使用する別のフ ィールドを

追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドを削除します。
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[ タイプ ] ウィンドウ

HP Release Controlは、 衝突の原因となる要素と、 衝突する変更要求間の近接度に基づい

て衝突の重大度を決定します。 このウ ィ ン ド ウでは、 衝突の原因と近接レベルの組み合

わせに基づいて重大度レベルを決定する方法を変更します。

デフォル トの衝突の重大度レベルの構成や、 衝突の原因と して定義するフ ィールドの指

定が可能です。

定義した各衝突の原因について、 以下の項目を定義するこ とで、 近接レベルと関連付け

る重大度レベルを指定します。

➤ 近接。 衝突する変更要求の近接レベル。 これは、 [重複 ] または [重複の警告 ] のいずれ

かに定義できます。 衝突の近接レベルについては、 「衝突の近接レベルの構成」 （291

ページ） を参照して ください。

➤ 重大度。 衝突の重大度レベル。 詳細については、 「衝突の重大度レベルの構成」 （294

ページ） を参照して ください。

フ ィールド名 必要なフ ィ ール ド名を ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト か ら選択し ます。

フ ィールドの値が変更要求内の値と一致する場合、 その変更要求は

衝突計算の対象になり ます。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [衝突 ] >

[ タイプ ] をク リ ッ ク します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「変更要求の衝突の計算」 （291ページ）

➤ 「衝突の構成」 （290ページ）

UIの要素 説明
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[ フ ィールド別衝突 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 衝突の原因を示すフ ィールドを指定するこ とで、 ユーザー定義の

衝突の重大度レベルを設定します。 指定されたフ ィールドの値は、 いずれの変更要求で

も同じ値になり ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 ➤ 管理者モジュールの [ フ ィールド ] タブで定義されているのと同

じフ ィールド名を入力する必要があ り ます。フ ィールド名の定義

については、 「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」 （353ページ） を参照し

て ください。

➤ 数値、または短いテキス ト形式の値を持つフ ィールドのみを指定

できます。

➤ システムに入力された新しい変更要求、またはこの衝突の原因を

構成した後にインパク ト分析の結果と して更新された変更要求

についてのみ、指定されたフ ィールドに基づいて衝突が計算され

ます。 システム内に既に存在している変更要求は、 指定された

フ ィールドに基づいて、 衝突計算の対象になる こ とはあ り ませ

ん。 また、 こ の衝突の原因の構成後に更新さ れるこ と はあり ま

せん。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 衝突の原因と して定義するフ ィールドを

追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドを削除します。

有効 ➤ 選択する場合、定義済みの衝突タイプが衝突計算に適用されます。

➤ 選択しない場合、事前定義された衝突のタイプは衝突の計算に適

用されません。

フ ィールド名 衝突の原因と して定義するフ ィールドを指定します。

重複の重大度の相関 2 つの変更要求のスケジュ ールが重複し ている こ と を示す近接レ

ベル。

衝突の重大度レベルは、 衝突なし、 極めて低い、 低い、 中、 高い、

致命的、 不明 と して定義できます。
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[事前定義された衝突タイプ ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 デフォルトの衝突の重大度レベルを構成します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重複警告の重大度の相関 2つの変更要求のスケジュールが近いこ とを示す近接レベル。

衝突の重大度レベルは、 衝突なし、 極めて低い、 低い、 中、 高い、

致命的、 不明 と して定義できます。

UIの要素 説明

有効 ➤ 選択する場合、定義済みの衝突タイプが衝突計算に適用されます。

➤ 選択しない場合、事前定義された衝突のタイプは衝突の計算に適

用されません。

デフォルトでは、ACI_ACI タイプ名を含む事前定義された衝突の

タイプは無効になり ます。 したがって、 2つの変更要求が共通の

ACIに関連している場合、デフォルトでは、 HP Release Controlは

衝突とみなしません。

注意 ： 事前定義された衝突のタイプが衝突の計算に適用されない場

合、 このタイプに基づいて、以前の衝突の計算は [衝突 ] タブに表示

されますが、 新しい衝突の計算は実行されません。 同様に、 この衝

突のタイプを含む定義済みのフ ィルターを使用するこ とはできます

が、 この衝突のタイプに基づいて新しいフ ィルターを作成するこ と

はできません。

UIの要素 説明
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名前 衝突の原因となる要素。

以下の衝突の原因がデフォルトで定義されています。

➤ ACI/ACI。 2つの変更要求の影響を受ける CI (ACI) に、同じものが

1つ以上あ り ます。

➤ CCI/ACI。 同じ CIを、 一方の変更要求が変更し、 も う一方の変更

要求が影響を与えています。

➤ CCI/CCI。 2つの変更要求の変更されたCI (CCI) に、 同じものが1

つ以上あ り ます。

➤ IAB/IAB。 2つの変更要求が、同じビジネスCIに間接的に影響を与

えます (IAB)。

➤ IAB/DAB。 共通のビジネス CIに対して、一方の変更要求が間接的

な影響を与え、 も う 一方の変更要求が直接的な影響を与えてい

ます。

➤ DAB/DAB。 2つの変更要求が、同じビジネス CIに直接的に影響を

与えます (DAB)。

➤ IMPLEMENTOR。 変更要求の実施担当者が同じです。

重複の重大度の相関 2 つの変更要求のスケジュ ールが重複し ている こ と を示す近接レ

ベル。

衝突の重大度レベルは、 衝突なし、 極めて低い、 低い、 中、 高い、

致命的、 不明 と して定義できます。

重複警告の重大度の相関 2つの変更要求のスケジュールが近いこ とを示す近接レベル。

衝突の重大度レベルは、 衝突なし、 極めて低い、 低い、 中、 高い、

致命的、 不明 と して定義できます。

UIの要素 説明
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[インパク ト分析ルール ] ウィンドウ

収集した変更要求のインパク ト を分析するためには、 HP Release Controlは、 要求に含ま

れる CIの場所と形式を特定する必要があ り ます。 この作業は分析ルールによって行われ

ます。 このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlが使用する分析ルールを定義します。

[CI 分析ルール ] ウィンドウ

このウ ィンド ウには、変更要求フ ィールドに適用する分析ルールが一覧表示されます。既

存のルールのフ ィールドの編集や、 新規ルールの追加ができます。 ルールのフ ィールド

を構成し ます ( 「[CI 分析ルール定義 ] ウ ィ ン ド ウ」 （322 ページ） を参照 )。 HP Release

Controlでは、 識別対象と なる CITそれぞれに個別の分析ルールを定義する必要があり

ます。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス ] > [インパク

ト分析ルール ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「インパク ト分析ルールの構成」 （300ページ）

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）

重要な情報 ➤ 第1レベルと第2レベルの要求の名前は、[モジュール] > [管理者]

> [構成] タブ > [ ラベルと用語 ] > 

enumeration-labels.properties ファ イルで設定します。 詳細に

ついては、 「[ ラベルと用語 ] ウ ィ ンド ウ」 （494ページ） を参照し

てください。

➤ [短いテキスト ] または [長いテキスト ] 形式の変更要求フ ィール

ドに分析ルールを適用できます。 CI のみを含み、 追加のテキス

ト コ メ ン ト を含まない変更要求フ ィールドに分析ルールを適用

するこ とをお勧めします。詳細については、「[フ ィールドの属性

- フ ィールド定義 ] タブ」 （355ページ） を参照して ください。

➤ 選択した各分析ルールに対し、ルールの適用先レベル ([変更 ] ま

たは [ タスク ]) を選択します。 詳細については、 「[フ ィールドの

属性 - CI 分析ルール ] タブ」 （364ページ） を参照して ください。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

ルールの追加。 新しいCI分析ルールを追加します。

注 ： ルールのフ ィールドを構成します。 詳細については、 「[CI 分析

ルール定義 ] ウ ィンド ウ」 （322ページ） を参照してください。

ルールの削除。 既存CI分析ルールを削除します。

変更を更新して元に戻す。 変更に問題があれば、 変更を保存する前

に [変更を更新して元に戻す ] ボタンをク リ ッ クするこ とで、すべて

の変更を取り消すこ とができます。

注 ： このボタンをク リ ッ クする と、 最後に設定を保存してから行っ

たすべての変更が失われます。

事前定義されたCI分析ルール。 HP Release Controlによ り提供される

デフォルトのルールを表します。

カスタムCI分析ルール。 ユーザー定義ルールを表します。
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<分析ルール> 利用できる分析ルールの一覧。 デフォルトで、 次の分析ルールが利

用できます。

➤ cmdb-object-id。 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンがCMDB

サーバーと同期している場合にのみ使用できる、 定義済みの内

蔵分析ルール。

このルールは、 HP Universal CMDB構成アイテム IDを使用して

CIを検索します。

➤ mam-ticket。 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンがCMDBサー

バーと同期している場合にのみ使用できる、 定義済みの内蔵分

析ルール。

このルールは、 変更要求IDを使用してCIを検索します。

➤ host。 選択したフ ィールド内のホス ト を識別します。

➤ ip。 選択したフ ィールド内の IPアドレスを識別します。

➤ ip-range。 定義した IPアドレスの範囲から、選択したフ ィールド

内の IPアドレスを識別します。

注 ： デフォルトでは、 host、 ip、 ip-range CITの分析ルールが定義

されています。 また、 サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンがCMDB

サーバーと同期している場合に使用できる、 2つの定義済みの内蔵

分析ルールがあ り ます。

➤ cmdb-object-id分析ルールは、HP Universal CMDB CIのIDを使用

してCIを検索します。

➤ mam-ticket分析ルールは、変更要求IDを使用してCIを検索します。

注 ： これらのルールは、 編集または削除できません。

説明 CIT の説明。 「[CI 分析ルール定義 ] ウ ィ ン ド ウ」 （322ページ） を参

照して ください。

名前 CIT の名前。 「[CI 分析ルール定義 ] ウ ィ ン ド ウ」 （322ページ） を参

照して ください。

UIの要素 説明
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[CI 分析ルール定義 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 分析ルールを定義します。 [CI 分析ルール ] ウ ィンド ウで選択した

ルールの定義が表示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

パターンの追加。 新しいパターンを追加します。

パターンの削除。 既存のパターンを削除します。

Analyzer クラス ➤ CITが IP-Rangeではない場合、 [ルール名を CI クラス名と して使

用する ] を選択します。

➤ CITが IP-Rangeの場合、[IP 範囲アナライザーの使用] を選択します。

説明 収集した要求の中から HP Release Controlが検出する CITの説明。

名前 収集した要求の中から HP Release Control が検出する CIT の名前と、

フ ィールド設定で参照できる分析ルールの論理名。

注 ：

➤ CITの名前は、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [Universal

CMDB] > [CI 分析ルックアップ命令 ] ウ ィンド ウで定義されてい

る名前と一致する必要があ り ます (HP Universal CMDB を使用し

ている場合)。詳細については、「[CI分析ルッ クアップ命令 ] ウ ィ

ンド ウ」 （410ページ） を参照して ください。

➤ ip-range分析ルールは、 HP Universal CMDB内の ip CIT と対応し

ている点が異なり ます。
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パターン 収集された要求に含まれる各種フ ィールドのテキス トは、 パターン

と して定義される正規表現を使用して解析されます。 正規表現の使

用 方 法 は、URL ： http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/api/java/util/

regex/Pattern.htmlを参照して ください。

パターンは、 次の2つの要素によって定義されます。

➤ 一致パターン。 CIを識別する際、正規表現を使用して収集された

要求をどのよ うに解析するかを定義する正規表現。

➤ CIバックリファレンス。 正規表現を使用して、パターン内でのCI

の正確な位置を指定します。パターンの最初のグループを指定す

るには1、パターン内の2番目のグループを指定するには2を指定

します。 0を指定する と、 パターン全体が使用されます。

デフォルトのCI分析ルールが英語以外の文字をサポート しないこ と

に注意して ください。

CI名で多言語文字をサポートするには ；

1  [一致パターン ] を  [ [^,]+] に変更します。

2  HP Release Controlサーバーを再起動して、 変更を有効にします。

UIの要素 説明
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[選択したアナライザーのテスト ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 分析ルールを手動でテス ト します。 文字列を入力して、 その文字

列に対してパターンを実行します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[分析された CI] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

アナライザーのテスト。 分析ルールをテス ト します。

すべてのパターン 定義されているすべてのパターンを使用してテス ト を実行します。

HP UCMDBで候補を

照合

テス ト を実行する と、 チケッ トのテキス トはいくつかの文字列に分

割されます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 HP Release Control は

HP Universal CMDB を使用してこれらの文字列が有効な CIであるか

ど うかを確認します。

選択したパターン 選択したパターンを使用してテス ト を実行します。

次の値のテスト 分析ルールをテス トするための文字列を入力します。 テス ト結果は

グラフウ ィ ンド ウに表示されます。 このウ ィンド ウには、 [分析され

た CI] ウ ィンド ウからアクセスします。

UIの要素 説明

グラフウィ ンドウを開く。[ インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウを開きま

す。 このウ ィンド ウでは、 選択した変更要求のインパク トの関係が

グラフで表示されます。 [ インパク ト  グラフ ] ウ ィ ンド ウの詳細は、

「[インパク ト  グラフ ] ウ ィンド ウ」（134ページ）を参照してください。

注： [次の値のテスト ] ボッ クスに入力された文字列に、HP Universal

CMDBからのCIが 1つまたは複数含まれる場合、 このボタンが有効

になり ます。
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[ リスク因子 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 リ スク計算に使用される リ スク因子を定義します。

[確率 /損害の因子 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、存在する見込み損害と失敗確率のリ スク因子が一覧表示されます。

テーブル内のリ スク因子を選択する と、 [因子定義 ] ウ ィンド ウに リ スク因子の定義が表

示されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス ] > [ リスク因

子 ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「 リ ス ク分析の構成」 （302ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「 リ ス ク分析」 （44ページ）

重要な情報 リ ス ク因子を リ ス ク計算に含めるには、 リ ス ク因子の隣にある

チェ ッ クボッ クスをオンにする必要があ り ます。

UIの要素 説明

因子の追加。 リ ス ク因子を作成します。 作成した り変更する リ ス ク

因子のタイプに応じて、 [見込み損害 ]、 または [失敗確率] タブのい

ずれかを選択します。

[因子定義] ウ ィ ンド ウで リ スク因子プロパティを定義または変更し

ます。

因子の削除。 既存のリ スク因子を削除します。
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リスクしきい値。 リ ス ク因子を計算する と、 リ ス ク因子の数値はリ

スクレベル (低い、中、 または高い ) に関連付けられます。 このボタ

ンで、どの値がどのレベルに対応するのかを設定できます。 [ リスク

しきい値の定義 ] ダイアログボッ クスが開きます。

➤ 緑色のセクシ ョ ンは低い リ スクレベルに対応します。

➤ 黄色のセクシ ョ ンは中 リ スクレベルに対応します。

➤ 赤色のセクシ ョ ンは高い リ スクレベルに対応します。

矢印をド ラ ッグしてド ロ ップするこ とで、 各レベルのしきい値を調

整します。

注 ： しきい値を変更する と、 これらの変更は、 HP Release Controlに

入力された新しい変更要求にのみ有効になり ます。 既存の変更要求

のリ スクレベルは、 システムに入力されたと きに割り当てられたレ

ベルのまま変わり ません。

<因子の円グラフ > リ ス ク計算での各因子の重みをグラフ ィ ッ ク表現で表示します。

説明 分析モジュールの [ リスク ] タブの見込み損害または失敗確率セク

シ ョ ンに表示される リ スク因子の説明。

名前 リ ス ク因子の名前。分析モジュールの [ リスク ] タブに表示された名

前です。

重み リ ス ク計算で使用される リ スク因子の相対重み。

UIの要素 説明
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[因子定義 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 [ リ ス ク因子 ] ウ ィンド ウで選択した リ スク因子のプロパティを定

義または変更します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

説明 分析モジュールの [ リスク ] タブの見込み損害または失敗確率 セク

シ ョ ンに表示される リ スク因子の説明。

フ ィールド名 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから提供されたデータが格納され

る変更要求のフ ィールド。データのソース と して [ フ ィールド ] を選

択する場合、 必要な変更要求フ ィールドの名前を選択します。

名前 リ ス ク因子の名前。分析モジュールの [ リスク ] タブに表示された名

前です。

マップ基準 範囲または値ごとにマッピングします。

➤ 値ごとのマッピングでは、 ソース値が取り得る値ごとに、因子の

値をマッピングします。

➤ 範囲ごとのマッピングでは、 ソース値の範囲ごとに、因子の値を

マッピングします。

ソース リ スク因子の作成に使用される必要なソースを選択します。 使用で

きるデータソースの一覧とその説明については、「 リ スク因子の作成

に使用されるデータソース」 （330ページ） を参照してください。

重み リ ス ク計算で使用される リ スク因子の相対重み。
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[マッピング定義 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、選択した リ スク因子に対応するマッピングルールを定義します。こ

のルールに基づいて、 ソースデータは0 ～ 10の因子の値に変換されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 ➤ このウ ィンド ウに表示される列は、[因子定義] ウ ィンド ウで リ ス

ク因子を作成する際に使用したソースによって異なり ます。

➤ リ ス ク因子をテス ト してから、保存するかど うかを決定するこ と

によって、 リ スク因子が示す意味を把握できます。詳細について

は、 以下の  [リ スク 因子のテスト ] ウ ィ ンド ウを参照し てく だ

さ い。

UIの要素 説明

エン ト リの追加。 新規マッピング定義エン ト リ を追加します。 作成

する新しい行にマッピング定義を定義できます。

エン ト リの削除。 既存のマッピングエン ト リ を削除します。

デフォルトマッピング フ ィールド値がマップされない場合のデフォルトの リ スク因子の値

を選択します。 この場合にリ スク因子を無視する場合は、 [無視 ] を

選択します。
328



第 11 章 「変更プロセスの構成」
[ リスク因子のテスト ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウでは、 サンプルの変更要求をインポート して リ スク計算を実行するこ と

で、 保存する前にリ スク因子をテス トするこ とができます。 リ ス ク計算をシ ミ ュレート

してから保存するかど うかを決定するこ とによって、 リ ス ク因子が示す意味を把握でき

ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

サンプルの変更要求の追加。 ド ロ ップダウン メ ニューからフ ィル

ターを選択するか、変更要求IDを入力するこ とで、 リ ス ク因子のテ

ス トで使用するサンプルの変更要求を選択できます。

[サンプルの変更要求の追加] ダイアログボッ クスから、 以下のオプ

シ ョ ンのいずれか1つを選択します。

➤ 変更要求 ID別。 シ ミ ュレーシ ョ ンに使用する変更要求の ID を入

力します。

➤ フィ ルター別。 特定フィルターに含まれる変更要求を選択します。

注： 指定されたフ ィルターの最初の10個の要求が [ リ スク因子の

テス ト ] ウ ィンド ウに表示されます。

選択したサンプルの変更要求の削除。 選択したサンプルの変更要求

を削除します。

リスク計算のシミ ュレート。 変更要求のテス ト を実行して、 リ ス ク

計算を更新します。

各変更要求がそれぞれの行に表示され、 その詳細が列に表示されま

す。 各リ スク因子が計算されたスコアと共に、 右側の独立した列に

表示されます。
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リスク因子の作成に使用されるデータソース

[因子定義 ] ウ ィンド ウの [ ソース ] 一覧内のデータソースの一覧が表示されます。 こ こか

ら、 リ スク因子を作成したり変更するデータソースを選択できます。

➤ フ ィールド。 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから提供されたデータが格納される変

更要求のフ ィールド。 [ フ ィールド名 ] リ ス トから変更要求フ ィールドの名前を選択し

ます。

➤ 失敗の割合 (%)。 失敗した類似した変更の比率 (パーセン ト )。[失敗の結果 ] 一覧で、失

敗した変更を定義します。 失敗の結果一覧には、 変更が原因となる結果が表示されま

す。 類似変更を失敗と定義する基準となる結果を選択します。

失敗の割合 (%) データソースの計算には、 キャンセル済みや不明ステータスは含まれ

ません。詳細については、 「 リ スク計算プロパティの構成」 （297ページ） を参照してく

ださい。

➤ 実施担当者の失敗の割合 (%)。 変更要求に関係する実施担当者の平均失敗率。

[失敗の結果 ] 一覧で、 実施の失敗の定義を設定します。 失敗の結果一覧には、 変更が

原因となる結果が表示されます。実施を失敗と定義する基準となる結果を選択します。

実施担当者の失敗の割合 (%) データソースの計算には、 キャンセル済みや不明ステー

タスは含まれません。 詳細については、 「 リ スク計算プロパティの構成」 （297ページ）

を参照してください。

➤ 計画期間 (時間数 )。 変更要求の計画された期間 (計画された開始日時から、計画された

終了日時までの期間 )。 これは、 HP Release Controlによって計算されます。

➤ CCIの個数。 変更要求の結果と して直接的に影響を受ける CIの数を表示します。 これ

は、 HP Release Controlによって計算されます。
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➤ 重要度 :

➤ 直接的に影響を受けるビジネス CI。 変更によ り直接的に影響を受けるビジネス CI

の全体と しての重要度。

➤ 間接的に影響を受けるビジネス CI。 変更によ り間接的に影響を受けるビジネス CI

の全体と しての重要度。

注： HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5を使用している場合、ビジネス CIの重要度レベ

ルはHP Release Controlで設定します ([モジュール ] > [管理者 ] > [ビジネス CI] タブ )。

HP Universal CMDB 8.xでは、 ビジネス CIの重要度レベルはHP Universal CMDBで設定

します。HP Universal CMDB 7.x環境で稼働する HP Release Controlで重要度レベルを定

義し、その後8.x以降にアップグレード した場合、ApplicationImportanceExporter.bat

ユーティ リ ティ を使用してBusiness Criticality属性をHP Release Controlから

HP Universal CMDBにエクスポートできます。 詳細については、 「アプ リ ケーシ ョ ン重

要度のエクスポート 」 （617ページ） を参照してください。

➤ 期間の競合の原因。 変更要求が変更対象期間外、 またはブラ ッ クアウ ト期間内に実施

されるよ うにスケジュールされるかど うかを指定します。

注 ： HP Release Controlは、 4.10未満のバージ ョ ンで定義された期間のリ スク因子計算

はサポート していません。
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[類似性 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlが要求の比較で使用する共通の要素を指定しま

す。 近接値計算には、 指定したすべての要素が考慮され、 最終的な近接値は各要素の近

接レベルから算出されます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成 ] タブ > [変更プロセス ] > [類似性 ]

をク リ ッ ク します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「類似した変更分析」 （299ページ）

UIの要素 説明

類似性分析を有効にする 類似した変更の計算を有効 /無効にします。

変更されるCIセッ ト を

有効にする

変更さ れる CIセッ ト を類似性計算の対象にするかどう かを指定し

ます。

直接的に影響を受けるビ

ジネスCI セッ ト を有効に

する

直接的に影響を受けるビジネスCIセッ ト を類似性計算の対象にする

かど うかを決定します。

インデックス処理の頻度 類似性のインデッ ク ス処理を更新する頻度を示す間隔 (秒 ) を指定

します。

デフォルト ： 300

フ ィールドによる類似性 HP Release Control が要求の比較で使用する共通の要素を選択し ま

す。 近接値計算には、 指定したすべての要素が考慮され、 最終的な

近接値は各要素の近接レベルから算出されます。
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[数値の類似性 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 変更が類似している とみなす数値の範囲を定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

しきい値 要求が類似している とみなす近接レベルの最小値を指定します。 0

よ り大き く 1以下の値を入力してください。 0は類似性がなく、 1は

完全な類似性があるこ とを示します。

変更要求の近接値がこのしきい値を超えている と、 類似している と

みなされます。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 数値フ ィールドを追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドを削除します。

フ ィールド名 システム設定で定義した必須数値フ ィールドを選択します

ゼロ距離 提案された変更のフ ィールド値を中心と した範囲を指定し、 類似性

の計算で適用します。 この範囲に含まれる場合、 関連性がある とみ

なされます。

たとえば、 計算されたリスクが数値フ ィールドであ り、 提案された

変更の計算された リ スク値が10、 ゼロ距離が5の場合、 近接レベル

がゼロ以外になるのは、 5 よ り大き く 15 よ り小さいリ スク値の変更

のみです。

UIの要素 説明
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第 12 章
社内文書の作成

本章の内容

概念

➤ 「社内文書の概要」 （335 ページ）

リファレンス

➤ 「[社内文書 ] ウ ィンド ウ」 （338 ページ）

概念

社内文書の概要 

社内文書機能を使用するこ とで、 既存のオンラインヘルプに独自のカスタマイズした文

書 (テキス ト またはURL) を追加できます。

この文書にアクセスするには、 製品の関連領域にある  [ヘルプ ] ボタン  をク リ ッ ク しま

す。 文書を表示するページへのリ ンクは、 社内文書ヘッダーの下にある製品のヘルプに

表示されます。

[管理者 ] モジュールの [社内文書 ] ウ ィンド ウで、 社内文書を作成します。 詳細について

は、 「[社内文書 ] ウ ィンド ウ」 （338ページ） を参照して ください。
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例 ：

Johnは、 組織ABCのHP Release Control管理者です。 Web管理者である Sueは、 毎週月曜

日にWebサイ トのメンテナンスを実行するこ とを Johnに伝え、 月曜日に会社のWebサイ

トへのアクセスを制限する期間カテゴ リ を HP Release Controlに作成するよ うに依頼しま

した。

JohnはWeb_blackoutと いう 期間カテゴリ を作成します。HP Release Controlユーザーが

[分析 ] モジュールの [評価 ] > [期間の競合 ] タブにアクセスする と、 スケジュールされた

変更がWeb_blackout期間と競合しているのに気付く こ とがあ り ます。 Johnは、 この期

間カテゴ リが存在する理由をユーザーに説明する必要性を感じ、 社内文書を作成するこ

とにしました。

Johnは [社内文書 ] ウ ィンド ウ  ([モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [社内文書 ]) にア

クセスして、 [製品領域 ] ウ ィンド ウから  [期間の競合 ] ウ ィンド ウを選択します。 次に必

要なフ ィールドに入力して変更を保存し、 文書を送信します。
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ユーザーが [分析 ] モジュールの [評価 ] > [期間の競合 ] タブにアクセスして、[ヘルプ ] ボ

タン をク リ ッ クする と、 新しい期間について説明する Johnの文書へのリ ンクが製品のヘ

ルプに表示されます。

リ ンクをク リ ッ クする と、 Johnが送信した内容を表示する独立したページに Johnの文書

が表示されます。 Johnは、 [社内文書 ] ウ ィンド ウのテキス ト を送信する代わりに、 社内

Webサイ トに期間に関する文書を掲載し、URLを挿入するこ と もできます。 この場合、 リ

ンクをク リ ッ クする と URLが直接開きます。
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リファレンス

[社内文書 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、既存のオンラインヘルプに独自のカスタマイズした文書 (テキス ト

またはURL) を追加します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 ➤ [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [社内文書] を選択します。

➤ 新しい ト ピッ クを追加するには、 [社内文書] ノードを選択して、

左側ウ ィ ン ド ウの [構成を構成セッ トに追加 ] ボタン  を ク

リ ッ ク します。

関連項目 「社内文書の概要」 （335ページ）

UIの要素 説明

製品領域 カスタマイズした社内文書を追加する製品の領域を選択します。

ユーザーは、 製品の関連する領域にある  [ヘルプ ] ボタン   をク

リ ッ ク して、 この文書にアクセスします (通常は [分析 ] モジュール

内のタブのいずれか )。文書を表示するページへのリ ンクは、社内文

書ヘッダーの下にある製品のヘルプに表示されます。

タイ トル [ タイ トル ] に入力するテキス トは、社内文書を開く リ ンクに表示さ

れます。 このテキス トは、 [社内文書] ページの見出し と しても表示

されます。

コンテンツ ➤ 既存ページにリ ンクする場合は、 そのページの URL を入力しま

す。 URLには、 "http://" を指定する必要があ り ます。

➤ ページを新規作成する場合、 プレーンテキス ト または HTML で

ページのコンテンツを入力します。
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第 13 章
フ ィールド と列挙設定の構成

本章の内容

概念

➤ 「フ ィールドの構成」 （340 ページ）

➤ 「列挙の概要」 （341 ページ）

リファレンス

➤ 「有効な表示形式」 （343 ページ）

➤ 「設定済み変更要求フ ィールド」 （345 ページ）

➤ 「フ ィールド と列挙設定の構成のユーザーインタフェース」 （350 ページ）
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概念

フ ィールドの構成

変更要求フ ィールドを構成するこ とによ り、 フ ィールドのデータを HP Release Control ア

プリ ケーシ ョ ンで表示するこ とができます。 管理者モジュールの [フ ィールド ] ウ ィンド

ウにある各フ ィールドのプロパティ と、 アプ リ ケーシ ョ ンでフ ィールドを表示する方法

を定義できます。 変更要求フ ィールドの構成方法の詳細は、 「[ フ ィールド ] ウ ィンド ウ」

（353ページ） を参照してください。

注： HP Release Controlに含まれる設定済み変更要求フ ィールドの一覧については、 「設定

済み変更要求フ ィールド」 （345ページ） を参照してください。

HP Release Control では、 サービスデスクアダプターを使用して、 変更要求をサービスデ

スクから取得し、 要求発生元のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの形式から汎用形式へ

と変換します。元のサービスデスクから HP Release Controlフ ィールドへのマッピングは、

サービスデスクアダプターに含まれる変換スク リプ トで行います。 詳細については、 「変

換スク リプ トの記述」 （433ページ） を参照してください。
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列挙の概要

HP Release Controlには、 デフォル トのアプ リ ケーシ ョ ン表示マッピングスキーマが付属

します。 こ こには、 列挙フ ィールド と列挙エン ト リの表示順序が定義されています。

HP Release Controlが各列挙フ ィールドを表示する方法とデフォル トの表示順序は、 変更

するこ とができます。

例 ：

[変更要求 ] ウィ ンド ウの [優先度 ] 列で表示する優先度レベルは、 次のよ う に定義でき

ます。

この例では、 この列の優先度レベルを昇順にソート します。

➤ 優先度が低い変更要求はすべて最初のグループに表示されます。

➤ 優先度が普通の変更要求はすべて 2番目のグループに表示されます。

➤ 優先度が高い変更要求はすべて 3番目のグループに表示されます。

低い 1

普通 2

高い 3

即時 4
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➤ 優先度が即時の変更要求はすべて 4番目のグループに表示されます。

HP Release Controlにおいて、 各列挙フ ィールドを表示する方法とデフォルトの表示順序

を変更する方法の詳細は、 「[列挙 ] ウ ィンド ウ」 （351ページ） を参照してください。

注意： 列挙設定を変更した場合、この列挙設定を参照するすべての変換スク リプ ト も、そ

れに応じて変更する必要があ り ます。 変換スク リプ トでの列挙設定の参照の詳細につい

ては、 「変換スク リプ トの記述」 （433ページ） を参照してください。 HP Release Controlア

プ リ ケーシ ョ ンで列挙設定の表示方法を変更した場合、 変換スク リプ ト を変更する必要

はあ り ません。
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リファレンス

有効な表示形式

[ フ ィールド ] ウ ィンド ウにはさまざまなオプシ ョ ンがあ り、 特定のフ ィールドの表示形

式を定義します。 表示タイプごとに、 異なる表示形式が適用されます。 次の表では、 有

効な表示形式を表示タイプごとにま とめています。

注 ： ブーリアンまたは長いテキス トの表示タイプについては、 表示形式を定義するこ と

はできません。

表示タイプ 表示形式

短いテキスト 表示タイプと して [短いテキスト ] を選択した場合、定義済みフ ィー

ルドの名前をパラ メーターで指定できます。フ ィールドを2つのパー

セン ト記号で囲んでください。

たとえば、Please contact %%contact-person%% という表示形式

を定義する と、 %%contact-person%% パラ メーターは、 要求の連

絡先窓口の名前 (contact-personフ ィールドから取得 ) を返します。

形式ボッ クスに何も指定しないと、 フ ィールドの値がそのまま表示

されます。
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日付 表示タイプと して [日付 ] を選択した場合、 次の文字を含む文字パ

ターンを使用して、 日付の表示方法を指定できます。

➤ Y。 年

➤ M。 月

➤ D。 月の日付

➤ E。 週の曜日

➤ A。 AM/PMの指定

➤ J。 時間帯 (0 ～ 23)

➤ H。 時間帯 (1 ～ 24)

➤ K。 AM/PM形式での時間 (0-11)

➤ L。 AM/PM形式での時間 (1-12)

➤ N。 分

➤ S。 秒

た と えば、 Sat 04 Mar 2006 09:43AM と表示するには、 次の日付

フォーマッ ト を使用します。

EEE DD MMM YYYY LL:NNA

リンク 表示タイプと して [ リンク ] を選択した場合、URLを含むフ ィールド

の名前を指定します。 フ ィールドの名前を含むパラ メーターと して

フ ィールドを入力するには、 フ ィールドの前後を 2つのパーセン ト

記号で囲んでください (%%field_name%%)。

この形式を指定する と、 最新のフ ィールドの値が表示され (URL を

含むフ ィールドではあ り ません )、 この値のヒ ン ト と して URLが表

示されます。 フ ィールドをク リ ッ クする と、 URLに移動します。

表示タイプ 表示形式
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設定済み変更要求フ ィールド

HP Release Controlでは、 設定済み変更要求フ ィールドのデフォルト セッ トが提供されて

います。 このセッ トには、事前定義フ ィールド とカスタムフ ィールドの2 タイプが含まれ

ます。 フィ ールド のデータ は、 サービスデスク または HP Release Controlから取得でき

ます。

本項の内容

➤ 「事前定義フ ィールド」 （345ページ）

➤ 「カスタムフ ィールド」 （348ページ）

事前定義フ ィールド

事前定義フ ィールドは、ITIL標準に基づいて定義された編集不可のフ ィールドであ り、ほ

とんどのサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで共通です。 HP Release Controlでは、 次の事

前定義フ ィールドが提供されています。

名前 説明

actionitems-assignee アクシ ョ ンアイテムが割り当てられるユーザー。

actionitems-creator アクシ ョ ンアイテムを作成したユーザー。

actionitems-deadline 作成者がアクシ ョ ンアイテムの必須の完了期限と して設定し

た日。

actionitems-modified アクシ ョ ンアイテムが最後に変更された日付 (曜日と時間を

含む )。

actionitems- pending アクシ ョ ンが実行待ちになっているユーザー。

actionitems- priority 変更要求の優先レベル。

actionitems- status  変更要求のステータス。

actual-end-time 実際の変更作業の完了日時。

actual-start-time 実際の変更作業の開始日時。

approved-groups 変更要求をすでに承認したユーザーグループの一覧。
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approvals-required 現在保留中の一覧に含まれるユーザーグループが承認または

却下しないと、変更を承認できないユーザーグループの一覧。

calculated-risk 変更要求で計算された リ スクの値。

calculated-risk-severity このフ ィールドは、 calculated-risk フ ィールドの値に基づい

て、 低い、 普通、 高いの列挙値にマッピングします。

collision-severity 変更要求について評価される衝突の重大度。

contact-email 変更要求の作成者と して指定されている連絡先窓口の電子

メール。

contact-location 変更要求の作成者と して指定されている連絡先窓口の場所。

contact-person 変更要求の作成者と して指定されている連絡先窓口の名前。

contact-phone 変更要求の作成者と し て指定さ れている 連絡先窓口の電話

番号。

creating-service-desk この変更要求が作成されたサービスデスク。

creation-time この変更要求が作成された日時。

current-pending-groups 現在も承認が求められているユーザーグループの一覧。

description 変更要求の説明。

down-end-time 変更の実施中に発生したダウンタイムの終了日時。

down-start-time 変更の実施中に発生したダウンタイムの開始日時。

ignore-detection 検出段階において、 HP Release Controlが変更要求の検出を試

行するか省略するかを指定します。

impact-severity 変更要求について評価されるインパク トの重大度。

名前 説明
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implementation-outcome 変更実施のレポート 。 実施担当者がこ のレポート を送信し

ます。

implementors 変更実施を担当するユーザーの一覧。

internal-id HP Release Controlが内部的に使用する ID値。

is-abnormal 実施した期間または実施すべき期間とい う点で、 変更要求を

普通である とみなすかど うかを判定します。

last-impact-time 変更要求のインパク ト を最後に計算した日時。

last-update-time 変更要求を最後に更新した日時。

number-of-comments 変更要求について作成したコ メン トの数。

origin-url サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの元の変更要求をポイン ト

する URLアドレス。

planned-end-time 変更作業の計画終了日時。

planned-start-time 変更作業の計画開始日時。

priority 要求を作成したユーザーが要求に割り当てた優先度。

request-end-date 要求を実施する最終期限。

request-id サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで作成された ID値。

review-comments 変更要求に関する コ メ ント 。 実施後レビュ ー中に送信さ れ

ます。

review-customer-satisfaction 変更要求に関する顧客 (要求チケッ ト を生成した人 ) の満足

度。 実施後レビュー中に送信されます。

review-outcome 変更要求の結果。 実施後レビュー中に送信されます。

名前 説明
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カスタムフ ィールド

カスタムフ ィールドは編集可能なフ ィールドであ り、 HP Release Control分析機能を最適

化するために使用するこ とが推奨されています。 HP Release Controlでは、 次のカスタム

フ ィールドが提供されています。

review-planning-satisfaction 変更要求に関する計画満足度のレベル。 実施後レビュー中に

送信されます。

review-time 変更要求をレビューした日時 (実施後レビュー )。

source-itil-entity この変更要求の作成元となった ITIL エンティテ ィ  ( インシデ

ン ト、 問題、 要件 )。

status 変更要求の現在のステータス。

summary 変更要求の簡単なサマ リ。

ticket-level 変更要求の階層レベル。 この情報は、 サービスデスクから取

得されます。

user-estimated-risk 作成ユーザーによって評価される変更要求のリ スクレベル。

名前 説明

カテゴリ 変更要求のタイプを説明するカテゴ リ。

changed-ci-list CI名ごとに格納される計画済み変更の一部である CI一覧。 変

更を作成したユーザーが送信します。

changed-ci-id-list HP Universal CMDB ID ごとに格納される計画済み変更の一部

である CI一覧。 変更を作成したユーザーが送信します。

departments-involved 変更実施担当者の関連部署の数。

emergency 変更要求が緊急変更手順に従って処理されているこ とを示し

ます。

名前 説明
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implementor-experience 変更に関連する作業についての実施担当者の経験レベル。

involved-users 変更に関連するビジネス CIを使用するユーザーの数。

initiated-by 要求の開始者 (1番目のレベルの変更要求のみ)。

is-backout-possible 有効な切り戻し計画があるかど うかを示します。

is-outage-planned 変更の一部と し て、 停止が計画さ れている かどう かを示し

ます。

is-sox-app-involved 変更にSOXアプリ ケーシ ョ ンが関連しているかど うかを示し

ます。

is-tested 変更がテス ト環境でテス ト済みかど うかを示します。

new-deployment 変更が、 新規ハード ウェア、 主要機能、 ビジネス CIの導入か

ど うかを示します。

opened-by 要求の開始者 (2番目のレベルの変更要求のみ)。

past-experience 過去に実施した類似の変更の成功率。

recent-incidents 変更に関連するビジネス CIに、 最近 2週間に大きなインシデ

ン トがあったかど うかを示します。

scheduled-downtime-end 変更作業の計画されたダウンタイム終了日時。

scheduled-downtime-start 変更作業の計画されたダウンタイム開始日時。

subcategory [ カテゴリ ] フ ィールドの詳細を指定し、 変更要求のタイプを

詳し く記述します。

site-location 変更が行われるサイ トの場所。 衝突計算で使用できます。

sla-status 変更に関連するビジネスCIのSLAが違反間近かど うかを示し

ます。

名前 説明
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フ ィールド と列挙設定の構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[列挙 ] ウ ィンド ウ」 （351ページ）

 ➤ 「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」 （353ページ）

technology-experience 変更に関連する技術を組織が導入して以来、経過した時間 (四

半期単位)。

urgency 要求開始者によって要求に割り当てられた緊急度。

vip-users 変更に関連するビジネス CI を使用している VIP ユーザーが存

在するかど うかを示します。

名前 説明
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[列挙 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Control で使用するフ ィールドの列挙値と、 列挙エン ト

リ をド ロ ップダウン リ ス トで表示する順序を定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [列挙 ] をク リ ッ ク

します。

重要な情報 列挙設定を変更した場合、 この列挙設定を参照するすべての変換ス

ク リプ ト も、 それに応じて変更する必要があ り ます。 変換スク リプ

トでの列挙設定の参照の詳細については、 「変換スク リプ トの記述」

（433 ページ） を参照して く ださい。 HP Release Control アプ リ ケー

シ ョ ンで列挙設定の表示方法を変更した場合、 変換スク リプ ト を変

更する必要はあ り ません。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「列挙の概要」 （341ページ）

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 選択したフ ィールドの列挙エン ト リ を追

加できます。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドの列挙エン ト リ を

削除できます。

デフォルトエン ト リ名 デフォルトの初期値。

名前 選択したフ ィールドの列挙エン ト リの名前。

不明エン ト リ名 ステータスが不明の場合に入力される値。

値 HP Release Controlで列挙エン ト リ を表示する と きの順序を決定する

数値。
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[列挙 ] ウ ィンド ウを以下に説明します。

UIの要素 説明

ActionItemPriority [Add/Edit Action ( アクシ ョ ンの追加 /編集 )] ダイアログボッ クスで、

アクシ ョ ンアイテムを作成したユーザーが要求に割り当てた優先度。

詳細については、 「[ アクシ ョ ン  アイテムの追加 ]/[ アクシ ョ ン アイ

テムの編集] ダイアログボッ クス」（73ページ）を参照して ください。

ChangeType 変更のタイプ。詳細については、 「[CI タイプに一致する変更タイプ ]

ウ ィ ンド ウ」 （422ページ） を参照して ください。

CustomerSatisfaction 変更要求に関する顧客 (要求チケッ ト を生成した人 ) の満足度。詳細

については、 「[実施後レビュー ] ダイアログボッ クス」 （139ページ）

を参照してください。

EstimatedRisk 作成ユーザーによって評価される変更要求のリ スクレベル。 詳細に

ついては、 「[プレビュー ] > [詳細 ] タブ」 （142ページ） を参照して

ください。

Implementing

Outcome
実施担当者が評価した実施結果のレベル。 詳細については、 「[作業

完了のレポート ] ダイアログボッ クス」 （224ページ） を参照して く

ださい。

Level 各分析ルールを適用するレベル (変更またはタスク )。

Opinion 変更要求に関してディ スカッシ ョ ン開始者が投票した投稿。 詳細に

ついては、「[新規ディ スカッシ ョ ン スレッ ド ] ダイアログボッ クス」

（138ページ） を参照して ください。

Outcome ディレク ターモジュールにおいて、 実際の終了作業ステータスを更

新する際に [結果 ] ボッ クスで選択できる結果オプシ ョ ン。詳細につ

いては、 「[作業情報 ] ダイアログボッ クス」 （199ページ） を参照し

て ください。

PlanningSatisfaction ド ロ ップダウン リ ス トから選択可能な、 変更要求の計画満足度のレ

ベル (「[実施後レビュー] ダイアログボッ クス」（139ページ）を参照) 。

Priority アク ショ ンアイ テムまたは変更要求の HP Release Control優先度レ

ベル。

Severity 衝突の重大度レベル。 詳細については、 「[評価] > [衝突 ] タブ」 （83

ページ） を参照して ください。
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[ フ ィールド ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンで表示したいデータの変更要

求フ ィールドを構成します。

[利用できるフ ィールド ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウには、 すべての変更要求フ ィールドが一覧表示されます。 このウ ィ ン ド

ウでフ ィールドを選択する と、 [ フ ィールドの属性 ] ウ ィンド ウで変更できます。 フ ィル

ター処理を行うために、 フ ィールドはデフォル ト  カテゴ リ  ( アクシ ョ ンアイテム、 分析

データ、 一般、 各種、 レビュー、 日時 ) に分類されています。 フ ィルター可能と して定義

されたフ ィールドは、 この [利用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウで定義したカテゴ リに基

づいて、 [ 作業フィ ルター / 変更要求フィ ルタ ー ] ダイ アロ グボッ ク ス  ( 「[作業フ ィル

ター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165ページ） を参照 ) に表示されま

す。 フ ィールドを新規作成または既存のカスタムフ ィールドを変更する際に、 新しいカ

テゴ リ を作成するこ とができます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

Status 変更要求のステータス。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [ フ ィールド ] を選

択します。

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明

フ ィールドの追加。 フ ィールドを新規作成します。 フ ィールドの構

成は、 [フ ィールドの属性 ] ウ ィンド ウで行います。

UIの要素 説明
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フ ィールドの削除。 既存のフ ィールドを削除します。

➤ HP Release Controlで提供されている、またはユーザーが手作業で

追加したカスタムフ ィールド  を削除します。 ただし、 リ ス

ク 因子または期間の定義で使用中のフィ ールド は削除でき ま

せん。

➤ 事前定義フ ィールド  は削除できません。 これは、 HP Release 

Controlアプリ ケーシ ョ ンを正常稼働するために必ず必要になる

フ ィールドです。

注 ： 新しい構成セッ ト を作成し、 保存が完了するまで、 フ ィールド

は削除されません。 構成セッ トの作成方法については、 「[構成 ] タ

ブ」 （280ページ） を参照してください。 フ ィールド設定を保存する

前であれば、 [利用できるフ ィールド ] ウ ィ ンド ウの [変更を更新し

て元に戻す ] ボタンをク リ ッ クする と、 削除を取り消すこ とができ

ます。 これによ り、フ ィールドは最後に保存された設定に戻り ます。

注意 ： 変更要求フ ィールドを削除する と、 そのフ ィールドに関連す

るデータもすべて削除されます。

クイッ クフィ ルター表示の管理。分析モジュールの [フィルター] ウ ィ

ンドウに表示されるフィールドを定義します。 [ クイッ ク  フィルター

表示] ダイアログボッ クスが開きます。詳細については、 「[ ク イ ッ ク

フ ィルター表示 ] ウ ィンド ウ」 （33ページ） を参照してください。

[ フ ィルター ] ウ ィ ン ド ウについては、 「[ フ ィルター ] ウ ィ ン ド ウ」

（183ページ） を参照して ください。

UIの要素 説明
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[ フ ィールドの属性 - フ ィールド定義 ] タブ

このウ ィンド ウでは、 フ ィールドの基本プロパティを定義または変更します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

<利用できるフィ ールド > このウ ィ ン ド ウでは、 次の 2つのタイプの変更要求フ ィールドが表

示されます。

➤ 事前定義フ ィールド。事前定義フ ィールドは、 ITIL標準に基

づいて定義されたフ ィールドであ り、ほとんどのサービスデスク

アプ リ ケーシ ョ ンで共通です。 一部の事前定義フ ィールドは、

HP Release Control アプ リ ケーシ ョ ンが正常稼働するために不可

欠な役割を果たすため、このよ うなフ ィールドの削除や基本プロ

パティを変更するこ とはできません。ただし、アプリ ケーシ ョ ン

での表示方法をカスタマイズするこ とは可能です。

➤ カスタムフ ィールド。HP Release Control分析機能の最適化を

目的にしたフ ィールドや、ユーザーが新し く追加したフ ィールド

です。 カスタムフ ィールドは、 変更や削除が可能です。

注 ： フ ィールドのデータは、 サービスデス ク またはHP Release

Controlから取得できます。

重要な情報 既存のフ ィールドの名前またはタイプは変更できません。 ただし、

既存のフ ィールドを削除してから、 設定を保存し、 同じプロパティ

を指定した新規フ ィールドを別名で作成しなおすこ とは可能です。

UIの要素 説明

カテゴリ カスタマイズフ ィールドの分類先となるフ ィルターカテゴ リ。 新し

いカテゴ リ を作成するには、 [ カテゴリ ] ボッ クスに一意のカテゴ リ

名を入力します。 カテゴ リ名は、 大文字と小文字を区別しません。

新し く作成したカテゴ リは、 [利用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウに

追加されます。

注 ： カスタマイズフ ィールドは、 ビジネスまたは結合フ ィルターの

フ ィルターカテゴ リに分類できません。

UIの要素 説明
355



第 13 章 「フ ィールド と列挙設定の構成」
説明 フ ィールドの用途を示す、 管理者向けの簡単な説明。 フ ィールドの

説明は、 アプ リ ケーシ ョ ン内では表示されません。

フ ィルター可能 フ ィルター条件の 1つと してフ ィールドを使用するかど うかを示し

ます。 [ フ ィルターのレイアウト ] タブでは、 [フ ィルター ] ダイアロ

グボッ クスでフ ィルターを表示する方法を定義します。

ラベル フ ィールドの表示場所で示すテキス ト。 デフォルトでは、 こ こで指

定したテキス トが、 [一覧のレイアウ ト ] タブの [ヘッダー ] ボッ ク

ス、 [詳細のレイアウ ト ] タブの [ ラベル ] ボッ クス、 [ フ ィルターの

レイアウ ト ] タブの [ ラベル ] ボッ クスで表示されます。 上記のボッ

クスの値は、 変更可能です。

一覧可能 選択したフ ィールドのタイプが、 分析モジュールの一覧表示で表示

可能なタイプかど うかを示します。

注 ： このチェッ クボッ クスは変更できません。

名前 構成上のさ まざまな用途にフ ィールド を定義する際に使用する名

前。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ンで表示される名前ではあ り ません。

カスタムフ ィールドを定義する際には、 名前は一意で、

[a-zA-Z][a-zA-Z0-9-]* とい う形式で指定する必要があ り ます。 名前

は、 大文字と小文字を区別しません。

新しいフ ィールドを保存した後は、 そのフ ィールドの名前は変更で

きません。

注 ： カスタマイズフ ィールド  ( タ イプが長いテキス トのフ ィールド

を除く ) を定義する と、 新しい列がHP Release Controlデータベース

に追加されます。 タ イプが長いテキス トのフ ィールドに含まれる

データは、 別のテーブルに格納されます。

サンプルの値 HP Release Controlは、 サンプルの値を使って、 [プレビュー ] ウ ィン

ド ウの [一覧 ] タブまたは [詳細 ] タブで、 フ ィールドのプレビュー

表示を行います。

注 ： フ ィールドをプレビューできるのは、 分析モジュールの一覧表

示または [プレビュー > 詳細] タブ ([一覧のレイアウ ト ] タブまたは

[詳細のレイアウ ト ] タブ ) にフ ィールドを表示するよ うに構成して

いる場合のみです。

UIの要素 説明
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ソート可能 選択したフ ィールドに基づいて、 HP Release Controlでソートが可能

かど うかを示します。

ソート可能に設定できるのは、 分析モジュールの一覧表示で表示可

能なフ ィールドのみです。一覧表示できないフ ィールドについては、

[ ソート可能 ] オプシ ョ ンは無効になり ます。

タイプ フ ィールドの値タイプ。 以下のタイプを指定できます。

➤ 短いテキスト 。 要求フィ ールド の値は、 単純なテキスト 文字列

です。

注：カスタムフ ィールドの文字列の最大長は、使用言語によって

異な り ます。 たとえば英語の場合、 最大長は 2000文字です。 ア

ジア言語は、 500文字です。

➤ 長いテキスト。要求フ ィールドの値は、文字数制限なしの単純な

テキス ト文字列です。

注： このタイプのフ ィールドは、一覧表示で表示できません。 ま

た、 こ のフィ ールド に基づいてソ ート またはフィ ルターできま

せん。

➤ ブーリアン。 要求フ ィールドの値はブーリ アン (true/false、 はい /

いいえ、 1/0) です。

➤ 日付。 値は日付と して表示されます。

➤ 数値。 要求フ ィールドの値は数字列です。

値の区切り文字 文字列に複数の値が含まれている場合など、 フ ィルターがフ ィール

ドに含まれる値を個別の値と して識別できるよ うにします。

次の例では、 「,」 ( カンマ ) を区切り文字と して使用し、 文字列の値

を区切っています。

Finance,IT,Application

注 ： このフ ィールド を使用でき るのは、 タ イプが短いテキス ト の

フ ィールドのみです。

UIの要素 説明
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[ フ ィールドの属性 - 一覧のレイアウト ] タブ

[フ ィールドの定義 ] で [一覧可能 ] チェッ クボッ クスをオンにした場合、 このウ ィンド ウ

では、 分析モジュールの一覧表示でフ ィールドを表示する方法を定義できます。 詳細に

ついては、 「[変更要求 ] - 一覧表示」 （118ページ） を参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

ヘッダー 変更要求のフィ ールド 値を表示する列のヘッ ダーに表示する テキ

スト 。

ヘッダーヒン ト カーソルを列ヘッダーの上に置いたままにする と現れる ヒ ン トのテ

キス ト。

指定しないと、 ヘッダー名がヒン ト と して表示されます。

サイズ変更可能 列の幅が調整可能かど うかを示します。 列のサイズ変更に関する詳

細は、 [<下のウ ィンド ウ > - 一覧 ] タブを参照してください。

一覧表示で表示 フ ィールドが、 分析モジュールの一覧表示で表示可能かど うかを示

します。

注： [一覧表示で表示] を選択する と、 [<下のウ ィンド ウ > - 一覧 ] タ

ブに、 一覧表示でのフ ィールドのプレビューが表示されます。 サン

プル値が表示される方法を見るには、 [ フ ィールド定義 ] タブの [サ

ンプルの値 ] ボッ クスにサンプル値を入力します。

ヒン トの表示形式 カーソルをフ ィールド値の上に置いたままにする と現れる ヒ ン トの

テキス ト と形式。

各値タイプで有効な形式については、 「有効な表示形式」 （343ペー

ジ） を参照して ください。
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ヒン トの表示タイプ 選択したフ ィールドを説明する ヒン トの表示タイプ。 使用可能な表

示オプシ ョ ンは、 [フ ィールド定義 ] タブに定義したフ ィールド タイ

プに依存します。 以下の表示タイプが使用できます。

➤ 短いテキスト。 値は単純なテキス ト と して表示されます。

➤ 日付。 値は日付と して表示されます。

ヒ ン トの値を使用するこ とによって、 一覧表示で表示する情報を別

の方法で説明するこ とができます。

以下で説明する  [ ヒン トの表示形式 ] ボッ クスでは、ヒ ン トの表示タ

イプをカスタマイズできます。

値の表示形式 フ ィールドが表示される形式。 各値の表示タイプの有効な形式につ

いては、 「有効な表示形式」 （343ページ） を参照して ください。

注 ： ブーリ アンの表示タイプについては、 値の表示形式を定義する

こ とはできません。

値の表示タイプ 一覧表示で値を表示する と きの表示タ イプ。 使用可能な表示オプ

シ ョ ンは、 [フ ィールド定義 ] タブに定義したフ ィールド タイプに依

存します。 以下の表示タイプが使用できます。

➤ 短いテキスト。 値は単純なテキス ト と して表示されます。

➤ ブーリアン。 値がチェッ クボッ クス と して表示されます (true/

false、 はい /いいえ、 1/0をサポート します )。

➤ 日付。 値は日付と して表示されます。

[値の表示形式 ] ボッ ク スに値が表示さ れる方法をカスタマイ ズし

ます。

UIの要素 説明
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[ フ ィールドの属性 - 詳細のレイアウト ] タブ

分析モジュールの [プレビュー > 詳細 ] タブでフ ィールドを表示する方法を定義します。

詳細については、 「[プレビュー ] > [詳細 ] タブ」 （142ページ） を参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

ラベル [プレビュー > 詳細] タブで、 フ ィールド値の前にラベルと して表示

するテキス ト。

[詳細] タブに表示 フ ィールドを、分析モジュールの [プレビュー > 詳細 ] タブで表示す

るかど うかを示します。

注： [[詳細 ] タブに表示 ] を選択する と、 [プレビュー ] ウ ィンド ウで

は、 [プレビュー > 詳細 ] タブでのフ ィールドがプレビュー表示され

ます。 サンプル値が表示される方法を見るには、 [ フ ィールド定義 ]

タブの [サンプルの値] ボッ クスにサンプル値を入力します。

ヒン ト カーソ ルをラ ベルの上に置いたままにする と 現れる ヒ ント のテキ

スト 。

値の表示形式 フ ィールドが表示される形式。 各値の表示タイプの有効な形式につ

いては、 「有効な表示形式」 （343ページ） を参照してください。

注 ： ブーリ アンまたは長いテキス トの表示タイプについては、 値の

表示形式を定義するこ とはできません。
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[ フ ィールドの属性 - フ ィルターのレイアウト ] タブ

[フ ィールドの定義] タブの [ フ ィルター可能 ] チェッ クボッ クスをオンにした場合、 この

ウ ィンド ウでは、 「[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165

ページ） でのフ ィールドの表示方法を定義できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

値の表示タイプ [プレビュー > 詳細] タブでの、 フ ィールド値の表示タイプ。 使用可

能な表示オプシ ョ ンは、 [フ ィールド定義 ] タブに定義したフ ィール

ド タイプに依存します。 以下の表示タイプが使用できます。

➤ 短いテキスト。 値は、 ラベルの横に、 単純なテキス ト と して表示

されます。

➤ 長いテキスト。 値は、 ラベルの下に、 単純なテキス ト と して表示

されます。 必要に応じて、 テキス トは折り返します。

➤ ブーリアン。 値がチェッ クボッ クス と して表示されます (true/

false、 はい /いいえ、 1/0をサポート します )。

➤ 日付。 値は日付と して表示されます。

➤ リンク。 現在のフ ィールドの値はリ ンク と して表示されます。 リ

ンクは、 URLを含む別のフ ィールドへと移動します。

[値の表示形式 ] ボッ ク スに値が表示さ れる方法をカスタマイ ズし

ます。

UIの要素 説明

フ ィルター値の追加。 ド ロ ップダウン リ ス ト ボッ ク スに含める値

と、 値の表示方法を定義します。

注 ： このボタンを使用できるのは、 [単一選択 ]、 [複数選択 ]、 [編集

できる選択 ] のいずれかを  [値の表示タイプ ] 一覧から選択してか

ら、 [可能な値の定義] オプシ ョ ンを選択した場合のみです。

フ ィルター値の削除。 既存のフ ィルター値を削除します。

UIの要素 説明
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上に移動と下に移動。 フ ィルター値がド ロ ップダウン リ ス ト ボッ ク

スで表示される順序を変更します。

可能な値の定義 ド ロ ップダウン リ ス ト ボッ クスに含める値と、 値の表示方法を定義

します。

このオプシ ョ ンを選択する と、 ド ロ ップダウン リ ス トに含めるフ ィ

ルター値オプシ ョ ンを定義する必要があ り ます。値を定義するには、

[ フ ィルター値の追加 ] ボタンをク リ ッ ク して ください。

注 ： このオプシ ョ ンは、 値の表示タイプ一覧から単一選択、 複数選

択、編集できる選択のいずれかを選択したと きにのみ使用できます。

表示 値の表示ラベルを入力します。

既存の値の取得 ド ロ ップダウン リ ス トに表示する値を、 データベースから直接取得

するよ うにHP Release Controlに指示します。

注 ： このオプシ ョ ンは、 値の表示タイプ一覧から単一選択、 複数選

択、編集できる選択のいずれかを選択したと きにのみ使用できます。

ラベル [ 作業フ ィルター / 変更要求フ ィルター ] ダイアログボッ ク スで、

フ ィールド値の前にラベルと して表示するテキス ト。 詳細について

は、「[作業フ ィルター]/[変更要求フ ィルター] ダイアログ ボッ クス」

（165ページ） を参照して ください。

分析フ ィルターに表示 フ ィールドを、 分析モジュールフ ィルター条件の 1つと して表示す

るかど うかを示します。

ディ レクターフ ィルター

に表示

フ ィールドを、 ディ レク ターモジュールフ ィルター条件の 1つと し

て表示するかど うかを示します。

ヒン ト カーソ ルをラ ベルの上に置いたままにする と 現れる ヒ ント のテキ

スト 。

値 オプシ ョ ンの必要な値を入力します。

UIの要素 説明
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値の表示タイプ 選択したフ ィールドをフ ィルターと して使用する際の動作を指定し

ます。 使用可能な表示オプシ ョ ンは、 [フ ィールド定義 ] タブに定義

し たフィ ールド タ イ プに依存し ます。 次のオプショ ンを指定でき

ます。

➤ 数値。 特定の数値に基づいてフ ィルター処理します。

➤ 数値範囲。 数値の範囲に基づいてフ ィルター処理します。 このオ

プシ ョ ンを選択する と、[値の表示タイプ ] 一覧の下にあるボッ ク

スに、 範囲を入力する必要があ り ます。

➤ 日付。 日付に基づいてフ ィルター処理します。 このオプシ ョ ンを

使用できるのは、 分析モジュールのみです。

➤ ブーリアン。 ブーリ アン値に基づいてフ ィルター処理します。[値

の表示タ イプ ] 一覧の下にあ る  ['True' ラベル ] ボ ッ ク ス と

['False' ラベル ] ボッ クスで、 各ブーリ アン値にラベルを割り当

てます。 このラベルは、 [ フ ィルター ] ダイアログボッ クスで表

示されます。

➤ 短いテキスト。 フ ィルター値に一致する文字列を入力します。 ア

スタ リ スク  (*) は、複数の値を持つ文字列に相当します。 (たとえ

ば、Da* という文字列は、David と Dannyのいずれにも一致します)。

➤ 単一選択。 ユーザーは、 ド ロ ップダウン リ ス ト ボッ クスからフ ィ

ルター値オプシ ョ ンを 1つのみ選択できます。

➤ 複数選択。ユーザーは、 ド ロ ップダウン リ ス ト ボッ クスからフ ィ

ルター値オプシ ョ ンを複数選択できます。

➤ 編集できる選択。 ユーザーは、 ド ロ ップダウン リ ス ト ボッ クスか

らフ ィルター値オプシ ョ ンを選択するか、フ ィルター値に一致す

る文字列を入力できます。

UIの要素 説明
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[ フ ィールドの属性 - CI 分析ルール ] タブ

このタブでは、変更要求フ ィールドに分析ルールを適用します。HP Release Controlは、 こ

のルールに基づいて、 フ ィールドのテキス トに含まれる CIの場所と形式を識別します。

選択した各分析ルールに対し、 ルールの適用先レベル ([変更 ] または [ タスク ]) を選択し

ます。

重要な情報 ➤ [短いテキスト ] または [長いテキスト ] 形式の変更要求フ ィール

ドに分析ルールを適用できます。 CI を含む変更要求フ ィールド

のみに分析ルールを適用し、テキス ト コ メン ト を追加しないこ と

を推奨します。

➤ 選択したフ ィールドを含む要求すべてに分析ルールを適用した

い場合は、[変更] と  [ タスク ] の両方を選択するこ とができます。

➤ 無効のフ ィールドが存在する場合、[利用できるフ ィールド ] ウ ィ

ンド ウで、無効なフィ ールド の横に  アイコンが表示されます。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

<CI分析ルール> 利用できる分析ルールの一覧。 デフォルトで、 次の分析ルールが利

用できます。

➤ cmdb-object-id。 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンがCMDB

サーバーと同期している場合にのみ使用できる、 定義済みの内

蔵分析ルール。

このルールは、HP Universal CMDB構成アイテム IDを使用してCI

を検索します。

➤ mam-ticket。 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンがCMDBサー

バーと同期している場合にのみ使用できる、 定義済みの内蔵分

析ルール。

このルールは、 変更要求IDを使用してCIを検索します。

➤ host。 選択したフ ィールド内のホス ト を識別します。

➤ ip。 選択したフ ィールド内の IPアドレスを識別します。

➤ ip-range。 定義した IPアドレスの範囲から、選択したフ ィールド

内の IPアドレスを識別します。

デフォルトでは、 host、 ip、 ip-rangeのCITに対して分析ルールを

定義します。 また、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンがCMDBサー

バーと同期している場合に使用できる、 2つの定義済みの内蔵分析

ルールがあ り ます。

➤ cmdb-object-id分析ルールは、HP Universal CMDB CIのIDを使用

してCIを検索します。

➤ mam-ticket分析ルールは、変更要求 IDを使用し て CIを検索し

ます。

分析ルールは、 編集または削除できません。

注： [CI 分析ルール ] タブには、[CI 分析ルール ] ウ ィンド ウで指定さ

れた分析ルールがすべて表示されます ([管理者] > [構成 ] タブ > [変

更プロセス ] > [ インパク ト分析ルール ] > [CI 分析ルール ] ウ ィンド

ウをク リ ッ ク )。[CI分析ルール ] ウ ィ ンド ウ  ( 「[ インパク ト分析ルー

ル ] ウ ィンド ウ」 （319ページ） を参照して ください。 ) にルールを追

加する と、 [CI分析ルール ] タブの末尾にルールが表示されます。

変更 分析ルールがフ ィールドに適用されるのは、 そのフ ィールドが最上

位の要求に含まれる場合のみです。
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[<下のウィンドウ> - 一覧 ] タブ

このタブでは、 分析モジュールの一覧表示のレイアウ ト をカスタマイズします。 このタ

ブには、 [一覧のレイアウ ト ] タブで [一覧表示で表示 ] オプシ ョ ンを選択したフ ィールド

が含まれます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

説明 分析ルールの動作の説明。

名前 分析ルールの名前。

タスク 分析ルールがフ ィールドに適用されるのは、 そのフ ィールドが第 2

レベルの要求に含まれる場合のみです。

UIの要素 説明

列の表示順序を指定します。 列ヘッダーを選択し、 [列を右に移動 ] ボ

タンまたは [列を左に移動 ] ボタンをク リ ッ クする と、 列を左右に移動

できます。

<列幅の調整> 列の幅を調整します。列の境界にカーソルを置き、カーソルがサイズ変

更ポインターに変わったら、 境界をド ラ ッグして幅を調整します。

注：列の幅を調整できるのは、 [一覧のレイアウ ト ] タブで [サイズ変更

可能] を選択した場合のみです。

<特定の列に基づいて

一覧表をソート >

特定の列に基づいて一覧表をソートできます。列ヘッダーを 2回ク リ ッ

ク して ください。 列ヘッダーの横に矢印が表示され、 その列で一覧が

ソート されるこ とを示します。 列ヘッダーをも う一度ク リ ッ クする と、

ソート順を変更できます。 矢印が逆向きにな り ます。

注： ソートする列を選択できるのは、 [フ ィールド定義 ] タブで [ ソート

可能] を選択した場合のみです。

UIの要素 説明
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[<下のウィンドウ> - 詳細 ] タブ

このタブでは、 分析モジュールの [プレビュー ] > [詳細 ] タブのレイアウ ト をカスタマイ

ズします。 このタブには、 [詳細のレイアウ ト ] タブで [[詳細 ] タブに表示] オプシ ョ ンを

選択したフ ィールドが含まれます。 列の追加や削除に加えて、 選択したフ ィールドを別

の列に移動するこ と もできます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

列の追加。分析モジュールの [プレビュー > 詳細 ] タブで表示するた

めに、 空の列を追加します。

列の削除。 列を削除します。

注 ： 列を削除するには、 フ ィールドではなく列内をク リ ッ ク し、 列

全体をハイライ ト表示にして列を選択します。 この列に含まれてい

たフ ィールドは、 別の列に移動します。

右に移動または左に移動。 フ ィールドを選択し、 [右に移動 ] ボタン

または [左に移動 ] ボタンをク リ ッ クする と、フ ィールドを別の列に

移動できます。

上に移動または下に移動。 フ ィールドを選択し、 [上に移動 ] ボタン

または [下に移動 ] ボタンをク リ ッ クする と、列内でフ ィールドを上

下に移動できます。
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概念

HP Universal CMDB関連設定の構成の概要

HP Universal CMDB は、 CI、 CIT、 その関係が格納されたデータベースです。 HP Release

Controlは、 さまざまな方法でHP Universal CMDB と連携し、 インパク ト分析などに関連

した計算を行います。

注 ：

➤ 変更プロセス中に、 HP Release Controlが次のエラー (サンプル ) を返すこ とがあ り ま

す。 エラーは<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\server-0\logs\cmdb-90\cmdb-90_general.log ファ イルに書き込まれます。

原因 ： com.mercury.topaz.cmdb.shared.tql.exception.TqlValidationException:[ エラー

コード  [122] プロパティ条件が、 変数の許容最大数を超えました ]

プロパティ条件が、 変数の許容最大数を超えました ! 変数の数 ： 100 許容される変数

の数 ： 50

この例外が発生する場合は、 HP Universal CMDB JMX コンソール9.01を使用して、 イ

ンパク ト分析に対する変数の許容最大数を増やす必要があ り ます ( 「JMX コンソール

を使用して、 インパク ト分析のCIプロパティ条件の数を増やす方法」 （386ページ） を

参照 )。 許容される最大数は、 必ずエラーメ ッセージに出力された数に更新して くだ

さい。 上の例の場合、 その数は 100 です。 それよ り も大きな最大値を設定する と、

HP Universal CMDBのパフォーマンスに影響するこ とがあ り ます。

➤ HP Universal CMDB と HP Release Controlの連携に必要な設定の詳細は、 『HP Release

Controlデプロイ メン トガイ ド』 を参照してください。

➤ この章では、 HP Universal CMDBの用語を使用します。 オブジェク ト とは、 CI、 およ

びCIT と してのCI タイプを指します。
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スタンドアローンモードでの作業の概要

注意 ： ス タン ド アローンモードでは、 実行でき る機能が制限されます。 したがって、

HP Release Control を初めて使用するユーザー向けのモードです。 HP Release Controlの機

能をすべて使用するためには、 HP Universal CMDBを使用してください。

通常のHP Release Control環境では、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンがCMDBサーバー

と同期している と、HP Release ControlはCIまたは変更要求 IDを使ってCIを検索し、その

CIのインパク ト分析を行います。

スタンドアローンモードでは、cmdb-mock.jsスク リプ ト内の関数を使用して、HP Release

ControlがCIを識別する方法や、インパク ト分析の計算でCIを使用する方法を設定します。

スタンドアローンモードでHP Release Controlを使用する構成方法については、

「HP Universal CMDB ウ ィンド ウ」 （406ページ） を参照してください。

cmdb-mock.jsスク リプ ト を設定する方法については、 「HP Release Controlをスタンドア

ローンモードで実行するための構成方法」 （394ページ） と 「[スタンドアローン 

HP Universal CMDB スク リプ ト ] ウ ィンド ウ」 （427ページ） を参照してください。

潜在変更と検出変更の構成

HP Release Controlには、 ユーザー環境内でスケジュールされているすべての変更が含ま

れています。

HP Universal CMDBを使用するこ とによって、ユーザー環境に対する実際の変更を定期的

に検出し、検出した変更に関するデータをHP Release Controlに送信するこ とができます。

潜在変更機能では、 ユーザー環境で検出された変更 ( 検出された変更 ) が、 HP Release

Controlでスケジュール済みの変更 (スケジュールされた変更) に対応しているかど うかを

判定できます。
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潜在変更機能の構成方法の詳細は、 「[潜在変更 ] ウ ィンド ウ」 （418ページ） を参照してく

ださい。

潜在変更と検出変更について

注意： 潜在変更機能には、動作モードが複数あ り ます。 こ こでは、潜在変更機能 (潜在お

よび検出済みモード ) が完全にアクティブになっているこ とを想定しています。これ以外

の動作モードの詳細は、 「[潜在変更 ] ウ ィンド ウ」 （418ページ） を参照して ください。

変更が検出される と、 HP Release Controlは、 次の条件に基づいて、 検出された変更と ス

ケジュール済みの変更のマッチングを試行します。

➤ 期間。 HP Release Controlは、 検出された変更の期間が、 スケジュール済みの変更と同

じかど うかをチェッ ク します。

スケジュール済みの変更の期間については、 まず、 スケジュール済みの変更が発生し

た実際の時間をチェッ ク します (サービスデスクまたはTraffic Controlモジュールで設

定 )。 実際の時間が記録されていない場合は、 計画日時をチェッ ク します。

➤ CCI/グルーパーCI。検出された変更とスケジュール済みの変更が同じ期間内である場

合、 HP Release Controlは、 検出された変更のCCI (変更済みCI) が、 スケジュールされ

た変更のCCI と同じかど うかをチェ ッ ク します。 CCIが異なる場合、 同じグルーパー

CI (同じホス ト など ) にリ ンク されているかど うかをチェッ ク します。

➤ 変更タイプ。 検出された変更とスケジュール済みの変更が上記の条件 (同じ期間とグ

ルーパーCI) を満たしている場合、HP Release Controlは、検出された変更とスケジュー

ルされた変更が同じ変更タイプかど うかをチェッ ク します。変更タイプは、ハード ウェ

アの追加またはソフ ト ウェアの追加 (デフォルトでは、 HW_ADDまたはSW_ADD) を

行う タイプです。
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注： change-type- origフ ィールドの値が不明であるために潜在変更が無視されてしま

わないよ うに、このフ ィールドを convertChange.jsファ イルに追加します。このファ

イルにアクセスするには、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ> [統合 ] > [サービス

デスク  アダプター ] > <サービスデスクアプリケーシ ョ ン>を選択してください。

詳細については、 「[CI タイプに一致する変更タイプ ] ウ ィンド ウ」 （422ページ） を参

照してください。

検出された変更の処理

HP Release Controlは、 上記のどの条件を満たしているか基づいて、 検出された変更を次

のいずれかの方法で処理します。

➤ HP Release Controlは、 検出変更として表示

上記の条件 (期間、 CCI/ グルーパー CI、 変更タイプ ) に基づいて、 検出された変更が

スケジュール済み変更と一致する場合、 HP Release Controlはこの変更を検出変更とみ

なします。検出変更は、分析モジュールの [レビュー ] > [確認 ] タブに、対応する変更

要求と一緒に表示されます。

➤ HP Release Controlは、 潜在変更として表示

検出された変更がスケジュール済み変更と一致しない場合、 または上記の条件の一部

を満たしていない場合、 HP Release Controlはこの変更を潜在変更とみなします。

注 ： ただし、 変更タイプが不明な場合、 このルールは適用されません。 詳細について

は、 以下のHP Release Controlが変更を無視を参照してください。

たとえば、 検出された変更とスケジュール済みの変更の期間は同じでも、 グルーパー

CIが異なる場合、 検出された変更は潜在変更とみなされます。
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潜在変更は、 分析モジュ ールの  [ 変更要求 ] ウ ィ ンド ウで別の変更と し て表示さ れ

ます。

➤ HP Release Controlが変更を無視

検出された変更とスケジュール済みの変更が最初の2つの条件 (期間とCCI/グルーパー

CI) を満たしていても、 スケジュール済み変更に変更タイプの情報がない (つま り、 変

更タイプが不明 ) 場合、HP Release Controlは、検出された変更を無視します。 したがっ

て、 この変更は表示されません。

次のフローチャートでは、 HP Release Controlが検出した変更を処理する方法をま とめて

います。
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例 ：

たとえば、HP Universal CMDBがNewChange とい う名前の変更を検出し、CCMrequest1、

CCMrequest2、 CCMrequest3がスケジュール済みの変更と して HP Release Controlに含

まれている と します。

HP Release Controlは、 検出された変更NewChange を、 上記の条件に基づいて、 既存の

スケジュール済みの変更 (CCMrequest1、 CCMrequest2、 CCMrequest3) とマッチング

します。

NewChange と CCMrequest2の期間が同じ場合、 NewChange と CCMrequest2のCIが

同じかど うかをチェッ ク します。 CIが異なる場合、 同じグルーパー CIにリ ンク されてい

るかど うかをチェッ ク します。 リ ンク先が同じ場合、 変更タイプをチェッ ク します。

➤ NewChange と CCMrequest2の変更タイプが同じ場合 (両方と もハード ウェアを追加

する変更、 など )、 NewChangeは検出変更とみなされます。

➤ NewChange と CCMrequest2の変更タイプが異なる場合 (一方はハードウェアの変

更、 他方はソフ ト ウェアの変更など )、 NewChangeは潜在変更とみなされます。

➤ CCMrequest2の変更タイプを特定できない場合、 NewChangeは無視され、表示され

ません。

インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成

インパク ト分析 (相関 ) ルールは、 CI間の関係を定義します。 このルールはHP Universal

CMDBで定義され、HP Release Control との連携にはにユーザー定義が必要になり ます。イ

ンパク ト分析の基盤は、 インパク ト分析ルールです。

インパク ト分析ルールをHP Universal CMDBで定義する と、HP Release Controlはインパク

ト分析用に選択されたルールをインポート します。

CIは、 インパク トの方向に基づいて、 インパク ト分析での関連付けを行います。 つま り、

ある CIについて、 このCIの影響を受ける CI、 またはそのCIに影響を与える CI と して他

のCI を関連付けます。 このよ うに、 インパク ト分析ルールでは、 CI間のインパク ト関係

を定義します。
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➤ HP Universal CMDB 7.5では、プレフ ィ ッ クスがccmのルールのみがデフォルトでイン

ポート されます。 これは、 次の図で示すよ うに、 IP、 ホス ト、 ネッ ト ワーク、 アプ リ

ケーシ ョ ンの各タイプのCITの相関を示します。 矢印の方向がインパク トの方向を示

しています。

必要に応じて、 正規表現を使ってインパク ト分析ルールを追加または代替ルールを作

成するこ と もできます。詳細については、「[ インパク ト ] ウ ィンド ウ」 （412ページ） を

参照して ください。

➤ HP Universal CMDB 8.x以降には、 HP Release Controlに相関ルール群が組み込まれてい

ます。 このルールに基づいて、 インパク ト分析計算が実行されます。 さ らに、 インパ

ク ト分析の確度を上げるため、 インパク ト分析ルールを追加で定義するこ と も可能で

す。 詳細については、 「[ インパク ト ] ウ ィンド ウ」 （412ページ） を参照してください。

HP Release Control フ ェデレーシ ョ ンアダプターの概要

HP Release Control フェデレーシ ョ ンアダプターは、 HP Release Controlからのデータ取得

をサポート しています。 HP Release Controlに対する連携クエ リの計算要求は、 すべてこ

のアダプターを通して行われます。

HP Release Controlフェデレーシ ョ ンアダプターには、 次の2つのタイプがあ り ます。

➤ 変更フェデレーシ ョ ンアダプター。 詳細については、 「変更フェデレーシ ョ ンアダ

プター」 （378ページ） を参照して ください。
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➤ KPI フェデレーシ ョ ンアダプター。詳細については、「HP Business Availability Center

8.xまたは HP Business Service Management 9.xでフェデレーシ ョ ンと してKPIを構成

する方法」 （398ページ） を参照してください。

注： HP Release Controlフェデレーシ ョ ンアダプターの構成方法の詳細は、HP Universal

CMDB ドキュ メン ト を参照してください。

変更フェデレーシ ョ ンアダプター

変更フェデレーシ ョ ンアダプターは、 変更要求 CI タイプをサポート しています。 システ

ム CI またはビジネス CIの計画された変更をすべて表示するクエ リ を HP Universal CMDB

で作成するには、 メンバーシップ リ ンクを使用します。

変更フェデレーシ ョ ンアダプターのアダプター IDはRcChangeAdapterです。

アダプターをどのよ うに使う こ とができるかを、 次の使用事例で示します。

➤ 指定時間枠内のあらゆる CIに接続されている変更要求をクエ リできます。

➤ 指定するインフラス ト ラ クチャ要素CIに接続されている変更要求をクエ リできます。

この場合にHP Universal CMDBが取得するのは、 システム CIに間接的に影響する変更

ではなく、 システムCIを直接変更する変更です。

➤ 指定するビジネス要素CIに接続されている変更要求をクエ リできます。

この場合にHP Universal CMDBが取得するのは、 ビジネス CIに間接的に影響する変更

ではなく、 ビジネス CIに直接影響する変更です。

上記のすべての場合に、HP Universal CMDBは上位の変更および独立したタスクを取得し

ます。 上位の要求に含まれるタスクは取得されません。
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例 ：

次のサンプルは、 使用事例を示しています。 HP Release Controlに 1つの計画さ れた変更

(変更要求 1) があるとします。変更要求 1 は、 ノード 1 で実行されます。ビジネス要素 1

はノード 1で実行されます。 そのため、 変更から直接的な影響を受けます。

ノード 2は、 ノード 1に接続されているため、変更要求 1の影響を受けるこ とがあ り ます

が、 ノード 2に実際の変更が加えられるわけではあ り ません。 ビジネス要素 2は、 ノー

ド 2で実行され、 変更から間接的な影響を受けるこ とがあ り ます。
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ユーザーが、ノード 1またはビジネス要素 1に対する計画された変更を取得するクエ リ を

実行する と、 変更要求 1が表示されます。 これは、 その変更がこれらのCIに直接影響す

るためです。

ユーザーが、ノード 2またはビジネス要素 2に対する計画された変更を取得するクエ リ を

実行した場合は、 どの変更も表示されません。 これは、 これらのCIに直接影響する変更

がないためです。

注： フェデレーシ ョ ンアダプターにカスタムフ ィールドを追加する方法の詳細は、 「フェ

デレーシ ョ ンアダプターへのカスタムフ ィールドの追加方法」 （399ページ） を参照して

ください。

タスク

HP Universal CMDB 7.5の構成方法 (推奨 )

こ こでは、 HP Universal CMDB 7.5の構成について、 推奨される手順を説明します。

➤ 「CI検索命令の構成」 （381ページ）

➤ 「システムCI とビジネスCI間の関係の構成」 （381ページ）

➤ 「HP Universal CMDBからのビジネス CIのインポート 」 （382ページ）

➤ 「インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成」 （382ページ）

➤ 「 ト リ ガーされたCI と CCIを示す関係の定義」 （383ページ）
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CI検索命令の構成

チケッ ト を受け取る と、 このチケッ トは分析ルールに基づいて解析されます。 解析され

た文字列は、 HP Universal CMDB で有効な CI を取得するための検索に使用されます。 エ

ン ト リ をHP Universal CMDBで検索する際、各エン ト リで指定された属性のみが検索対象

にな り ます。 この処理では、 各CIT の検索に使用する属性を指定します。 詳細について

は、 「[CI分析ルッ クアップ命令 ] ウ ィンド ウ」 （410ページ） を参照してください。

システムCI とビジネスCI間の関係の構成

インパク ト分析などの計算では、 CI間の関係が重要な役割を果たします。 ある CIの変更

要求が他のCIにどのよ うに影響を与えるかを理解するには、 どのよ うなCIがリ ンク され

ているかを理解する必要があ り ます。HP Universal CMDBでは、さまざまなシステムCI間

のリ ンクが自動的に検出されます。 ただし、 システムCI とビジネス CI間に関連がある場

合、 HP Universal CMDBでリ ンクを手動で定義する必要があ り ます。

これらの関係を定義する手順は、実行している HP Universal CMDBのバージ ョ ンによって

異なり ます。

システムCI とビジネスCIの関係をHP Universal CMDB 7.5で構成するには ：

 1 HP Universal CMDB View Managerを開きます。

 2 それぞれのビュー定義において、ビジネスCIにリ ンク したいノード  (ホス ト または他の

CIのグループ ) を検索します。

 3 各ノードを右ク リ ッ ク し、 [アプリケーシ ョ ンに追加 ] をク リ ッ ク します。

ビジネス CIへのノードの リ ンクについての詳細は、 HP Universal CMDBのドキュ メン ト

を参照して ください。
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HP Universal CMDBからのビジネスCIのインポート

HP Release Controlでは、 HP Release Controlによって処理される変更要求が影響するビジ

ネス CIの詳細を表示できます。 また、 ビジネス CIに重要度レベルを割り当て、 これに対

してユーザーを関連付けること もできます ([モジュール] > [管理者] > [ビジネス CI] タブ )。

HP Universal CMDB 7.5を使用している場合、 ビジネス CIをHP Release Controlで表示す

るには、 HP Universal CMDBからビジネス CIをインポートする必要があ り ます。

詳細については、「HP Universal CMDB 7.xからのビジネス CIのインポート方法」 （403ペー

ジ） を参照してください。

インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成

インパク ト分析 (相関 ) ルールは、 CI間の関係を定義します。 このルールはHP Universal

CMDBで定義され、HP Release Control との連携にはにユーザー定義が必要になり ます。イ

ンパク ト分析の基盤は、 インパク ト分析ルールです。

インパク ト分析ルールをHP Universal CMDBで定義する と、HP Release Controlはインパク

ト分析用に選択されたルールをインポート します。

この手順では、HP Release Controlにインポートするインパク ト分析ルールを定義します。

詳細については、 「[ インパク ト ] ウ ィンド ウ」 （412ページ） を参照してください。
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ト リガーされたCI と CCIを示す関係の定義

ト リ ガーされている CIは、チケッ トで明示的に指定されている CIです。変更CI (CCI) は、

変更要求の結果と して直接変更されたCIです。本来、ト リ ガーされている CIはすべてCCI

です。 CCIは、 ト リガーされるこ と も、 されないこ と もあ り ます。 CCIは、 直接的影響を

受けるインパク ト分析 (相関 ) ルールによって決定されます。 つま り、 直接的影響を受け

るインパク ト分析ルールによって、影響を受ける CIのどれがCCIなのかが決定されます。

ト リガーされたCI と CCI を示す関係は、 [ インパク ト ] ウ ィンド ウにあるインパク ト分析

ルールで定義されます。 詳細については、 「直接的に影響を受ける  相関ルールパターン」

（413ページ） を参照してください。

HP Universal CMDB 8.x以降の構成方法 (推奨 )

こ こでは、 HP Universal CMDB 8.x以降で推奨される構成について説明します。

注 ： 以下には、 HP Universal CMDB 8.xのみに適用される手順が含まれます。

➤ 「CI検索命令の構成」 （384ページ）

➤ 「システムCI とビジネス CIの関係の構成 - HP Universal CMDB 8.xのみ」 （384ページ）

➤ 「システムCIＴ からビジネス CITへの変換 - HP Universal CMDB 8.xのみ」 （384ページ）

➤ 「インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成」 （385ページ）

➤ 「変更されるCI インパク ト分析 (相関) ルールに対して ト リガーされたCI」（386ページ）
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CI検索命令の構成

チケッ ト を受け取る と、 このチケッ トは分析ルールに基づいて解析されます。 解析され

た文字列は、 HP Universal CMDB で有効な CI を取得するための検索に使用されます。 エ

ン ト リ をHP Universal CMDBで検索する際、各エン ト リで指定された属性のみが検索対象

にな り ます。 この処理では、 各CIT の検索に使用する属性を指定します。 詳細について

は、 「[CI分析ルッ クアップ命令 ] ウ ィンド ウ」 （410ページ） を参照してください。

システムCI とビジネスCIの関係の構成 - HP Universal CMDB 8.xのみ

インパク ト分析などの計算では、 CI間の関係が重要な役割を果たします。 ある CIの変更

要求が他のCIにどのよ うに影響を与えるかを理解するには、 どのよ うなCIがリ ンク され

ているかを理解する必要があ り ます。HP Universal CMDBでは、さまざまなシステムCI間

のリ ンクが自動的に検出されます。 ただし、 システムCI とビジネス CI間に関連がある場

合、 HP Universal CMDBでリ ンクを手動で定義する必要があ り ます。

これらの関係を定義する手順は、実行している HP Universal CMDBのバージ ョ ンによって

異なり ます。

システムCI とビジネスCIの関係をHP Universal CMDB 8.x以降で構成するには ：

HP Universal CMDB Modeling Studioを使用して、 ビジネス CIをモデル化します。

詳細については、ご使用のHP Universal CMDBバージ ョ ンのドキュ メン ト を参照してくだ

さい。

システムCI Ｔ からビジネスCITへの変換 - HP Universal CMDB 8.xのみ

CITをビジネスCI とシステムCIに最初に分類する処理は、HP Universal CMDBによって実

行されます。 CIT を HP Universal CMDB から イ ンポー ト し ている場合、 カテゴ リ が

HP Release Control に引き継がれます。 ただし、 HP Universal CMDB のシステム CIT を、

HP Release Controlでビジネス CIT と してインポートする設定も可能です。

システムCITをビジネスCIT と してインポートするには ：

 1 HP Universal CMDBを開きます。

 2 CITに移動し、 MODELING_ENABLED修飾子を選択します。
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インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成

インパク ト分析 (相関 ) ルールは、CI間の関係を定義します。ルールはHP Universal CMDB

で定義され、 ユーザー定義によって HP Release Control との連携が可能にな り ます。 イン

パク ト分析の基盤は、 インパク ト分析ルールです。

CIは、 インパク トの方向に基づいて、 インパク ト分析での関連付けを行います。 つま り、

ある CIについて、 このCIの影響を受ける CI、 またはそのCIに影響を与える CI と して他

のCIを関連付けます。CIのインパク ト関係を決定するインパク ト分析ルールは、 [ インパ

ク ト ] ウ ィンド ウで定義します。 詳細については、 「[ インパク ト ] ウ ィンド ウ」 （412ペー

ジ） を参照して ください。

HP Release Controlでは、 インパク ト分析ルールが事前に組み込まれています。 このルー

ルに基づいて、 インパク ト分析計算が実行されます。 さ らに、 インパク ト分析の確度を

上げるため、 インパク ト分析ルールを追加で定義するこ と も可能です。

新しいインパク ト分析ルールを定義するには ：

 1 HP Universal CMDBでインパク ト分析ルールを定義します。

 2 インパク ト分析ルールを右ク リ ッ ク し、 プロパティを選択します。

 3 以下の手順で、 相関ルールグループを設定します。

 a RC_IMPACT。 このオプシ ョ ンを選択してください。 この相関がHP Release Control

のインパク トに関連するこ とを示します。

 b RC_DIRECTLY_AFFECTED。関連がある場合にのみ、 このオプシ ョ ンを選択して

ください。 直接的なインパク ト関係であるこ とを示します。
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変更されるCIインパク ト分析 (相関 ) ルールに対してト リガーされたCI

ト リ ガーされている CIは、チケッ トで明示的に指定されている CIです。変更CI (CCI) は、

変更要求の結果と して直接変更されたCIです。本来、ト リガーされている CIはすべてCCI

です。 CCIは、 ト リガーされるこ と も、 されないこ と もあ り ます。

この手順では、 ト リ ガーされた CI と CCIの関連性を定義するインパク ト分析ルールを指

定します。 詳細については、 「直接的に影響を受ける  相関ルールパターン」 （413ページ）

を参照してください。

JMX コンソールを使用して、 インパク ト分析のCIプロパテ ィ条件の

数を増やす方法 

変更プロセス中に、 HP Release Controlが次のエラー (サンプル ) を返すこ とがあ り ます。

エラーはHP Release Control インス トールディレク ト リ <HP Release 

Control\server-0\logs\cmdb-90\cmdb-90_general.log> ファイルに書き込まれます。

この例外が発生する場合は、 HP Universal CMDB JMX コンソール 9.01 を使用して、 イン

パク ト分析に対する変数の許容最大数を増やす必要があ り ます。許容される最大数は、必

ずエラーメ ッセージに出力された数に更新してください。上の例の場合、その数は100で

す。 それよ り も大きな最大値を設定する と、 HP Universal CMDBのパフォーマンスに影響

するこ とがあ り ます。

次の手順は、 インパク ト分析に使用する CIプロパティ条件の数を増やす方法を示してい

ます。

 1 Webブラウザーを起動し、アドレスにhttp://<server_name>:8080/jmx-consoleと入力

します。 <server_name> は、 HP Universal CMDBがインス トールされているマシンの

名前です。

 2 UCMDBで、 UCMDB:service=Settings Servicesをク リ ッ ク します。

 3 setSettingValueを探します。

 4 パラ メーター customerIdの [Value] ボッ クスに、 顧客 IDを入力します。

原因 ： com.mercury.topaz.cmdb.shared.tql.exception.TqlValidationException:[エラーコード  [122] 
プロパティ条件が、 変数の許容最大数を超えました ]
プロパティ条件が、 変数の許容最大数を超えました ! 変数の数 ： 100 許容される変数の数 ： 50
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 5 パラ メーターNameの [Value] ボッ クスにtql.validation.max.vars.propertiesconditionと

入力します。

 6 パラ メーター Valueの [Value] ボッ クスに、 エラーメ ッセージ (上記 ) に書かれていた

数を入力します。

 7 [Invoke (実行 )] をク リ ッ ク します。

 8 HP Universal CMDBサーバーを再起動します。

HP Universal CMDBの詳細設定の構成方法

こ こでは、 HP Universal CMDBの詳細構成オプシ ョ ンについて説明します。

注 ： 以下には、 HP Universal CMDB 8.xのみに適用される手順が含まれます。

➤ 「CI属性表示の構成 - HP Universal CMDB 8.xのみ」 （387ページ）

➤ 「同期の頻度の構成」 （388ページ）

➤ 「接続設定の構成」 （388ページ）

➤ 「HP Release Control と HP Universal CMDBのインパク トの重大度のマッピング」 （389

ページ）

CI属性表示の構成 - HP Universal CMDB 8.xのみ

HP Release ControlでCIの詳細を表示する際、 デフォルトで表示される属性はnameのみ

です。 こ こでは、HP Release Controlで表示する CIT属性を指定するこ とができます。詳細

については、 「[CI 表示 ] ウ ィンド ウ」 （411ページ） を参照してください。
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同期の頻度の構成

こ こでは、HP Release ControlをHP Universal CMDBデータベースとどの程度の頻度で同期

させるかを設定できます。詳細については、 「[同期 ] ウ ィンド ウ」 （426ページ） を参照し

てください。

接続設定の構成

こ こでは、 HP Release Control と HP Universal CMDBの接続タイプを定義します。

接続タイプを設定するには ：

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] > [統合] > [HP Universal CMDB] > [利用できる接続]

をク リ ッ ク します。

 2 [接続タイプ ] ボッ クスの値をRMI、 HTTP、 HTTPSのいずれかに設定します。

注 ： 有効な値は、 HP Universal CMDB 7.5ではRMIのみ、 8.x以降ではHTTP と HTTPS

です。

 3 HTTPSを指定した場合は、 以下の手順を実行してください。

 a HP Universal CMDB証明書を <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\java\binディ レク ト リにコピーします。

 b コマンド行から、<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\java\binディ

レク ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。

keytool –importcert –alias <uCMDB host name> -file <uDMBD 
certificate file location> -keypass <uCMDB certificate password> 
-keystore <RC Installation folder>\java\lib\security\cacert –storepass 
changeit

 c この証明書を信頼するかど うかを指定するプロンプ トが表示されたら、「y」 と入力

し、 ENTER を押します。
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HP Release Control と HP Universal CMDBのインパク トの重大度の

マッピング

HP Universal CMDB と HP Release Controlは、 異なる重大度レベルスケールを使用します。

こ こでは、HP Universal CMDBからインポート された重大度を、HP Release Controlのイン

パク トの重大度にマッピングします。詳細については、 「[重大度列挙マッピング ] ウ ィン

ド ウ」 （416ページ） を参照してください。

HP Universal CMDBバージ ョ ンのアップグレード

HP Universal CMDBをインス トールし、HP Release Control との連携に必要な構成が完了し

た後、 アップグレードを行う場合は、 このセクシ ョ ンの手順を実行して ください。

 1 HP Universal CMDBの新しいバージ ョ ンのインス トールまたは

アップグレード

HP Universal CMDBのドキュ メ ン トのインス トール手順に従って、 目的のサーバー上

にHP Universal CMDBの新し いバージョ ンをイ ンス ト ールまたはアッ プグレード し

ます。

 2 ビジネスCI同期の無効化

注意 ： HP Universal CMDB 7.xから 8.x以降へのアップグレードでは、 次の手順を実行

して ください。 これによ り、 HP Release Control と CMDBデータベースの同期が無効に

なり ます。 この手順を実行しないと、 データが損失します。
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[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [同期 ] をク

リ ッ ク し、 [ビジネス CI の同期 ] チェッ クボッ クスをオフにします。

 3 HP Universal CMDBサーバーのDNS名の定義

HP Universal CMDBがインス トールされているサーバーのDNS名を定義します。 詳細

については、 「<使用可能な接続ウ ィンド ウ >」 （407ページ） を参照してください。

 4 接続設定の構成

HP Release Control と HP Universal CMDB を接続する接続タイプを定義します。 詳細に

ついては、 「接続設定の構成」 （388ページ） を参照してください。

 5 ロケーター接続タイプのプロパテ ィ定義

注 ： この手順は、 HP Business Availability CenterまたHP Business Service Management と

の統合が必要な場合にのみ実行してください。
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HP Universal CMDB 7.5で分散構成を行っている場合、 [ロケーター接続タイプ ] プロパ

ティを定義します。 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [利用できる接続 ] をク リ ッ ク して ください。 [ ロケーター接続タイプ ] プロ

パティには、 RMI、 HTTP、 HTTPSのいずれかを定義できます。 デフォル ト値はRMI

です。 [ ロケーター ] プロパティを [接続タイプ ] プロパティ と同じ値に設定するこ と

をお勧めします。 詳細については、 「<使用可能な接続ウ ィンド ウ >」 （407ページ） を

参照して ください。

 6 HP Release Control と連携するHP Universal CMDBのアップグレードバー

ジ ョ ンの選択

[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [HP Universal CMDB] をク リ ッ ク し、

HP Universal CMDBのバージ ョ ンを選択します。

有効なバージ ョ ンは、 No HP Universal CMDB、 7.5.x、 8.x、 9.x です。 上記バージ ョ

ンでパッチをインス トール済みであ り、 使用中のバージ ョ ンが上記のいずれでもない

場合は、 「HP Universal CMDB パッチの手動での構成方法」 （393ページ） を参照してく

ださい。

 7 HP Release Controlパッケージの再導入

<HP Release Control インス トールディ レク ト リ >\MAM\mam-<version>.zipに収録

されている ccm_package.zipファ イルを再導入します。このzipファ イルの <version>

はHP Universal CMDB の新しいバージ ョ ンを示します。 パッケージの導入の詳細は、

HP Universal CMDBのドキュ メン ト を参照してください。

 8 アプリケーシ ョ ンの重要度プロパテ ィのエクスポート  (HP Universal CMDB 

7.xから HP Universal CMDB 8.x以降へのアップグレード )

HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5以前を使用している場合、ビジネス CIの重要度レベ

ルはHP Release Controlで設定されます ([モジュール] > [管理者] > [ビジネス CI] タブ)。

HP Universal CMDB 8.x以降では、 ビジネス CIの重要度レベルはHP Universal CMDBで

定義します。

このプロパティのデータを、 HP Release Controlから HP Universal CMDBへエクスポー

トできます。
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 a [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [HP Universal CMDB] > [同期] を

ク リ ッ ク し、[ビジネス CI の同期 ] チェッ クボッ クスをオフにします。これによ り、

HP Release Control と CMDBデータベースの同期が無効になり ます。

 b HP Universal CMDBおよびHP Release Controlサーバーが稼働しているこ とを確認し

て ください。

 c <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リにある

ApplicationImportanceExporter.batファ イルを実行します。

ApplicationImportanceExporter.batファ イルの詳細は、 「アプ リ ケーシ ョ ン重要

度のエクスポート 」 （617ページ） を参照してください。

 9 ビジネスCIの同期

注意 ： アプリ ケーシ ョ ンの重要度プロパティをエクスポートするには、 まずこの手順

8を完了する必要があ り ます。異なる順番で手順を実行する と、データが失われる可能

性があ り ます。

[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [同期 ] をク

リ ッ ク し、 [ ビジネス CI の同期 ] チェ ッ クボッ ク スをオンにし ます。 これによ り、

HP Release Control と CMDBデータベースの同期が有効になり ます。
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HP Universal CMDB パッチの手動での構成方法

HP Universal CMDBのパッチがすでにインス トールされている場合、インパク ト分析が機

能しな くなる こ とがあ り ます。 HP Release Controlがパッチをサポートする更新を リ リー

スしていない場合、 この構成を手動で実行できます。

HP Release ControlをHP Universal CMDBに統合する構成を手動で行うには ：

 1 各列のファイルが、 HP Universal CMDBサーバー上の <HP Universal CMDB>\j2f\lib

ディ レク ト リにあるこ とを確認します。

➤ HP Universal CMDB 7.5

➤ HP Universal CMDB 8.x以降

HP Universal CMDBでのファイル名 HP Release Controlでのファイル名

➤ AllClasses.jar

➤ cmdb_framework.jar

➤ cmdb_history_client.jar

➤ cmdb_history_server.jar

➤ cmdb_history_shared.jar

➤ cmdb_server.jar

➤ cmdb_shared.jar

➤ fnd-adapter.jar

➤ hacapi.jar

➤ javacore.jar

➤ jbossall-client.jar

➤ mam-common.jar

➤ setting.jar

➤ federation_api.jar

➤ logging.jar

➤ AllClasses-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_framework-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_history_client-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_history_server-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_history_shared-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_server-7.51ga1866.jar

➤ cmdb_shared-7.51ga1866.jar 

➤ fnd-adapter-7.51ga1866.jar

➤ hacapi-7.51ga1866.jar

➤ javacore-7.51ga1866.jar

➤ jbossall-client-7.51ga1866.jar

➤ mam-common-7.51ga1866.jar

➤ setting-7.51ga1866.jar

➤ federation_api-7.51ga1866.jar

➤ logging-7.51ga1866.jar

HP Universal CMDBでのファイル名 HP Release Controlでのファイル名

ucmdb-api-<version>-impactapi-5.jar ucmdb-api-8.0-impactapi-5.jar
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 2 上記の .jarファ イルをすべてバッ クアップし、<HP Release Controlインストールディ

レク ト リ >\apps\cmdb-adapter-<version>\WEB-INF\libディ レク ト リ から削除します。

 3 .jarファ イルをHP Universal CMDBから  <HP Release Controlインストールディ レク ト

リ >\apps\cmdb-adapter-<version>\libディ レク ト リにコピーします。 上記の

HP Release Controlファ イル名と一致するよ うに、 ファ イル名を変更します。

 4 HP Release Controlサーバーを再起動します。

HP Release Controlをスタンドアローンモードで実行するための

構成方法

こ こでは、 HP Release Controlをスタンドアローンモードで実行するために、

cmdb-mock.jsスク リ プト を構成する方法を説明します。 こ のファ イルは、 [モジュー

ル ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [ インパク ト ] > [スタン

ドアローン UCMDB スクリプ ト ] にあ り ます。

HP Release Controlをスタンドアローンモードで使用する方法の詳細については、「スタン

ドアローンモードでの作業の概要」 （372ページ） を参照してください。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「CI構成の分析」 （395ページ）

➤ 「インパク ト分析の計算中のCIの動作の決定」 （396ページ）

➤ 「アプ リ ケーシ ョ ン構成の同期」 （397ページ）
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CI構成の分析

HP Release Controlは、 分析ルールに基づいて、 収集された要求内でCIの名前を検索しま

す。 cmdb-mock.jsスク リプ トのAnalyze CI configセクシ ョ ンにある次の関数を使用し

て、 検索したCI名を示す一意の IDを生成し、 HP Release Controlユーザーインタフェース

でCIを表示する方法を指定できます。

➤ getCIType。 この関数は、 CI のタイプを割り当てます。 デフォルトでは、 CI を検索し

た分析ルールの名前を元に、 CI タイプが割り当てられます。

 

➤  getCiID。 デフォルトでは、 この関数は上記で定義された CI タイプと、 要求で指定さ

れている CI名を使用して、 CIの一意の IDを生成します。

 

注意 ： getCiID関数は必ず、 生成された IDの値がHP Release Control内で一意になるよ

うに定義されます。これによ り、各CIをシステム内で一意に分析するこ とができます。

➤ getCiLabel。 この関数は、 HP Release ControlユーザーインタフェースでCIを表示する

方法を定義します。 デフォルトでは、 この関数は、 要求で指定されている CIの名前を

返します。

function getCiType(analyserName){
return analyserName.toLowerCase();

}

function getCiID(ciName, ciType){
return ciName.toLowerCase() + ciType.;

}

function getCiLabel(ciName, ciType){
return ciName;

}
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インパク ト分析の計算中のCIの動作の決定

cmdb-mock.jsスク リプ トの Impact configセクシ ョ ンにある次の関数を使用して、 イン

パク ト分析の計算中のCIの動作を決定します。

➤ isSystem。この関数は、Analyze CI configセクシ ョ ンにある上記で定義したCIを、ビ

ジネス CI と システム CI  ( ハード ウ ェア ) のどち らに分類するかを決定し ます。

HP Release Controlユーザーインタフェースでは、 ビジネス CI とシステムCIは、 インパ

ク ト分析結果では異なる方法で表示されます。

上記の関数は、Impact configセクシ ョ ンの先頭で定義したアプリ ケーシ ョ ンタイプ変

数または javscriptファ イルを参照するこ とができます。

➤ getSeverity。 この関数は、 インパク ト分析の計算において、各CIのインパク トの重大

度を定義します。

function isSystem(ciName, ciType){

for(i=0; i< APPLICATION_TYPES.length; i++){
if(APPLICATION_TYPES[i].toLowerCase() == ciType.toLowerCase()){

return false;
}

}
return true;

}

function getSeverity(name, type){
if (type.toLowerCase() == APP_TYPE1.toLowerCase()){

return SEVERITY_CRITICAL;
}
else if(type.toLowerCase() == APP_TYPE2.toLowerCase()){

return SEVERITY_HIGH;
}
else if(name.toLowerCase() == APP_NAME1.toLowerCase()){

return SEVERITY_MEDIUM;
}
return SeverityEnum.getUnknown();

}
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この関数の戻り値を HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\conf\enumerations.settingsファ イルで定義する必要があ り ます。

アプリケーシ ョ ン構成の同期

通常のHP Release Control環境では、 HP Release ControlはCMDBデータベースと同期され

ます。 CMDBデータベース内で表示されなくなったビジネス CIはHP Release Controlユー

ザーインタフェースで廃止CI とみなされます。

スタンドアローンモードでは、 HP Release Controlが関連のビジネスCI と廃止CIを区別す

るかど うかを指定できます。区別する場合、関連する  ビジネス CIのリ ス ト を定義します。

このリ ス トに一致しないビジネス CIはすべて、 廃止CI とみなされます。

cmdb-mock.js ス ク リプ トのSynchronize Application config セクシ ョ ンで次の関数を

使用して、 動作を定義します。

➤ showObsolete。 この関数は、 HP Release Controlで関連のビジネスCI と廃止CIを区別

するかど うかを定義します。

デフォルトでは、この関数は falseに設定され、HP Release Controlは関連のビジネス CI

と廃止CI を区別しません。 trueに設定する場合は、 synchronizerApplication関数を

使用して関連のビジネス CIのリ ス ト を定義します。

➤ synchronizerApplication。この関数は、関連のビジネス CIのリ ス ト を定義します。上

記セクシ ョ ンで定義されたビジネス CIの中で、 この関数で指定された条件を満たさな

いものは、 廃止CI とみなされます。

function showObsolete(){
return false;

}

function synchronizerApplication(applicationsSet){
// ScriptingApplicationImpl (appName, appType)
applicationsSet.add(new ScriptingApplicationImpl(APP_NAME1, APP_TYPE1));
applicationsSet.add(new ScriptingApplicationImpl(APP_NAME2, APP_TYPE2));
applicationsSet.add(new ScriptingApplicationImpl(APP_NAME3, APP_TYPE3));

return applicationsSet;
}
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上記で示したよ うに、 関数内で関連のビジネス CIの条件を定義するこ とや、 外部ファイ

ルまたは外部データベースを参照するこ とができます。

関数内で条件を定義する場合、 変更内容を有効にするためにはHP Release Control サー

バーを再起動する必要があ り ます。

注 ： HP Release Controlユーザーインタフェースでは、 この関数で定義したビジネス CI条

件を使用して、 変更要求がシステムによって受信される前にフ ィルター処理するこ とが

できます。

HP Business Availability Center 8.xまたは HP Business Service 
Management 9.xでフェデレーシ ョ ンと してKPIを構成する方法

HP Release ControlがHP Business Availability Center 8.x またはHP Business Service 

Management 9.x以降と統合されている場合、 選択した作業によってインパク ト を受ける

CIの重要業績評価指数 (KPI) を表示できます。

KPIの表示を有効にするには、 HP Release Controlを参照して ください。

 1 BACKPIsAdapterをセッ ト アップします。BACKPIsAdapterのセッ ト アップ方法につ

いては、 『HP Universal CMDB 開発者向け参考情報ガイ ド』 を参照して ください。

 2 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [監視 ] をク

リ ッ ク し、 [KPI を有効にする ] チェッ クボッ クスをオンにします。

 3 ディレクターモジュールでは、HP Universal CMDBで設定した各KPIフェデレーシ ョ ン

アダプターからすべての KPI を参照でき ます。 た と えば、 BACKPIsAdapter や

RCKpiActualChangeAdapterがあ り ます。
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HP Release Controlアダプターを構成するには ：

HP Release Controlでは、 次のアダプターが提供されています。

➤ RCKpiActualChangeAdapter。過去24時間 (現時点が開始ポイン ト ) に特定のCIで

発生した変更の数を測定します。

➤ RCKpiPlannedChangeAdapter。過去24時間 (現時点が開始ポイン ト ) に特定のCI

で計画された変更の数を測定します。

➤ RCKpiLatentChangeAdapter。 特定のCIのステータスを示します。 このステータ

スは、 次のいずれかです。

➤ 致命的 - 過去24時間 (現時点が開始ポイン ト ) に潜在変更 (未承認の変更) が1つ

以上発生しました。

➤ OK - 過去24時間 (現時点が開始ポイン ト ) に潜在変更 (未承認の変更 ) は発生し

ていません。

アダプターを設定するためには、 各アダプターに関連パッケージを導入する必要があ り

ます。 パッケージは、 <HP Release Control インストールディ レク ト リ >

\uCmdb\ucmdb-<バージ ョ ン番号>\extensions\federationディ レク ト リに格納されてい

ます。

フ ェデレーシ ョ ンアダプターへのカスタムフ ィールドの追加方法

こ こでは、 フェデレーシ ョ ンアダプターにカスタムフ ィールドを追加する方法を説明し

ます。 (フェデレーシ ョ ンアダプターの詳細は、「変更フェデレーシ ョ ンアダプター」 （378

ページ） および 「HP Release Control フェデレーシ ョ ンアダプターの概要」 （377ページ）

を参照して ください。 )

 1 HP Release Controlで、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [フ ィールド ] に

関連フ ィールドを追加します。 カスタムフ ィールドの追加の詳細は、 「[ フ ィールド ]

ウ ィンド ウ」 （353ページ） を参照してください。

 2 HP Universal CMDBで、 変更要求 CI タイプを選択し、 新しい属性名を追加します。

➤ 属性には、HP Release Controlで作成したカスタムフ ィールド用に使用したのと同じ

名前を使用します。 ただし、 フ ィールド名でハイフン (-) を使用していた場合は、

ハイフンの代わりに下線 (_) を属性の名前で使用します。
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➤ カスタムフ ィールド名と異なる属性名を使用する場合は、

convertfields.propertiesで属性名を特定のフ ィールド名にマッピングできます。

このファイルは、 <HP Universal CMDBルートディ レク ト リ >

\UCMDBServer\runtime\fcmdb\CodeBase\RcChangeAdapterディレク ト リに

あ り ます。 

 3 (オプシ ョ ン ) 特定の属性について、HP Universal CMDBで使用されていた値とは異なる

属性値を使用する場合は、 以下の処理を実行する必要があ り ます。

 a 属性名がconvertfields.propertiesファ イルにまだない場合は、 追加します。

 b ファ イルを作成し、HP Release Controlのフ ィールド値をHP Universal CMDBの属性

値にマッピングします。 ファ イルの名前は、 HP Universal CMDBに表示される属性

の名前と同じにする必要があ り ます。 たとえば、 priority という フ ィールドに別の

属性値をマッピングする場合は、ファ イルの名前をpriority.propertiesにする必要

があ り ます。 次の例のpriority.properties ファ イルでは、 priority フ ィールドに対

してマッピングされた値が表示されています。

注： マッピングされた値が含まれるファイルは、convertfields.propertiesファ イルと

同じフォルダーに存在する必要があ り ます。
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JMX コンソールを使用したパスワードの暗号化方法

CIセレクターをHP Universal CMDBで開く場合、HP Universal CMDBへのURL リ ンクに含

まれるパスワードを暗号化する必要があ り ます。 こ こでは、 JMX コンソールを使用して

パスワードを暗号化する方法について説明します。

注 ： HP Universal CMDB 9.0を使用している場合、 HP Release Controlサーバーと

HP Universal CMDBサーバーが同じ ド メ インにないと、 CIセレクターは機能しません。

 1 Webブラウザーを起動し、アドレスにhttp://<server_name>:8080/jmx-consoleと入力

します。 <server_name> は、 HP Universal CMDBがインス トールされているマシンの

名前です。

 2 MAMで、service=MAM Security Servicesをク リ ッ ク してJMX MBEAN Viewページを

開きます。

 3 java.lang.String getUserを検索します。

 4 パラ メーター customerIdの [ParamValue] ボッ クスに、 顧客 IDを入力します。

 5 パラ メーター userNameの [ParamValue] ボッ クスにユーザー名を入力します。

 6 パラ メーター passwordの [ParamValue] ボッ クスにパスワードを入力します。

 7 [Invoke (実行 )] をク リ ッ クする と、 パスワードが暗号化されます。 暗号化されたパス

ワードが表示されます。

 8 [利用できる接続 ] ウ ィンド ウの [暗号化されたパスワード ] ボッ クスに、暗号化された

パスワードを貼り付けます。 詳細については、 「<使用可能な接続ウ ィンド ウ >」 （407

ページ） を参照して ください。
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JXM コンソールを使用してLDAPを操作するための HP Release 
Control および HP Universal CMDB の構成方法

注： これは、HP Universal CMDBバージョ ン 8.x以降を使用する場合に適用される手順です。

こ こでは、 JMX コンソールを使用して、 HP Release Control と HP Universal CMDB の両方

を有効にしてLDAPを使用する方法を説明します。

 1 Webブラウザーを起動し、アドレスにhttp://<server_name>:8080/jmx-consoleと入力

します。 <server_name> は、 HP Universal CMDBがインス トールされているマシンの

名前です。

 2 MAMで、service=MAM Security Servicesをク リ ッ ク してJMX MBEAN Viewページを

開きます。

 3 java.lang.String createIntegrationUserを検索します。

 4 パラ メーター customerIdの [ParamValue] ボッ クスに、 顧客IDを入力します。

 5 userNameパラ メーターの [ParamValue] ボッ クスに、 管理者のユーザー名を入力し

ます。 これは、 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [ セキュ リテ ィ ] > [認証 ] >

>[LDAP モード ] > [LDAP サーバー プロパティ ] にある ldap.propertiesファ イルで指

定されています。

 6 passwordパラ メーターの [ParamValue] ボッ クスに、管理者のパスワードを入力しま

す。これは、[モジュール ] > [管理者 ] > [構成] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] > >[LDAP

モード ] > [LDAP サーバー プロパティ ] にある ldap.propertiesファ イルで指定されて

います。

 7 パラ メーター dataStoreOriginの [ParamValue] ボッ クスにRC と入力します。

 8 [Invoke (実行 )] をク リ ッ クする と、 必要なユーザー名とパスワードが生成されます。

 9 ユーザー名とパスワードをコピーし、[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] >

[HP Universal CMDB] > [利用できる接続 ] をク リ ッ ク して、[ユーザー名] ボッ クス と

[パスワード ] ボッ クスに貼り付けます。詳細については、 「<使用可能な接続ウ ィンド

ウ >」 （407ページ） を参照して ください。
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HP Universal CMDB 7.xからのビジネスCIのインポート方法

HP Release Controlでは、 HP Release Controlによって処理される変更要求が影響するビジ

ネス CIの詳細を表示できます。 また、 ビジネス CIに重要度レベルを割り当て、 これに対

してユーザーを関連付けるこ と もできます ([モジュール] > [管理者] > [ビジネス  CI] タブ)。

HP Universal CMDB 7.xを使って作業中の場合、ビジネス CIをHP Release Controlで表示

するためにHP Universal CMDBからビジネス CIをインポートする必要があ り ます。

HP Universal CMDBからビジネス CIをインポートするには、 次の方法を使用できます。

➤ 「事前定義のビューを使用して、 タイプがアプリ ケーシ ョ ンの CI をインポート 」 （403

ページ）

➤ 「事前定義のビューにCIをド ラ ッグしてインポート 」 （404ページ）

➤ 「HP Universal CMDBの修飾子を使用して特定のCIをインポート 」 （404ページ）

事前定義のビューを使用して、 タイプがアプリケーシ ョ ンのCIをインポート

HP Release Control導入パッケージと して、HP Universal CMDBではAllApplicationsCIs と

い う名前のビューが事前定義されています。このビューは、タイプがApplicationのCIを

すべてビジネス CI と して定義します。 HP Release Controlの構成によ り、 このビューで定

義されている CIをすべてインポートするこ とができます。

AllApplicationsCIsビューで定義されているCIをすべてインポートするには ：

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [HP Universal CMDB] > [インパク ト ]

> [ビジネス CI] をク リ ッ ク します。

 2 [ビジネス CI 名ビュー ] ボッ クスに、 AllApplicationsCIs と入力します。

注 ： HP Universal CMDBのビューの詳細については、 HP Universal CMDBのドキュ メン ト

を参照して ください。
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事前定義のビューにCIをド ラ ッグしてインポート

HP Release Control導入パッケージと して、 HP Universal CMDB ではccmApplications と

い う名前のビューが事前定義されています。 デフォルト では、 このビューには何も含ま

れていません。 このビューに特定のCIをド ラ ッグする と、 このビューに含まれる CIのみ

をインポートするよ うにHP Release Controlを構成できます。

ccmApplicationsビューに含まれるCIのみをインポートするには ：

 1 HP Release Controlで、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] >[HP Universal

CMDB] > [インパク ト ] > [ビジネス CI] をク リ ッ ク します。

 2 [ビジネス CI 名ビュー ] ボッ クスに、 ccmApplications と入力します。

 3 HP Universal CMDBのccmApplicationsビューに、HP Release ControlでビジネスCIと し

てインポート したいCIを追加します。

注 ： HP Universal CMDBのビューの詳細については、 HP Universal CMDBのドキュ メン ト

を参照してください。

HP Universal CMDBの修飾子を使用して特定のCIをインポート

HP Universal CMDB では、 修飾子を定義し、 これを特定のCI タイプと関連付けるこ とが

できます。この修飾子に関連付けられたすべてのCIをビジネスCI と して定義するよ うに、

HP Release Controlを構成するこ とが可能です。

注： 修飾子を使ってビジネスCIを定義する場合、HP Release Controlは、HP Universal CMDB

からビジネス CI をすべて自動的にインポートするこ とはあ り ません。 HP Release Control

でビジネス CIがインポート されるのは、 変更要求に含まれている場合のみです。
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HP Universal CMDB 修飾子を使用してCIをインポートするには ：

 1 HP Universal CMDBで修飾子を定義し、HP Release ControlでビジネスCIと して定義した

いCI タイプに関連付けます。

 2 HP Release Controlで、[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [ インパク ト ] をク リ ッ ク します。

 3 [ビジネス CI 修飾子 ] ボッ クスに、HP Universal CMDBで定義した修飾子の名前を入力

します。

注 ： HP Universal CMDB修飾子の詳細については、 HP Universal CMDBのドキュ メン ト を

参照して ください。

リファレンス

統合構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「HP Universal CMDB ウ ィンド ウ」 （406ページ）

 ➤ 「<使用可能な接続ウ ィンド ウ >」 （407ページ）

 ➤ 「[CI分析ルッ クアップ命令] ウ ィンド ウ」 （410ページ）

 ➤ 「[CI 表示 ] ウ ィンド ウ」 （411ページ）

 ➤ 「[ インパク ト ] ウ ィンド ウ」 （412ページ）

 ➤ 「[アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウ」 （415ページ）

 ➤ 「[ビジネス  CI 名属性 ] ウ ィンド ウ」 （416ページ）

 ➤ 「[重大度列挙マッピング ] ウ ィンド ウ」 （416ページ）

 ➤ 「[潜在変更 ] ウ ィンド ウ」 （418ページ）

 ➤ 「[CI タイプに一致する変更タイプ ] ウ ィンド ウ」 （422ページ）

 ➤ 「[監視 ] ウ ィンド ウ」 （425ページ）
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 ➤ 「[同期 ] ウ ィンド ウ」 （426ページ）

 ➤ 「[スタンドアローン HP Universal CMDB スク リプ ト ] ウ ィンド ウ」 （427ページ）

 ➤ 「[スタンドアローン HP Universal CMDB KPI スク リプ ト ] ウ ィンド ウ」 （427ページ）

HP Universal CMDBウィンドウ

このウ ィンド ウでは、HP Release Controlで使用する HP Universal CMDBのバージ ョ ンを選

択します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「HP Universal CMDBバージ ョ ンのアップグレード」 （389ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「スタンドアローンモードでの作業の概要」 （372ページ）

UIの要素 説明

UCMDBバージ ョ ン HP Release Controlで使用する HP Universal CMDB のバージ ョ ンを選

択します。

注 ： HP Universal CMDB を使用せず、 ス タ ン ド ア ローンモード で

HP Release Control を使用している場合は、 [HP Universal CMDBが

ありません (スタンドアローン )] を選択してください。
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<使用可能な接続ウィンドウ>

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Control と HP Universal CMDB間の接続タイプを定義し

ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [利用できる接続] をク リ ッ ク します。

重要な情報 このウ ィ ン ド ウで表示されるオプシ ョ ンは、 「HP Universal CMDB

ウ ィンド ウ」 （406ページ） で選択したHP Universal CMDBバージ ョ

ンによって異なり ます。

関連タスク 「HP Universal CMDBの詳細設定の構成方法」 （387ページ）

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明

接続タイプ 必要な接続タイプを選択します。 オプシ ョ ンは以下のとおりです。

➤ RMI。 HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5でのみ有効です。

➤ HTTP。 HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.x以降でのみ有効です。

➤ HTTPS。 HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.x以降でのみ有効です。

注 ： HTTPS を指定した場合は、 「接続設定の構成」 （388ページ） の

手順3を実行してください。

暗号化されたパスワード HP Universal CMDB でCI セレ ク ターを開く と、 暗号化されたパス

ワードを入力します。

注 ： HP Universal CMDB 9.0を使用している場合、 HP Release Control

サーバーと HP Universal CMDB サーバーが同じ ド メ インにないと、

CIセレクターは機能しません。

暗号化されたパスワードは、 JMX コンソールで生成します。 詳細に

ついては、 「JMX コンソールを使用したパスワードの暗号化方法」

（401ページ） を参照して ください。
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ロケーター接続タイプ このオプシ ョ ンの指定が必要になるのは、 HP Business Availability

Center との統合を行うが、HP Universal CMDBサーバー名が不明な場

合のみです。

このよ う な場合には、 次の手順を実行してください。

1  [HP Universal CMDBサーバー名 ] ボッ クスに、 HP Business 

Availability Centerサーバー名を入力します。

2  [接続タイプ ] ボッ クスで、 必要な接続タイプを選択します。

3  [ロケーター接続タイプ ] ボッ クスで、 [接続タイプ ] ボッ クスで

選択した接続タイプと同じタイプを選択します。 [ロケーター接

続タイプ オプシ ョ ン ] によ り、 HP Universal CMDBサーバー名が

検出されます。

HP Business Availability Center と統合しない場合は、[ロケーター接続

タイプ ] を [なし ] に設定してください。

デフォルト ： RMI

注 ： HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5.xのみに該当します。

Modeling Studio リンク HP Release Controlから Modeling Studioを開く URL。

注 ： HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.x以降に該当します。

ポート HP Universal CMDBサーバーが使用するポート。

HP Universal CMDB

サーバー名

HP Universal CMDBがインス トールされているサーバーのDNS名。

パスワード HP Universal CMDBへのログインで必要になるパスワード。 このパ

スワードは、 JMX コンソールで生成します。詳細については、「JXM

コンソールを使用してLDAPを操作するための HP Release Control お

よび HP Universal CMDB の構成方法」 （402ページ） を参照してくだ

さい。

注 ： HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.x以降に該当します。

UIの要素 説明
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UCMDB カスタム IDからテナン トへのマッピング領域

HP Release Control で複数テナン ト 構成を行っている場合、 この領域は、 テナン ト を

HP Universal CMDB カスタム IDへマッピングするための領域と して使用されます。 複数

テナン トの詳細は、 「複数テナン トの構成の概要」 （554ページ） を参照してください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

ユーザー名 HP Universal CMDB へのログイ ンで必要になるユーザー名。 この

ユーザー名は、 JMX コン ソールで生成し ます。 詳細については、

「JXM コ ン ソールを使用して LDAP を操作するための HP Release

Control および HP Universal CMDB の構成方法」 （402ページ） を参照

してください。

注 ： HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.x以降に該当します。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。テナン ト と顧客 IDのマッピングを新規追

加します。

構成を構成セッ トから削除。選択したテナン ト と顧客 IDのマッピン

グを削除します。

HP Universal CMDBの

顧客 ID

[ テナン ト 名 ] 列のテナン ト と 関連付け られている HP Universal

CMDB顧客 ID。

テナン ト名 HP Universal CMDBの顧客ID列で指定した IDに対応するテナン トの

名前。 テナン ト名は、 [複数テナン ト ] ウ ィンド ウで指定します。 詳

細については、 「[複数テナン ト ] ウ ィ ン ド ウ」 （577ページ） を参照

してください。

UIの要素 説明
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[CI分析ルックアップ命令] ウィンドウ

チケッ ト を受け取る と、 このチケッ トは分析ルールに基づいて解析されます。 解析され

た文字列は、 HP Universal CMDB で有効な CI を取得するための検索に使用されます。 エ

ン ト リ をHP Universal CMDBで検索する際、各エン ト リで指定された属性のみが検索対象

になり ます。 このウ ィンド ウでは、 各CITで検索する属性を指定します。

デフォルトでは、 HP Release Controlは、 変更される CIの中で、 ホスト または ip CITに属

し、 形式が [CI 分析ルッ クアップ命令 ] ウ ィンド ウに表示されている HP Universal CMDB

属性の1つに一致するものを検索します。

別のCITに属する CIをHP Release Controlで検索したい場合は、そのCIT と属性を [CI 分析

ルッ クアップ命令 ] ウ ィンド ウに追加して ください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [CI分析ルックアップ命令 ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 HP Release Control をスタン ドアローンモードで使用している場合、

このウ ィンド ウは表示されません。

関連タスク ➤ 「HP Universal CMDB 7.5の構成方法 (推奨 )」 （380ページ）

➤ 「HP Universal CMDB 8.x以降の構成方法 (推奨 )」 （383ページ）

関連項目 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 形式が、 HP Universal CMDB の属性のい

ずれかに一致する CITを追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択した行を削除します。
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[CI 表示 ] ウィンドウ

HP Release ControlでCIの詳細を表示する際に、 デフォルトで表示される属性はnameの

みです。このウ ィンド ウでは、HP Release Controlで表示する CIT属性を指定するこ とがで

きます。

注 ： このウ ィンド ウは、 HP Universal CMDB 8.X以前のバージ ョ ンのみで使用できます。

属性 各CITで検索する属性を指定します。

たとえば、 アドレスやDNS名の他に、 ド メ インで ip CITを検索する

には、 ip_domainを追加します。

注 ： 属性は 1つ以上選択する必要があ り ます。 文字列型属性だけが

サポート されています。

CI タイプ HP Release Controlが検索する HP Universal CMDBのCIT。

デフォルト ： business_elemenet、 node、 ip_adress

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [CI 表示 ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ HP Release Controlは、HP Universal CMDB CIT階層に基づいてCIT

の属性を表示します。 たとえば、 表示する CIT がルーターの場

合、 ルーターのホス トの属性も表示されます。

➤ HP Release Controlをスタンドアローンモードで使用している場

合、 このウ ィンド ウは表示されません。

関連タスク 「HP Universal CMDBの詳細設定の構成方法」 （387ページ）

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[インパク ト ] ウィンドウ

このダイアログボッ クスでは、 インパク ト分析用にHP Release Controlがインポートする

インパク ト分析 (相関 ) ルールを定義します。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 HP Release Control で表示する CIT属性を

追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択した行を削除します。

属性 HP Release Controlで表示する CIT属性。

注 ： 属性は1つ以上選択する必要があ り ます。

CI タイプ HP Release Controlで表示する属性を持つCIT。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [インパク ト ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 HP Release Control をスタン ドアローンモードで使用している場合、

このウ ィンド ウには何も表示されません。

関連タスク ➤ 「HP Universal CMDB 7.5の構成方法 (推奨 )」 （380ページ）

➤ 「HP Universal CMDB 8.x以降の構成方法 (推奨 )」 （383ページ）

関連項目 ➤ 「インパク ト分析 (相関 ) ルールの構成」 （376ページ）

➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

ビジネスCI修飾子 CITをビジネス CI とシステムCIに最初に分類する処理は、

HP Universal CMDBによって実行されます。 CITをHP Universal 

CMDBからインポート している場合、 カテゴ リがHP Release Control

に引き継がれます。

ただし、HP Universal CMDBのシステムCITを、HP Release Controlで

ビジネス CIT と してインポートする設定も可能です。

次の修飾子を追加してください。

➤ HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5のCITに対する ccmBusiness

修飾子

➤ HP Universal CMDBバージ ョ ン8.x以降のMODELING_ENABLED

修飾子

詳細については、 HP Universal CMDB のドキュ メ ン ト を参照して く

ださい。

直接的に影響を受ける

相関ルールパターン

ト リ ガーされている CIは、 チケッ トで明示的に指定されたCIです。

変更CI (CCI) は、 変更要求の結果と して直接変更されたCIです。 本

来、 ト リガーされている CIはすべてCCIです。 CCIは、 ト リガーさ

れるこ と も、 されないこ と もあ り ます。

このオプシ ョ ンでは、 ト リガーされたCI と CCIの関連性を定義する

インパク ト分析 (相関 ) ルールを指定できます。

➤ HP Universal CMDB 7.5の場合 ：

HP Release Control がインポー トする インパク ト分析ルールを正

規表現で定義するか、正規表現と実際のインパク ト分析ルール名

を組み合わせて定義します。

➤ HP Universal CMDB 8.x以降の場合 ：

HP Universal CMDBでインパク ト分析ルールを新し く定義する場

合、相関ルールパターンオプシ ョ ンにRC_DIRECTLY_AFFECTED

を選択するこ とによって、 この相関ルールは、 (直接的な ) 関係に

よって影響されるルールであるこ とを示します。
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折りたたみ相関

ルールパターン

ビジネス CI とシステム CI ( 「[評価 ] > [ インパク ト ] タブ」 （76ペー

ジ） を参照) の組織構造を定義します。

注： デフォルトでは、CIはインパク ト を受ける  (直接的) 関係によっ

て リ ンク されます。 システムデフォルト を上書きして変更するこ と

は可能ですが、 デフォルト を使用するこ とをお勧めします。

インパク ト相関

ルールパターン

➤ HP Universal CMDB 7.5の場合 ：

どのインパク ト分析ルールによって CI のインパク ト関係を決定

するかを定義します。正規表現、 または正規表現と実際のインパ

ク ト分析ルール名を組み合わせてプレフ ィ ッ クスを入力します。

これによ り、 HP Universal CMDBによってインポート されるイン

パク ト分析ルールが識別されます。

たとえば、 database.* と指定する と、 このプレフ ィ クスを持つす

べての相関ルールが、 インパク ト分析計算に含まれます。

式はそれぞれ "," (カンマ ) で区切ってください。 正規表現の使い

方 の 詳 細 は、 http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/api/java/util/

regex/Pattern.htmlを参照してください。

➤ HP Universal CMDB 8.x以降の場合 ：

どのインパク ト分析ルールによって CI のインパク ト関係を決定

するかを定義します。 HP Universal CMDBで新しいインパク ト分

析ルールを定義する場合、 相関ルールパターンオプシ ョ ンで

RC_IMPACTを選択してください。 この相関がHP Release Control

のインパク トに関連するこ とを示します。

UIの要素 説明
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[アプリケーシ ョ ン ] ウィンドウ

こ のウ ィ ン ド ウでは、 HP Release Control がビジネス CI のイ ンポー ト に使用する

HP Universal CMDBビューを定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [ インパク ト ] > [アプリケーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 HP Universal CMDBバージ ョ ン 7.5のみに該当します。

関連タスク 「HP Universal CMDB 7.xからのビジネス CIのインポート方法」 （403

ページ）

UIの要素 説明

アプリケーシ ョ ン名の

ビュー

HP Release Controlへのインポート対象となるビジネスCIを定義する

HP Universal CMDBのビュー名。

デフォルト値 ： ccmApplications 

ビジネス CI を HP Universal CMDB から インポー ト する手順の詳細

は、 「HP Universal CMDB 7.x からのビジネス CI のインポー ト方法」

（403ページ） を参照して ください。
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[ビジネス CI 名属性 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlでビジネス CIを表示する方法を編集します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[重大度列挙マッピング ] ウィンドウ

HP Universal CMDB と HP Release Controlは、 異なる重大度レベルスケールを使用します。

重大度を HP Universal CMDBから HP Release Controlにインポートする場合、 マッピング

によってスケールを変換する必要があ り ます。 このウ ィ ンド ウでは、 マッピングスキー

マを変更できます。 マッピングスキーマのデフォルトについては、 以下の 「デフォル ト

マッピングスキーマ」 を参照してください。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] > [統合 ] > [HP Universal CMDB] 

> [ インパク ト ] > [ビジネス CI] > [ビジネス CI 名属性 ] をク リ ッ ク

します。

UIの要素 説明

ビジネスCI名属性 ビジネスCI名属性ファ イルを編集し、HP Release Controlでビジネス

CIを表示する方法を変更します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [インパクト ] > [重大度列挙マッピング] をク リ ッ クします。

重要な情報 HP Release Control をスタン ドアローンモードで使用している場合、

このウ ィンド ウは表示されません。

関連項目 「[構成] タブの操作」 （275ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

デフォルトのマッピングスキーマ

次の表は、 デフォルトのマッピングスキーマを示します。

数値は、 所定の重大度の上限を示します。 上記の表では、 重大度が高いの上限は8です。

これを変更するには、 上限の数値を変更します。

UIの要素 説明

Release Controlでの値 HP Release Control インパク トの重大度。

HP Universal CMDBで

の値

HP Release Control のイ ンパク ト の重大度に相当する HP Universal

CMDBでのレベルの最大値。

HP Release Control インパク トの重大度 HP Universal CMDB重大度レベル

極めて低い 2以下

低い 3 - 4

中 5 - 6

高い 7 - 8

致命的 9
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[潜在変更 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlの潜在変更を構成します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [潜在変更] をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ TQL内のノードをすべて表示する設定を行ってください (プロパ

ティ visible = true)。

➤ HP Release Control をスタンドアローンモードで使用している場

合、 このウ ィンド ウは表示されません。

関連項目 ➤ 「潜在変更と検出変更の構成」 （372ページ）

➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ HP Universal CMDBのドキュ メン ト  (TQL クエ リの詳細 )

UIの要素 説明

変更検出の間隔 (時間 ) 新し く 検出された変更に関する情報を、 HP Release Control が

HP Universal CMDBに要求する時間の長さを定義します。

デフォルト ： 24時間 (時間単位 )。この設定では、HP Universal CMDB

は、 過去24時間内に発生した変更を検出します。

検出された変更のクエリ HP Release Controlは、 ccmDetectedChangesRule TQL クエ リ を使

用して、 変更の有無のチェッ ク対象となる CI タイプを記述します。

CIタイプは、それぞれグルーパーCIにも リ ンクする必要があ り ます。
418



第 14 章 「HP Universal CMDB関連設定の構成」
変更検出の復旧間隔

(時間 )

HP Release Controlサーバーの起動時、 検出した変更の計算中に発生

した問題の原因を特定します ( たとえば、 計算中にサーバーが停止

した場合など )。

このオプシ ョ ンでは、 どの程度時間を さかのぼって、 HP Release

Controlが変更検出を計算するかを定義します。

デフォルト ： 1カ月 (時間単位 )

変更検出のスケジュール 新し く検出された変更に関する情報を、 HP Release Controlが

HP Universal CMDBに要求するスケジュールを定義します。

注 ： この値はcron式で入力されます。

UIの要素 説明
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潜在変更モード この要素に値を定義するこ とによって、 潜在変更機能が使用可能に

なり ます。 次のいずれかの値を定義できます。

➤ 潜在および検出済み。 潜在変更機能が完全にアクティブになっ

ています。 潜在変更と検出変更は、 「潜在変更と検出変更につい

て」 （373ページ） の条件に基づいて表示されます。

➤ 変更タイプを考慮。 潜在変更機能が部分的にアクティブになっ

ています。 検出された変更が無視され、 潜在変更が表示されま

す。 ユーザー環境で検出された潜在変更は、 「潜在変更と検出変

更について」 （373ページ） の条件に基づいて表示されます。

➤ 変更タイプを無視。 潜在変更機能が部分的にアクティブになっ

ています。 検出された変更が無視され、 潜在変更が表示されま

す。 このモードでは、潜在変更を特定する際に変更タイプは条件

と して考慮されません。

変更タイプを無視モード と変更タイプを考慮モードには、次の例

で示すよ うな相違点があ り ます。

検出変更とスケジュールされた変更が、 最初の 2つの条件 (時間

と CCI/グルーパー CI) は一致するが、 変更タイプが異なる場合 ：

➤ 変更タイプを無視モードでは、 潜在変更とみなされません。

➤ 変更タイプを考慮モードでは、 潜在変更とみなされます。

➤ 無効。HP Release Controlは、ユーザー環境で新たに発生した変更

に関する情報を受け取り ません。

デフォルト ： 無効

UIの要素 説明
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潜在変更レベル 潜在変更は、 分析モジュールで別の変更と して表示されます。 潜在

変更を最上位 (親 ) の変更要求と して表示するか、第2レベル (子 ) の

変更要求と して表示するかを定義します。

潜在変更の要求 ID形式 潜在変更の要求 IDの形式を定義します。

潜在変更の要求 IDの

初期値

システムで最初に潜在変更を記録する際に、要求 IDに割り当てる数

値を定義します。

UIの要素 説明
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[CI タイプに一致する変更タイプ ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、どのCI タイプで潜在変更機能をアクティブにするかを定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [潜在変更 ] > [CI タイプに一致する変更タイプ ] > [追加さ

れたハードウェア] と  [追加されたソフ トウェア]をク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ このウ ィンド ウが表示されるのは、[潜在変更] ウ ィンド ウで潜在

および検出済みモード または変更タイプを無視モードを使用し

ている場合のみです。詳細については、「[潜在変更] ウ ィ ンド ウ」

（418ページ） を参照して ください。

➤ HP Release Controlで、検出された変更とスケジュールされた変更

に含まれる CCI (変更される CI) が、共通のCITにリ ンク している

かど うかをチェッ クするには、 HP Universal CMDB内で各CITに

次の属性を少な く と も 1 つ設定する必要があ り ます。 Change

Monitored、 Comparable、 Asset Data。

注 ： デフォルトでは、 CITの属性が更新される と、 そのCITは検

出変更とみなされます。 検出変更とみなすCIT を限定するには、

Attributes リ ス トから適切な属性を選択してください。

➤ HP Release Control をスタンドアローンモードで使用している場

合、 このウ ィンド ウは表示されません。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「潜在変更と検出変更の構成」

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 潜在変更機能をアクティブにする CI タイ

プを追加します。
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構成を構成セッ トから削除。 選択したCI タイプを削除します。

アクシ ョ ンタイプ HP Universal CMDBにおいて、 検出変更の原因となった CIで実行す

るアクシ ョ ンのタイプ。

有効な値 ：

➤ 更新

➤ 追加

注： HP Universal CMDBは、 removeアクシ ョ ンタイプをサポート し

ません。

属性 変更されたCI タイプの属性です。

デフォルトでは、 HP Universal CMDBでCIT属性をChange 

Monitored、 Comparable、 Asset Data に設定したものは、 すべて

チェッ ク対象になり ます。

[属性 ] リ ス トで指定するこ とによって、 変更チェッ クを行う属性を

限定するこ とができます。

UIの要素 説明
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変更タイプ 検出された変更のタイプ。 変更タイプは、 次のいずれかです。

➤ 追加されたハードウェア ハード ウェアを追加する変更。

注： この変更タイプはHP Universal CMDBによってサポート され

ません。

➤ 削除されたハードウェア ハード ウェアを削除する変更。

➤ 更新されたハードウェア ハード ウェアを更新する変更。

➤ 追加されたソフ トウェア ソフ ト ウェアを追加する変更。

➤ 削除されたソフ トウェア ソフ ト ウェアを削除する変更。

注： この変更タイプはHP Universal CMDBによってサポート され

ません。

➤ 更新されたソフ トウェア ソフ ト ウェアを更新する変更。

注：HP Release Controlで変更タイプを条件と して使用するためには、

サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンにおいて、 変更要求の変更タイプ

を 識 別 す る フ ィ ー ル ド が 必 要 で す。 こ の フ ィ ー ル ド を、

change-type-orig  フ ィールドの値 (HW_ADD またはSW_ADD) に

マッピングして ください。 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンフ ィー

ルドの変換とマッピングの詳細は、 「変更要求の変換の概要」 （431

ページ） を参照して ください。

CI タイプ 検出された変更のCI タイプ。

UIの要素 説明
424



第 14 章 「HP Universal CMDB関連設定の構成」
[CI タイプに一致する変更タイプ ] ウ ィンド ウを以下に説明します。

[監視 ] ウィンドウ

HP Release ControlがHP Business Availability Center 8.x以降と統合されている場合、選択し

た作業によ って イ ンパク ト を受ける CI の重要業績評価指数 (KPI) を表示でき ます。

HP Release ControlでKPIの表示を有効にするには、HP Business Availability CenterでKPIを

フェデレーシ ョ ン と して設定しておく必要があ り ます。 HP Business Availability Centerで

KPIをフェデレーシ ョ ンと して構成する方法の詳細は、「HP Business Availability Center 8.x

または HP Business Service Management 9.x でフェデレーシ ョ ン と して KPI を構成する方

法」 （398ページ） を参照してください。

このウ ィンド ウでは、 KPIの表示を有効または無効にします。

UIの要素 説明

[追加された

ハードウェア ] 

ウィ ンドウ

ハード ウェアに関連する変更が発生した場合に、 どのCI タイプで潜

在変更をアクティブにするかを設定します。

[追加された

ソフ トウェア ] 

ウィ ンドウ

ソフ ト ウェアに関連する変更が発生した場合に、 どのCI タイプで潜

在変更をアクティブにするかを設定します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [監視 ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 次の条件が満たされる と、 このウ ィ ンド ウが表示されます。

➤ HP Release Controlをスタンドアローンモードで使用

➤ HP Universal CMDB 8.x以降を使用

関連タスク 「HP Release Control をスタン ドアローンモードで実行するための構

成方法」 （394ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「スタンドアローンモードでの作業の概要」 （372ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[同期 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Control を CMDBデータベースとどの程度の頻度で同期

するかを設定します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

KPIを有効にする ➤ HP Release Control をスタンドアローンモードで使用している場

合は、シ ミ ュレート されたKPIを作成できます。詳細については、

「[スタンドアローン HP Universal CMDB KPI スク リプ ト ] ウ ィン

ド ウ」 （427ページ） を参照して ください。

➤ HP Universal CMDB 8.x以降を使用している場合は、 HP Release

ControlでKPIの表示を有効または無効にします。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [同期] をク リ ッ ク します。

重要な情報 HP Release Control をスタン ドアローンモードで使用している場合、

このウ ィンド ウは表示されません。

関連項目 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明

ビジネスCIの同期 HP Release Control と CMDBデータベース間の同期を有効または無効

にします。

デフォルト ： オン

同期の頻度 (分 ) HP Release ControlがCMDB と同期する頻度です。

デフォルト ： 2時間 (分単位 )
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[スタンドアローン HP Universal CMDB スクリプ ト ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウでは、 HP Release Control をス タン ドアローンモードで実行するための

cmdb-mock.jsスク リプ ト を構成します。

[スタンドアローン HP Universal CMDB KPI スクリプ ト ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Controlのスタンドアローンバージ ョ ン向けに、 シ ミ ュ

レート されたKPIを作成する mock-kpi.jsスク リプ ト を構成します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [ インパク ト ] > [ スタンドアローン UCMDB スクリプ ト ]

をク リ ッ ク します。

重要な情報 このウ ィ ンド ウが表示されるのは、 HP Release Controlをスタンドア

ローンモードで使用している場合のみです。

関連タスク 「HP Release Control をスタン ドアローンモードで実行するための構

成方法」 （394ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「スタンドアローンモードでの作業の概要」 （372ページ）

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ 統合 ] > [HP Universal

CMDB] > [監視 ] > [スタンドアローン UCMDB KPI スクリプ ト ] を

ク リ ッ ク します。

重要な情報 ➤ このウ ィ ンド ウが表示されるのは、HP Release Controlをスタンド

アローンモードで使用している場合のみです。

➤ シ ミ ュレート されたKPIを作成するためには、[KPI を有効にする ]

チェッ クボッ クスをオンにする必要があ り ます ( 「[監視 ] ウ ィン

ド ウ」 （425ページ） を参照 )。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「スタンドアローンモードでの作業の概要」 （372ページ）
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第 15 章
サービス デスクの構成

本章の内容

概念

➤ 「変更要求の変換の概要」 （431 ページ）

➤ 「アダプターの構成の概要」 （432 ページ）

➤ 「変換スク リプ トの記述」 （433 ページ）

➤ 「サービス  デスクから HP Release Control インタフェースへのリ ンク」 （437 ページ）

➤ 「サービスデスク内の承認ステータスの更新」 （439 ページ）

➤ 「HP Service Managerでの推奨日時解析の更新」 （440 ページ）

タスク

➤ 「サービスデスク統合の初期構成方法」 （441 ページ）

➤ 「サービスデスクからのチケッ トの取得方法」 （441 ページ）

➤ 「サービスデスクアダプタープロパティの変更方法」 （444 ページ）

➤ 「HP Service Managerを分析情報で更新するためのHP Release Controlの構成方法」 （445

ページ）

➤ 「HP Release Control と HP Service ManagerでのLW-SSOの構成方法」 （446 ページ）

➤ 「要求承認のためのHP Release Controlの構成方法」 （447 ページ）

➤ 「HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンへのリ ンクの作成方法」 （449 ページ）

➤ 「HP Release Controlカレンダーへのリ ンクの作成方法」 （451 ページ）
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➤ 「HP Release Controlの [評価 ] タブへのリ ンクの作成方法」 （452 ページ）

➤ 「単一の変更要求へのリ ンクの作成方法」 （453 ページ）

➤ 「タ イムゾーンと ロケールパラ メーターを使用した リ ンクの作成方法」 （453 ページ）

➤ 「テナン トパラ メーターを使用した リ ンクの作成方法」 （455 ページ）

➤ 「HP Service Manager/Centerチケッ トへのリ ンクの作成方法」 （456 ページ）

➤ 「SDI操作スク リプ ト を更新してDeny関数をサポートする方法」 （463 ページ）

リファレンス

➤ 「SDI操作スク リプ ト 」 （464 ページ）

➤ 「サービス  デスク  アダプターのプロパティ」 （466 ページ）

➤ 「HP Release Controlへのリ ンクを作成するルールおよび構文」 （484 ページ）

➤ 「カスタマイズ リ ンク用のURLパラ メーター」 （485 ページ）

➤ 「HP Release Controlへのリ ンクに使用されるフ ィールドパラ メーター値」

（486 ページ）

「 ト ラブルシューティングと制限事項」 （488ページ）
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概念

変更要求の変換の概要

変更要求は、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ン固有のアダプターを使用して、 サービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ンのフォーマッ トから汎用フォーマッ トへと変換されます。 変換

後の汎用要求は、 HP Release Controlサーバーに転送されます。

各サービスデスクアプリ ケーシ ョ ン固有のアダプターには、2つの単一レベルアダプター

が組み込まれています。 1つはト ップレベルの変更を変換するアダプターで、 も う 1つは

第2レベルの変更を変換するアダプターです。単一レベルアダプターのそれぞれには、次

のサブコンポーネン トが組み込まれています。

➤ コネクター。 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンから、 新しい ト ップレベル /第2レベル

の変更要求を収集します。

➤ コンバータ。 ト ップレベル /第2レベルの変更要求を、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ

ンの形式から HP Release Controlに認識できる汎用形式に変換します。詳細については、

「変換スク リプ トの記述」 （433ページ） を参照してください。

単一レベルアダプターにはそれぞれ、 変換前フ ィルターと変換後フ ィルターも組み込ま

れています。 これらのフ ィルターを使用して、 どの要求を HP Release Controlサーバーに

送信するかを制御できます。 変換前フ ィルターは、 まず要求をフ ィルターしてから汎用

フォーマッ トに変換します。 一方、 変換後フ ィルターが要求をフ ィルターするのは、 要

求を変換してから HP Release Controlサーバーに転送するまでの間です。
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アダプターの構成の概要

サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ンの要求を変換するには、 サービスデス クアプ リ ケー

シ ョ ンごとに該当のアダプターを構成する必要があ り ます。

アダプターの構成に必要な手順は、 次のとおりです。

➤ SdiConfigurer ユーティ リ ティ を使用して、 アダプター構成ファイルをセッ ト アップ

します。 (詳細については、 『HP Release Controlデプロイ メン トガイ ド』 を参照してく

ださい。 )

➤ 変換スク リプ ト をアダプター用に変更します。

注 ： サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンごとに複数のアダプターを構成するこ とができま

す。 このよ う な構成を行う と、 同じサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの複数のバージ ョ

ンから要求をインポートできます。

アダプター構成ファイル

アダプター構成ファイルは、 次の属性が格納されている XMLファ イルです。

➤ アダプター属性。 たとえば、 アダプター名、 要求の作成元となったサービスデスクア

プリ ケーシ ョ ンの名前、 一度に処理される要求の数、 アダプターがサービスデスクア

プリ ケーシ ョ ンをポーリ ングする頻度、 変換対象の要求タイプなどです。

➤ コネクター属性。 この属性によって、 アダプターはサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ン

に接続できます。 コネク ター属性は、 単一レベルのアダプターごとに (つま り、 アダ

プター構成ファイル内の要求タイプごとに ) 個別に指定して ください。

➤ コンバータ属性。 フ ィールドマッピング関数およびフ ィルター関数が定義されている

変換スク リプ ト ファ イルを呼び出します。コンバータ属性は、単一レベルのアダプター

ごとに異なり ます。

注： アダプタープロパティの変更の詳細は、 「サービスデスクアダプタープロパティの変

更方法」 （444ページ） を参照してください。
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変換スクリプ ト

変換ス ク リ プ ト はアダプターによって呼び出され、 変更要求をサービスデス クアプ リ

ケーシ ョ ン形式から HP Release Controlが扱える汎用形式へと実際に変換する処理を行い

ます。

各スク リプ トでは、 関数を記述する必要があ り ます。 関数の詳細な リ ス ト と説明につい

ては、 「変換スク リプ トの記述」 （433ページ） を参照してください。

変換スクリプ トの記述

HP Release Controlでは、 サービスデスクアダプターを使用して、 変更要求をサービスデ

スクから取得し、 要求発生元のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの形式から汎用形式へ

と変換します。 サービスデスクアダプター内の変換スク リプ トは、 要求発生元のサービ

スデスクのフ ィールドを、 それに対応する HP Release Control フ ィールドにマッピングし

ます。

サービスデスクの初期構成を実行する と、デフォルトの変換スク リプ トが作成されます。

HP Release Control内の変換スク リ プト にアク セスするには、 [モジュール ] > [管理者 ] >

[構成 ] タブ > [統合 ] > [サービス デスク  アダプター] > <アダプター名> ノードを選択し、

関連する構成ファ イルを選択します。 する と、 そのファ イルの内容が、 右側のウ ィ ン ド

ウに表示されます (convertTask.js、 convertChange.jsなど )。

ス ク リプ ト を変更する方法については、 「[構成 ] タブのファ イルの構成方法」 （277ペー

ジ） を参照して ください。

注 ： スク リプ ト内に256文字を超過している行がないこ とを確認します。
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列挙

変換スク リプ トには、サービス  デスク  アプリ ケーシ ョ ンの列挙フ ィールドに適用する詳

細なマッピング スキーマを含める必要があ り、 これは特に重要な役割を果たします。 変

換スク リプ ト内の各HP Release Control列挙フ ィールドは、デフォルトでは次のよ うに (大

文字で ) 表示されます。

例 ：

ス ク リ プ ト が参照し よ う と した列挙フ ィールドが存在しない場合は、 ス ク リ プ ト ログ

ファ イルにエラーメ ッセージが記録されます ( 「ログファ イル」 （436ページ） を参照 )。

HP Release Controlの列挙フ ィールドの作成の詳細は、 「[列挙 ] ウ ィンド ウ」 （351ページ）

を参照してください。

関数

各スク リプ トで記述する必要がある関数については、 後ほど詳し く説明します。 各関数

に含めるこ との可能なオブジェク ト 、 または含める必要のあるオブジェク トについては、

API_Reference.chm ファ イル内のGenericTicketImpl ク ラスを参照してください。 (API

リ フ ァレンスにアクセスするには、 [ スタート ] > [ プログラム ] > [HP Release Control

9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディレク ト リ を開きます。 )

➤ convert  サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンのフ ィールドを汎用要求フ ィールドに

マッピングする関数です。

例 ：

注： HP Release Controlに含まれる設定済み変更要求フ ィールドの一覧については、「設

定済み変更要求フ ィールド」 （345ページ） を参照してください。

<列挙フ ィールド タイプ>_<HP Release Control列挙名>

genericRFC.setField("priority", PRIORITY_HIGH);

function convert(remedyRFC, genericRFC)
434



第 15 章 「サービス デスクの構成」
➤ preFilter  この関数は、変更要求をフ ィルターした後で変換します。 これによ り、必要

な要求だけを変換してHP Release Controlサーバーに送信できます。 この関数は、 サー

ビスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの用語を使用して記述されます。 たとえば、 優先度の低

い要求を変換対象外にしたい場合は、 次のpreFilter関数を使用する と よいでし ょ う。

この関数は、BMC Remedy Action Request Systemの要求のうち優先度の低いものを変換

対象外にし、 他の要求をすべて変換するよ うに指定します。

➤ postFilter この関数は、 要求の変換後にフ ィルターするこ とによ り、 必要な要求だけ

を HP Release Control サーバーに転送でき る よ う にし ます。 この関数は、 HP Release

Control要求の用語を使用して記述されます。 たとえば、 次のpostFilter関数は、 汎用

要求のうちステータスが [承認済み] のものだけをHP Release Controlサーバーに転送す

るよ うに指定します。

 

function preFilter(remedyRFC){
if (remedyRFC.get("Request Urgency")==ARS_PRIORITY_LOW)

return false;
else

return true;

function postFilter(genericRFC){
ccmStatus==genericRFC.get("status");
if (ccmStatus==STATUS_APPROVED)

return true;
else

return false;
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注 ：

➤ ネッ ト ワーク負荷を軽減し、使用容量を低く抑えるためには、必要な要求列だけを

変換対象にする こ と をお勧めします。 SELECT クエ リ で変換対象の列を指定する

か、 該当のコネクタープロパティを使用して ください。

➤ HP Project and Portfolio Management/IT Governance Center、 またはデータベースの

サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンから要求を変換する場合は、小文字を使用したす

べての列名を参照して ください。

➤ 変換スク リプ ト でロギングオブジェ ク ト を使用する と、 要求変換処理を介してス

テート メン ト をログに記録できます。 詳細については、 「ログファ イル」 を参照し

て ください。

ログファイル

要求変換中に実行された作業について記述したログ メ ッセージを表示したい場合は、 変

換スク リプ トにロギングオブジェク ト を含めて ください。 変換処理中に、 <HP Release

Control インストールディ レク ト リ >\servers\<サーバー名> ディ レク ト リにある変換ス

ク リプ ト ログファ イルのログメ ッセージを表示できます。

ロギングオブジェク トは、 どのよ う なスク リプ ト関数にも含めるこ とができます。 次の

形式で構文を指定してください。

使用可能なメ ッセージタイプは、 次のとおりです。

➤ info 実行されたすべての処理を記録します。

➤ warn 警告メ ッセージを記録します。

➤ error エラーメ ッセージを記録します。

➤ debug すべての処理内容を詳細に記録します。

logger.< メ ッセージのタイプ>("<ログメ ッセージ>");
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たとえば、 次のよ うなロギングオブジェク ト を含めるこ とができます。

変換スク リプ トのログファ イルに、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンのすべてのフ ィー

ルドの一覧を表示したい場合は、 次のロギングオブジェク ト を変換スク リプ トに含めて

ください。

上記のロギングオブジェク ト を使用する場合は、 変換スク リプ トの先頭部に次の行を含

めるよ うにして ください。

サービス デスクから HP Release Controlインタフ ェースへのリンク

サービスデスクから HP Release Controlへのリ ンクを作成するこ とができます。HP Release

Control アプリ ケーシ ョ ン全体へのリ ンク、 またはアプリ ケーシ ョ ンの特定の領域へのリ

ンクを作成するこ とができます。 例と して、 サービスデスク内で作業中、 チケッ トに割

り当てる開始時刻を決める場合を考えてみまし ょ う。 サービスデスク内から リ ンクを作

成するこ とによって、 HP Release Control カレンダーを開き、 スケジュール済み変更内容

を当該の時間枠で表示できるよ うにな り ます。

注 ： 

➤ ユーザーがHP Service Manager 7.11 (Web Tier) に完全に統合されている場合、サービス

デスク内からのリ ンクはHP Service Manager内に事前に構成されています。

➤ LW-SSO をインス トールしていない場合、 サービスデスク内からのリ ンクにアクセス

する と、 HP Release Control資格情報の入力プロンプ トが表示されます。

logger.info("converting request #3001");

logger.info(BeanUtils.describe(ticket));

importPackage(Packages.org.apache.commons.beanutils);
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➤ HP Release Controlの次の領域へのリ ンクを作成するこ とができます。

➤ HP Release Control アプリケーシ ョ ン。 HP Release Controlの外側から使用する、

HP Release Control アプ リ ケーシ ョ ンへのカスタマイズされた リ ンクを作成できま

す。 リ ンクをカスタマイズするこ とで、 フ ィルター、 タイムスタンプ、パースペク

ティブを使用して、 関連ビューを表示できます。

詳細については、「HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンへのリ ンクの作成方法」（449

ページ） を参照して ください。

➤ HP Release Control カレンダー。 この リ ンクを使用してカレンダーにアクセスす

る と、 スケジュール済み変更要求の表示、特定の変更要求の検索、変更要求の詳細

表示などの操作を実行できます。ただし、HP Release Controlの他の領域へのアクセ

スは制限されます。たとえば、フ ィルターまたはユーザープリ ファレンスは設定で

きません。 また、 変更分析の各種タブにアクセスできな くな り ます。

詳細については、 「HP Release Controlカレンダーへのリ ンクの作成方法」 （451ペー

ジ） を参照して ください。

➤ HP Release Controlの [評価 ] タブ。 単一の変更要求を参照したい場合は、

HP Release Controlの [評価 ] タブへのリ ンクを作成します。 [評価 ] タブに表示され

る情報と しては、 インパク ト分析、衝突、 リ スク分析、類似した変更内容、期間の

競合などがあ り ます。 このリ ンクを使用して [評価 ] タブにアクセスした場合、 指

定された要求のすべての変更分析情報を表示できますが、HP Release Controlの他の

領域にはアクセスできません。

詳細については、 「HP Release Control の [評価 ] タブへの リ ンクの作成方法」 （452

ページ） を参照して ください。

➤ HP Release Control内の単一の変更要求。 HP Release Controlが開き、 指定した変

更要求が表示されます。 この リ ンクを使用して HP Release Control にアクセスする

と、 HP Release Controlの他のすべての領域にアクセスできます。

詳細については、 「単一の変更要求へのリ ンクの作成方法」 （453ページ） を参照し

て ください。

➤ HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンへの直接リ ンクでは、 タイムゾーンやロケールパ

ラ メーターを追加できます。 HP Release Controlで使用するタイムゾーンや、 ユーザー

インタフェースの表示言語を指定できます。詳細については、「タイムゾーンと ロケー

ルパラ メーターを使用した リ ンクの作成方法」 （453ページ） を参照してください。
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サービスデスク内の承認ステータスの更新

approveChange権限を持つユーザーであれば、分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] >

[決議 ] タブで、 変更要求の承認、 拒否、 または承認の撤回を行う こ とができます。 状況

によっては、 要求の承認ステータスは要求発生元のサービスデスク内で更新されます。

次のサービスデスク内で、 要求の承認ステータスを更新するこ とができます。

➤ HP Service Manager

➤ HP ServiceCenter

➤ HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center

次のサービスデスク内で、 要求の承認を撤回するこ とができます。

➤ HP Service Manager

➤ HP ServiceCenter

次のサービスデスク内で、 要求の承認を拒否するこ とができます。

➤ HP Service Manager

注 ： 承認の設定方法の詳細は、 「要求承認のためのHP Release Control の構成方法」 （447

ページ） を参照して ください。
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HP Service Managerでの推奨日時解析の更新

分析モジュールの [変更プランナー ] ダイアログボッ クスでは、 次回、 変更の実施が可能

な日時を指定できます。 これは、 変更対象期間とブラックアウト期間外のいずれかです。

詳細については、「[変更プランナー ] ダイアログボッ クス」 （102ページ） を参照してくだ

さい。

HP Release ControlがHP Service Managerから変更要求を受け取る と、HP Release Controlは、

次の条件を満たす場合にのみ、 次回の実施日時を含む要求を対象に推奨日時解析を実行

します。

➤ 変更要求のステータスが、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス] > [推

奨日時解析で有効なステータス ] ボッ クスで表示されるステータスのいずれかに該当

する場合。 詳細については、 「[変更プロセス ] ウ ィンド ウ」 （306ページ） を参照して

ください。

➤ change-flow.js スク リプ ト内のshouldCalcSuggestTime関数が trueに設定されてい

る場合。詳細については、 「<change-flow.js スク リプ トに含まれる関数>」 （310ページ）

を参照してください。

➤ suggested-end-time フ ィールド と suggested-start-time フ ィールドの値が空の場合

([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [ フ ィールド ] > [利用できるフ ィー

ルド ] > [日時 ] を選択 )。詳細については、「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」 （353ページ） を

参照してください。

いずれかの条件を満たした場合、 HP Release Control は推奨日時解析を行い、 要求は

HP Service Managerで更新されます。
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タスク

サービスデスク統合の初期構成方法

HP Release Controlの初期構成では、 HP Release Control と連携するよ うにサービスデスク

アプリ ケーシ ョ ンを構成します。

サービスデスク統合を構成するには、SdiConfigurerユーティ リ ティ を使用します。サー

ビスデスクの構成方法の詳細は、 『HP Release Controlデプロイ メン トガイ ド』 で該当の項

を参照して ください。

サービスデスクからのチケッ トの取得方法

サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンからチケッ ト を取得する方法については、 次に示す手

順を参照して ください。

変更要求を定期的に取得

デフォルトでは、 変更要求を定期的に取得できるよ うにサービスデスクアダプターが構

成されます。 サービスデスクアダプターファ イルで、 対象のサービスデスクアプ リ ケー

ショ ンに対し て変更要求のポーリ ングを実行するスケジュールを変更する こ と も でき

ます。

ポーリングスケジュールを変更するには ：

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク  アダプター] > <アダ

プター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イルをク リ ッ

クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 2 polling-schedulesプロパティを必要に応じて変更します。このプロパティの詳細な説

明については、 「アダプターの共通属性」 （467ページ） を参照してください。

 3 構成変更を保存し、アクティブ化します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ペー

ジ） を参照して ください )。
441



第 15 章 「サービス デスクの構成」
指定の日付以降の変更要求をすべて取得 (Service Manager とデータベース

サービスデスクアプリケーシ ョ ンを除くすべてのサービスデスクから取得 )

状況によっては、 特定の時点以降のすべての変更要求をサービスデスクから取得したい

場合があ り ます。

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク  アダプター] > <アダ

プター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イルをク リ ッ

クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 2 initial-load-state プロパティのコ メン ト を解除し、 いつ以降の変更要求を取得するか

を示す開始日付を入力します。 このプロパティの詳細な説明については、「アダプター

の共通属性」 （467ページ） を参照してください。

 3 構成変更を保存し、アクティブ化します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ペー

ジ） を参照してください )。

 4 HP Release Controlサービスを停止します。

 a Windows メニューで [ スタート ] > [ ファイル名を指定して実行 ] の順に選択し、

「services.msc」 と入力します。

 b [サービス ] ウ ィンド ウで、HP ReleaseControl 9.20 <サーバー名> を選択し、[サー

ビスの停止 ] をク リ ッ ク します。

 5 SDI Persistency Cleanupユーティ リ ティ を実行して、 データベースの永続性を削除

します。 詳細については、 「SDI永続性の削除」 （634ページ） を参照してください。

 6 HP Release Controlサービスを再起動します。

 7 すべてのチケッ トが取得されるまで、 サービスデスクアダプターを実行します。

 8 initial-load-state プロパティをコ メン ト アウ ト して変更内容を保存し、 サービスデス

クアダプターを通常のポーリ ングスケジュールに戻します。
442



第 15 章 「サービス デスクの構成」
指定の日付以降の変更要求をすべて取得 (Service Manager とデータベース

サービスデスクアプリケーシ ョ ンのみから取得 )

状況によっては、 特定の時点以降のすべての変更要求をサービスデスクから取得したい

場合があ り ます。 オプシ ョ ンで、 サービスデスクからアダプターがチケッ ト を取得する

時刻を限定するこ とができます。

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク  アダプター] > <アダ

プター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イルをク リ ッ

クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 2 次のプロパティ の値を、 ファ イルの <connection-properties> セク ショ ンで定義し

ます。

 a startFromチケッ トの取得を開始する過去の日時を指定します。 たとえば、 13/01/

2000 00:00:00 ESTなど。

 b (オプシ ョ ン ) upperLimitDeltaHP Release Controlがチケッ ト を取得する頻度を指定

します。 ミ リ秒単位で指定します。

次の例では、 HP Release Controlは 2009年1月1日の深夜12:00にチケッ トの取得を

開始し、 36000000 ミ リ秒 (10時間 ) 間隔で取得します。 つま り、 HP Release Control

は2009年1月1日の深夜12:00から取得を開始し、 2009年1月1日の 10:00時まで取

得します。次に、 2009年1月1日の10:00から、 2009年1月1日の20:00まで取得を行

います。

<connection-properties>
            userName=<username>
            password=<password>
            startFrom=013/01/2009 00:00:00 EST
            upperLimitDelta=36000000
</connection-properties>
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注 ： デフォルトでは、 upperLimitDeltaプロパティは <アダプター名>

-adapter.settingsファ イルに含まれません。 このプロパティの値を定義するには、

ファ イルの <connection-properties> セクシ ョ ンにプロパティ を手作業で追加す

る必要があ り ます。

 3 構成変更を保存し、アクティブ化します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ペー

ジ） を参照してください )。

 4 SDI Persistency Cleanupユーティ リ ティ を実行して、 データベースの永続性を削除

します。 詳細については、 「SDI永続性の削除」 （634ページ） を参照してください。

 5 次のポーリ ングジ ョブから、 サービスデスクアダプターは、 <アダプター名>

-adapter.settings ファ イルの startFromの値で指定した日付からチケッ ト を取得開始

します。 upperLimitDeltaプロパティの値を定義しないと、 HP Release Controlは、 変

更要求を無期限に取得します。

サービスデスクアダプタープロパティの変更方法

サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ  (SdiConfigurer.bat) を使用してサービスデスクの

初期構成を実行する と、 すべてのサービスデスク統合プロパティを含むサービスデスク

アダプター構成ファイルが作成されます。

このタスクでは、サービスデスクアダプタープロパティの変更方法について説明します。

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク  アダプター] > <アダ

プター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イルをク リ ッ

クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 2 サービスデスクアダプタープロパティを変更します。プロパティについては、「サービ

ス  デスク  アダプターのプロパティ」 （466ページ） を参照してください。

 3 構成の変更を保存し、適用します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ） を

参照してください )。
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HP Service Managerを分析情報で更新するためのHP Release 
Controlの構成方法 

このタスクでは、HP Service Managerの分析情報が更新されるよ うにHP Release Controlを

構成する方法を説明します。 HP Service Manager内の要求ごとに、 リ ス ク、 インパク ト 、

衝突の重大度を表示できます。 また、 期間の競合が発生したかど うかを確認するこ と も

できます。

 1 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク  アダプター] > <アダ

プター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イルをク リ ッ

クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 2 <request-type level="1"> 要素で、 <operations> 要素の下のoperation 

name=updateAnalysisData下位要素をコ メン ト アウ ト します。

 3 <request-type level="2"> 要素で、 <operations> 要素の下のoperation 

name=updateAnalysisData下位要素をコ メン ト アウ ト します。

 4 構成の変更を保存し、適用します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ） を

参照して ください )。
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HP Release Control と HP Service ManagerでのLW-SSOの構成方法

サービスデス クの初期設定では、 HP Service Manager と HP Release Control でLightweight

Single Sign-On (LW-SSO) を使用する設定を行っていない可能性があ り ます。こ こでは、資

格情報を入力せずにHP Service Manager と HP Release Controlにログインする方法を説明し

ます。

 1 HP Service Managerのドキュ メン トに、 HP Release Control と HP Service Managerで

LW-SSOを設定する方法が説明されています。 この手順を実行して ください。

 2 アダプター構成ファイルのconnection-propertiesセクシ ョ ンで、

requiresUserCredentialsパラ メーターを falseに設定する と、 資格情報を入力せずに

HP Service Managerにログインできるよ うにな り ます。また、serviceURLパラ メーター

を変更するこ とによ り、 HP Service Managerサーバーへの接続が可能になり ます。

次に例を示します。

➤ requiresUserCredentialsパラ メーターを falseに設定する と、資格情報を入力しな

くても HP Service Managerへのログインが可能になり ます。

➤ serviceURLパラ メーターは、HP Service Managerサーバーへ接続するURLを指定し

ます。

詳細については、 「アダプターの共通属性」 （467ページ） を参照してください。

<connection-properties>

serviceUrl=http://<smweb-tierhostname:portnumber>/SymphonyAdapter/inbound/ws

requiresUserCredentials=false

</connection-properties>
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要求承認のためのHP Release Controlの構成方法

このタスクは、 次のサービスデスクを対象としています。

➤ HP Service Manager

➤ HP ServiceCenter

➤ HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center

このタスクでは、 ユーザーがHP Release Control で変更要求を承認、 拒否、 または承認撤

回した時点でサービスデスク内で要求の承認ステータスが更新されるよ うにHP Release

Controlを構成する方法を説明します。

 1 変更の承認を許可するための条件の定義

特定の操作を行う と、 HP Release Controlは、 sdOperations.js ス ク リプ ト で定義され

た条件に基づいて、 統合されたサービスデスクに情報を送信します。

このスク リプ トでは、分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タブの [承認 ] ボ

タンを有効にする条件を定義できます。デフォルトでは、 ステータスが [承認待ち ] の

すべての要求に対して [承認 ] ボタンが有効になり ます。 sdOperations.js スク リプ ト

の詳細は、 「SDI操作スク リプ ト 」 （464ページ） を参照して ください。

 2 ユーザー権限の割り当て

要求の承認を担当するユーザーに approveChange権限を割り当てます。 権限の割り

当ての詳細は、 「ユーザーの構成」 （599ページ） を参照してください。

 3 変更要求の承認が行えるようにサービスデスクが構成されていることの確認

HP Service Manager/Centerを使用している場合、 要求発生元のサービスデスク内の

承認ステータスを更新する機能は、 デフォルトで有効化されます。
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HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center を使用し ている場

合、 サービスデスクの初期構成時にサービスデスク構成ユーテ ィ リテ ィ を使用して、

このオプシ ョ ンを構成して ください。 初期構成時にこのオプシ ョ ンを構成しなかった

場合は、 下記の手動による手順を実行してください。

承認を実行できるよ う にHP Project and Portfolio Management / IT Governance

Centerを手動で構成するには ：

 a 要求の承認の設定を行う前に、 HP Project and Portfolio Management/IT Governance

Centerデータベースへの接続用と して HP Release Controlで指定されたユーザーに、

このデータベースに対する書き込み権限が割り当てられているこ とを確認します。

 b [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ  > [統合] > [サービス  デスク  アダプタ ー] >

<アダプター名> ノードを選択します。<アダプター名>-adapter.settingsファ イル

をク リ ッ クする と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 c <request-type level="1"> および <request-type level="2"> の両方の要素で、

approve操作を探し、 <connector-type>itgApprove</connector-type> が両方の

レベルでapprove操作に組み込まれているこ とを確認します。

 d <プロパティ > 要素内の以下のプロパティを定義します。

プロパティ名 説明

dbUrl

(必須 )

HP Project and Portfolio Management/IT Governance Center

データベースのURL。

username

(必須 )

HP Release Control がHP Project and Portfolio Management /

IT Governance Centerデータベースに接続する と きに使用す

るユーザー名。

password

(必須 )

HP Release Control がHP Project and Portfolio Management /

IT Governance Centerデータベースに接続する と きに使用す

るパスワード。

注： パスワードを暗号化できます。詳細については、 「パス

ワードの暗号化」 （623ページ） を参照して ください。

driverClassName

(必須 )

JDBC ド ラ イバの名前。

デフォルト値 ： oracle.jdbc.OracleDriver
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 e HP Release Controlに送信中の要求のキューで、更新された承認済みの要求の優先度

を上げるには、<sender-properties> 要素でupdateOperation=trueを指定します。

 f 構成の変更を保存し、適用します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）

を参照してください )。

HP Release Controlアプリケーシ ョ ンへのリンクの作成方法 

HP Release Controlの外側から使用する HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンへのカスタマ

イズされた リ ンクを作成できます。 リ ンクをカスタマイズするこ とで、 フ ィルター、 タ

イムスタンプ、 パースペクティブを使用して、 関連ビューを表示できます。

HP Release Controlアプリケーシ ョ ンへのリンクを作成するには ：

インターネッ トブラウザーで以下のURLを入力します。

sourceStepSequence

(必須 )

承認の実行を開始する ソースステップ番号。 このプロパ

ティ またはsourceStepNameを指定する必要があ り ます。

サブワークフローの場合、 <親ワークフローステップ>.<サ

ブワークフローステップ> を指定します。 例 ： 5.5。

sourceStepName

(必須 )

承認の実行を開始するソースステップの名前。このプロパ

テ ィ または sourceStepSequence を指定する必要があ り

ます。

actionName

(必須 )

要求を承認するためにHP Project and Portfolio Management/

IT Governance Center アプリ ケーシ ョ ン内で実行する必要が

ある操作。

http://localhost:8080/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&<カスタマイズ可能なパラメーター >

プロパティ名 説明
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カスタマイズ可能なパラ メーターの一覧は、 「カス タマイズ リ ン ク用のURL パラ メー

ター」 （485ページ） を参照してください。

注意 ： URLでは、 filterName または field-< フ ィールド名> パラ メーターを 1つ以上指定

する必要があ り ます。

URLに関するルールと構文のガイ ド ラインについては、「HP Release Controlへのリ ンクを

作成するルールおよび構文」 （484ページ） を参照してください。

例

次の例では、 HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンへのリ ンクが作成されます。 HP Release

Controlは、 特定の日付でカレンダービューを開きます。 HP Release Controlには、 ステー

タスが [承認済み ] または [ ク ローズ済み ] で、かつリ スク  レベルが20 ～ 80の要求だけが

表示されます。

http://localhost:8080/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&filterName=any&
field-calculated-risk=20,80&field-status=APPROVED,CLOSED&perspective=calendar
&timestamp=1225648800000
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HP Release Controlカレンダーへのリンクの作成方法

HP Release Control カレンダーへのカスタマイズされた リ ンクを作成します。 この リ ンク

を使用してカレンダーにアクセスする と、 スケジュール済み変更要求の表示、 特定の変

更要求の検索、 変更要求の詳細表示などの操作を実行でき ます。 ただし、 HP Release

Controlの他の領域へのアクセスは制限されます。 たとえば、 フ ィルターまたはユーザー

プリ ファレンスは設定できません。 また、 変更分析の各種タブにアクセスできな くな り

ます。

HP Release Controlカレンダーへのリンクを作成するには ：

インターネッ トブラウザーから以下のURL を入力します。 URLは、 下の表に従ってカス

タマイズされています。

カスタマイズ可能なパラ メーターの一覧は、 「カス タマイズ リ ン ク用のURL パラ メー

ター」 （485ページ） を参照してください。

注意 ： URLでは、 filterName または field-< フ ィールド名> パラ メーターを 1つ以上指定

する必要があ り ます。

URLに関するルールと構文のガイ ド ラインについては、「HP Release Controlへのリ ンクを

作成するルールおよび構文」 （484ページ） を参照してください。

例

次の例では、 HP Release Control カレンダーへのリ ンクが作成されます。 カレンダーが特

定の日付で開き、 ステータスが [承認済み ] または [ ク ローズ済み ] で、かつリ スクレベル

が20 ～ 80の要求だけが表示されます。

http://localhost:8080/ccm/calendar.html?requestOrigin=EXTERNAL&< カスタマイズ可能な

パラメーター >

http://localhost:8080/ccm/calendar.html?requestOrigin=EXTERNAL&filterName=any
&field-calculated-risk=20,80&field-status=APPROVED,CLOSED&timestamp=1225648800000
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HP Release Controlの [評価 ] タブへのリンクの作成方法

単一の変更要求を表示する場合は、 HP Release Controlの [評価 ] タブへのリ ンクを作成し

ます。 [評価 ] タブに表示される情報と しては、 インパク ト分析、 衝突、 リ スク分析、 類

似した変更内容、 期間の競合などがあ り ます。

このリ ンクを使用して [評価 ] タブにアクセスした場合、 指定された要求のすべての変更

分析情報を表示できますが、 HP Release Controlの他の領域にはアクセスできません。

[評価 ] タブへのリンクを作成するには ：

インターネッ トブラウザーで以下のURLを入力します。

サービスデスク IDは、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンで定義されているチケッ トの ID

です。

例 ：

注 ： 作業に使用しているサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンが複数ある場合、 対象のサー

ビスデスクの名前を指定するには、 serviceDeskパラ メーターを使用します。 たとえば、

2つのチケッ トがそれぞれ別々の 2つのサービスデスクで生成されたもので、 その両方の

IDが同じ場合は、 serviceDeskパラ メーターを識別子と して利用できます。 サービスデ

スクの名前は、 分析モジュールの [詳細 ] タブに表示される名前と同じです。

http://<HP Release Controlサーバー名 :ポート >/ccm/assess.html?refId=<サービスデスク ID>

http://localhost:8080/ccm/assess.html?refId=C-00000006
452



第 15 章 「サービス デスクの構成」
単一の変更要求へのリンクの作成方法

HP Release Control内の単一の変更要求へのリ ンクを作成できます。 HP Release Control が

開き、 指定した変更要求が表示されます。

このリ ンクを使用して HP Release Controlにアクセスする と、 HP Release Controlの他のす

べての領域にアクセスできます。

HP Release Controlで単一の変更要求へのリンクの作成するには ：

インターネッ トブラウザーで以下のURLを入力します。

サービスデスク IDは、 サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンで定義されているチケッ トの ID

です。

例 ：

タイムゾーンとロケールパラメーターを使用したリンクの作成方法

指定のタイムゾーンでHP Release Control を開き、 指定の言語でユーザーインタフェース

を表示する リ ンクを作成します。

HP Release Controlアプリケーシ ョ ンへのリンクを作成するには ：

インターネッ トブラウザーで以下のURLを入力します。

http://localhost:8080/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&requestedChangeID=<サービスデスク ID>

http://localhost:8080/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&requestedChangeID=
C-00000006

http://<RCインス トールのホーム>/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&<カスタマイズ可能な

パラメーター >
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注意 ： URLでは、 filterName または field-< フ ィールド名> パラ メーターを 1つ以上指定

する必要があ り ます。

例

次の例では、 HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンへのリ ンクが作成されます。 HP Release

Controlは、 特定の日付でカレンダー ビューを開きます。 HP Release Controlには、 ステー

タスが [承認済み ] で、 かつリ スク  レベルが20 ～ 80の要求だけが表示されます。 オース

ト ラ リ ア時間を使用し、 ユーザー インタフェースをフランス語で表示します。

注 ：

➤ タイムゾーンは、 Java タイムゾーンです。

➤ URLのタイムゾーン入力に誤りがある場合、 HP Release Controlはデフォルトの

GMT タイムゾーンを使用します。

➤ ロケールの言語コードのスペルに誤りがある場合、HP Release Controlは [プリファ

レンス ] > [ユーザー プリファレンス ] > [ユーザー ワークスペース ] > [言語] ボッ ク

ス で選択 し た言語を使用し ます。 選択 し た言語がサポー ト 対象外の場合、

HP Release Controlはデフォルト言語を使用します ([モジュール] > [管理者] > [構成]

> [統合 ] > [サーバー ] > [システム言語 ] ボッ クスを選択 )。

➤ 使用する言語は、あらかじめHP Release Controlに追加しておく必要があ り ます。詳

細については、『HP Release Control Open Localization Toolkit User Guide』 を参照して

ください。

http://localhost:8080/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&filterName=any&
field-calculated-risk=20,80&field-status=APPROVED&perspective=calendar&timestamp=1225648
800000&timezone=Australia\Currie&locale=fr_FR
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テナン トパラ メーターを使用したリンクの作成方法

HP Release Controlサーバーでは、複数のテナン トにサービスを提供する設定が可能です。

HP Release Controlを特定のテナン トに開く リ ンクを作成できます。

HP Release Controlアプリケーシ ョ ンへのリンクを作成するには ：

インターネッ トブラウザーで以下のURLを入力します。

または

説明 ：

➤ テナン トは、 HP Release Controlで定義されているテナン ト名です。

➤ tenant_field_valは、テナン ト割り当てフ ィールドです。 この値に基づいて、サービス

デスクアプリ ケーシ ョ ンからの変更要求チケッ トはHP Release Controlのテナン トに割

り当てられます。

注 ： URLで一度に指定できるパラ メーターは1つです。

例 ：

http://<RCインス トールのホーム>/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&<カスタマイズ可能な

パラメーター >&<tenant_field_val>

http://<RCインス トールのホーム>/ccm?requestOrigin=EXTERNAL&<カスタマイズ可能な

パラメーター >&<テナン ト >

http://localhost:8080/
ccm?requestOrigin=EXTERNAL&filterName=any&perspective=calendar&tenant_field_
val=CompanyX
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注意 ： URLでは、 filterName または field-< フ ィールド名> パラ メーターを 1つ以上指定

する必要があ り ます。

HP Service Manager/Centerチケッ トへのリンクの作成方法

このタスクでは、 Web Tier を介してHP Service Manager/Centerチケッ トへのリ ンクを作成

する方法について説明します。

 1 URL リンク経由でHP Service Manager/Centerへのアクセスを許可する

デフォルトでは、 Web TierのURL クエ リ を介してセキュ リティハッシュが要求される

よ うに、 HP Service Manager/Centerサーバーを設定できます。 この場合、 URL リ ンク経

由でHP Service Manager/Centerにアクセスできるよ うに、システムを構成する必要があ

り ます。

➤ HP Service Managerについては、 「URL リ ンク経由でHP Service Managerへのアクセ

スを許可する」 （457ページ） を参照してください。

➤ HP ServiceCenterについては、「URL リ ンク経由でHP ServiceCenterへのアクセスを許

可する」 （460ページ） を参照してください。

注 ： また、 Web.xmlファ イル (HP Service Manager内のquerySecurity、 およびHP 

ServiceCenter内のsc.querysecurity) で、 このセキュアクエ リ要求を無効にするこ と

もできます。

 2 request-id フ ィールド用URLの構成

 a [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [ フ ィールド ] の順に選択します。
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 b [利用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウで、[その他] > [request-id] の順に選択します。

 c [ フ ィールドの属性 ] ウ ィンド ウの [詳細のレイアウト ] タブで、 [値の表示形式 ]

フ ィールドにURLを入力します。

➤ Lightweight Single Sign-On (LW-SSO) を使用しているセキュアクエ リ または非セ

キュアクエリに対しては、 次のURLを入力します。

➤ LW-SSOを使用していない非セキュアクエリ に対しては、次のURLを入力します。

例 ：

➤ LW-SSOを使用していないセキュアクエ リに対しては、次のURLを入力します。

 d 構成セッ ト を保存し、 適用します。 詳細については、 「構成変更の保存方法と適用

方法」 （277ページ） を参照してください。

URL リンク経由でHP Service Managerへのアクセスを許可する

URLセキュ リティ メカニズムが導入されている場合、HP Service Manager Webサーバーの

名前と クエ リの両方に依存する  (HP Service Managerで生成された ) ハッシュを URL クエ

リに含める必要があ り ます。 この構成は、 HP Service Manager管理者が行う 必要があり

ます。

http:// <Host:Port>/SymphonyAdapter/ui?
smOperation=edit&IsmFromSystem=ReleaseControl&IsmSubject=125
&IsmEntityType=Change&IsmToSystem=ChangeManager
&IsmProtocolVersion=1.0&IsmEntityID=%%request-id%%

<HP Service Manager/Center Web tier address>/index.do?ctx=docEngine
&file=cm3r&query=number="%%request-id%%"

http://scserver:8080/sc/index.do?ctx=docEngine
&file=cm3r&query=number="%%request-id%%"

%%origin-url%%
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セキュアなURL クエリを生成するには ：

 1 HP Service Managerで、url という名前の変更要求フ ィールドを新規に追加します。この

フ ィールドに、チケッ ト用に生成された リ ンクを含めます。データ型を [character] に

設定します。

➤ [システム定義] > [テーブル] > [cm3r] > [フ ィールド ] を使用してフ ィールドを要求

に追加します。

➤ [システム定義] > [テーブル] > [cm3t] > [フ ィールド ] を使用してフ ィールドをタス

クに追加します。

 2 新しいフ ィールドをWSDLで表示します。

以下の手順を 2回実行して く ださい。 1回はChangeRC External Access オブジェク

ト に対し て、 1回はChangeTaskRC External Accessオブジェ クト に対し て実行し

ます。

 a [WSDL設定 ] に移動します。

 b [名前 ] ボッ クスに、 関連する名前を入力します。

➤ ChangeRC External Accessオブジェク トの場合、 「cm3r」 を入力します。

➤ ChangeTaskRC External Accessオブジェク トの場合、 「cm3t」 を入力します。

 c External Accessオブジェク ト を選択します。

➤ ChangeRC External Accessオブジェク トの場合、 [ChangeRC] を選択します。

➤ ChangeTaskRC External Accessオブジェク トの場合、 [ChangeTaskRC] を選択

します。

 d [ フ ィールド ] タブで、公開フ ィールドの一覧に、次のフ ィールドおよび該当のプロ

パティが含まれているこ とを確認します。

 3 フォーマッ ト コン ト ロール計算エン ト リ を作成します。 このエン ト リは、 変更要求が

作成または変更される と、 このフ ィールド内にURLを生成します。

以下の手順を 2回実行して く ださい。 1回はcm3r レコードに対して、 1回はcm3t レ

コードに対して実行します。

 a [カスタマイズ ] > [ フォーマッ ト  コン ト ロール ] の順に選択します。

 b [名前 ] ボッ クスに、 レコード名を入力します。

フ ィールド キャプシ ョ ン タイプ

url Url
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➤ cm3rレコードの場合、 「cm3r」 を入力します。

➤ cm3tレコードの場合、 「cm3t」 を入力します。

 c [計算 ] ボタンをク リ ッ ク し、 関連する計算を入力します。

➤ cm3rレコードの場合、 以下を入力します。

削除、 表示、 初期ステータスの各列の値は空です。

➤ cm3tレコードの場合、 以下を入力します。

削除、 表示、 初期ステータスの各列の値は空です。

 d 変更を Format Controlテーブルに保存します。

 4 正確なコンピューター名 ([マイコンピュータ ー ] > [プロパティ ] > [コンピュータ ー

名]) が以下の場所に正し く定義されている  (大文字と小文字が区別されている ) こ とを

確認します。

➤ HP Service Manager ク ライアン トで、 [システム管理 ] > [ベースシステム設定 ] > [そ

の他 ] > [システム情報レコード ] の順に選択し、 [アクティブ統合 ] タブをク リ ッ ク

します。 Webサーバー URLが (たとえば、 http://smserver:8080/sm/index.doのよ う

に ) 正し く定義されているこ とを確認します。

➤ Webサーバーのweb.xmlファ イルで、serverHostプロパティにWebサーバーURLが

(たとえば、http://smserver:8080/sm/index.doのよ うに ) 正し く定義されているこ と

を確認します。

追加 更新 計算

true true $query="number=\""+number in 

$file+"\"";$title="Change Request Details"; url in 

$file=jscall("urlCreator.getURLFrom

Query", "cm3r", $query, $title)

追加 更新 計算

true true $query="number=\""+number in $file+"\"";$title="Task 

Details"; url in $file=jscall("urlCreator.getURLFrom

Query", "cm3t", $query, $title)
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 5 HP Service Managerサーバーを再起動します。

 6 Webサービススタブファイル (.jar) を再生成します。

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リの

ServiceManagerWsdlGen.batユーティ リ ティ を実行します。

 b tomcatフォルダーを <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\bin\resultディレク ト リからコピーして、 <HP Release Controlインストール

ディ レク ト リ >\apps\SDI-<アダプター名>\WEB-INF\libディ レク ト リに貼り付け

ます。

 7 HP Service Managerで作成したurlフ ィールドをHP Release Controlのorigin-urlフ ィール

ドにマップするため、 変更用と タスク用の変換スク リプ ト を編集します。

たとえば、convertChange.jsファ イルと convertTask.jsファ イルに、構成に応じて次

のよ うなコードを convert関数に追加できます。

 8 「HP Service Manager/Centerチケッ トへのリ ンクの作成方法」 の456ページの手順2の説

明に従って、 request-idフ ィールドのURLの構成を続行します。

URL リンク経由でHP ServiceCenterへのアクセスを許可する

URLセキュ リティ メカニズムが導入されている場合、 HP ServiceCenter Webサーバーの名

前と クエ リの両方に依存する  (HP ServiceCenterで生成された) ハッシュをURLクエ リに含

める必要があ り ます。 この構成は、 HP ServiceCenter管理者が実行する必要があ り ます。

function convert(sm_rfc, generic_rfc) {
..
generic_rfc.setField("origin-url", sm_rfc.get("url"));
 .

}
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セキュアなURL クエリを生成するには ：

 1 HP ServiceCenterで、変更要求自体にリ ンクするurl という名前の変更要求フ ィールドを

新規に追加します。 データ型を textに設定します。

 a [システム定義] > [テーブル] > [cm3r] > [フ ィールド ] を使用してフ ィールドを要求

に追加します。

 b [システム定義] > [テーブル] > [cm3t] > [フ ィールド ] を使用してフ ィールドをタス

クに追加します。

 2 新しいフ ィールドをWSDLで表示します。

以下の手順を 2回実行して ください。 1回はChangeRC External Accessオブジェク

ト に対し て、 1回はChangeTaskRC External Accessオブジェ クト に対し て実行し

ます。

 a HP ServiceCenterで、[ナビゲーシ ョ ンメニュー] > [ツールキッ ト ] > [WSDL設定 ] を

選択します。

 b [名前 ] ボッ クスに、 関連する名前を入力します。

➤ ChangeRC External Accessオブジェク トの場合、 「cm3r」 を入力します。

➤ ChangeTaskRC External Accessオブジェク トの場合、 「cm3t」 を入力します。

 c [データ  ポリシー ] タブで、 公開フ ィールドの一覧に、 次のフ ィールドおよび該当

のプロパティが含まれているこ とを確認します。

 3 フォーマッ ト コン ト ロール計算エン ト リ を作成します。 このエン ト リは、 変更要求が

作成または変更される と、 このフ ィールド内にURLを生成します。

以下の手順を 2回実行して く ださい。 1回はcm3r レコードに対して、 1回はcm3t レ

コードに対して実行します。

 a [ユーティ リテ ィ ] > [ツール ] > [ フォーマッ ト  コン ト ロール ] の順に選択します。

 b [名前 ] ボッ クスに、 レコード名を入力します。

➤ cm3rレコードの場合、 「cm3r」 を入力します。

➤ cm3tレコードの場合、 「cm3t」 を入力します。

フ ィールド名 APIキャプシ ョ ン 除外 APIデータ型

url Url false
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 c [計算 ] ボタンをク リ ッ ク し、 関連する計算を入力します。

➤ cm3rレコードの場合、 以下を入力します。

削除、 表示、 初期ステータスの各列の値は空です。

➤ cm3tレコードの場合、 以下を入力します。

削除、 表示、 初期ステータスの各列の値は空です。

 d 変更を Format Controlテーブルに保存します。

 4 正確なコンピューター名 ([マイコンピュータ ー ] > [プロパティ ] > [コンピュータ ー

名]) が以下の場所に正し く定義されている  (大文字と小文字が区別されている ) こ とを

確認します。

➤ HP ServiceCenter ク ライアン トで、[ユーティ リテ ィ ] > [アド ミニスト レーシ ョ ン ] >

[情報 ] > [ システム情報レコード ] の順に選択し、 [ アクティブ ] タブをク リ ッ ク し

ます。 Webサーバー URLが (たとえば、 http://scserver:8080/sc/index.do) 正し く定

義されているこ とを確認します。

➤ Webサーバーの web.xml ファ イルで、sc.host プロパティ にWebサーバーURLが

(たとえば、 http://scserver:8080/sc/index.do のよ うに ) 正し く定義されているこ と

を確認します。

 5 HP ServiceCenterサーバーを再起動します。

追加 更新 計算

true true $query="number=\""+number in 

$file+"\"";$title="Change Request Details"; url in 

$file=jscall("urlCreator.getURLFrom

Query", "cm3r", $query, $title)

追加 更新 計算

true true $query="number=\""+number in $file+"\"";$title="Task 

Details"; url in $file=jscall("urlCreator.getURLFrom

Query", "cm3t", $query, $title)
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 6 Webサービススタブファイル (.jar) を再生成します。

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リの

ServiceManagerWsdlGen.batユーティ リ ティ を実行します。

 b tomcatフォルダーを <HP Release Control インストールディ レク ト リ >

\bin\resultディ レク ト リからコピーして、 <HP Release Controlインストール

ディ レク ト リ >\apps\SDI-<アダプター名>\WEB-INF\libディレク ト リに貼り付け

ます。

 7 HP Service Manager/Centerで作成した url フ ィールドを HP Release Controlのorigin-url

フ ィールドにマップするため、 変更用と タスク用の変換スク リプ ト を編集します。

たとえば、convertChange.jsファ イルと convertTask.jsファ イルに、構成に応じて次

のよ うなコードを convert関数に追加できます。

 8 「HP Service Manager/Centerチケッ トへのリ ンクの作成方法」 の456ページの手順2の説

明に従って、 request-idフ ィールドのURLの構成を続行します。

SDI操作スクリプ ト を更新してDeny関数をサポートする方法

Deny関数をサポートするよ うに統合サービスデスクを構成するには、以下の手順を実行

します。 SDI操作スク リプ トのDeny関数については、「SDI操作スク リプ ト 」 （464ページ）

を参照して ください。

 1 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [サービス デス クアダプター] > [SDI

操作スクリプ ト ] を選択します。 構成ファイルが右側のウ ィンド ウに表示されます。

function convert(sc_rfc, generic_rfc) {
..
generic_rfc.setField("origin-url", sc_rfc.get("url"));
 .

}
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 2 次の関数をスク リプ トに追加します。

 3 構成変更を保存し、アクティブ化します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ペー

ジ） を参照してください )。

リファレンス

SDI操作スクリプ ト

このウ ィンド ウには、 sdOperations.jsスク リプ トが含まれています。特定の操作を行う

と、 HP Release Controlは、 sdOperations.jsスク リプ トで定義された条件に基づいて、統

合されたサービスデスクに情報を送信します。

function canDeny(genericRFC, userLoginName) {
        return canApprove(genericRFC, userLoginName);
}

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [統合 ] > [サービス デスク

アダプター ] > [SDI 操作スクリプ ト ] を選択します。

注 ： このファ イルの編集の詳細については、 「[構成 ] タブのファ イ

ルの構成方法」 （277ページ） を参照して ください。

重要な情報 このスク リプ トは、 次のサービスデスクのみを対象と しています。

➤ HP Service Manager/Center

➤ HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center

関連タスク 「サービスデスク内の承認ステータスの更新」 （439ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

<sdOperations.js

スクリプ トに含まれる

関数>

➤ canApprove。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ]>

タブの [承認] ボタンを有効にする条件を定義します。(HP Service

Manager/CenterおよびHP Project and Portfolio Management / 

IT Governance Centerに適用)

➤ canRetract。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タ

ブの [撤回 ] ボタンを有効にする条件を定義します。 (HP Service

Manager/Centerに適用 )

➤ canDeny。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議] タブ

の [ 拒否 ] ボタンを有効にする条件を定義し ます。 (HP Service

Managerに適用)

注：canDeny関数をサポートするには、sdOperations.js スク リ

プ ト を更新する必要があ り ます。 詳細については、 「SDI操作ス

ク リプ ト を更新してDeny関数をサポートする方法」（463ページ）

を参照してください。

➤ canUpdateReview。分析モジュールの [レビュー ] > [結論] タブ

の [レビュー] ボタンを有効にする条件を定義します。(HP Service

Manager/Centerに適用 )

➤ canUpdateStatus。ディ レクターモジュールと 実施担当者モジュー

ルの、 作業の実際の開始 /終了時間を更新可能にする日時を定義

します。 これらの日時は、元になったサービスデスクチケッ トで

自動的に更新されます。 (HP Service Manager/Centerに適用 )

➤ canUpdatePlannedTimes。 分析モジュールの変更プランナー

で、 更新後の開始 /終了時間をいつ保存できるかを定義します。

これらの日時は、元になったサービスデスクチケッ トで自動的に

更新されます。 (HP Service Manager/Centerに適用 )

➤ canClose。分析モジュールの [レビュー] > [結論] タブの [クロー

ズ ] ボタンを有効にする条件を定義します。 (HP Service Manager/

Centerに適用 )

注 ： スク リプ ト関数に組み込めるオブジェク トの詳細は、

API_Reference.chm ファ イルを参照して ください。 (API リ フ ァレ

ンスにアクセスするには、[スタート ] > [プログラム ] > [HP Release

Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ

を開きます。 )
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サービス デスク  アダプターのプロパティ

サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ  (SdiConfigurer.bat) を使用してサービスデスクの

初期構成を実行する と、 すべてのサービスデスク統合プロパティを含むサービスデスク

アダプター構成ファイルが作成されます。

この項では、 ニーズに合わせて変更できる、 アダプター構成ファ イルのプロパティにつ

いて説明します。

サービスデスクアダプターの変更の詳細は、 「サービスデスクアダプタープロパティの変

更方法」 （444ページ） を参照してください。

この項では、 次の項目を説明します。

➤ 「アダプターの共通属性」 （467ページ）

➤ 「BMC Remedy Action Request System コネクター設定」 （472ページ）

➤ 「XML コネクター設定」 （473ページ）

➤ 「HP Service Manager/Center のコネクター設定」 （474ページ）

➤ 「HP Service Desk コネクター設定」 （477ページ）

➤ 「HP Project and Portfolio Management/IT Governance Center Webサービスのコネク ター設

定」 （478ページ）

➤ 「HP Server Automationのコネクター設定」 （480ページ）

➤ 「HP Network Automationのコネクター設定」 （481ページ）

➤ 「データベースのコネクター設定」 （482ページ）
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アダプターの共通属性

アダプター構成ファ イルの先頭セクシ ョ ンには、 すべてのサービスデス クアプ リ ケー

シ ョ ンに共通するアダプター属性が含まれています。 以下は、 そのよ う なアダプター属

性の例です。 次のプロパティは、 変更するこ とができます。

h

プロパティ名 説明

connection-properties 要求タイプレベル1および2に共通しているため複製不要なプロ

パティの一覧を表示します。

➤ HP Service Manager と HP Release Controlの両方がLightweight

Single Sign-On (LW-SSO) を使用するよ うに初期設定を行って

いない場合、 requiresUserCredentialsパラ メーターを指定

するこ とによって、 資格情報を入力せずにログインが可能に

な り ます。 たとえば、 送信済みの変更要求チケッ ト があ り、

変更要求が承認されたのでHP Service Manager を更新したい

場合などがあ り ます。

オプシ ョ ンは以下のとおりです。

➤ False。 資格情報を入力しな くても、 システムにログイン

できます。

➤ True (デフォルト )。システムへのログイン時に資格情報の

入力プロンプ トが表示されます。

➤ また、HP Service Managerサーバーへの接続を有効にするため

には、 serviceURLパラ メーターの変更も必要です。

例については、 「HP Release Control と HP Service Managerでの

LW-SSOの構成方法」 （446ページ） を参照して ください。
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number-of-tickets 一度に処理される要求数を設定します。 これによ り、 HP Release

Controlおよびサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの リ ソース  ( た

とえば、 メモ リーやネッ ト ワーク帯域幅) の過剰消費を回避でき

ます。

number-of-ticketsはニーズに合わせて大きい値に設定するこ と

も可能です。 ただし、 HP Release Control またはサービスデスク

アプ リ ケーシ ョ ンに対する負荷が過剰にならないよ うに注意す

る必要があ り ます。 number-of-ticketsは、 サービスデスクアプ リ

ケーシ ョ ンからすべての要求を取得できるよ うに、 十分に大き

な値を設定してください。また、サービスデスクアプ リ ケーシ ョ

ンが 1つの測定タ イムスロ ッ ト で更新を実行するのに必要な要

求数よ り も大きい値にする必要があ り ます。 たとえば、 サービ

スデスクアプ リ ケーシ ョ ンが 1秒に更新する要求数が 50 の場合

は、number-of-ticketsを50よ り大きい値にする必要があ り ます。

HP Release Controlは、要求の処理中にnumber-of-ticketsを使用

しますが、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから返される要求

の数がこの値を上回るまたは下回る場合があ り ます。

注 ： number-of-ticketsを確認したい場合は、 組織内のサービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ン担当者にお問い合わせください。

プロパティ名 説明
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polling-schedules サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンに対して変更要求のポーリ ン

グを実行するスケジュール。 このスケジュールは cron式で算出

されます。

デフォルトでは、 ポーリ ング間隔を 30秒に設定する cron式が使

用されます。ポーリ ング間隔は、必要に応じて変更できます。た

とえば、 次のよ うな設定が可能です。

➤ 次のよ うな場合は、 ポーリ ング間隔を長く します (サービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ンのポーリ ング頻度は低くな り ます)。

➤ 新しいチケッ トがないかHP Release Controlがサービスデ

ス クアプ リ ケーシ ョ ンをチェ ッ クする頻度を減ら したい

場合。

➤ チケッ トの更新を大量に実行する可能性がある場合。これ

によ り、1回のポーリ ング間隔で、処理能力を超えるチケッ

ト数をHP Release Controlが受け取る状況を回避できます。

➤ HP Release Controlが変更要求の変更に基づいて更新を行う頻

度を高くするには、 ポーリ ング間隔を短く します (サービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ンのポーリ ング頻度は高くな り ます)。

Cron式は、 編集や、 複数の式を改行文字で区切って追加できま

す。 例 ：

<polling-schedules>
0/30 * * * * ?
0/50 * * * * ?

</polling-schedules>

Cron式の詳細は、 次を参照して ください。

http://www.opensymphony.com/quartz/api/org/quartz/

CronTrigger.html

プロパティ名 説明
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initial-load-state 注 ： このプロパティは、 HP Service Manager またはデータベース

アダプターの設定で使用し ます。 HP Service Manager やデータ

ベースアプ リ ケーシ ョ ンから日付を特定して変更要求を収集す

るよ うにアダプターを設定する方法は、 “指定の日付以降の変更

要求をすべて取得 (Service Manager とデータベースサービスデス

クアプ リ ケーシ ョ ンのみから取得 )” on page 443 を参照して くだ

さい。

string型の日付を指定する と、 指定した作成日から現在日付まで

のすべての要求がアダプターによ り一括収集され、 新しい要求

または更新済み要求の収集は続行されません。

デフォル ト では、 このプロパテ ィは無効にな り、 値は割り当て

られません。

initial-load-stateプロパティを有効にする と、 polling-scheduleが上

書きされます。

このプロパティオを有効にするには、SDI Persistency Cleanup

ユーティ リ テ ィ を使用して SDI映像性を削除する必要があ り ま

す ( 「SDI永続性の削除」 （634ページ） を参照)。

HP Release Control での要求収集処理が完了したら、 行をコ メ ン

ト アウ ト して、 このプロパティを無効にする必要があ り ます。

形式 ： MM/dd/yy HH:mm:ss z

request-types

(必須)

アダプターによって収集されるすべての要求タイプの一覧を表

示します。 この一覧には、 すべての要求タイプレベルも表示さ

れます。 デフォルトでは、 レベル 1は変更に使用され、 レベル 2

はタスクに使用されます。

<request-type> 要素の一部と して含める要求タイププロパティ

および操作プロパティについては、 「要求のタイププロパティ」

（471ページ） を参照して ください。

プロパティ名 説明
470



第 15 章 「サービス デスクの構成」
要求のタイププロパテ ィ

<request-type> 要素には、 次のよ うなプロパティがあ り ます。

<operation> 要素 (<request-type> 内の <operations> 下 ) には、 次のよ うな操作プロパ

ティがあ り ます。

プロパティ名 説明

connection-properties 要求レベルごとにポーリ ングおよび操作コネク ターのプロパ

ティの一覧を表示します。

プロパティ名 説明

name

(必須 )

操作の検索に使用される操作名。

現在サポート されている操作は、 approve、 canApprove、

retract、 canRetract、 deny、 canDeny、 reviewUpdate、

canUpdateReview、 updatePlannedtimes、

canUpdatePlannedTimes、 updateStatus、 canUpdateStatus、 close、

canClose、 updateAnalysisDataです。

操作によっては、 特定のサービスデスクでのみサポート され

ているものもあ り ます。

operation-type

(必須 )

実行される操作のタイプを定義します。

このプロパティは変更しないこ とをお勧めします。

connector (operationの下 )

(必須 )

操作の実行に使用される操作コネクターを定義します。

このプロパティは変更しないこ とをお勧めします。

sender-properties 操作の送信側の初期設定に使用されるデフォル ト のプロパ

ティを上書きします。
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BMC Remedy Action Request System コネクター設定

BMC Remedy Action Request Systemアダプター構成ファイルでは、次のコネク ター属性を

設定できます。

プロパティ名 説明

serverName

(必須)

BMC Remedy Action Request Systemサーバーの名前。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

userName

(必須)

HP Release Control がBMC Remedy Action Request System サー

バーへの接続に使用するユーザー名。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

userPassword

(必須)

HP Release Control がBMC Remedy Action Request System サー

バーへの接続に使用するパスワード。 パスワードは暗号化が必

要です。 詳細については、 「パスワードの暗号化」 （623ページ）

を参照して ください。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

schemaName

(必須)

必要な変更要求が格納されているスキーマの名前。

field-names

(必須)

取得される要求フ ィールドのカンマ区切り一覧。

すべての要求フ ィールドを収集するには、 * を使用します。

associationSchemaName CI を BMC Remedy ARS サーバー内のチケッ ト に関連付けるス

キーマ。

注 ： BMC Remedy 7.0にのみ適用可能です。

idFieldNameInTicket 関連スキーマ内に使用されるチケッ ト ID が格納されている列

の名前。

注 ： BMC Remedy 7.0にのみ適用可能です。
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XML コネクター設定

XMLアダプター構成ファイルには、 次のコネクター属性を設定できます。

associationForeignIdFiel

dName
関連スキーマ内のCIの外部 IDが格納されている列の名前。

注 ： BMC Remedy 7.0にのみ適用可能です。

associationResultFieldNa

me
関連スキーマからの関連CI の配列が格納されている  ([Raw

Ticket] 内の ) チケッ トのフ ィールド名。

注 ： BMC Remedy 7.0にのみ適用可能です。

プロパティ名 説明

idPropertyName

(必須 )

サービスデス クアプ リ ケーシ ョ ン要求の送信先と なる各

XMLファイルの、 要求 IDのプロパティ名。

creationDatePropertyName

(必須 )

該当の要求を示す、 XML ファ イル内の creation-date値の

プロパティ名。

creation-dateがXML要素の場合、 要素の名前を使用しま

す。プロパティ名creation-dateは、たとえば次の要素に使

用します。

<change-request>

<creation-date>01/01/01</creation-date>

</change-request>

creation-dateが要求のXML要素の属性である場合、@<要

素の名前> を使用します。プロパティ名@creation-dateを

使用する要素と しては、 たとえば次のものがあ り ます。

<change-request creation-date="01/01/01">

</change-request>

dateFormat

(必須 )

XMLファイル内のcreation-dateの形式。

プロパティ名 説明
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HP Service Manager/Center のコネクター設定

HP Service Manager/Centerアダプター構成ファイルでは、 次のコネクター属性を設定でき

ます。

directoryName

(必須)

サービスデス ク アプ リ ケーシ ョ ン要求を XML フ ァ イル

フォーマッ トで格納する共有ディ レク ト リのパス。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リ ティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

pattern 正規表現と してのファイル名のパターン。

詳細については、 http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/api/

java/util/regex/Pattern.htmlを参照して ください。

プロパティ名 説明

idProperty HP Service Manager/Center Webサービスから返されるインス

タンスの、 IDフ ィールドのプロパティ名。

lastUpdatedPropertyFor

Query
HP Service Manager/Center Webサービスのクエ リに使用され

る last-update フ ィ ール ド のプロパテ ィ 名 (HP Service

Manager/Center ク ラ イアン ト マシン上でのエキスパー ト検

索に使用されるフ ィールド名)。

creationDatePropertyFor

Query
HP Service Manager/Center Webサービスのクエ リに使用され

る creation-dateフ ィールドのプロパティ名。

lastUpdatedPropertyFor

Result
HP Service Manager/Center Webサービスから返されるインス

タンスの、 last-update フ ィールドのプロパテ ィ名 (通常、

API と して公開されるフ ィールド名 )。

creationDatePropertyFor

Result
HP Service Manager/Center Webサービスから返されるインス

タンスの、 creation-dateフ ィールドのプロパティ名。

keyMethodName 要求キーのメ ソ ッ ドの名前 (通常、 IDフ ィールド名 )。

プロパティ名 説明
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startFrom

(必須 )

チケッ ト の取得を開始する過去の日時を指定します。 たと

えば、 13/01/2000 00:00:00 ESTなど。

upperLimitDelta

(省略可能)

HP Release Control がチケ ッ ト を取得する頻度を指定し ま

す。 ミ リ秒単位で指定します。

注：デフォルトでは、 upperLimitDeltaプロパティは <アダ

プター名>-adapter.settingsファ イルに含まれません。この

プロパティの値を定義するには、 ファ イルの 

<connection-properties> セクシ ョ ンにプロパティ を手作

業で追加する必要があ り ます。

timeZone HP Service Managerからの要求の最終更新日時を変換する と

きに使用される HP Service Manager/Center サーバータ イム

ゾーン。

タ イムゾーンの設定後、 下記のqueryDateFormatPattern

プロパティがタイムゾーン定義に一致するこ とを確認する

必要があ り ます。

注 ： 

➤ タイムゾーンを Javaデータベース内に表示する形式で入

力します。

➤ 夏時間への対応には、GMTを基準とする相対時間を指定

する代わりに、 地域タイムゾーンを使用します。

wsDateFormatPattern HP Service Manager/Center Webサービスの応答に使用される

日付形式。

使用可能な形式については、 http://java.sun.com/j2se/1.4.2/

docs/api/java/text/SimpleDateFormat.html を参照し て く だ

さい。

queryDateFormatPattern HP Service Manager/Center システムのクエ リ に使用される

(UIエキスパート検索に使用される ) 日付形式。

使用可能な形式については、 http://java.sun.com/j2se/1.4.2/

docs/api/java/text/SimpleDateFormat.html を参照し て く だ

さい。

プロパティ名 説明
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serviceUrl WebサービスのURL。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

userName HP Release ControlがHP Service Manager/Centerシステムへの

接続に使用するユーザー名。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

password HP Release ControlがHP Service Manager/Centerシステムへの

接続に使用するパスワード。

注 ： 

➤ パスワードを暗号化できます。 詳細については、 「パス

ワードの暗号化」 （623ページ） を参照して ください。

➤ このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

additionalConstraintsFor

InitialLoad

(省略可能 )

追加のフ ィルター条件。 初期ロード時に取得対象となる変

更 を よ り 柔軟に指定で き ま す。 こ の制限の構文は、

HP Service Managerのエキスパート検索によって使用される

構文と同じです。

注： これを実行するには、 and (<constraint>) をHP Service

Manager/Center クエ リに追加します。

additionalConstraintsFor

Polling

(省略可能 )

追加のフ ィルター条件。 ポーリ ングモードで取得対象とな

る変更をよ り柔軟に指定できます。 この制限の構文は、 HP

Service Manager/Center のエキスパー ト検索によって使用さ

れる構文と同じです。

注： これを実行するには、 and (<constraint>) をHP Service

Manager/Center クエ リに追加します。

プロパティ名 説明
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HP Service Desk コネクター設定

HP Service Deskアダプター構成ファイルでは、 次のコネク ター属性を設定できます。

プロパティ名 説明

connector-type

(必須 )

最上位の要求に対しては、 connector-typeの値を hpsdChange

に設定する必要があ り ます。

第2レベルの要求に対しては、 connector-typeの値を

hpsdWorkOrderに設定する必要があ り ます。

idProperty

(必須 )

HP Service Deskから返されるインスタンスの、IDフ ィールド

のプロパティ名。

lastUpdatedProperty

(必須 )

last-updateフ ィールドのプロパティ名

createdProperty

(必須 )

creation-dateフ ィールドのプロパティ名

serviceUrl

(必須 )

WebサービスのURL。

形式 ：

[<HP Service Desk サーバーの IP ア ド レス >:<HP Service

Deskサーバーポート >]

注 ： サーバーポートは通常30999です。

このプロパテ ィ は、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

userName

(必須 )

HP Release ControlがHP Service Deskへの接続に使用するユー

ザー名。

注： このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

password

(必須 )

HP Release ControlがHP Service Deskへの接続に使用するパス

ワード。

注 ： パスワードを暗号化できます。 詳細については、 「パス

ワードの暗号化」 （623ページ） を参照してください。

このプロパテ ィ は、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。
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HP Project and Portfolio Management/IT Governance Center Web

サービスのコネクター設定

HP Project and Portfolio Management / IT Governance Centerアダプター構成ファイルでは、次

のコネクター属性を設定できます。

プロパティ名 説明

requestTypeName

(必須)

取得される HP Project and Portfolio Management/IT Governance

Center要求タイプの名前。このフ ィールドは大文字と小文字の

区別があるので注意して ください。

parentRequestTypeName

(対象の要求第 2 レベルであ り、

上位レベルが存在する場合は

必須 )

対象の要求が第2 レベルの要求である  (つま り、 上位要求に関

連付けられている ) 場合、 取得される HP Project and Portfolio

Management/IT Governance Center上位要求タイプの名前。

username

(必須)

HP Release ControlがHP Project and Portfolio Management/

IT Governance Centerへの接続に使用するユーザー名。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リティ  

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

password

(必須)

HP Release ControlがHP Project and Portfolio Management/

IT Governance Centerへの接続に使用するパスワード。 パス

ワードは暗号化が必要です。 詳細については、 「パスワード

の暗号化」 （623ページ） を参照して ください。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リティ  

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

serviceUrl

(必須)

HP Project and Portfolio Management/IT Governance Center Web

サービスのURL。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リティ  

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。
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sourceStepSequence ユーザーがHP Release Control か ら HP Project and Portfolio

Managementのステップを承認できるよ う な環境設定を行う場

合は、 HP Project and Portfolio Managementで承認を実施するス

テップを定義しておいてください。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定します。

dbURL 有効なOracle DB SID (システム ID)、 サーバー名、 ポート を指

定します。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定します。

userName Oracle DBユーザー名。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定します。

password Oracle DBパスワード。

注 ： このプロパティは、 サービスデスク構成ユーティ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定します。

プロパティ名 説明
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HP Server Automationのコネクター設定

HP Server Automationアダプター構成ファイルでは、次のコネクター属性を設定できます。

プロパティ名 説明

saServerUrl

(必須)

HP Server AutomationサーバーのURL。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

saUsername

(必須)

HP Server Automation サーバーにア ク セスするための有効な

ユーザー名。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

saPassword

(必須)

HP Server Automation サーバーにアクセスするための有効なパ

スワード。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

trustCertFile

(必須)

HP Server Automationのセキュ リ ティ証明書ファ イルの場所。こ

のファイルはvar/opt/optsware/crypto/coglib/opsware-ca.crt

などの場所に格納できます。

filterRelevantJobs HP Release Control にインポート されるジ ョブのタイプの一覧。

詳細については、 『Opsware Automation Platform Developers

Guide(Opsware オート メーシ ョ ンプラ ッ ト フォーム開発者ガイ

ド )』 で検索フ ィルター構文の説明を参照してください。

デフォルト ：ステータスが [保留中] または [Recurring(繰り返

し )] のすべてのジ ョブ。
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HP Network Automationのコネクター設定

HP Network Automationアダプター構成ファ イルでは、 次のコネク ター属性を設定でき

ます。

プロパティ名 説明

naServerURL

(必須 )

HP Network AutomationサーバーのURL。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

naUsername

(必須 )

HP Network Automationサーバーにアクセスするための有効

なユーザー名。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

naPassword

(必須 )

HP Network Automationサーバーにアクセスするための有効

なパスワード。

注：このプロパティは、サービスデスク構成ユーティ リティ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

timeZoneString 別のタイムゾーンに位置している要求を変換する際に、 対

象のタイムゾーンの判別に用いられるフォーマッ ト 。 この

タイムゾーンを特定のタイムゾーンに変更するには、 タイ

ムゾーンに Java命名規則を使用します。

デフォルト ： UTC

dateFormatString 日付 /時刻の形式。

queryStatus タスクは、 このタグに リ ス ト されたステータスのう ちのい

ずれかが設定されている場合にのみ、インポート されます。

daysBefore この数は、 現在の日付以前の何日分のタスクを HP Network

Automationからインポートするかを指定します ( たとえば、

「14」 を指定した場合、本日よ り 14日前までにスケジュール

されたすべてのタスクがインポート対象になり ます )。
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データベースのコネクター設定

データベース構成ファイルでは、 次のコネクター属性を設定できます。

daysAfter この数は、 現在の日付以後の何日分のタスクを HP Network

Automationからインポートするかを指定します ( たとえば、

「7」 を指定した場合、本日よ り 7日後までにスケジュールさ

れたすべてのタスクがインポート対象になり ます )。

excludeTaskTypes HP Network Automationからインポート されないよ うにする

タスク タイプのリ ス ト 。

プロパティ名 説明

dbUrl

(必須)

データベースのURL。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

userName

(必須)

HP Release Control がデータ ベース への接続に使用する ユー

ザー名。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

password

(必須)

HP Release Control がデータベースへの接続に使用するパスワー

ド。 パスワードは暗号化が必要です。 詳細については、 「パス

ワードの暗号化」 （623ページ） を参照して ください。

注 ： このプロパテ ィは、 サービスデス ク構成ユーテ ィ リ テ ィ

(SdiConfigurer.bat) で設定されます。

driverClassName

(必須)

JDBC ド ラ イバの名前。 ド ラ イバが <HP Release Control インス

トールディ レク ト リ >\tomcat\libディ レク ト リ に格納されてい

るこ とを確認してください。

プロパティ名 説明
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idSelectQuery

(必須 )

変更要求の last-updated フ ィールドの値に基づいて、 変更要求

IDを返すSQL クエ リ。

重要 ： このクエ リでは、 最後の変更要求を取得した日付を指定

しないでください。 指定する と、 同じ変更要求が毎回取得され、

無限ループが発生します。 この状態を回避するには、 >= 記号を

使用しないでください。 > 記号のみを使用して ください。

正しいクエリの例 ：

最後の変更要求を取得した日付よ り も後の日付をクエ リで指定

します。

たとえば、 最後の変更要求が 2010年 2月 1日に取得された場合、

次のよ うに日付を設定します。

select change_id from changes where last_updated > 

2/1/2010

startFrom

(必須 )

チケッ トの取得を開始する過去の日時を指定します。 たとえば、

13/01/2000 00:00:00 ESTなど。

upperLimitDelta

(省略可能)

HP Release Control がチケッ ト を取得する頻度を指定します。 ミ

リ秒単位で指定します。

注 ： デフォル ト では、 upperLimitDelta プロパテ ィは < アダプ

ター名>-adapter.settingsファイルに含まれません。このプロパ

ティの値を定義するには、 ファ イルの 

<connection-properties> セクシ ョ ンにプロパテ ィ を手作業で

追加する必要があ り ます。

ticketFetchQuery

(必須 )

変更要求の IDに基づいて、 変更要求を返すSQL クエ リ。

select * from changes where ID = ?

lastUpdatedFieldName

(必須 )

last-updateフ ィールド値が格納されている、 解析結果セッ ト内

の列の名前。

lastUpdatedFieldType

(必須 )

次の値のいずれかです。time、timestamp、date、milliseconds、

seconds。

プロパティ名 説明
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HP Release Controlへのリンクを作成するルールおよび構文

HP Release Controlへのリ ンクの作成で使用する URLに関するさまざまなルール、ヒ ン ト、

構文要件を、 次に箇条書き形式で示します。

➤ 列挙値は大文字と小文字の区別があ り ます。

➤ ブーリ アン値はそれぞれ trueあるいは falseの形式で指定します。

➤ 日時制限はサポート されていません。

➤ 複数の値を指定する場合は、間に空白文字を含めずにカンマ  (,) で区切る必要があり

ます。

➤ BETWEEN演算子が含まれているフ ィールドには、等し くない2つの値を入力する必要

があ り ます。

➤ フ ィルター値のタイプが正しいこ とを確認して ください。 たとえば、 数値範囲を指定

する必要のあるフ ィールドに単一の値を入力した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンから例外が

返されます。

idFieldName

(必須)

IDフィ ールド 値が格納されている、解析結果セッ ト 内の列の名前。

connectionProperties java.util.Propertiesフォーマッ トのデータベースプロパティ。

例 ：

key1=value1 

key2=value2

connectionPoolProperties java.util.Properties フォーマッ ト のデータベースプール接続プロ

パティ。

指定可能な値については、 http://www.mchange.com/
projects/c3p0/index.htmlを参照して ください。

プロパティ名 説明
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カスタマイズ リンク用のURLパラメーター

サービスデスクから HP Release Controlへのリ ンクを作成するこ とができます ( 「サービス

デスクから HP Release Control インタフェースへのリ ンク」 （437ページ） を参照 )。

以下の表に、 URLに使用可能なパラ メーターを示します。

パラメーター 説明

filterName 指定されたフ ィルター名に従って、 HP Release Control に表示される要求を

フ ィルターします。

注 ：

➤ 下で説明する  field-< フ ィールド名> パラ メーターを定義する と、 フ ィル

ターをさ らに絞り込むこ とができます。

➤ フ ィルター名は、HP Release Control分析モジュールまたはディ レクターモ

ジュールに定義されています。

field-

< フ ィールド名>

このパラ メーターで定義されているフ ィールド値に従って、 HP Release 

Controlに表示される要求をフ ィルターします。 例 ：

field-status=APPROVED,CLOSED。

このパラ メーターで使用されるフ ィールドの許容値の検索場所については、

「HP Release Controlへのリ ンクに使用されるフ ィールドパラ メーター値」（486

ページ） を参照してください。

注 ：

➤ すべてのフ ィールド名は、field-プレフ ィ ッ クスで始まる必要があ り ます。

➤ このパラ メーターで使用するフ ィールドは、 HP Release Controlでフ ィル

ター可能なフ ィールド と して定義されている必要があ り ます。

➤ フ ィールド名は、 管理者モジュールの [ フ ィールド ] ウィンドウでの表示

に基づいて記述する必要があ り ます ([モジュール] > [管理者 ] > [構成] タ

ブ > [統合] > [ フ ィールド ] を選択)。詳細については、「[フ ィールド ] ウ ィ

ンド ウ」 （353ページ） を参照して ください。

➤ filterName パラ メーターにフ ィルターを指定した場合、 field-< フ ィール

ド名> パラ メーターでこのフ ィルターをさ らに絞り込みます。

➤ フ ィールド名 (field-< フ ィールド名>) がフ ィルター (filterName) にも存

在する場合、field-< フ ィールド名> パラ メーターの値がフ ィルターの値を

上書きします。

➤ 複数の field-< フ ィールド名> パラ メーターを指定できます。
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HP Release Controlへのリンクに使用されるフ ィールド

パラ メーター値

サービスデス クから HP Release Control への リ ン クを作成する場合、 フ ィールド名パラ

メーターをURLの一部と して使用できます。この項には、field-< フ ィールド名> パラ メー

ターに使用されるフ ィールドの許容値が表示される場所を示してあ り ます。 値を定義す

る場所は、 次のとおりです。

➤ サービスデスクアプリ ケーシ ョ ン

➤ HP Universal CMDB

➤ [列挙] ウ ィンド ウ  ([モジュール] > [管理者] > [構成] > [統合] > [列挙] の順に選択しま

す。 )

[列挙 ] ウ ィンド ウの [列挙エン ト リ ] テーブルに、各フ ィールドの許容値を表示するこ

とができます。詳細については、「[列挙] ウ ィンド ウ」（351ページ）を参照してください。

timestamp カレンダーを開く日時。 日時は、 ミ リ秒単位のタイムスタンプと して表示さ

れます。

注 ： タ イムスタンプが定義されていない場合、 デフォルトの日時は、 現在の

日時です。

perspective 注 ： このパラ メーターを指定するのは、 HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ン

全体へのリ ンクを作成する場合のみです。

分析モジュールを開く ビュー。 設定できる値は、 次のとおりです。

➤ RFCViewer。 リ ス ト ビューを開きます。

➤ カレンダー。 カレンダービューを開きます (デフォルト )。

パラメーター 説明
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次の表は、 フ ィールドの許容値の説明です。

フ ィールド名 対応する列挙値

abnormal-cause 管理者モジュールの [期間 ] タブの、 期間ルールの名前

application ビジネス CI の ID (HP Universal CMDB に定義されていま

す。 )

category サービスデスクチケッ トで定義された値

change-type ➤ REGULAR

➤ LATENT

➤ SURROGATE

➤ AUTOMATED

collision-severity ➤ NONE

➤ VERY_LOW

➤ LOW

➤ MEDIUM

➤ HIGH

➤ CRITICAL

collision-type ➤ CCI_CCI

➤ CCI_ACI

➤ ACI_ACI

➤ IAA_IAA

➤ IAA_DAA

➤ DAA_DAA

➤ IMPLEMENTOR

creating-service-desk サービスデスクチケッ トで定義された値

impact-severity [列挙 ] ウ ィンド ウ

implementation-outcome [列挙 ] ウ ィンド ウ

implementors サービスデスクチケッ トで定義された値

lastImpact-cis-label システム CIのラベル (HP Universal CMDBに定義されてい

ます。 )
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ト ラブルシューテ ィ ングと制限事項 

このセクシ ョ ンでは、 HP Service Manager/Center の稼働中に発生する問題のHP Release

Controlのト ラブルシューティングについて説明します。

実施後レビューコ メン ト をHP Service Managerに保存する際の問題

IIA 搭載のHP Service Manager を使用している場合は、 実施後のレビ ューコ メ ン ト を

HP Release ControlからHP Service Managerに保存する機能が無効化されてしま う こ とがあ

り ます。 この機能が無効化されたこ とをユーザーに通知するエラーメ ッセージまたは警

告は表示されないため、 HP Release Controlでは、 コ メン トが保存されたよ うに見えます。

この状態を検出するには、 HP Service Managerを調べ、 コ メン トが保存されたかど うかを

確認するしかあ り ません。実施後のレビューコ メン ト をHP Service Managerに保存するた

めには、 回避策と して次の手順を実行してください。

 1 HP Service Managerク ラ イ アント で、[ナビゲーショ ン  メ ニュー ] > [カスタ マイズ ] >

[データベース ディ クシ ョナリ ] に移動します。

 2 [ ファイル名 ] ボッ クスに 「cm3t」 と入力し、 ENTERを押します。

lastImpact-cis-refId システム CI の ID (HP Universal CMDB に定義されていま

す。 )

opinion-type [列挙] ウ ィンド ウ

priority [列挙] ウ ィンド ウ

review-customer-satisfaction [列挙] ウ ィンド ウ

review-planning-satisfaction [列挙] ウ ィンド ウ

status [列挙] ウ ィンド ウ

subcategory サービスデスクチケッ トで定義された値

ticket-level [列挙] ウ ィンド ウ

フ ィールド名 対応する列挙値
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 3 画面の下部でテーブル内の最初のアイテムを選択し、[新規フ ィールド /キー] ボタンを

ク リ ッ ク します。

 4 [名前 ] ボッ クスに 「closure.comments」 と入力し、 [ タイプ ] ボッ クスに 「配列」 と

入力します。

 5 [ フ ィールドの追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。

 6 同様のウ ィンド ウが開きます。 [ タイプ ] ボッ クスに 「文字」 と入力します。

 7 [ フ ィールドの追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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第 16 章
ラベルと用語の構成トピック

本章の内容

概念

➤ 「デフォルトの表示ラベルと用語の構成に関する概要」 （492 ページ）

リファレンス

➤ 「[ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウ」 （494 ページ）
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概念

デフォルトの表示ラベルと用語の構成に関する概要

HP Release Controlのユーザーインタフェース要素のラベルと用語を表示する方法を変更

するには、 管理者モジュールの [ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウにあるスク リプ トに含まれる

デフォルトの表示値を変更します。

たとえば、 enumeration-labels.propertiesスク リプ トでは、 変更要求のインパク トの重

大度 ( 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ） を参照 ) を示す色を定義できます。

HP Release Control ユーザーインタフェースのラベルと用語の表示には、 デフォルト言語

と して英語 (米国 ) が使用されます。 現在、 HP Release Controlでは英語のみがサポート さ

れています。 Language Builder を使用すれば、 ラベルと用語を他のサポート対象言語に変

換するこ とができます。詳細については、『HP Release Control Open Localization Toolkit User

Guide』 を参照してください。 ( このドキュ メン トにアクセスするには、 [スタート ] > [プ

ログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、pdfsディ レク ト

リ を開きます )。

このドキュ メン トは、HP Release Control DVDに収録されている Language Builderツールを

インス トールする と参照可能にな り ます。 ラベルと用語を他の言語に変換する手順の詳

細は、 HP Software Supportを参照してください。
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注 ： 文字列の変換が完了したら、 HP Release Controlのユーザーインタフェースの表示言

語を変更して ください ( 「[ユーザー ワークスペース ] ウ ィンド ウ」 （34ページ） で示す言

語設定の自動検出ボッ クスで、 目的の言語を選択します )。

注 ： ラベルのプロパティで行った変更は、 HP Release Control サーバーのサービスを再起

動する と有効にな り ます。 ラベルのプロパテ ィが更新されるのは、 た とえば、 列挙を

PriorityEnum.IMMEDIATE=即時からPriorityEnum.IMMEDIATE=致命的に変更したよ う

な場合です。

詳細については、 「[ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウ」 （494ページ） を参照して ください。
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リファレンス

[ ラベルと用語 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 HP Release Control において、 ユーザーインタフェース要素のラベ

ルと用語を表示する方法を変更します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [ラベルと 用語 ] をク リ ッ ク し

ます。

重要な情報 HP Release Controlのユーザーインタフェースのラベルと用語の表示

には、 デフ ォル ト 言語 と し て英語 ( 米国 ) が使用されます。

Language Builderを使用すれば、ラベルと用語を他のサポート対象言

語に変換するこ とができます。 詳細については、 HP Release Control

Open Localization Toolkit User Guide を参照して く ださい。 ( この ド

キュ メ ン トにアクセスするには、 [ スタート ] > [ プログラム ] > [HP

Release Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、pdfsディレ

ク ト リ を開きます )。

文字列の変換が完了したら、 HP Release Control のユーザーインタ

フェースの表示言語を変更してください ( 「[ユーザー ワークスペー

ス ] ウ ィ ン ド ウ」 （34ページ） で示す言語設定の自動検出ボッ ク ス

で、 目的の言語を選択します )。

関連項目 「[構成] タブのファ イルの構成方法」 （277ページ）

UIの要素 説明

ロケール HP Release Controlユーザーインタフェースのラベルと用語の表示に

使用するデフォルト言語。
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[ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウを以下に説明します。

UIの要素 説明

customizable-labels.

properties
HP Release Controlで使用するビジネス用語を、 デフォルトの表示値

にマッ ピングし ます。 このフ ァ イルに含まれるビジネス用語は、

HP Release Controlでの表示方法を個別に変更できます。

たとえば、 変更対象外とい う期間の名前を、 対象外に変更する と し

ます。

これには、 行

timeperiod.type.neutraltochanges.label=変更対象外

を次のよ うに変更します。

timeperiod.type.neutraltochanges.label=対象外
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enumeration-labels.

properties
HP Release Controlで構成済みの列挙フ ィールドを、 デフォルトの表

示値にマッピングします。 このファ イルに含まれる列挙フ ィールド

は、 HP Release Controlでの表示方法を個別に変更できます。

たとえば、 クローズ済みとい う ステータス表示を、 完了に変更する

と します。

これには、 行

StatusEnum.CLOSED= クローズ済み

を次のよ うに変更します。

StatusEnum.CLOSED=完了

また、重大度レベルを示すアイコンの色も変更できます。たとえば、

重大度レベル高いのアイコンの表示色を、 オレンジではなく赤に変

更するには、 行

SeverityEnum.High.color=orange

を次のよ うに変更します。

SeverityEnum.High.color=red

注：色アイコン自体を変更するこはできません。使用できる色には、

red、 orange、 yellow、 green_yellow、 green、 grayがあ り ます。

HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンのデフォルトでは、 最上位また

は親レベルの変更要求は変更、 2番目のレベルまたは子レベルの変

更要求はタスク と表示されます。 これ以外の階層レベルの要求は、

不明とな り ます。 この用語を変更するには、

enumeration-labels.propertiesファイルで次の行を変更します。

LevelEnum.1=変更

LevelEnum.2= タスク

LevelEnum.Level.UNKNOWN=不明

注： 等号 (=) の左側にあるデフォルト キーは変更しないでください。

変更可能なのは、 等号 (=) の右側にある値のみです。

UIの要素 説明
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fields-labels.

properties
HP Release Controlのフ ィールドを、 デフォルトの表示値にマッピン

グします。このファ イルに含まれるフ ィールドは、HP Release Control

での表示方法を個別に変更できます。 た と えば、 [ 計画開始日時 ]

フ ィールドの名前を  [開始予定時刻 ] に変更する と します。 これに

は、 行

fields.planned-start-time.label=計画開始日時

を次のよ うに変更します。

fields.planned-start-time.label=開始予定時刻

注： 等号 (=) の左側にあるデフォルト キーは変更しないでください。

変更可能なのは、 等号 (=) の右側にある値のみです。

override-labels.

properties
HP Release Controlのラベルをデフォルト値にマッピングする リ ソー

スファイルは、 <HP Release Control installation 
directory>\RC500\apps\WEB-INF

\lib\<ccm-l10n-*.jar files> に格納されています。

override-labels.properties ス ク リ プ ト を使用する こ とによ って、

ccm-l10n-*.jar フ ァイルにあるデフォル ト のラベル値を上書きでき

ます。

注：デフォルトでは、 override-labels.properties スク リプ ト ファ イ

ルは空です。

デフォルトのラベル値を上書きするには ：

1  関連する  <ccm-l10n-*.jar> ファ イルに含まれる文字列を編集し

ます。 たとえば、 [期間 ] フ ィールドの名前を 「変更対象期間」

に変更する場合、 行

admin.main.timePeriodsSettings.title=期間

を次のよ うに変更します。

admin.main.timePeriodsSettings.title=変更対象期間

2  期間のインスタンスがないかテキス ト検索を行い、 変更対象期

間に変更します。

3  変更した文字列をoverride-labels.propretiesファイルにコピー

します。

UIの要素 説明
497



第 16 章 「ラベルと用語の構成トピック」
498



第 17 章
モジュールの構成

本章の内容

概念

➤ 「通知構成の概要」 （499 ページ）

➤ 「レポート構成の概要」 （500 ページ）

タスク

➤ 「ダッシュボード設定の構成方法」 （501 ページ）

リファレンス

➤ 「値式」 （502 ページ）

➤ 「通知ルールの構成」 （503 ページ）

➤ 「モジュール構成のユーザーインタフェース」 （506 ページ）

概念

通知構成の概要

デフォルト では、 HP Release Controlは、 自動の電子メール通知とカスタマイズ以外の通

知を送信します。 ただし、 HP Release Control を定期的に使用しないためにインパク ト分

析の結果と して作成されるアクシ ョ ンアイテムの表示や監視を行わない可能性がある

ユーザーにも、 通知を送信する設定を行う こ とをお勧めします。 電子メール通知をカス

タマイズするこ とで、 ユーザーに関連するアプ リ ケーシ ョ ンに悪影響を与える変更要求

を通知する こ と ができ ます。 カス タマイズ通知を送信する条件や通知の受信者は、

change-flow.jsスク リプ ト  (管理者モジュールの [変更フロー スク リプ ト ] ウ ィンド ウ) で

getUsersToNotify関数を使用して定義します。 詳細については、 「[変更フロー スク リプ

ト ] ウ ィンド ウ」 （308ページ） を参照して ください。
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getUsersToNotify関数を使用して通知を構成する方法の詳細は、 「通知ルールの構成」

（503ページ） を参照してください。

通知を構成する方法の詳細と、 HP Release Controlが ftl ファ イルで送信する電子メールの

形式については、 「[通知 ] ウ ィンド ウ」 （511ページ） を参照してください。

レポート構成の概要

分析モジュールでHP Release Control が作成する レポー ト をカス タマイ ズでき ます。

HP Release Controlは、 レポートエンジンと して JasperReportsを使用します。

レポートのテンプレート ファ イルは、 管理者モジュールの [レポート ] ウ ィンド ウにあ り

ます。 レポートの説明は、 「[ レポート ] ウ ィンド ウ」 （516ページ） を参照してください。

レポート テンプレートの編集には、iReportツールを使用します。iReportツールの最新バー

ジ ョ ンは、 http://sourceforge.net/projects/ireport/からダウンロードできます。

レポートのカスタマイズには、値式を使用します。詳細については、「値式」 （502ページ）

を参照してください。

注 ：

➤ レポートの編集後、 HP Release Controlサーバーを再起動する必要はあ り ません。

➤ 分析モジュールでレポート を作成するこ とによって、 変更内容を確認できます。
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タスク

ダッシュボード設定の構成方法

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\conf\

Dashboard_Objects_Export.xmlファ イルには、ダッシュボードの HP Release Control デ

フォルトページの定義が含まれています。 [モジュール] > [管理者] > [構成] > [統合] > [列

挙 ] ウ ィ ン ド ウで承認待ちステータスまたはクローズ済みステータスを変更した場合、

Dashboard_Objects_Export.xml ファ イルでも代替のステータスまたは使用中のステー

タスを指定し、 ファ イルを更新する必要があ り ます。

このタスクでは、 クローズ済みステータス と承認待ちステータスを更新する方法を説明

します。

本項の内容

➤ 「ク ローズ済みステータスの更新」 （501ページ）

➤ 「承認待ちステータスの更新」 （502ページ）

クローズ済みステータスの更新

 1 Dashboard_Objects_Export.xmlファ イルで以下の行を探します。

この行は、 ファ イル内に2回現れます。

 2 [モジュール] > [管理者] > [構成] > [統合] > [列挙] で定義したステータスで、[CLOSED]

を置換します。詳細については、「[列挙] ウ ィンド ウ」（351ページ）を参照してください。

 3 [モジュール] > [管理者] > [構成] > [ラベルと用語] で上記ステータスに割り当てたラベ

ルで、 [Closed] を置換します。 詳細については、 「[ ラベルと用語 ] ウ ィンド ウ」 （494

ページ） を参照して ください。

[CLOSED][Closed]
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承認待ちステータスの更新

 1 Dashboard_Objects_Export.xmlファ イルで以下の行を探します。

この行は、 ファ イル内に2回現れます。

 2 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [統合 ] > [列挙 ] で定義したステータスで、

[PENDING_APPROVAL] を置換します。 詳細については、 「[列挙 ] ウ ィンド ウ」 （351

ページ） を参照してください。

 3 [モジュール] > [管理者] > [構成] > [ラベルと用語] で上記ステータスに割り当てたラベ

ルで、 [Pending_Approval] を置換します。 詳細については、 「[ ラベルと用語 ] ウ ィン

ド ウ」 （494ページ） を参照してください。

リファレンス

値式

値式の定義では、 レポー ト のパラ メーター、 変数、 フ ィールド を使用できます。 また、

Java式を使用して、 レポート をカスタマイズできます。

分析モジュールの一覧表示やカレンダー表示で生成されるレポー ト に使用するテンプ

レートの詳細は、 「[レポート ] ウ ィンド ウ」 （516ページ） を参照してください。

チケッ ト フ ィールド

JasperReportsには、 事前設定された ticket フ ィールドがあ り ます。 このフ ィールドには、

最新の変更要求 (GenericRFCオブジェク トのラ ッパー ) が格納されています。 変更要求

フ ィールドの1つから値を取得するには、 次の式を使用します。

次に例を示します。

[PENDING_APPROVAL][Pending_Approval]

$F{Ticket}.getFieldLabel(<“field name”>)

$F{Ticket}.getFieldLabel(<“summary”>)
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$F{Ticket} は、 ラ ップされた GenericRFC オブジェク ト を返します。 HP Release Control

APIのGenericRFC ク ラスに含まれる メ ソ ッ ドを使用する と、これよ り も複雑な式を指定

できます。 GenericRFC ク ラスの詳細は、 API_Reference.chmファ イルを参照してくだ

さい (API リ ファレンスにアクセスするには、 [ スタート ] > [ プログラム ] > [HP Release

Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

Java式

レポートのカスタマイズには、 Java式を使用します。 たとえば、 ユーザーインタフェー

スで空白の値にN/Aが表示される部分を、レポートでも N/A と表示する と します。これに

は、 次の式を使用します。

上の例では、 $P{N/A} は文字列値  N/Aを含むパラ メーターであ り、 データがない場合に

表示されます。 文字列値は、 必要に応じて変更できます。

通知ルールの構成

change-flow.js スク リプ トのgetUsersToNotify関数 ([ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ]

タブ > [変更プロセス ] > [変更フロー スクリプ ト ]) では、 次の内容を定義します。

➤ 通知を送信する条件

➤ 通知の受信者

➤ 通知メ ッセージの内容

(((String)$F{Ticket}.getFieldLabel(<field name>)).length() > 0) ?$F{Ticket}.getFieldLabel(<field 
name>) :$P{N/A}
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getUsersToNotify関数を有効にする と、 HP Release Controlは、 デフォルトで、 指定した

ステータスを持つ変更要求が新し く発生するたびに、 これまでに収集した要求のバー

ジョ ンと 比較し 、 計算さ れたリ スク が指定のし きい値を超えているかどう かを確認し

ます。

注 ： リ ス ク計算の詳細については、 「 リ スク分析」 （296ページ） を参照してください。

function getUsersToNotify(prevChange, newChange, notificationContext) {
return false;

        /*
var statusIsPendingApproval = (newChange.getField("status") == 

                               STATUS_PENDING_APPROVAL);

var message = "";
var riskStatusStr = "is ";

var riskIncreased = true; // リスク増大を前提に開始 (変更が最初に到着した時点)

if (prevChange != null) {
riskIncreased = (newChange.getField("calculated-risk")> 
  prevChange.getField("calculated-risk"));
if (riskIncreased) {

riskStatusStr = "has increased to ";
}

}
  

var threshold = 0;
var riskAboveThreshold = (newChange.getField("calculated-risk") > threshold);
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計算した リ ス クが指定のし きい値を超えた場合、 getUsersToNotify関数のデフォル ト

バージ ョ ンは、 インパク トの重大度が指定レベルを超えたアプリ ケーシ ョ ンに関連する

すべてのユーザーに通知を送信するよ うに、 HP Release Controlに指示します。

このアプリ ケーシ ョ ンに関連付けられているユーザーが存在しない場合、

getUsersToNotify関数のデフォルトバージ ョ ンは、 管理者への通知をHP Release Control

に指示します。

 if (statusIsPendingApproval && riskIncreased && riskAboveThreshold) {
var message = "The current status of the request is " + 

              newChange.getField("status").name + 
              " and the calculated risk level of the request " + 
              riskStatusStr + 
              " " +
              newChange.getField("calculated-risk") + 
              ".";  

// Severityが0 (VERY_LOW) を超える場合、 この変更要求の関連ユーザーを追加。

// 影響するすべてのユーザーに -1を送信させる :newChange.getAffectedusers()
notificationContext.addUsers(newChange.getAffectedUsersAboveSeverity
(SEVERITY_LOW));

if (notificationContext.hasUsers()) {

// この要求の影響を受けるユーザーが存在する場合、 確認するように通知

message = "This request potentially affects one or more applications for which
you are registered " +

                                        "to receive notifications.\n" + message;

 } else {
notificationContext.addUsersByRole("Administrator");
message = "HP Change Control Management has not identified specific users that" +
              "will be notified regarding this request." +
              "You are receiving this notification due to your role" +
              "as an HP Change Control Management administrator.\n" +
              message;
}
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getUsersToNotify関数で使用できるオブジェク トの説明は、API_Reference.chmファ イ

ルのnotificationContextク ラス と GenericRFCク ラスを参照してください (API リ ファレ

ンスにアクセスするには、 [スタート ] > [プログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ ド

キュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

モジュール構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[分析 ] ウ ィンド ウ」 （506ページ）

 ➤ 「[カレンダー ] ウ ィンド ウ」 （508ページ）

 ➤ 「[グラフ ] ウ ィンド ウ」 （510ページ）

 ➤ 「[通知 ] ウ ィンド ウ」 （511ページ）

 ➤ 「[レポート ] ウ ィンド ウ」 （516ページ）

 ➤ 「[ダッシュボード ] ウ ィンド ウ」 （517ページ）

 ➤ 「[ディ レクター ] ウ ィンド ウ」 （518ページ）

 ➤ 「[アラート ] ウ ィンド ウ」 （518ページ）

[分析 ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 分析モジュールのタブで使用されるデフォル トプロパティを定義

します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [モジュール ] > [分析 ] をク

リ ッ ク します。
506



第 17 章 「モジュールの構成」
ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

変更の更新頻度  [変更プランナー ] ダイアログボッ クス と  [ コラボレーシ ョ ン ] > [決

議 ] タブにある と  [変更の承認 ] ウ ィ ン ド ウで、 更新頻度を設定し

ます。

デフォルト ： 5000 ( ミ リ秒 )

インパク ト検索結果の

最大サイズ

Release Controlで変更要求ごとに表示するこ とができる、インパク ト

を受ける CIの最大数を定義します。 この限界に達する と、 次のメ ッ

セージが表示されます。

インパク ト を受けるCI (表示するCIが多すぎます。 検索基準を絞り

込んで ください。 )

デフォルト ： 2000 

名前 分析モジュールのタブ名。

タブの表示 HP Release Controlのタブの表示 /非表示を設定します。

先行読み込みの使用 ➤ 選択する と、 データが自動的に取得されます。

➤ 選択しないと、 要求された場合にのみデータが取得されます。
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[カレンダー ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 カラースキーマを定義するこ とで、 既存のフ ィールド値と色を関

連付けるこ とができます ( 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ） と 「<[変更要

求サマリ  チャート ] ウ ィンド ウ >」 （117ページ） )。

たとえば、 インパク トの重要度の中に紫をマッピングする と、 カレンダー表示の日モー

ド または週モードで、 インパク ト の重要度が中の変更要求は紫で表示されます。 グラ

フ ィ ッ ク形式でフ ィールドを表示する と  ( 「<[変更要求サマ リ  チャート ] ウ ィ ン ド ウ >」

（117ページ） )、 そのフ ィールドに該当する部分が紫で表示されます。

また、 週の始ま りの曜日や、 1週間あたりの営業日数も定義できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [カ

レンダー ] をク リ ッ ク します。

関連項目 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ）

UIの要素 説明

フ ィールド別の色 マッピングするフ ィールド。 値を色にマッピングします。

デフォルトの色 値に色が定義されていない場合に、 フ ィールド値のマッピングに使

用する色。

デフォルト ： Gray

週初の曜日 週の最初の曜日を設定します。

デフォルト ： 月曜日
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[カレンダー色マッピング ] ウィ ンドウ

このウ ィンド ウでは、 既存のフ ィールド値を色にマッピングします ( 「[変更要求 ] - カレ

ンダービュー」（114ページ）と 「<[変更要求サマリ  チャート ] ウ ィンド ウ >」（117ページ）)。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

営業日数 1週間の営業日数を指定します。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 [ フ ィールド別の色 ] ボッ クスで選択した

フ ィールドに、 既存のフ ィールド値を追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールド値とそれに関連付

けられた色を削除します。

色 フ ィールド値に関連付ける色を定義します。 [色 ] ボッ クスをク リ ッ

ク し、 目的の色を選択します。 色を定義しない場合、 [ カレンダー ]

ウ ィ ン ド ウの [ デフォルトの色 ] ボッ クスで定義されているデフォ

ルトの色にマッピングされます。

フ ィールド値 [フ ィールド別の色] リ ス トから選択したフ ィールドに対して定義さ

れている既存のフ ィールド値。

注 ：指定したフ ィールド値が、 [ フ ィールド別の色] リ ス トから選択

したフ ィールドで有効であるこ とを確認して ください。

たとえば、 [インパク トの重大度 ] フ ィールドに、 [致命的]、 [高い ]、

[中 ]、 [低い ] とい う値を定義する と します。 [ フ ィールド別の色] リ

ス ト から  [連絡先窓口 ] フ ィールドを選択する と、 [致命的 ]、 [高い

]、 [中 ]、 [低い ] とい う値は [連絡先窓口 ] フ ィールドでは有効では

ないため、 HP Release Controlではこの値は表示されなくな り ます。

UIの要素 説明
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[グラフ ] ウィンドウ

分析モジュールで、 変更要求の月次カレンダー表示を行う と、 次の内容が表示されます。

➤ HP Release Controlによって処理された変更要求を、 選択された月の日付ごとに表示。

➤ 現在アクティブなフ ィルターに含まれる変更要求について、 特定のフ ィールドのデー

タをグラフ表示。

このウ ィ ンド ウでは、 月次カレンダー表示に表示したいデータを含むフ ィールドを選択

し、 データを表示するデフォルトのグラフ形式を指定します。

カレンダーの詳細については、 「[変更要求 ] - カレンダービュー」 （114ページ） を参照し

てください。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [グ

ラフ ] をク リ ッ ク します。

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 フ ィールドを追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したフ ィールドを削除します。

注 ： このウ ィ ンド ウですべてのフ ィールドを削除する と、 月次カレ

ンダー表示でグラフは表示されなくな り ます。

有効 月次カレンダー表示でグラフ形式で表示するフ ィールド を選択し

ます。

注 ： 

➤ 有効にできるフ ィールドは最大4つです。

➤ 有効なフ ィールドがないと、月次カレンダー表示でグラフは表示

されなくな り ます。
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[通知 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 通知のプロパティを構成します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

フ ィールド カレンダー表示の <変更要求サマリチャート >でグラフ形式で表示

するデータを含むフ ィールドを選択します。

注 ： [有効] に定義したフ ィールドのみが、 月次カレンダー表示で表

示されます。

タイプ データの表示形式を選択します。 オプシ ョ ンは以下のとおりです。

➤ Pie (円グラフ )

➤ Column (棒グラフ )

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [通

知 ] をク リ ッ ク します。

関連項目 ➤ 「通知構成の概要」 （499ページ）

➤ 「通知ルールの構成」 （503ページ）

UIの要素 説明

電子メール通知を

有効にする

通知機能を有効または無効にします。

無効にする と、 HP Release Controlは通知を送信しません。

通知の寿命 拒否された電子メール (不明、 または正し くない電子メールアドレ

スが記載された電子メールなど ) をキューに保持する期間 (秒)。 

通知ジ ョブ頻度 送信される電子メール通知間の間隔 (秒)。

送信者電子メール

アドレス

デフォルトの通知送信者の電子メールアドレス。 

UIの要素 説明
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<通知テンプレートウィ ンドウ>

[通知 ] ウ ィンド ウでは、 HP Release Controlが電子メールを送信する際の形式を ftlで構成

できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [通

知 ] > <通知テンプレート > をク リ ッ ク します。

注 ： このウ ィ ン ド ウでのファ イルの編集の詳細は、 「[構成 ] タブの

ファイルの構成方法」 （277ページ） を参照して ください。

重要な情報 ➤ FTLファ イルは、FreeMarker構文を使って記述します。FreeMarker

の 使 い 方 の 詳 細 は、 http://freemarker.sourceforge.net/docs/

index.htmlを参照して ください。

➤ FTLファ イルで使用できるオブジェク トの詳しい説明は、

API_Reference.chm フ ァ イルを参照して ください (API リ フ ァ

レンスにアクセスするには、 [ スター ト ] > [ プログラム ] > [HP

Release Control 9.20] > [ ドキュ メ ン ト ] を ク リ ッ ク し、 pdfs

ディ レク ト リ を開きます )。

➤ FTLファ イルで使用できる HP Release Controlフ ィールドは、管理

者モジュールの [ フ ィールド ] ウ ィ ン ド ウで定義されています。

詳細については、 「[フ ィールド ] ウ ィンド ウ」 （353ページ） を参

照して ください。

関連項目 ➤ 「通知構成の概要」 （499ページ）

➤ 「通知ルールの構成」 （503ページ）

UIの要素 説明

アクシ ョ ンアイテム

HTMLテンプレート

[ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ンド ウの [電子メールで転送 (参考用 )]

ボ タ ン を ク リ ッ ク し てユーザーが送信する電子 メ ールの内容

(HTML形式 ) を定義します。

アクシ ョ ンアイテム

メール本文HTML

テンプレート

[ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ンド ウの [電子メールで転送 (参考用 )]

ボタ ンを ク リ ッ ク してユーザーが送信するア ク シ ョ ンア イテム

(HTML形式 ) を定義します。
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アクシ ョ ンアイテム

メール本文テキスト

テンプレート

[ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ン ド ウの [電子メールで転送 (参考用 )]

ボタンをク リ ッ ク してユーザーが送信するアクシ ョ ンアイテム  ( テ

キス ト形式 ) を定義します。

アクシ ョ ンアイテム

メール件名テンプレート

電子メールの件名を定義します。 HP Release Controlがデフォルトで

表示する件名は、 <要求 ID> - <要求のサマリ > (たとえばC-10020 -

Upgrade database server) です。

アクシ ョ ンアイテム

テキストテンプレート

[ アクシ ョ ン アイテム ] ウ ィ ン ド ウの [電子メールで転送 (参考用 )]

ボタンをク リ ッ ク してユーザーが送信する電子メールの内容を定義

します。

CAB招待HTML

テンプレート

[変更要求 ] ウ ィ ン ド ウの [電子メールの送信 ] > [CAB 招待の送信 ]

ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、 CAB ミーティングの参加者

(HTML形式) の一覧を定義します。

CAB招待テキスト

テンプレート

[変更要求 ] ウ ィ ン ド ウで [電子メールの送信 ] > [CAB 招待の送信 ]

ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、 CAB ミーティングの参加者

(テキス ト形式) の一覧を定義します。

CAB議事録HTML

テンプレート

[変更要求 ] ウ ィンド ウで、 [電子メールの送信 ] > [CAB 議事録の送

信 ] ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、 CAB ミーティングの議

事録 (HTML形式) を定義します。

CAB議事録テキスト

テンプレート

[変更要求] ウィ ンド ウで [電子メ ールの送信] > [CAB 議事録の送信]

ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、 CAB ミーティングの議事録

(テキス ト形式) を定義します。

変更要求メール本文

HTMLテンプレート

変更要求の更新通知を登録しているユーザーに対して送信する電子

メール (HTML形式 ) の内容を定義します。

変更要求メール本文

テキストテンプレート

変更要求の更新通知を登録しているユーザーに対して送信する電子

メールの内容を定義します。

変更要求メール件名

テンプレート

変更要求の更新通知を登録しているユーザーに対して送信する電子

メールの件名を定義します。

自由テキスト専用HTML

テンプレート

[ コラボレーシ ョ ン ] タブのディ スカッシ ョ ン表示にある  [電子メー

ルの送信 ] ボタンを ク リ ッ ク してユーザーが送信する電子メール

(HTML形式) の内容を定義します。

UIの要素 説明
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自由テキスト専用

テキストテンプレート

[ コラボレーシ ョ ン ] タブのディ スカッシ ョ ン表示にある  [電子メー

ルの送信 ] ボタンをク リ ッ ク してユーザーが送信する電子メールの

内容を定義します。

メール本文HTML

テンプレート

HTML形式で送信する通知の内容を定義します。

メール本文テキスト

テンプレート

テキス ト形式で送信する通知の内容を定義します。

メール件名テンプレート 変更要求が発生した後、 ユーザーに送信する電子メールの件名を定

義します。

PIR招待HTML

テンプレート

[変更要求] ウ ィ ンド ウで [電子メールの送信] > [PIR 招待の送信] ボ

タンを ク リ ッ ク した と きに使用する、 PIR ミ ーテ ィ ングの参加者

(HTML形式 ) の一覧を定義します。

PIR招待テキスト

テンプレート

[変更要求] ウ ィ ンド ウで [電子メールの送信] > [PIR 招待の送信] ボ

タンをク リ ッ ク したと きに使用する、PIR ミーティングの参加者 (テ

キス ト形式) の一覧を定義します。

PIR議事録HTML

テンプレート

[変更要求] ウ ィ ンド ウで [電子メールの送信 ] > [PIR 議事録の送信 ]

ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、 PIR ミーテ ィ ングの議事録

(HTML形式 ) を定義します。

PIR議事録テキスト

テンプレート

[変更要求] ウ ィ ンド ウで [電子メールの送信 ] > [PIR 議事録の送信 ]

ボタンをク リ ッ ク したと きに使用する、PIR ミーティングの議事録 (

テキス ト形式) を定義します。

ユーザーメール本文

HTMLテンプレート

[変更要求] ウ ィンド ウの [電子メールの送信] ボタンをク リ ッ ク して

ユーザーが送信する電子メール (HTML形式) の内容を定義します。

ユーザーメール本文

テキストテンプレート

[変更要求] ウ ィンド ウの [電子メールの送信] ボタンをク リ ッ ク して

ユーザーが送信する電子メールの内容を定義します。

UIの要素 説明
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HP Release Controlオブジェク ト

上記のファイルは、 デフォルトで次のHP Release Controlオブジェク ト を使用します。

 オブジェク ト 説明

notificationRuleSummary change-flow.jsスク リプ トのgetUsersToNotify関数に含まれ

る メ ッセージを参照します。 このメ ッセージは、 ユーザーが

通知を受け取った理由の説明を示しています。

freeTextBody HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンの [変更要求] ウ ィンド ウ

から 電子メ ールを送信する 際に、 ユーザーが入力する テキ

スト 。

ScriptingActionItem 送信する通知のアクシ ョ ンアイテムオブジェク ト 。 このオブ

ジェク ト を使用するこ とによ り、 アクシ ョ ンアイテムプロパ

ティ をすべて参照できます。 このオブジェク トで使用できる

メ ソ ッ ドの詳細は、 API_Reference.chmファイルの

ScriptingActionItem ク ラスを参照してください。 (API リ ファレ

ンスにアクセスするには、 [ スタート ] > [ プログラム ] > [HP

Release Control 9.20] > [ ドキュ メン ト ] をク リ ッ ク し、pdfs

ディ レク ト リ を開きます )。

request 通知を送信する要求オブジェク ト 。 このオブジェク ト を使用

するこ とによ り、 要求フ ィールドをすべて参照できます。 こ

の オ ブ ジ ェ ク ト で 使 用 で き る メ ソ ッ ド の 詳 細 は、

API_Reference.chmファ イルのGenericRFCク ラスを参照し

て ください (API リ フ ァレンスにアクセスするには、 [ スター

ト ] > [プログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ ドキュ メ

ン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

affectedCIs 変更要求によって影響を受ける CIの一覧を返します。
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[レポート ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 分析モジュールの一覧表示やカレンダー表示で生成されるレポー

トのテンプレート を指定します。

viewCis 特定の変更要求のインパク ト分析のコンテキス トで、 CIに関

する情報を返します。 このオブジェク トで使用できる メ ソ ッ

ドの詳細は、 API_Reference.chmファイルのCI  ク ラスを参

照して ください (API リ フ ァレンスにアクセスするには、 [ ス

ター ト ] > [ プログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ ド

キュ メン ト ] をク リ ッ ク し、 pdfsディレク ト リ を開きます)。

affectedViews 変更要求によ って影響を受ける ビジネス CI の一覧を返し

ます。

viewInfo 特定の変更要求のインパク ト分析のコンテキス トで、 影響を

受けるユーザーに関連付けられているビジネス CIの情報を返

します。 このオブジェ ク ト で使用できる メ ソ ッ ドの詳細は、

API_Reference.chmファ イルのViewInfo  ク ラスを参照して

ください (API リ ファレンスにアクセスするには、 [スタート ]

> [プログラム ] > [HP Release Control 9.20] > [ド キュメ ント ]

をク リ ッ ク し、 pdfsディ レク ト リ を開きます )。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [レ

ポート ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 値式の定義では、 レポートのパラ メーター、 変数、 フ ィールドを使

用できます。 また、 Java式を使用して、 レポート をカスタマイズで

きます。詳細については、「値式」 （502ページ） を参照してください。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「[レポートの詳細] ダイアログボッ クス」 （150ページ）

 オブジェク ト 説明
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[レポート ] ウ ィンド ウを以下に説明します。

[ダッシュボード ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウには、 dashboard.settings ファ イルが含まれます。 このファ イルでは、

HP Release Controlで使用される user と administrator という 2つの役割を、 それぞれusers

と administrators ダッシュボードグループにマッピングし、 各グループに割り当てる権限

を定義します。 このファ イルには、 [ ダッシュボード ] ページやポート レッ トの表示に関

連する定義も含まれます。

UIの要素 説明

レポート しきい値 生成されるレポートに含めるこ とができる変更要求の最大数。 詳細

については、 「[レポートの詳細 ] ダイアログボッ クス」 （150ページ）

を参照して ください。

UIの要素 説明

1ページレポート

テンプレート

1ページのPDF またはHTMLレポート作成用テンプレート。

変更レポート  - HTML と

PDFテンプレート

1番目のレベルの変更を示すPDF またはHTML一覧レポート を作成

する際に使用するテンプレート。

タスクサブレポート

テンプレート

2番目のレベルの変更を示すPDF またはHTML一覧レポート を作成

する際に使用するテンプレート。

変更レポート  - Excel

テンプレート

Excel形式で一覧レポート を作成する際に使用するテンプレート。

アクセス方法 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [モジュール ] > [ダッシュ

ボード ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 このファイルに含まれる定義は、 変更しないでください。

関連項目 「[構成 ] タブの操作」 （275ページ）
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[ディ レクター ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 ディ レクターモジュールの表示と非表示を設定します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[アラート ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 ディ レクターモジュールの [アラート ] ウ ィンド ウのアラート設定

を構成します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [モジュール ] > [ディ レク

ター ] をク リ ッ ク します。

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「ディ レクターモジュール」 （193ページ）

UIの要素 説明

ディレクターモジュール ディ レク ターモジュールを非表示または表示にします。

アクセス方法 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [モジュール ] > [ディ レク

ター ] > [アラート ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 構成の変更内容を有効にするには、 HP Release Controlサービスを再

起動する必要があ り ます。

関連項目 「[アラート ] ウ ィ ンド ウ」 （207ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

アラート計算期間 アラート エンジンを最初に稼働する際、 2日間さかのぼってアラー

ト計算が実行されるため (デフォルト設定 )、 システムに非常に大き

な負荷がかかり ます。

このオプシ ョ ンでは、 アラートエンジンがアラート を計算する間隔

を変更できます。

デフォルト ： 2日 (2880分 )、 分単位。

アラートエンジン

cron式

HP Release Control は、 ディ レ ク ターモジュールのアラー ト更新に、

アラートエンジンを使用します。 このオプシ ョ ンでは、 アラートエ

ンジンの実行頻度を示す間隔を指定します。

デフォルト ： 1 (分単位 )。 cron式では0 0/1 * * * ?

例 ：

➤ エンジンを 5分ごとに実行するには、値を 0 0/5 * * * ? に変更し

ます

➤ エンジンを 30分ごとに実行するには、値を 0 0/30 * * * ? に変更し

ます

cron式の詳細は、 http://www.quartz-scheduler.org/documentation を

参照してください。

アラートエンジンを

有効にする

アラートエンジンを有効または無効にします。

デフォルト ： 有効
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変更 -変更最小時間

ウィンドウ /最大時間

ウィンドウ

変更-変更最小時間ウィンドウと変更-変更最大時間ウィンドウ内で

スケジュー リ ングされているすべての作業について、 緊急作業ア

ラート と作業変更アラートが生成されます。

さ らに詳しい条件を説明します。

➤ 緊急作業アラートが生成されるのは、新しい作業が作成され、変

更 -変更時間ウ ィンド ウ内で開始するよ うにスケジューリ ングさ

れた場合です。

➤ 作業変更アラートが生成されるのは、 変更 -変更時間ウ ィンド ウ

内にスケジュールが含まれる作業が変更された場合です。

[変更-変更最小時間ウィ ンド ウ ] と  [変更-変更最大時間ウィ ンド ウ ]

とは、 現在日時の前後の範囲または現在日時に近い時間枠です。

➤ [変更 -変更最小時間ウィンドウ ] は、 現在日時までの時間を定義

します。

時間枠の開始日時を、現在日時を基準に前 (負の値) または後 (正

の値 ) で指定します (単位は分)。

デフォルト ： -12時間 (-720分間 )。 分単位で指定します。

➤ [変更 -変更最大時間ウィンドウ ] は、 現在の日時からの時間を定

義します。

時間枠の終了日時を、現在時刻を基準に前 (負の値) または後 (正

の値 ) で指定します (単位は分)。

デフォルト ： 24時間 (1440分間 )。 分単位で指定します。

時間ウ ィンド ウの最小値と最大値を示す例と、 アラートが生成され

るケース と されないケースについては、 「アラー ト が生成される

ケース と されないケース」 （521ページ） を参照して ください。

衝突アラートの

変更ステータス

選択したステータスを持つ作業のみについて、 衝突関連のアラート

を計算します。

UIの要素 説明
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[アラート  タイプ ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 アラート を有効または無効に設定し、 アラート を生成するタイ ミ

ングをイベン トの前後の時間 (分単位 ) で定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アラートが生成されるケースとされないケース

次の例は、 時間ウ ィンド ウの最小値と最大値を示す例と、 アラートが生成されるケース

と されないケースを示しています。

UIの要素 説明

アラート タイプ アラートのタイプ。

有効 アラート を有効または無効にできます。

通知オフセッ ト アラート を生成するタイ ミ ングを、 イベン トの前または後の時間

(分単位) で指定します。

シナリオ1 - アラートが生成されないケース

➤ 緊急作業の発生時刻 ： 12:00

➤ 時間ウ ィンド ウ ： 最小 = +60、 最大 = +120

➤ 作業開始 ： 12:10、 作業終了 ： 12:30

シナリオ2 - アラートが生成されるケース

➤ 作業変更日時 ： 12:00

➤ 時間ウ ィンド ウ ： 最小 = +60、 最大 = +120

➤ 作業開始 ： 12:10、 作業終了 ： 13:30
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シナリオ3 - アラートが生成されるケース

➤ 緊急作業の発生時刻 ： 12:00

➤ 時間ウ ィンド ウ ： 最小 = -60、 最大 = +120

➤ 作業開始 ： 11:30:00、 作業終了 ： 11:45

シナリオ4 - アラートが生成されるケース

➤ 作業変更日時 ： 12:00

➤ 最小 = -60、 最大 = +120

➤ 作業開始 ： 10:30:00、 作業終了 ： 15:00
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第 18 章
セキュリテ ィの構成

本章の内容

概念

➤ 「Lightweight Single Sign-On認証の概要」 （524 ページ）

➤ 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524 ページ）

➤ 「ID管理の使用」 （525 ページ）

➤ 「HP Release Controlの ID マネージャー モードのアーキテクチャ」 （526 ページ）

➤ 「LDAP認証の使用」 （527 ページ）

➤ 「HP Release ControlのLDAP認証アーキテクチャ」 （528 ページ）

タスク

➤ 「ID管理モードの使用方法」 （529 ページ）

➤ 「データベース認証モードでの動作」 （535 ページ）

➤ 「LDAP 接続プロパティの構成方法」 （535 ページ）

➤ 「HP Release Control と LDAPサーバー間の接続の設定方法」 （537 ページ）

リファレンス

➤ 「LW-SSO の制約」 （538 ページ）

➤ 「LW-SSOのセキュ リティ警告」 （539 ページ）

➤ 「LW-SSOの重要な情報」 （540 ページ）

➤ 「セキュ リ ティ構成のユーザーインタフェース」 （540 ページ）
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概念

Lightweight Single Sign-On認証の概要

シングルサインオンは、 一度ログインするだけで、 それ以降ログインプロンプ ト を表示

せずに、 複数のソフ ト ウェアシステムの リ ソースへのアクセスを可能にするアクセス制

御方法です。 ソフ ト ウェアシステムで構成されたグループ内のア リ ケーシ ョ ンは、 認証

を信頼するため、 アプリ ケーショ ン間を移動する際にも さ ら に認証する必要はあり ま

せん。

HP Release Control では、 デフォル ト のシングルサインオン認証ス ト ラテジーと して、

Lightweight Single Sign-On (LW-SSO) を使用します。 LW-SSOはHP Release Control に組み

込まれており、 認証用に外部のコンピューターを必要と しません。

HP Release ControlでLW-SSOを有効にする方法の詳細は、「[HP Lightweight SSO (LWSSO)]

ウ ィンド ウ」 （552ページ） を参照してください。

HP Release Controlユーザー認証の概要

HP Release Controlでは、 次のいずれかのユーザー認証モードを構成できます。

➤ IDマネージャー。 HP Release Controlは、 認証管理を行う ID管理システムと連携できま

す。 この例と しては、Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) があ り ます。 ID管理

の使用方法の詳細は、 「ID管理の使用」 （525ページ） を参照してください。

➤ LDAP。 HP Release Controlは、ユーザー認証を行う Lightweight Directory Access Protocol

(LDAP) サーバーと直接連携します。ユーザー情報はLDAP情報ディ レク ト リに格納さ

れ、 クエ リの処理やこのディ レク ト リの更新にはLDAPサーバーが使用されます。 詳

細については、 「LDAP認証の使用」 （527ページ） を参照してください。

➤ データベース。HP Release Controlは、ID管理システムやLDAPを使用せずに、HP Release

Control がすべてのユーザーを認証します。 詳細については、 「データベース認証モー

ドでの動作」 （535ページ） を参照してください。
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ID管理の使用

ID管理システムを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンへのログインアクセスを制御する目的

で、 ユーザーアカウン ト情報を保持するこ とができます。 ID管理システムが実装されて

いる環境でユーザーがアプリ ケーシ ョ ンにアクセスしよ う とする と、 ID管理システムは

まず、 ユーザー名やパスワードなどの資格情報を要求し、 ユーザーを認証します。 ユー

ザーの認証が完了する と、 ID管理システムは、 ユーザーの ID と権限に基づいて、 アプリ

ケーシ ョ ンに対する適切なアクセスレベルを承認します。 この方法では、 重要なデータ

は適切な承認によって保護され、 エンドユーザーの ID情報も適切に格納されます。

HP Release Controlは、 さまざまな ID管理システムをサポート します。 本書の構成サンプ

ルでは、 ID管理システムと してCA SiteMinder 6.0を使用しています。

IDマネージャーモードのアーキテクチャの詳細は、「HP Release ControlのID マネージャー

モードのアーキテクチャ」 （526ページ） を参照してください。

ID管理モードの使用方法の詳細には、 「ID管理モードの使用方法」 （529ページ） を参照

して ください。
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HP Release Controlの ID マネージャー モードのアーキテクチャ

次の図は、HP Release Controlの IDマネージャーモードのアーキテクチャを示しています。

ID管理と HP Release Controlを組み合わせて使用するには、Webサーバー (Microsoft Internet

Information Services (IIS) またはApache HTTP Server のいずれか ) と連携する構成で

HP Release Controlを導入する必要があ り ます。詳細については、 『HP Release Controlデプ

ロイ メン トガイ ド』 を参照してください。

ID管理Webエージェン トは、 Webサーバー上にインス トールされ、 すべてのWeb ク ライ

アン トのシングルアクセスポイン ト と して使用されます。 このWebエージェン トは、 送

信されてきた要求をすべて受け取り、 確実に認証を行います。 認証済みの要求のみが、

HP Release Controlに転送されます。
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LDAP認証の使用

HP Release Control では、 ユーザー認証にLDAP を使用する構成を行う こ とができます。

HP Release Controlは、 LDAPサーバーからユーザー ログイン情報を自動的に取得します。

HP Release Control と LDAPは同期しているため、 LDAPでユーザー情報が変更される と、

次回のユーザー ログイン時にHP Release Controlに変更内容が反映されます。 LDAP認証

の構成では、 LDAPユーザー グループを HP Release Control ユーザー役割にマッピングし

ます。

LDAP認証アーキテクチャの詳細は、 「HP Release Control のLDAP認証アーキテクチャ」

（528ページ） を参照してください。

LDAP認証の使用方法の詳細は、 「LDAP 接続プロパティの構成方法」 （535ページ） を参

照して ください。

注： LDAPサーバーが匿名バインドを許可する場合、空のパスワードでHP Release Control

へログインできます。
527



第 18 章 「セキュリテ ィの構成」
HP Release ControlのLDAP認証アーキテクチャ

次の図は、 HP Release ControlのLDAP認証モードのアーキテクチャを示しています。
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タスク

ID管理モードの使用方法

HP Release Control と ID管理システム (CA SiteMinderなど ) を組み合わせて使用するには、

HP Release Control と ID管理システム両方の構成が必要になり ます。 こ こでは、

CA SiteMinderを例と して使用していますが、各種 ID管理システムにも同じ概念を適用す

るこ とができます。

注意 ： セキュ リ テ ィ設定を変更する場合は、 HP Release Control構成セッ トのエクスポー

トユーティ リ テ ィ を使用して、 現在の構成セッ ト をバッ クアップして ください。 詳細に

ついては、 「構成セッ トのエクスポート 」 （614ページ） を参照してください。

HP Release Controlの ID管理モードの構成では、 次の操作を行います。

➤ IDマネージャーとの連携のためのHP Release Controlの構成

➤ HP Release Control との連携のための IDマネージャーの構成

➤ 組織の管理者をHP Release Controlに追加

➤ ID 管理モードでの操作

 1 IDマネージャーとの連携のためのHP Release Controlの構成

HP Release Control と CA SiteMinderを組み合わせて使用するには、HP Release Control管

理者は次の手順を行う必要があ り ます。

 a 認証モードを設定します。[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ]

> [認証] をク リ ッ ク します。[認証] ウ ィンド ウの [認証モード ] 一覧から  [ID マネー

ジャー ] を選択します。 LDAPサーバーに接続するために必要なユーザーログイン

情報を指定します。
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 b [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] > [ID マネージャー

モード ] をク リ ッ ク します。 [ID マネージャーモード ] ウ ィンド ウで、次のユーザー

ログイン情報を定義します。

➤ 名ヘッダー

➤ 姓ヘッダー

➤ 電子メールヘッダー

➤ 要求エンコーディング

詳細については、 「[ID マネージャーモード ] ウ ィンド ウ」 （544ページ） を参照して

ください。

 c [ ログアウ ト ] ウ ィンド ウを使用する場合は、 CA SiteMinder管理者にHP Release 

Control ログアウ ト URLを表示するよ うに依頼してください。 [モジュール ] > [管

理者 ] > [構成 ] > [セキュリテ ィ ] をク リ ッ ク し、 [ログアウト  URL] フ ィールドに

値を入力します。 詳細については、 「[セキュ リティ ] ウ ィンド ウ」 （541ページ）

を参照して ください。

 d 構成設定を保存および適用したら、 HP Release Controlサービスを起動します。

 2 HP Release Control との連携のための IDマネージャーの構成

CA SiteMinder と HP Release Controlを組み合わせて使用するには、CA SiteMinder管理者

は以下の手順を行う必要があ り ます。

 a Webエージェン トのインス トールと構成を行います。

HP Release ControlサーバーコンピューターにWebエージェン ト をインス トールし、

HP Release Control リ ソースを保護する構成を行います。 HP Release Controlの使用

を承認されたユーザーのみに、 HP Release Controlリ ソ ースへのアク セスを許可し

ます。

Web エージェン ト のインス ト ールと、 リ ソース保護の構成についての詳細は、

CA SiteMinder が提供している 『eTrust SiteMinder Web Agent Installation Guide』 を

参照して ください。
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 b CA SiteMinderを構成します。認証に成功する と返される HTTPヘッダー要求に、次

のヘッダーを追加します。

➤ ログイン名ヘッダー

➤ 名ヘッダー

➤ 姓ヘッダー

➤ 電子メールヘッダー

 c HP Universal CMDB変更フェデレーシ ョ ンアダプターと コマンド行ユーティ リ

ティ を使用するには、 CA SiteMinderへのログインで基本認証がサポート されてい

るこ とを確認してください。

CA SiteMinder の [Authentication Scheme (認証スキーマ )] ダイアログで、 [Support

non-browser clients ( ブラウザーを使用しないクライアン ト をサポート )] チェッ

クボッ クスをオンにします。

 d [ ログアウ ト ] ウ ィンド ウを構成します。 [ ログアウ ト ] ウ ィンド ウがない場合、

HP Release Controlのログアウ ト ウ ィ ンド ウを使用するよ うにCA SiteMinder を構成

して ください。 このウ ィンド ウは、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [セキュリ

テ ィ ] ウ ィンド ウの [ログアウト  URL] ボッ クスで定義されます。

 3 組織の管理者をHP Release Controlに追加

HP Release Controlでは、 デフォルトでユーザー 1人が設定されています。 ユーザー名

はadminで、 管理者権限が割り当てられています。 ただし、 このユーザーは、 LDAP

情報ディ レク ト リには存在しません。 組織で実際に使用する HP Release Control管理者

は、LDAPディレク ト リにプロパティが保存されますが、出荷時にはHP Release Control

で設定されていないため、 次の準備手順で追加する必要があ り ます。 組織の管理者を

HP Release Controlに追加するには、 次の手順を実行して ください。

 a ID管理モードのユーザーには、 [デフォルトの役割 ] ボッ クスの役割が割り当てら

れ、 デフォルトは [System Administrator] です。 このよ うに、 最初にログインし

たユーザーにはシステム管理者の権限が割り当てられます。

HP Release Controlで管理者と して使用したい資格情報を持つユーザーで、

HP Release Controlにログインします (http://<server name>/ccm)。

 b それ以降HP Release Controlにログインするユーザーには、通常のユーザー権限を割

り当ててください。
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これには、 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] > [ID

マネージャー ] をク リ ッ ク し、 [デフォルトの役割 ] ボッ クス内の役割を [User] に

変更します。

 c (オプシ ョ ン ) adminユーザーのパスワードを変更します。

 d 構成設定を保存および適用したら、 HP Release Controlサービスを起動します。

注 ： 

➤ 上記の手順が完了したら、 受信 ト ラ フ ィ ッ クについては、 フ ァ イアウ ォールで

Tomcatサーバーポート  (デフォルトは 8080) を閉じるこ とができます ( ローカルホ

ス トからの ト ラフ ィ ッ クに対してはTomcatサーバーが開いているこ とを確認して

ください )。

➤ HP Release Controlから adminユーザーを削除しないこ とをお薦めします。
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 4 ID 管理モードでの操作

IDマネージャーモードでは、 ID管理システムはすべてのユーザーを認証します。 ユー

ザーの認証が完了する と、 ID管理システムは、 HTTPヘッダー要求でユーザー名、 名、

姓、 住所などのユーザー プロパティを返します。 HP Release Controlは、 このユーザー

がすでにHP Release Controlに存在するかど うかをチェッ ク します。存在する場合、ユー

ザーの名、 姓、 住所を必要に応じて更新します。 存在しない場合、 通常のユーザー (役

割はUser) と してユーザーをHP Release Controlに追加し、 ID管理システムによって提

供されたプロパティを登録します。

注 ： 

➤ HP Release Control管理者がHP Release Controlパスワードを設定するまでの間、作成

されたユーザーは、 データベース認証モードではHP Release Control にログインで

きません。 詳細については、 「データベース認証モードでの動作」 （535ページ） を

参照して ください。

➤ ユーザーがHP Release Controlに存在しない状態でユーザー関連の操作 (アクシ ョ ン

アイテムをユーザーに割り当てる操作など ) を実行する場合には、 インポートユー

ティ リ テ ィ を使ってユーザーを HP Release Control に追加するこ とができます。 こ

のユーテ ィ リ テ ィ操作の構成の詳細については、 「ユーザーのインポー ト 」 （620

ページ） を参照してください。

ID管理モードでは、 ユーザーと HP Release Control管理者には次のよ うな制限があ り

ます。

➤ ユーザーは、 ユーザー名、 パスワード、名、姓、電子メールアドレスを変更できま

せん。

➤ HP Release Control管理者は、管理者モジュールを使用してHP Release Controlにユー

ザーを追加するこ とはできません。

➤ HP Release Control管理者は、 HP Release Controlに存在する任意のユーザーのユー

ザー名、 パスワード、 名、 姓、 電子メールアドレスを変更できません。
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 5 ユーテ ィ リテ ィ実行時に IDマネージャーモードのコマンド行オプシ ョ ンを

使用

ユーティ リ ティ を実行する際、HP Release Controlが IDマネージャーモードで動作する

こ とを指定するには、 コマンド行で --im-modeオプシ ョ ンを使用します。 詳細につい

ては、 「HP Release Control ユーティ リ ティ」 （608ページ） を参照して ください。

 6 (オプシ ョ ン ) HP Universal CMDBでccm_package.zipを再導入 

(HP Release Controlをアップグレード し、 変更構成アダプターを使用する

場合のみ )

HP Release Controlバージ ョ ンをアップグレード したら、ccm_package.zipファ イルを

HP Universal CMDBに再度導入してください。詳細については、 『HP Release Controlデ

プロイ メン トガイ ド』 の 「HP Universal CMDBの構成」 を参照してください。

 7 IDマネージャーモードでフェデレーシ ョ ンアダプターを使用するための

HP Release Controlの構成

HP Universal CMDBでフェデレーシ ョ ン アダプターを設定するには、 資格情報の入力

で、 ユーザー名の前に {IMMODE} を指定します。

次に例を示します。 {IMMODE}<username>

フェデレーシ ョ ンアダプターの構成については、『HP Universal CMDB 開発者向け参考

情報ガイ ド』 を参照してください。
534



第 18 章 「セキュリテ ィの構成」
データベース認証モードでの動作

HP Release Control では、 ID 管理またはLDAP ユーザー認証ソ リ ューシ ョ ンの他に、

HP Release Controlのデータベース認証モードを使用できます。

データベース認証モードを使用するには ：

 1 Tomcatサーバーポート  (デフォルトは8080) が閉じている場合は、 再度開きます。

 2 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] >[認証 ] ウ ィンド ウの [認証

モード ] 一覧でHP Release Control認証モードを [データベース ] に設定し、 HP Release

Controlサービスを再起動します。

 3 ユーザー名とパスワードにadminを指定し、 HP Release Control (http://<サーバー名>

:<Tomcatサーバーポート >/ccm) にログインします。

 4 必要に応じてユーザーを追加し、 初期パスワードを設定します。 ID管理モードで追加

し たユーザーのパス ワー ド を設定する こ と も可能です。 追加し たユーザーは、

HP Release Controlの通常認証モードを使用して、HP Release Controlにログインします。

詳細については、 「ユーザープリ ファレンス」 （27ページ） を参照してください。

LDAP 接続プロパティの構成方法

このタスクでは、HP Release ControlでLDAP認証を使用するために必要となる LDAPパラ

メーターの設定方法を説明します。

 1 LDAPサーバーをセッ ト アップします。

 2 認証モードを設定します。

 a [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] をク リ ッ ク します。

 b [認証 ] ウ ィンド ウの [認証モード ] 一覧から  [LDAP] を選択します。

 c LDAPサーバーに接続するために必要なユーザーログイン情報を指定します。
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 3 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] > [LDAP モード ] をク

リ ッ ク し ます。 [LDAP モード ] ウ ィ ンド ウで、 次のユーザーログイ ン情報を定義し

ます。

➤ 名ヘッダー

➤ 姓ヘッダー

➤ 電子メールヘッダー

詳細については、 「[LDAPモード ] ウ ィンド ウ」 （545ページ） を参照してください。

 4 [LDAP グループから  Release Control 役割へのマッピング ] で、LDAPユーザーグループ

をHP Release Controlの役割にマッピングします。 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タ

ブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] > [LDAP モード ] をク リ ッ ク します。

LDAP ユーザーグループの [ グループ名 ] を指定し、 1 つまたは複数の [HP Release

Control 役割 ] を選択します。

 5 定義が変更された時点でグループマッピングを同期するかど うかを指定します。 [モ

ジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] > [LDAP モード ] をク

リ ッ ク します。 次のよ うに [同期する役割 ] チェッ クボッ クスを設定します。

➤ ユーザーを別のLDAPグループに変更したと き、HP Release Controlの新しい役割に

自動マッピングする場合は、 [同期する役割 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

➤ ユーザーを別のLDAPグループに変更したと き 、元の役割のまま使用する場合は、

[同期する役割 ] チェッ クボッ クスをオフにします。 この場合、 役割を変更するに

はHP Release Control ク ラ イアン ト を使用する必要があ り ます。

 6 groupsセクシ ョ ンで定義されているどのグループにも該当しない場合に、役割のマッ

ピング先となるユーザーを指定します。 [ モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [ セ

キュリテ ィ ] > [認証 ] > [LDAPモード ] をク リ ッ ク し、[デフォルトの役割] 一覧からデ

フォルト と して使用する役割を選択します。 [デフォルトの役割] 一覧からデフォルト

で使用する役割を選択する と、 LDAP認証では、LDAPグループに属さないユーザーで

も HP Release Controlへのアク セスが可能になり 、 デフォルト の役割が割り 当てら れ

ます。
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注 ： デフォルトの役割またはマッピングされた役割のいずれか一方に、

editConfiguration権限が必要です。 デフォルトでは、 System Administrator とい う

役割にeditConfiguration権限が割り当てられます。

HP Release Control と LDAPサーバー間の接続の設定方法

ldap.properties ファ イルを使用して、 HP Release Control と LDAPサーバー間の接続を設

定します。

HP Release Controlのインス トールでは、 サンプルの ldap.properties ファ イルが 2つ提供

されます。これらのファイルには、HP Release Control と LDAPサーバー間の接続を設定す

るための詳細な手順が含まれています。

このタスクでは、 HP Release Control と LDAPサーバー間の接続を ldap.propertiesファ イ

ルを使用して設定する方法について説明します。

 1 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] > [LDAP モード ] >

[LDAP サーバー プロパティ ] をク リ ッ ク します。 LDAP情報は右側のウ ィンド ウに追

加できます。

 2 <HP Release Control インストールディ レク ト リ >\examples\ldap-examplesディレ

ク ト リに移動し、 次のいずれかの手順を実行します。

➤ LDAP Active Directory を扱う場合は、 ldap.properties.AD ファ イルの内容を右側

ウ ィンド ウにコピーします。

➤ LDAP SUN Oneを扱う場合は、ldap.properties.SOファ イルの内容を右側ウ ィンド

ウにコピーします。

注： 他のLDAPサーバーを扱う場合は、 このいずれかの例をテンプレート と して使

用できます。
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 3 必要なLDAP情報を設定し、 ファ イルを保存します。

注 ： SSL を使用する構成を LDAPサーバーで行っている場合、 ldap.properties ファ イ

ルでenableSSL = trueを設定し、HP Release Control Java仮想マシン (JVM) にセキュ リ

ティ証明書をインス トールしてください。

リファレンス

LW-SSO の制約

こ こでは、 LW-SSO構成での制約について説明します。

➤ アプリケーシ ョ ンへのアクセス ：

➤ ク ラ イアン トがアプリ ケーシ ョ ンにアクセスする際には、次の例のよ うに、ログイ

ンURLで完全修飾ド メ イン名 (FQDN) を指定する必要があ り ます。

http://flood.mercury.global:8080/WebApp

➤ LW-SSOでは、IPアドレス、つま り ド メ インなしのURLはサポート されていません。

➤ 負荷分散装置の構成 ：

負荷分散装置でLW-SSO を使用する場合、 スティ ッキーセッシ ョ ンを使用する構成を

行う必要があ り ます。

➤ マルチド メインのサポート ：

➤ マルチド メ イン機能は、 HTTP リ ファ ラーを使用します。 したがって、 LW-SSOは、

アプリ ケーシ ョ ン間のリ ンクをサポート しますが、アプ リ ケーシ ョ ンが同一ド メ イ

ン内にある場合を除き、 URL をブラウザーウ ィ ン ド ウに入力する機能はサポート

していません。

➤ マルチド メ イン環境での保護 (HTTPS) ページから 非保護 (HTTP) ページへのリ

ンク ：

保護 (HTTPS) ページから非保護 (HTTP) ページへのリ ンクでは、マルチド メ インは

機能しません。
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➤ Internet Explorerでのサードパーティ Cookiesの動作 ：

Microsoft Internet Explorer 6には、 「Platform for Privacy Preferences (P3P) プロジェク

ト 」 をサポートするモジュールが付属しています。 これは、サードパーティ ド メ イ

ンから送信されたCookiesを、「インターネッ ト 」 のセキュ リ ティゾーンでデフォル

トでブロ ッ クする機能です。 Internet Explorerは、 セッシ ョ ン Cookies もサードパー

ティ Cookies とみなしてブロ ッ クするため、 LW-SSOは動作できな くな り ます。 詳

細については、 http://support.microsoft.com/kb/323752/en-usを参照してください。

この問題を解決するには、 起動したアプ リ ケーシ ョ ン (つま り DNS ド メ インサブ

セッ トが *.mydomain.com) を、 コンピューターの 「インターネッ ト 」 / 「信頼済み」

ゾーンに追加します (Microsoft Internet Explorerで、 [ ツール ] > [ インターネッ トオ

プシ ョ ン ] > [セキュリテ ィ ] > [ローカルイン ト ラネッ ト ] > [サイ ト ] > [詳細 ] をク

リ ッ ク )。 これによ り、 Cookiesが受信されるよ うになり ます。

注意 ： LW-SSO セッシ ョ ン Cookie は、 ブロ ッ ク されたサードパーティアプ リ ケー

シ ョ ンが使用する Cookies と して認識されます。

➤ Internet Explorer 7を使用する場合のマルチド メインログアウト機能 ： 

マルチド メ インのログアウ ト機能は、Internet Explorer 7を使用する環境や、アプリ ケー

シ ョ ンがログアウ トプロシージャでHTTP 302 リ ダイレク トの動詞を 4つ以上連続して

実行する場合、 エラーが発生するこ とがあ り ます。

このよ うなケースでは、 Internet Explorer 7はHTTP 302 リ ダイレク ト応答を誤って処理

し、 その結果 「Internet Explorerではこのページは表示できません」 とい うエラーペー

ジが表示されるこ とがあ り ます。

エラーを回避するためには、 可能であれば、 アプリ ケーシ ョ ンがログアウ トプロシー

ジャで実行する リダイレク ト コマンドの数を減らすこ とをお勧めします。

LW-SSOのセキュリテ ィ警告

こ こでは、 LW-SSO構成に関連するセキュ リティ警告について説明します。

LW-SSOの initString機密パラメーター ：
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LW-SSOは、 対称暗号方式に基づいてLW-SSO トークンの検証と生成を行います。 構成に

含まれる initStringパラ メーターは、秘密キーの初期化に使用されます。 アプリ ケーシ ョ

ンが トークンを生成する と、 同じ initStringパラ メーターを使用する各アプリ ケーシ ョ ン

が トークンを検証します。

注 ： 

➤ LW-SSOを使用するには、 initStringパラ メーターを設定する必要があ り ます。

➤ initStringパラ メーターは機密情報であ り、 公開、 転送、 維持において機密扱いにして

ください。

➤ initString パラ メーターの共有は、 LW-SSO を使用して相互に統合されるアプリ ケー

シ ョ ン間のみに限定して ください。

➤ initStringパラ メーターは12文字以上です。

LW-SSOの重要な情報

こ こでは、 LW-SSOに関する重要な情報について説明します。

➤ GMT時間。 LW-SSOによる統合に参加するアプリ ケーシ ョ ンはすべて、 最大時差15分

の同じ GMT時間を使用します。

➤ マルチド メイン機能。LW-SSO統合に参加するアプリ ケーシ ョ ンが異なるDNSド メ イン

にある場合、 マルチド メ イン機能を使用するには、 参加するすべてのアプリ ケーシ ョ

ンで  [保護さ れたド メ イン ] の設定を行う 必要があり ます ([モジュール] > [管理者] >

[構成] タブ > [セキュリティ ] > [HP Lightweight SSO (LWSSO)] ウィ ンド ウをク リ ッ ク )。

セキュリテ ィ構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[セキュ リティ ] ウ ィンド ウ」 （541ページ）

 ➤ 「[認証 ] ウ ィンド ウ」 （542ページ）
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 ➤ 「[データベース  モード ] ウ ィンド ウ」 （542ページ）

 ➤ 「[ID マネージャーモード ] ウ ィンド ウ」 （544ページ）

 ➤ 「[LDAPモード ] ウ ィンド ウ」 （545ページ）

 ➤ 「[LDAP サーバー プロパティ ] ウ ィンド ウ」 （547ページ）

 ➤ 「[HP Lightweight SSO (LWSSO)] ウ ィンド ウ」 （552ページ）

[セキュリテ ィ ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 ログアウ ト後にアプリ ケーシ ョ ンを リダイレク トする URL を定義

し、 ユーザー名やパスワードの入力なしでコンピューターにログインするための構成を

行います。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] をク リ ッ ク

します。

関連タスク 「ID管理モードの使用方法」 （529ページ）

関連項目 「ID管理の使用」 （525ページ）

UIの要素 説明

ログアウト URL ログアウ ト後にアプリ ケーシ ョ ンを リダイレク トする URL。

デフォルト ： /ccm/imresources/ccmLogout.html

ユーザー名の保存を

有効にする

最初のページから HP Release Controlへのログイン時に、 [ユーザー

名の保存 ] を選択できます。 選択する と、 次回このコンピューター

にログインする際、 ユーザー名とパスワードを入力する必要がなく

な り ます。
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[認証 ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlが動作する認証モードを定義します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[データベース モード ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 データベース認証モードを使用する場合のHP Release Controlのセ

キュ リティ要件を構成します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証 ] を

ク リ ッ ク します。

関連タスク ➤ 「ID管理モードの使用方法」 （529ページ）

➤ 「データベース認証モードでの動作」 （535ページ）

➤ 「LDAP 接続プロパティの構成方法」 （535ページ）

関連項目 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524ページ）

UIの要素 説明

認証モード HP Release Controlが動作するユーザー認証モード と して、 次のいず

れかを構成できます。

➤ データベース

➤ LDAP

➤ IDマネージャー

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] >

[データベース モード ] をク リ ッ ク します。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

関連タスク 「データベース認証モードでの動作」 （535ページ）

関連項目 「HP Release Controlユーザー認証の概要」 （524ページ）

UIの要素 説明

パスワード最小長 パスワードで指定できる最小文字数を指定します。 デフォルトは、

1文字以上です。

パスワード最大長 パスワードで指定できる最大文字数を指定します。 この数値は25 よ

り大き くなければなり ません。

デフォルト ： 50

パスワード検証パターン ユーザーパスワードで指定できる文字を正規表現で指定します。 た

とえば、 任意の大文字、 小文字、 数字をパスワードで指定できるよ

うにするには、 ^[A-Z,a-z,0-9]$ と指定します。

パスワード検証パターン

のエラーメ ッセージ

許可されていない文字がパスワードに含まれている場合に表示する

エラーメ ッセージのタイプ。

ユーザー名最大長 ユーザー名で指定できる最小文字数を指定します。 この数値は25 よ

り大き くなければなり ません。

デフォルト ： 50

ユーザー名最小長 ユーザー名で指定できる最大文字数を指定します。

デフォルト ： 1 

ユーザー名検証パターン ユーザー名に含めるこ とができる文字を正規表現で指定します。 た

とえば、 任意の大文字、 小文字、 数字をユーザー名で指定できるよ

うにするには、 ^[A-Z,a-z,0-9]$ と指定します。
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[ID マネージャーモード ] ウィンドウ

ID マネージャーシステム と HP Release Control を組み合わせて使用する場合、 ID マネー

ジャーの構成を行う必要があ り ます。 このウ ィ ンド ウでは、 認証が成功した後で返され

る HTTPヘッダー要求に追加するヘッダーを指定します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

ユーザー名検証パターン

のエラーメ ッセージ

許可されていない文字がユーザー名に含まれている場合に表示する

エラーメ ッセージのタイプ。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] >

[ID マネージャーモード ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「ID管理モードの使用方法」 （529ページ）

関連項目 「ID管理の使用」 （525ページ）

UIの要素 説明

電子メールヘッダー ユーザーの電子メールアドレスを含みます。

名ヘッダー ユーザーの名を含みます。

姓ヘッダー ユーザーの姓を含みます。

ログイン名ヘッダー ユーザーがHP Release Controlログイン時に使用するユーザー名を含

みます。

要求エンコーディング ID管理で使用するエンコーディングの値。

デフォルト ： ISO-88591

UIの要素 説明
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[LDAPモード ] ウィンドウ

こ のウ ィ ンド ウでは、 HP Release Controlが LDAPモード で動作するための構成を行い

ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] >

[LDAP モード ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「LDAP 接続プロパティの構成方法」 （535ページ）

関連項目 「LDAP認証の使用」 （527ページ）

UIの要素 説明

デフォルトの役割 いずれのLDAP ユーザーグループにもマッピングされていないユー

ザーに割り当てられる、 HP Release Controlのデフォルトのユーザー

役割。

➤ [デフォルトの役割] 一覧からデフォルトの役割を選択する と、

LDAP 認証では、 LDAP グループに属さ ないユーザーで も

HP Release Controlへのアクセスが可能になり、デフォルトの役割

が割り当てられます。

➤ LDAP認証では、 いずれのLDAP グループにも属さないユーザー

は、デフォルトの役割を選択しないと HP Release Controlにログイ

ンできません。

電子メールヘッダー ユーザーの電子メールアドレスが格納されている LDAP属性名。

名ヘッダー ユーザーの名が格納されている LDAP属性名。

姓ヘッダー ユーザーの姓が格納されている LDAP属性名。
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[LDAP グループから HP Release Control役割へのマッピング ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、LDAPユーザーグループをHP Release Controlユーザー役割にマッピ

ングします。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

同期する役割 定義が変更された場合に、 グループマッピングを同期するかど うか

を指定します。

➤ ユーザーを別の LDAP グループに変更したと きに、 HP Release

Control の新しい役割に自動マッピングする場合は、 このチェ ッ

クボッ クスをオンにします。

➤ ユーザーを別のLDAPグループに変更したと き、元の役割のまま

使用する場合は、 このチェッ クボッ クスをオフにします。 この場

合、役割を変更するにはHP Release Control ク ライアン ト を使用す

る必要があ り ます。

デフォルト ： 未選択

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。別のLDAPユーザーグループをHP Release

Controlユーザー役割にマッピングします。

構成を構成セッ トから削除。 選択した行を削除します。

LDAPグループ名 LDAPユーザーグループの名前。

Release Controlの役割 LDAP ユーザーグループにマッ ピングする HP Release Control ユー

ザー役割を選択します。

UIの要素 説明
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[LDAP サーバー プロパティ ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 ldap.properties ファ イルを使用して、 HP Release Control と LDAP

サーバー間の接続を設定します。

HP Release Controlのインス トールでは、 サンプルの ldap.properties ファ イルが 2つ提供

されます。これらのファイルには、HP Release Control と LDAPサーバー間の接続を設定す

るための詳細な手順が含まれています。

➤ LDAP Active Directoryで作業している場合、<HP Release Controlインストールディ レ

ク ト リ >\examples\ldap-examples にある ldap.properties.AD フ ァ イルをローカル

ディ レク ト リにコピーします。

➤ LDAP SUN Oneで作業している場合、 <HP Release Control インストールディ レク ト

リ >\examples\ldap-examplesにある ldap.properties.SO ファ イルをローカルディレ

ク ト リにコピーします。

ファ イルの変更方法の詳細については、 「[構成 ] タブのファ イルの構成方法」 （277ペー

ジ） を参照して ください。

ldap.properties フ ァイルに含まれる接続の詳細については、 「ldap.properties ファ イルに

含まれる接続プロパティ」 （548ページ） を参照してください。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [セキュリテ ィ ] > [認証] >

[LDAP モード ] > [LDAP サーバー プロパティ ] をク リ ッ ク します。

関連タスク 「HP Release Control と LDAP サーバー間の接続の設定方法」

（537ページ）

関連項目 ➤ 「LDAP認証の使用」 （527ページ）

➤ 「HP Release ControlのLDAP認証アーキテクチャ」 （528ページ）

➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）
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ldap.properties ファイルに含まれる接続プロパテ ィ

こ こでは、 ldap.propertiesファ イルに含まれる接続プロパティについて説明します。

接続プロパティ 説明

管理者パスワード 最初のLDAP接続を確立する際に使用する管理者パスワード。

注： useAdministratorオプシ ョ ンがfalseに設定されている場合、

このパラ メーターは必要あ り ません。

管理者のユーザー名 最初のLDAP接続を確立する際に使用する管理者のユーザー名。

注 ： useAdministrator オプシ ョ ンが false に設定されている場

合、 このパラ メーターは必要あ り ません。

BATCHSIZE 結果が返される前に受信する必要があるチャンクの最小サイズ

を示します。

注： このパラ メーターは、LDAP応答時間にのみ影響を与えます。

dynamicGroupsClass 動的グループの情報を格納するために使用されるオブジェ ク ト

ク ラス。

dynamicGroups

DescriptionAttribute
動的グループの説明を格納するために使用される属性。

dynamicGroups

DisplayNameAttribute
動的グループの表示名を格納するために使用される属性。

dynamicGroups

MemberAttribute
動的グループのメンバーを定義する検索URL を格納するための

属性。

dynamicGroups

MemberAttribute
動的グループの名前を格納するために使用される属性。

enableDynamic

Groups
動的グループ と静的グループのユーザーを検索する よ う に、

HP Release Controlに指示します。

enableNestedGroups サブグループのすべてのユーザーを繰り返し検索する よ う に、

HP Release Controlに指示します。

注： インスタンスは、 グループの検索フ ィルターによって返され

ます。
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enableSSL このパラ メーターを選択する と、 LDAPサーバーへの接続に SSL

が使用されます。

groupsBase LDAPディレク ト リ内のグループの検索で使用する識別名 (DN)。

groupsDescription

Attribute
グループの説明を格納するために使用します。

groupsDisplayNameAtt

ribute
グループの表示名を格納するために使用します。

groupsFilter LDAPグループ検索で返すインスタンスを示します。

groupsMembers

Attribute
グループのメンバー情報を格納するために使用します。

groupsNameAttribute グループ名を格納するために使用します。

groupsObjectClass 静的グループの情報の格納に使用されるオブジェク ト ク ラス。

groupsScope グループ検索のスコープは、 次のいずれかです。

➤ SCOPE_SUB。 グループのベースの下のサブツ リーを検索し

ます。

➤ SCOPE_ONE。 グループのベースの下で、 サブツ リーの最初

のレベルのみを検索します。

➤ SCOPE_BASE。 サブツ リーのルートのみを検索します。

注 ： グループのベースは、 groupsBase属性で定義します。

ldapHost LDAPサーバーを実行するコンピューターのホス ト名。

maximalAllowed

GroupsHierarchyDepth
グループ階層で許容される深さの最大値を定義します。負の値を

指定する と、 深さは無制限になり ます。

注： このパラ メーターが有効になるのは、enableNestedGroups

パラ メーターが trueに設定されている場合のみです。

接続プロパティ 説明
549



第 18 章 「セキュリテ ィの構成」
MAXBACKLOG BATCHSIZEの値が 0以外の場合、 バッチの結果を待つキューの

サイズを指定します。

注： このパラ メーターは、LDAP応答時間にのみ影響を与えます。

ldapPort LDAPサーバーのポート番号。enableSSLが trueに設定されてい

る場合、 このポートはSSL接続で使用されます。

REFERRALS LDAPのオブジェク トには、必要な情報を格納している別のLDAP

を参照するだけのものがあ り ます。 このプロパテ ィ を選択する

と、 REFERRALS_HOP_LIMIT パラ メーターで指定された数に達す

るまで、 検索の後に自動的に参照が行われます。 選択しないと、

ホップ数を超えた場合に、必要な検索結果がすべて返されないこ

とがあ り ます。

REFERRALS_HOP_LIMIT 例外が発生して検索が終了するまで、実行する参照の回数を指定

します。

rootGroupsBase LDAPディレク ト リ内のルート グループの検索で使用する識別名

(DN)。

rootGroupsFilter LDAP検索で返されるインスタンスを示します。

rootGroupsSearch

Scope
ルート グループ検索のスコープは、 次のいずれかです。

➤ SCOPE_SUB。 グループのベースの下のサブツ リーを検索し

ます。

➤ SCOPE_ONE。 グループのベースの下で、 サブツ リーの最初

のレベルのみを検索します。

➤ SCOPE_BASE。 サブツ リーのルートのみを検索します。

注 ： グループのベースは、 rootGroupsBase属性で定義します。

SIZELIMIT 1回の検索でLDAPが返す結果の総数の上限を指定します。

TIMELIMIT 1回の検索にLDAPが使用する時間の上限を指定します。

接続プロパティ 説明
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usersBase LDAPディレク ト リ内のユーザーの検索で使用する識別名 (DN)。

usersDisplayName

Attribute
ユーザーの表示名を格納するために使用される属性。

usersFilter LDAPユーザー検索で返されるインスタンスを示します。

useAdministrator true に設定する と、 Administrator username パラ メーターと

Administrator passwordパラ メーターで指定した管理者のユー

ザー名とパスワードを使用して、LDAP接続が生成されます。true

に設定しないと、 LDAP接続はユーザー名とパスワードなしで作

成されます。

注 ： v2ゲス トユーザーはライブラ リでサポート されません。

usersObjectClass ユーザー情報の格納に使用されるオブジェク ト ク ラス。

usersScope ユーザー検索のスコープは、 次のいずれかです。

➤ SCOPE_SUB。 グループのベースの下のサブツ リーを検索し

ます。

➤ SCOPE_ONE。 グループのベースの下で、 サブツ リーの最初

のレベルのみを検索します。

➤ SCOPE_BASE。 サブツ リーのルートのみを検索します。

注 ： ユーザー検索のベースは、 usersBase属性で定義します。

usersUniqueIDAttribute ユーザーの実際のログイン名を格納します。

注 ： DN検索機能と認証機能は、 この属性が一意であるこ とを前

提と します。

接続プロパティ 説明
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[HP Lightweight SSO (LWSSO)] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release ControlでLW-SSOを有効にします。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [ モジュール ] > [ 管理者 ] > [ 構成 ] タブ > [ セキュ リ テ ィ ] > [HP

Lightweight SSO (LWSSO)] をク リ ッ ク します。

関連項目 「Lightweight Single Sign-On認証の概要」 （524ページ）

UIの要素 説明

ド メイン (オプシ ョ ン ) HP Release Controlサーバード メ インを指定します。 指

定しない場合、 HP Release Controlは自動的に値を割り当てます。

初期化文字列 LW-SSO と統合するすべての信頼済みアプ リ ケーシ ョ ンが共有する

文字列を指定します。

保護されたド メイン (オプシ ョ ン ) HP Release Controlサーバード メ インを 1つ以上指定し

ます。 信頼済みアプ リ ケーシ ョ ンが別のド メ インにある場合、 その

ド メ インをすべてこ こで定義して ください。
552



第 19 章
サーバーの構成

本章の内容

概念

➤ 「複数テナン トの構成の概要」 （554 ページ）

➤ 「ク ラスター導入の概要」 （556 ページ）

タスク

➤ 「HP Release Controlサーバーの複数テナン ト向けの構成方法 (SaaSのみ )」 （558 ページ）

➤ 「HP Release Controlのクラスター導入のセッ ト アップ方法」 （560 ページ）

➤ 「サーバー構成のユーザーインタフェース」 （571 ページ）

リファレンス

➤ 「サーバー構成のユーザーインタフェース」 （571 ページ）
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概念

複数テナン トの構成の概要

注： 複数テナン トは、特にSaaSプロバイダー向けに提供されている構成オプシ ョ ンです。

HP Release Controlサーバーが複数のク ライアン ト組織 (テナン ト ) にサービスを提供する

構成を行う こ とができます。

このよ うな環境では、 各HP Release Controlテナン トはHP Universal CMDB顧客 IDにマッ

ピングされます。 サービス  デスクの変更要求チケッ トは、 テナン ト割り当てフ ィールド

の値に基づいて、 HP Release Controlのテナン トに割り当てられます。

複数のテナン ト が割り当てられているユーザーがHP Release Controlへログインする と、

テナン ト名を選択するプロンプ トが表示されます。選択したテナン トに、変更要求チケッ

トが割り当てられます。

システムへのログイン後にテナン ト を変更する場合、 ログアウ トする必要はあ り ません。

画面右上の [ログアウト ] ボタンの左にあるテナン ト選択オプシ ョ ンから、 目的のテナン

ト を選択します (下の図を参照 )。 資格情報を入力しなくても、 HP Release Controlに再度

ログインできます。
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注 ： 

➤ ユーザーに関連付けられているテナン トが 1 つのみの場合には、 テナン ト選択オプ

シ ョ ンは表示されません。

➤ HP Release Controlでのテナン ト という表示値は、 customizable-labels.properties

ファ イルで変更できます ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [ ラベルと用語] を

選択 )。 詳細については、 「ラベルと用語の構成ト ピッ ク」 （491ページ） を参照してく

ださい。

複数テナン ト環境では、 HP Release Controlの基本構成は、すべてのテナン トで共通です。

複数テナン ト向けのサーバー構成の詳細は、「HP Release Controlサーバーの複数テナン ト

向けの構成方法 (SaaSのみ )」 （558ページ） を参照してください。
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クラスター導入の概要

HP Release Controlサーバーは、 複数のノードに導入できます。 同じ物理コンピューター

の複数のインスタンスまたは個別のコンピューターに、 ノードのク ラスターを導入でき

ます。

注： ク ラスターを導入する方法の詳細は、 「HP Release Controlのク ラスター導入のセッ ト

アップ方法」 （560ページ） を参照してください。

負荷分散装置

ク ラ イアン ト要求は、 負荷分散装置によってノード間に分散されます。 ク ラスター導入

では、 負荷分散装置がシステムへのエン ト リーポイン ト とな り、 ユーザーは負荷分散装

置のURL経由でHP Release Controlにアクセスします。

HP Release Controlには、 ソフ ト ウェア負荷分散装置のリ ファレンス実施が含まれていま

す。 この負荷分散装置は、 Webサーバーコンポーネン ト  (Apache または IIS) と mod_jk コ

ンポーネン トで構成されています。 ただし、 ハード ウェア負荷分散装置の使用をお勧め

します。 HP Release Controlは、 ステ ィ ッキーセッシ ョ ン機能を備えるすべての負荷分散

装置をサポート します。

クラスターリングの利点 - ユーザーキャパシテ ィ とサーバーの可用性

ク ラスターは、 1台のコンピューターまたは複数のコンピューター上で構成できますが、

いずれの場合も HP Release Control の同時ユーザーキャパシテ ィは増大します。 ただし、

サーバーの可用性も向上したい場合には、 複数のコンピューターにク ラスターを導入す

る必要があ り ます。
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注意事項と制限

➤ 一部の構成変更では、 HP Release Controlサービスの再起動が必要とな り ます。 ク ラス

ターの導入では、ク ラスターに含まれるすべてのノードを再起動する必要があ り ます。

➤ ク ラスター導入でフ ィールド設定を変更した場合 ([モジュール] > [管理者] > [構成] タ

ブ > [統合 ] > [ フ ィールド ])、 1つを除くすべてのノードをシャ ッ ト ダウンする必要が

あ り ます。上記の手順を実行しても、 1つのノードが稼働状態のまま残るので、システ

ムでダウンタイムは発生しません。

ノードをシャ ッ ト ダウンするのは、 上記の構成によってデータベースのスキーマで変

更が発生するこ とがあるためです。 このよ う な構成変更を 1つのノードで処理するこ

とによって、データベースモデルの再構成を各ノードで同期する必要がなくな り ます。

フ ィールド設定の変更をアクティブにするには ：

 a 変更のド ラフ ト を保存します。

 b 1つを除き、 ク ラスター内のすべてのノードをシャ ッ ト ダウンします。

 c 残った1つのノード上で構成をアクティブにします。

 d 他のノードを起動します。

➤ 1 つのノード上でサービスデスクアダプターを構成していて、 他のノードは別のコン

ピューターにインス トールされている場合は、 次の手順を実行して ください。

 a HP Release Controlをいずれかのノードで実行中の場合は、HP Release Controlサービ

スを停止します。

 b <serviceDeskName>-adapter-log4j.properties ファ イルを最初のノードの conf

ディ レク ト リから も う一方のノードのconfディ レク ト リにコピーします。

 c SDI-<serviceDeskName> ディレク ト リ を最初のノードのappsディ レク ト リから

も う一方のノードのappsディ レク ト リにコピーします。
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タスク

HP Release Controlサーバーの複数テナン ト向けの構成方法 
(SaaSのみ )

注 ： このタスクは、 特にSaaSプロバイダー向けの手順です。

こ こでは、 HP Release Controlサーバーが複数のクライアン ト組織 (テナン ト ) にサービス

を提供するための構成を行う方法を説明します。 構成オプシ ョ ンの詳細は、 「複数テナン

トの構成の概要」 （554ページ） を参照してください。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「テナン ト割り当て用のカスタムフ ィールドの定義」 （558ページ）

➤ 「テナン トの追加と割り当てフ ィールドの値の指定」 （559ページ）

➤ 「テナン ト と UCMDB顧客 IDのマッピング」 （559ページ）

➤ 「ユーザーとテナン トの関連付け」 （560ページ）

 1 テナン ト割り当て用のカスタムフ ィールドの定義

 a サービスデスクでは、テナン ト割り当てフ ィールド と して使用するフ ィールドを指

定して ください。サービスデスクの変更要求チケッ トは、 このフ ィールドの値に基

づいて、HP Release Controlのテナン トに割り当てられます。 さ らに、各テナン トに

どの値を使用するかを選択して ください。

注 ： Service Manager と連携している場合は、 [会社 ] フ ィールドを選択し、 複数テ

ナン トの使用を有効にします。

 b 上記で選択したサービスデスク割り当てフ ィールドを、HP Release Controlのフ ィー

ルドにマッピングします。HP Release Controlのフ ィールドのタイプは、Short Text

でなければなり ません。
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➤ HP Release Controlでのフ ィールド作成に関する詳細については、「フ ィールド と

列挙設定の構成」 （339ページ） を参照して ください。

➤ サービスデスクフ ィールドを HP Release Control フ ィールドにマッピングする方

法の詳細は、 「変換スク リプ トの記述」 （433ページ） を参照して ください。

 2 テナン トの追加と割り当てフ ィールドの値の指定

[複数テナン ト ] ウ ィンド ウ  ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー ] > [複数テ

ナン ト ]) では、 テナン ト を新規追加し、 各テナン ト を、 テナン ト割り当てフ ィールド

の値にマッピングするこ とができます。 この値に基づいて、 変更要求は関連するテナ

ン トに割り当てられます。

ユーザーインタフェースの詳細については、 「[複数テナン ト ] ウ ィンド ウ」 （577ペー

ジ） を参照して ください。

 3 テナン ト と UCMDB顧客 IDのマッピング

[利用できる接続 ] ウィ ンド ウの [UCMDB顧客 IDから テナント へのマッ ピング ] 領域

([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [利用できる接

続 ] > <HP Universal CMDB server name>) で、 テナン ト を HP Universal CMDB顧客

IDに関連付けます。

注 ： 複数テナン ト を、 同じ HP Universal CMDB構成を持つ複数の顧客 IDに関連付ける

こ と や、 異なる HP Universal CMDB構成に異なるテナント を関連付けるこ と ができ

ます。

HP Universal CMDB構成が複数存在する場合、 構成はすべて同じバージ ョ ンでなけれ

ばなり ません。

ユーザーインタフェースの詳細については、「<使用可能な接続ウ ィンド ウ >」（407ペー

ジ） を参照して ください
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 4 ユーザーとテナン トの関連付け

HP Release Control ユーザーを異なるテナン ト に関連付けるには、 ユーザーインポー

ターユーティ リ ティ を使用します。このユーティ リ ティは、定義済みのユーザーとユー

ザープロパティの一覧を、 CSVファ イルから HP Release Controlにインポート します。

CSVファ イルのTENANTプロパティで、ユーザーと関連付けるテナン ト名を指定しま

す。 ユーザーは、 複数のテナン トに関連付けるこ とができます。 テナン ト名は、 セ ミ

コロンで区切り ます。 次のCSVファ イルエン ト リーの例では、 John Doeがcustomer1

と customer2 という 2つのテナン トに関連付けられています。

ユーザーインポーターユーテ ィ リ テ ィの詳細については、 「ユーザーのインポー ト 」

（620ページ） を参照してください

HP Release Controlのクラスター導入のセッ トアップ方法

このタスクでは、 複数のノード上でHP Release Controlを導入する方法を説明します。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「最初のノードでのHP Release Controlのインス トールと構成」 （561ページ）

➤ 「HP Release Controlサーバーでの負荷分散装置の構成」 （561ページ）

➤ 「最初のノードでのネッ ト ワーク ト ランスポートオプシ ョ ンの構成」 （562ページ）

➤ 「追加ノードでのHP Release Controlのインス トールと構成」 （562ページ）

➤ 「負荷分散装置の構成」 （563ページ）

USERNAME,PASSWORD,FIRST_NAME,LAST_NAME,EMAIL,BUSINESS_ID,TENANT,ROLE
jdoe,1234,John,Doe,jon.doe@hp.com,jdoe,customer1;customer2,NOC
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 1 最初のノードでのHP Release Controlのインストールと構成

最初のノードでは、 通常の導入方法に従ってHP Release Controlをインス トールし、 初

期構成を行います。HP Release Controlのインス トールと初期構成の詳細は、『HP Release

Controlデプロイ メン トガイ ド』 を参照してください。

最低限必要な作業は、 製品の イ ン ス ト ール と データベース構成です。 ただ し、

HP Universal CMDB接続、 サービスデスク統合設定、 カスタムフ ィールド、 カスタム

列挙設定など、 基本的な構成手順はすべて実行するこ とをお勧めします。

注 ： 一部の構成変更では、 HP Release Controlサービスの再起動が必要とな り ます。 た

だし、 この時点ではシングルノードの再起動のみを行います。 ク ラスターの導入後に

構成を変更した場合には、 ク ラスター全体を再起動する必要があ り ます。

 2 HP Release Controlサーバーでの負荷分散装置の構成

 a [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] をク リ ッ ク して、[サーバー] ウ ィン

ド ウで次の設定を行います。

➤ サーバー名。 負荷分散装置のホス ト名 (完全ド メ イン ) または IPアドレスを入力

します。

➤ サーバーアドレス。 負荷分散装置のURLを指定します。

 b 構成の変更を保存し、適用します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）

を参照してください )。
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 3 最初のノードでのネッ トワーク ト ランスポートオプシ ョ ンの構成

マルチキャス ト ト ランスポート とユニキャス ト ト ランスポートのいずれかを構成でき

ます。

 a ト ランスポートのタイプを選択します。

[モジュール] > [構成 ] > [サーバー ] > [ クラスター ] をク リ ッ ク し、 [ クラスター ト

ランスポート ] ボッ クスでマルチキャス ト またはユニキャス ト のいずれかを選択

します。

 b ト ランスポート設定を構成します。

➤ マルチキャスト ト ランスポート を選択した場合、 [マルチキャス ト  ク ラスター ]

ウ ィンド ウ  ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] > [ クラスター] > [マル

チキャスト  クラスター ] をク リ ッ ク ) で ト ランスポート設定を行います。

ユーザーインタフェースの詳細については、「[マルチキャス ト  ク ラスター] ウ ィン

ド ウ」 （574ページ） を参照してください

➤ ユニキャスト ト ランスポート を選択した場合、 [ユニキャス ト  ク ラスター ] ウ ィン

ド ウ  ([モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] > [ クラスター] > [ユニキャス

ト  クラスター ] をク リ ッ ク ) で ト ランスポート設定を行います。

ユーザーインタフェースの詳細については、「[ユニキャス ト  ク ラスター] ウ ィンド

ウ」 （575ページ） を参照してください

 c 構成の変更を保存し、適用します ( 「構成変更の保存方法と適用方法」 （277ページ）

を参照して ください )。

 d HP Release Controlサービスを再起動します。

 4 追加ノードでのHP Release Controlのインストールと構成

同じ物理コンピューターの複数のインスタンスまたは個別のコンピューターに、 ノー

ドのク ラスターを導入できます。

同じ物理コンピューターの複数インスタンスに、 ノードのクラスターを導入する

には ：

ノード作成ユーティ リ ティ を実行します。詳細については、「同じコンピューター上で

のHP Release Controlの複数インスタンスの導入」 （564ページ） を参照してください
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別のコンピューター上で追加ノードをインストールするには ：

 a 新しいコンピューターにHP Release Controlをインス トールします。

 b database.properties ファ イルを、 最初のノードの conf ディ レク ト リから、 新規

ノードのconfディ レク ト リにコピーします。

 c 最初のノード上でサービスデスクアダプターを構成した場合は、次の手順を実行し

て ください。

➤ HP Release Controlをいずれかのノードで実行中の場合は、 HP Release Control

サービスを停止します。

➤ <serviceDeskName>-adapter-log4j.propertiesファ イルを、 最初のノードの

confディ レク ト リから新規ノードのconfディレク ト リにコピーします。

➤ SDI-<serviceDeskName> ディ レク ト リ を最初のノードのappsディレク ト リか

ら最初のノードのappsディ レク ト リにコピーします。

 5 負荷分散装置の構成

ハードウェアまたはソフ ト ウェアによる負荷分散装置を構成できます。 ただし、 ハー

ド ウェア負荷分散装置の使用をお勧めします。

➤ 負荷分散装置を構成するには ：

サードパーティ製の負荷分散装置で、スティ ッキーセッシ ョ ンの使用と、全ノード

の要求ルーティングを構成します。

➤ ソフ トウェア負荷分散装置を構成するには ：

HP Release Controlには、ソフ ト ウェア負荷分散装置のリ ファレンス実施が含まれて

います。 この負荷分散装置は、 Webサーバーコンポーネン ト  (Apacheまたは IIS) と

mod_jk コンポーネン トから構成されています。

Apache Webサーバーでソフ ト ウェア負荷分散装置を構成する例については、「負荷

分散装置の構成」 （567ページ） を参照して ください
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同じコンピューター上でのHP Release Controlの複数インスタンス

の導入

こ こでは、 ノード作成ユーティ リ テ ィ を使用して、 同じ物理コンピューターの複数ノー

ド上でHP Release Controlを導入する手順を説明します。

注 ： ノードの作成では、 そのノードのWindowsサービスも作成します。 この手順を省略

し、 後でサービスを作成するこ と もできます。

➤ 「ノードの新規作成」 （564ページ）

➤ 「既存ノードの削除」 （566ページ）

➤ 「既存ノードで使用する Windowsサービスの作成」 （566ページ）

➤ 「既存ノードでのWindowsサービスの削除」 （567ページ）

ノードの新規作成

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リから、以下のコマン

ドを実行します。

以下のパラ メーターを使用してノードを定義します。

➤ -DnodeName。 新規ノードの名前です。この名前は、serversディ レク ト リの下のディ

レク ト リ名と、 Tomcatの jvmRoute と して使用されます。

注 ： デフォル ト のノード名は、 server-<n> です。 たとえば、 最初のノードの名前は

server-0 とな り ます。

➤ -DtomcatPort。 Tomcat制御ポート。 server-0では、 これが8005に設定されます。

➤ -DhttpPort。 Tomcat httpポート。 server-0では、 これが8080に設定されます。

createNode create -< ノードパラ メーター >
564



第 19 章 「サーバーの構成」
➤ -DhttpsPort。 Tomcat httpsポート。 server-0では、 これが8443に設定されます。

➤ -DajpPort。 Apach Javaプロ ト コルポート。 server-0では、 これが8009に設定されます。

➤ -DjmxHttpPort。 JMX httpポート。 server-0では、 これが39900に設定されます。

➤ -DjmxRemotePort。 JMX リモートポート。server-0では、これが39600に設定されます。

➤ -DnodeDebugPort。 デバッグポート。 server-0では、 これが7878に設定されます。

➤ -DservicePrefix。 Windowsでは、 作成される ノードのサービス名はReleaseControl

<node-name> とな り ます。 このパラ メーターを使用して、 プレフ ィ ッ クスを

ReleaseControlから別のプレフ ィ クスに変更します。

➤ -Dskip.service。 任意の値に設定するこ と で、Windowsサービスの作成を省略できます。

注 ： 別のコマンドを実行するこ とによって、 ノードのWindowsサービスを後で作成す

るこ とが可能です。 詳細については、 「既存ノードで使用する Windowsサービスの作

成」 （566ページ） を参照してください。

Windowsサービスを作成しない場合、 <HP Release Control インス トールディ レク ト

リ >\StartCcm-<server-name>.bat スク リプ トでTomcatサーバーを起動できます。

例 ：

createNode create -DnodeName=server-1 -DtomcatPort=9005 \
                                 -DhttpPort=9090 -DhttpsPort=9443 \
                                 -DajpPort=9009 -DjmxHttpPort=29900 \
                                 -DjmxRemotePort=29600 -DnodeDebugPort=7878
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既存ノードの削除

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リから、以下のコマン

ドを実行します。

<nodeName> には、 削除する既存ノードの名前を指定します。

例 ：

既存ノードで使用するWindowsサービスの作成

ノードの新規作成時にWindowsサービスを作成しなかった場合は、 Windowsサービスを

別コマンドで作成できます。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リから、以下のコマン

ドを実行します。

以下のパラ メーターを使用してノードを定義します。

➤ -DnodeName。 サービスを作成する既存ノードの名前。

➤ -DjmxHttpPort。 JMX httpポート。 server-0では、 これが39900に設定されます。

➤ -DjmxRemotePort。 JMX リモート ポート。server-0では、これが39600に設定されます。

➤ -DnodeDebugPort。 デバッグポート。 server-0では、 これが7878に設定されます。

➤ -DservicePrefix。 Windowsサービス名のプレフ ィ ッ クス。 デフォルトのプレフ ィ ッ ク

スは、 ReleaseControlです。

例 ：

createNode remove-node -DnodeName=<nodeName>

createNode remove-node -DnodeName=server-1

createNode create-service < ノード詳細>

createNode create-service -DnodeName=server-1 \
                                         -DjmxHttpPort=29900 \
                                         -DjmxRemotePort=29600
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既存ノードでのWindowsサービスの削除

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リから、 以下の

コマンドを実行します。

<nodeName> には、 サービスを削除する既存ノードの名前を指定します。

 b <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\serversディレク ト リから、 該

当する ノードファ イルを削除します。

例 ：

負荷分散装置の構成

HP Release Controlには、 ソフ ト ウェア負荷分散装置のリ ファレンス実施が含まれていま

す。 この負荷分散装置は、 Webサーバーコンポーネン ト  (Apache または IIS) と mod_jk コ

ンポーネン トから構成されています。

こ こでは、 Apache Webサーバーを使用してソフ ト ウェア負荷分散装置を構成する方法を

説明します。

このタスクでは、 以下の手順を実行します。

➤ 「各ノードでの server.xmlファ イルの変更」 （568ページ）

➤ 「負荷分散装置と して使用する ノードを指定します。」 （568ページ）

➤ 「指定したコンピューターでのApache と mod_jk.soのインス トール」 （568ページ）

➤ 「負荷分散装置の構成」 （569ページ）

➤ 「結果」 （571ページ）

createNode remove-service -DnodeName=<nodeName>

createNode remove-service -DnodeName=server-1
567



第 19 章 「サーバーの構成」
 1 各ノードでのserver.xml ファイルの変更

注 ： この手順は、 ク ラスター内の各ノードで実行して ください。

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\tomcat\conf\

server.xmlファ イルを開きます。

 b <Engineをテキス ト検索し、 次の属性を追加します。

<nodeName> には、 ノード名を指定します。

たとえば、 server-0の場合は次の内容を追加します。

 2 負荷分散装置として使用するノードを指定します。

HP Release Controlをインス トールしたノード、 またはHP Release Controlがインス トー

ルされていない別ノードを使用できます。

 3 指定したコンピューターでのApache と mod_jk.soのインストール

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\utilities\webServerConfigurer\apacheディ レク ト リの

apache_2.2.9-win32-x86-openssl-0.9.8h-r2.msiを実行し、 ウ ィザードの指示に

従います。 インス トール先のノードを記録しておいてください。

 b <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\utilities\webServerConfigurer\mod_jkディ レク ト リから、

mod_jk-1.2.28-httpd-2.2.3.soファ イルをコピーし、 <Apacheインストールディ

レク ト リ >\modulesディ レク ト リに貼り付けます。

jvmRoute="<nodeName>"

jvmRoute="server-0"
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 4 負荷分散装置の構成

 a (Windowsのみ ) 次の行をhttpd.confファ イルの最後に追加します。

 b conf.d という名前のディ レク ト リ を Apache インス トールディ レク ト リの下に作成

します。

 c rc-cluster.conf という名前のファイルをこのディ レク ト リに作成し、次の例に従っ

てファイルを構成します (ホス ト名と ノード名を置換 )。

Include conf.d/*.conf
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注： ディ レクターモジュールのグラフ機能を使用するには、 LW-SSOのド メ インを

正し く設定し、完全修飾名でのド メ イン名を使用してク ライアン ト アクセスを行う

必要があ り ます。

LoadModule    jk_module  modules/mod_jk.so

LoadModule    jk_module  modules/mod_jk.so

JkLogLevel    info
JkLogStampFormat "[%a %b %d %H:%M:%S %Y] "
JkLogFile     logs/mod_jk.log

JkWorkerProperty worker.list=balancer,jkstatus,server-0

JkWorkerProperty worker.jkstatus.type=status

JkWorkerProperty worker.balancer.type=lb
JkWorkerProperty worker.balancer.balance_workers=server-0,server-1
JkWorkerProperty worker.balancer.sticky_session=true

JkWorkerProperty worker.server-0.type=ajp13
JkWorkerProperty worker.server-0.host=host1.example.com
JkWorkerProperty worker.server-0.port=8009
JkWorkerProperty worker.server-0.lbfactor=1

JkWorkerProperty worker.server-1.type=ajp13
JkWorkerProperty worker.server-1.host=host2.example.com
JkWorkerProperty worker.server-1.port=9009
JkWorkerProperty worker.server-1.lbfactor=1

JkMount /ccm/messagebroker/amfpolling server-0
JkMount /ccm/messagebroker/amfpolling/* server-0
JkMount /ccm/* balancer
JkUnMount /ccm/messagebroker/amfpolling balancer
JkUnMount /ccm/messagebroker/amfpolling/* balancer
JkMount /dashboard/* balancer
JkMount /rcdocs/* balancer
JkMount /jkmanager/* jkstatus

Redirect /rc /ccm/
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 d Apacheを再起動します。

 5 結果

負荷分散装置が稼働状態にな り ます。 稼働状態かど う かを確認するには、 http://

balancer-host/jkmanager/ の負荷分散装置管理URLにアクセスして ください。

リファレンス

サーバー構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[サーバー ] ウ ィンド ウ」 （571ページ）

 ➤ 「[ ク ラスター ] ウ ィンド ウ」 （573ページ）

 ➤ 「[マルチキャス ト  ク ラスター ] ウ ィンド ウ」 （574ページ）

 ➤ 「[ユニキャス ト  ク ラスター ] ウ ィンド ウ」 （575ページ）

 ➤ 「[複数テナン ト ] ウ ィンド ウ」 （577ページ）

[サーバー ] ウィンドウ

このウ ィンド ウで以下を構成できます。

➤ HP Release Control電子メール通知を送信するSMTP メールサーバーの接続プロパティ。

➤ HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンサーバー名とアドレス。 HP Release Controlは、 こ

の設定に基づいて、 電子メール通知から、 HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンの要求

へのリ ンクを作成します。
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➤ その他一般的な設定。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー ] をク リ ッ ク します。

関連項目 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

UIの要素 説明

クライアン ト

タイムゾーン

このオプシ ョ ンを使用するのは、 [ クライアン ト  タイム ゾーンの強

制] オプシ ョ ンを選択した場合のみです。[クライアン ト  タイム ゾー

ンの強制 ] オプシ ョ ンを選択する と、 選択したタイムゾーン内での

日時表示をすべてのユーザーに強制します。

デフォルト フ ィルター名 このデフォルト フ ィルターは、 [ モジュール ] > [分析 ] > [変更要求 ]

の [ フ ィ ルター ] ウ ィ ン ド ウ と、 システムへのログイ ン時に [ モ

ジュール ] > [ディ レクター ] > [ コン ト ロール ] の [作業 ] ボッ クスで

使用されます。

クライアン ト

タイムゾーンの強制

すべてのHP Release Controlユーザーが同じタイムゾーンで日時表示

を行います。 このタ イムゾーンは、 [ クライアン ト  タイム ゾーン ]

ボッ クスで選択したタイムゾーンです。

デフォルト ： 未選択

サーバーアドレス HP Release Controlサーバーアドレスを次の方法で指定してください。

➤ HP Release Controlサーバーを 1台インス トールしている場合、 こ

のコンピューターのURLを指定します。

注： Webサーバーを使用している場合は、 Webサーバーのポート

を使用してください。

➤ 負荷分散装置の背後で複数のHP Release Controlサーバーでク ラ

スター構成を行っている場合は、 負荷分散装置のURL を指定し

て ください。

サーバー名 サーバーの完全修飾ド メ イン名 (FQDN) を指定します。

注 ： 

➤ デフォルト値である localhostやIPアドレスは使用しないでくだ

さい。

➤ 負荷分散装置の背後で複数のHP Release Controlサーバーでク ラ

スター構成を行っている場合は、負荷分散装置のド メ イン名を指

定して ください。
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[ クラスター ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 ク ラスター導入で使用する ト ランスポートのタイプを選択します。

SMTPホスト SMTP メールサーバーコンピューターのホス ト名を入力します。

SMTPパスワード SMTP メールサーバーへの接続に必要なパスワード を入力します。

パスワードの暗号化が必要な場合は、 「パスワードの暗号化」 （623

ページ） でパスワードの暗号化の詳細を参照してください。

SMTPポート SMTP メールサーバーへの接続に使用するポート を指定します。

SMTPユーザー名 SMTP メールサーバーに接続するために必要なユーザー名を指定し

ます (必要に応じて )。

システム言語 HP Release Controlが使用するデフォルト言語。

デフォルト ： 英語

表示するタイムゾーン 長い日付形式の場合に、 日付にタイムゾーンを含めます。

デフォルト ： 未選択

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー ] > [ クラスター ] をク

リ ッ ク します。

関連タスク 「HP Release Control のク ラスター導入のセッ ト アップ方法」

（560ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「ク ラスター導入の概要」 （556ページ）

UIの要素 説明
573



第 19 章 「サーバーの構成」
ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[マルチキャスト  クラスター ] ウィンドウ

このウ ィ ンド ウでは、 ク ラスター導入でのマルチキャス ト ト ランスポートの詳細を構成

します。

UIの要素 説明

クラスター

ト ランスポート

ク ラスター導入で使用する ト ランスポートのタイプを選択します ：

➤ ク ラ ス タ ー ト ラ ン スポー ト を無効にす る。 ク ラ ス タ ーで

HP Release Controlを導入しない場合、このオプシ ョ ンを選択しま

す。 このオプシ ョ ンは、 デフォルトで選択されます。

➤ マルチキャス ト ト ランスポート。 このオプシ ョ ンを選択する場

合、 [マルチキャス ト  ク ラスター ] ウ ィ ンド ウでマルチキャス ト

ト ランスポートの詳細を構成して ください (「[マルチキャス ト  ク

ラスター ] ウ ィンド ウ」 （574ページ） を参照して ください )。

➤ ユニキャスト ト ランスポート。 このオプシ ョ ンを選択する場合、

[ユニキャス ト  ク ラスター ] ウ ィンド ウでユニキャス ト ト ランス

ポートの詳細を構成してください ( 「[ユニキャス ト  ク ラスター ]

ウ ィ ンド ウ」 （575ページ） を参照して ください )。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] > [ クラスター] > [マ

ルチキャスト  クラスター ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 このウ ィ ン ド ウが表示されるのは、 [ クラスター ] ウ ィ ン ド ウ  ([ モ

ジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー ] > [ クラスター ]) で [マ

ルチキャスト  ト ランスポート ] オプシ ョ ンを選択した場合のみです。

関連タスク 「HP Release Controlのク ラスター導入のセッ ト アップ方法」

（560ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「ク ラスター導入の概要」 （556ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

[ユニキャスト  クラスター ] ウィンドウ

このウ ィ ン ド ウでは、 ク ラスター導入でのユニキャス ト ト ランスポートの詳細を構成し

ます。

UIの要素 説明

マルチキャストアドレス マルチキャス ト IPアドレスを入力します。IPアドレスがない場合は、

作成が可能です。 マルチキャス ト アド レスの有効な IP アド レスは、

ク ラ ス D の範囲内です。 239.0.0.0/8 の範囲のア ド レ ス、 た と えば

239.0.0.1などを使用するこ とをお勧めします。

注 ： 既存のク ラスター IPアドレスは使用しないでください。

マルチキャストポート 1025～65000のポート をランダムに選択します。

例 ： 45566

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] > [ クラスター] > [ユ

ニキャスト  クラスター ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 このウ ィ ン ド ウが表示されるのは、 [ クラスター ] ウ ィ ン ド ウ  ([ モ

ジュール ] > [管理者 ] > [構成] > [サーバー ] > [ クラスター ]) で [ユ

ニキャスト  ト ランスポート ] オプシ ョ ンを選択した場合のみです。

関連タスク 「HP Release Control のク ラスター導入のセッ ト アップ方法」

（560ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「ク ラスター導入の概要」 （556ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

ポート範囲 同じコンピューター上で複数のノードを導入する場合、 ノードを起

動する と、 最初に使用可能なポートが検索されます。

ノードが使用可能かど う かを検索するポー ト の数を定義し ます。

ノードは、 [開始ポート ] ボッ クスで定義したポート番号から、 検索

を開始します。

開始ポート ノードの起動時に、 使用可能かど うかを最初に検索するポート番号

を定義します。

静的アドレス ク ラスター内のすべてのノードの静的 IPアドレスを入力します。

例 ： ノード 1が10.0.0.1上、 ノード 2が10.0.0.2上にあ り、 いずれも

ポート 7800上にある場合、 次の文字列を入力します。

10.0.0.1[7800],10.0.0.2[7800].

タイムアウト 1つのノードが別ノードからのメ ッセージ受信を待機する時間であ

り、 この時間が経過する と タイムアウ トが発生します。

デフォルト ： 3000 ミ リ秒 (推奨値)
576



第 19 章 「サーバーの構成」
[複数テナン ト ] ウィンドウ

このウ ィンド ウでは、 HP Release Controlサーバーが複数のク ライアン ト組織 ( テナン ト )

にサービスを提供する構成を行います。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [サーバー ] > [複数テナン

ト ] をク リ ッ ク します。

重要な情報 このウ ィ ンド ウは、 SaaSプロバイダー専用です。

関連タスク 「HP Release Control サーバーの複数テナン ト 向けの構成方法 (SaaS

のみ )」 （558ページ）

関連項目 ➤ 「[構成] タブの操作」 （275ページ）

➤ 「複数テナン トの構成の概要」 （554ページ）

UIの要素 説明

構成を構成セッ トに追加。 新しいテナン ト を追加します。

構成を構成セッ トから削除。 選択したテナン ト を削除できます。

テナン ト割り当て

フ ィールド

変更要求チケッ ト をテナン トに割り当てる際の基準となる変更要求

フ ィールドを選択します。

注 ： Service Manager と連携している場合は、 [会社 ] フ ィールドを選

択し、 複数テナン トの使用を有効にします。

テナン ト割り当て

フ ィールドの値

テナン ト割り当てフ ィールドの値を指定します。この値に基づいて、

変更要求チケッ ト が  [ テナント 名 ] 列のテナント に割り 当てら れ

ます。

テナン ト名 テナン トの名前を指定します。
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第 20 章
期間の構成

本章の内容

概念

➤ 「期間の構成の概要」 （579 ページ）

タスク

➤ 「期間の定義方法」 （581 ページ）

リファレンス

➤ 「[期間 ] タブ」 （583 ページ）

概念

期間の構成の概要

期間は、 さまざまなタイプのものを構成し、 グループ化してカテゴ リに分類するこ とが

できます。 HP Release Controlは、 各カテゴ リで定義された条件に基づいて、 処理済みの

変更要求をカテゴ リに割り当てます。

HP Release Controlでは、 次のタイプの期間を構成できます。

➤ 変更対象期間。 変更要求を実施できる期間。

➤ ブラックアウト。 変更要求を実施できない期間。
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➤ 変更対象外。 休日など、 要求の実施に直接影響しない外部イベン ト を示す期間。

期間の詳細は、 「期間」 （50ページ） を参照してください。

期間の定義について推奨される手順については、 「期間の定義方法」 （581ページ） を参照

してください。

HP Release Controlは、 カテゴ リに合致する変更要求のコンプライアンスを、 そのカテゴ

リに関するルールに基づいて計算します。

構成された変更対象期間中に実施が予定されていない変更要求は、 分析モジュールで期

間の競合と表示されます。 同様に、 構成されたブラ ックアウト期間中に実施が予定され

ている変更要求は、 期間の競合と表示されます。 このよ う な変更要求は、 分析一覧表示

の [異常 ] 列にアイコンが表示されます。 また、 カレンダー表示にする と黒い枠が表示さ

れます。

変更要求の実施日時が変更対象期間外またはブラ ッ クアウ ト期間内のいずれかでスケ

ジュールされている場合、 このよ う な期間の競合を参照するこ とができます。 詳細につ

いては、 「[評価] > [期間の競合 ] タブ」 （97ページ） を参照して ください。

注 ： 期間に適用する リ スク因子を定義した後で期間設定を更新した場合、 手動で再計算

を実行するこ とによって、新しい期間設定に基づいて リ スクを計算するこ とができます。

詳細については、 「[手動変更プロセスの起動 ] ダイアログボッ クス」 （136ページ） を参照

してください。
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タスク

期間の定義方法

このタスクでは、 期間を定義する際に推奨される手順について説明します。

本項の内容

➤ 「変更対象期間とブラ ッ クアウ ト期間」 （581ページ）

➤ 「フ ィルターの定義」 （581ページ）

➤ 「期間カテゴ リの定義」 （583ページ）

 1 変更対象期間とブラックアウト期間

期間では、 変更要求を実施できるまたはできない時間帯を定義します。

期間を定義する際には、 組織で使用する変更対象期間とブラ ッ クアウ ト期間を確認し

ておく こ とをお勧めします。

➤ 変更対象期間 は、 変更要求を実施できる期間です。 たとえば、 会社のWebサイ ト

を土曜日の5:00 PMから日曜日の11:00 PMまでの時間帯にのみ変更を許可するよ う

に、 変更対象期間を定義するこ とができます。

➤ ブラ ッ クアウ ト期間 は、 変更要求を実施できない期間です。 たとえば、 会計四半

期の最終日後の第1日目から、四半期の業績に関するプレス リ リースを発表するま

での間、会社のWebサイ トの変更を制限するよ うに、ブラ ッ クアウ ト期間を定義す

るこ とができます。

 2 フ ィルターの定義

組織で使用する変更対象期間またはブラ ッ クアウ ト期間に関連するフ ィルターを定義

します。

たとえば、 SAP アプリ ケーシ ョ ンの変更が必要な組織では、 インパク ト分析の結果が

特定のビジネス CIに影響を与えるものを特定し、 そのよ うな変更要求を表示するフ ィ

ルターを作成するこ とができます。 そのためには、 SAP アプリ ケーシ ョ ンに関連付け

られているビジネスCIを含むフ ィルターを定義します。
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[変更要求フ ィルター ] ダイアログボッ クスの [ ビジネス  CI] タブでは、 フ ィルターに

含めるビジネス CIを選択します。 次の例では、 SAPビジネスCIを選択しています。

フ ィルターの作成方法の詳細は、 「[作業フ ィルター ]/[変更要求フ ィルター ] ダイアロ

グ ボッ クス」 （165ページ） を参照して ください。

フ ィルターを保存する際には、 適切な名前 (sap_application など ) を付けてから、 [期

間フ ィルター ] チェッ クボッ クスをオンにします。このフ ィルターは、管理者モジュー

ルの [期間 ] タブにある  [一致する変更 : フ ィルター ] ボッ クスに表示されるので、期間

カテゴ リの定義で選択できます。

注： ただし、[期間フ ィルター] チェッ クボッ クスを選択できない場合もあ り ます。フ ィ

ルターを期間フ ィルターと して保存できるケースについては、「期間フ ィルター」 （190

ページ） を参照してください

期間の定義の詳細は、 「期間の構成の概要」 （579ページ） を参照してください。
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 3 期間カテゴリの定義

フ ィルターを作成したら、 変更対象期間とブラ ッ クアウ ト期間にそれぞれ期間カテゴ

リ を定義します。変更対象期間とブラ ッ クアウ ト期間のタイプが複数存在する場合は、

それぞれに異なるカテゴ リ を定義して ください。

たとえば、 SAP アプ リ ケーシ ョ ン と Siebel アプ リ ケーシ ョ ンの両方に変更対象期間を

定義している と します。 この場合、 たとえば、 1つの変更対象期間で、 SAPアプリ ケー

シ ョ ンの変更を毎週金曜日の10:00 PMから 11:30 PMの時間帯に限定し、別の変更対象

期間で、Siebelアプリ ケーシ ョ ンの変更を毎週土曜日の9:00 PMから 11:00 PMに限定し

ます。 このケースでは、 変更対象期間ごとに異なる期間カテゴ リ を定義します。

管理者モジュールの [期間 ] タブで、 新しい期間カテゴ リ を定義します。 SAP アプ リ

ケーシ ョ ン用の期間カテゴ リ を新し く定義する際に、[一致する変更: フ ィルター] ボッ

クスでsap_applicationフ ィルターを選択する と、 HP Release Controlは、 この変更要求

を現在のカテゴ リに含めます。 次に、 期間カテゴ リに適用する繰り返しルールを定義

します。

期間の定義の詳細は、 「期間の構成の概要」 （579ページ） を参照してください。

リファレンス

[期間 ] タブ

このタブでは、 さまざまなタイプの期間を設定し、 グループ化してカテゴ リに分類する

こ とができます。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [期間 ] タブをク リ ッ ク します。

関連タスク 「期間の定義方法」 （581ページ）

関連項目 ➤ 「期間の構成の概要」 （579ページ）

➤ 「期間」 （50ページ）

➤ 「[評価] > [期間の競合] タブ」 （97ページ）
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[期間 ] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

期間カテゴリを追加。 期間カテゴ リ を設定します。 新し く追加した

期間カテゴ リは、 [期間] ウ ィンド ウに表示されます。 新規カテゴ リ

のプロパティを右ウ ィンド ウで定義します。 詳細については、 「[期

間カテゴ リ ] ウ ィンド ウ」 （588ページ） を参照してください。

注 ： HP Release Control の旧バージ ョ ンで作成した期間カテゴ リは、

システム内に保持されていますが、 プロパティを変更するこ とはで

きません。 このよ う な期間カテゴ リがあれば、 削除し、 同じプロパ

ティで新規作成するこ とをお勧めします。

期間カテゴリを削除。 選択した期間カテゴ リ を削除します。

期間繰り返しルールを追加。 [期間 ] ウ ィンド ウで選択したカテゴ リ

に対して、 期間繰り返しルールを設定します。 新し く追加した期間

繰り返しルールは、 [期間 ] ウ ィンド ウに表示されます。 新規ルール

のプロパティを右ウ ィンド ウで定義します。 詳細については、 「[期

間繰り返しルール ] ウ ィンド ウ」 （589ページ） を参照してください。

期間繰り返しルールを削除。 選択した期間繰り返しルールを削除し

ます。

変更の更新と取り消し。 全般設定、 カテゴ リ、 ルールの構成を取り

消します (ただし、 設定を保存する前 )。 [期間 ] タブの内容は、 最後

に保存した設定に戻り ます。

設定を保存。 構成設定の保存。

注： 保存処理には、数分かかる場合があ り ます。保存中にHP Release

Controlにログインした場合、分析表示を更新する と、 更新後の期間

設定を表示できます。
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ク リ ッ クする と、 以下の操作を実行できます。

➤ 期間の全般設定の表示

➤ 期間カテゴ リの詳細表示

注： 期間カテゴ リ を選択した状態で、 アイテムの左側にある  [展開 ]

 ボタンをク リ ッ クする と、カテゴ リの繰り返しルールが表示さ

れます。

➤  は、 変更対象期間を示します。

➤  は、 ブラ ッ クアウ ト期間を示します。

➤  は、 変更対象外期間を示します。

一般設定 期間の全般的な設定を右ウ ィ ン ド ウで行います。 詳細については、

以下の [一般設定 ] ウ ィンド ウを参照して ください。

UIの要素 説明
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[一般設定 ] ウィ ンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

アクセス方法 [期間 ] ウ ィンド ウの [一般設定 ] をク リ ッ ク します。

UIの要素 説明

<背景パターン> 変更対象期間、 ブラ ッ クアウ ト期間、 変更対象外期間を表示する背

景パターンを、 以下から選択します。

➤ プレーン。 分析モジュールでは、変更対象期間はベタ塗りの背景

で表示されます。

➤ 対角線。 分析モジュールでは、変更対象期間は斜め縞模様の背景

で表示されます。

➤ 水平線。 分析モジュールでは、変更対象期間は横縞模様の背景で

表示されます。

➤ 正方形。 分析モジュールでは、変更対象期間は色付きの四角の背

景で表示されます。

「ブラ ックアウト」 期間

のパターン

変更要求のカレンダー表示でブラ ッ クアウ ト期間を表示する と き

に、 HP Release Control の分析モジュールが使用する背景パターン。

使用可能な背景パターンを選択します。

「変更対象期間」 の

パターン

変更要求のカレ ンダー表示で変更対象期間を表示する と きに、

HP Release Controlの分析モジュールが使用する背景パターン。 使用

可能な背景パターンを選択します。
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「変更対象外期間」 の

パターン

変更要求のカレンダー表示で変更対象外期間を表示する と きに、

HP Release Controlの分析モジュールが使用する背景パターン。 使用

可能な背景パターンを選択します。

期間 期間設定の計算の対象となる日数。 HP Release Controlは、 指定され

た日数の期間を毎日計算します。 したがって、 この設定は現在の日

付を基準に適用されます。

たとえば、 この期間を 200日に指定した場合、 HP Release Controlに

ログインする と、 その日から 200日間の期間が分析モジュールのカ

レンダー表示で表示されます。 受信要求は、 この期間を基準に分析

されます。

UIの要素 説明
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[期間カテゴリ ] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

アクセス方法 [期間] ウ ィンド ウの [期間カテゴリの追加]  をク リ ッ ク します。

関連項目 「変更要求および作業のフ ィルター」 （161ページ）

UIの要素 説明

色 新しい期間カテゴ リに割り当てる色。 これは、 HP Release Controlが

分析モジュールのカテゴ リ表示で使用する色です。

一致する変更 HP Release Controlが、 新し く定義したカテゴ リに変更要求を含める

かど うかを決定する条件。

次の2つのうち 1つを選択できます。

➤ フィ ールド 。 [名前 ] ボッ クスで選択したフ ィールドの値と して

[値 ] ボッ クスで指定した値が、 変更要求のこのフ ィールドの値

と一致した場合、 変更要求を現在のカテゴ リ に含める こ と を

HP Release Controlに指示します。

例 ： [名前 ] ボッ クスでcontact-personを選択し、 [値 ] ボッ クス

にBob と入力した場合、 contact-person フ ィールドの値がBob

の変更要求は、 新し く定義したカテゴ リに追加されます。

➤ フ ィルター。 変更要求が選択したフ ィルターの条件を満たす場

合、変更要求を現在のカテゴ リに含めるよ うにHP Release Control

に指示します。

フ ィルターは、 [ フ ィルター ] ド ロ ップダウン リ ス ト から選択し

ます。 この一覧には、 [ フ ィルターの保存 ] ダイアログボッ クス

で定義したフ ィルターが含まれます (つま り、 フ ィルターを作成

した管理者が [期間フ ィルター ] チェッ クボッ クスがオンにした

こ とを意味します )。詳細については、「[フ ィルターの保存] ダイ

アログ ボッ クス」 （189ページ） を参照して ください。

新しいフ ィルターの作成方法の詳細は、 「[作業フ ィルター ]/[変

更要求フ ィルター ] ダイアログ ボッ クス」 （165ページ） を参照

してください。
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[期間繰り返しルール ] ウィンドウ

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

名前 新しい期間カテゴ リに割り当てる名前。

例 ： たとえば、 会社のWebサイ トに関連する変更要求をすべて含む

カテゴ リ を定義する場合には、 新規作成し た期間カテゴ リ に

Corporate Web site などの名前を割り当てます。 この名前は、 フ ィ

ルター選択一覧 ( 「[ フ ィルターの選択 ] リ ス ト 」 （187ページ） を参

照 ) で表示されます。

タイプ 変更対象期間、 ブラックアウト期間、 変更対象外期間のタイプ。 こ

のカテゴ リには、 このタイプのルールがすべて含まれます。 期間タ

イプの説明は、 「期間の構成の概要」 （579ページ） を参照して くだ

さい。

アクセス方法 [期間 ] ウ ィ ンド ウの [期間繰り返しルールの追加 ]  をク リ ッ ク

します。

UIの要素 説明

名前 新しい期間繰り返しルールに割り当てる名前。

例 ： たとえば、 特定の週末を含む変更対象期間を定義する場合、 新

しい期間繰り返しルールと して、 weekends などの名前を付ける こ

とができます。

繰り返しパターン 期間を繰り返すパターン。 1回、 日次、 週次、 月次、 年次から選択

できます。

繰り返し間隔X日 /

週 /月 /年

日次、 週次、 月次、 年次のいずれかを繰り返しパターンと して選択

した場合、 繰り返しの頻度を選択できます。

例 ： 期間の繰り返しパターンに [日次 ] を選択し、 [繰り返し間隔 ]

ボッ クスで3を指定する と、 パターンは3日ごとに繰り返します。

UIの要素 説明
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開始日時 [開始日時 ] オプシ ョ ンは、 期間の繰り返しで選択したパターンに

よって異なり ます。

➤ [1回 ] を選択した場合は、 期間を開始する日付と時刻を入力し

ます。

➤ [日次 ] を選択した場合は、 期間を開始する時刻を入力します。

➤ [週次 ] を選択した場合は、期間を開始する曜日と時刻を入力し

ます。

➤ [月次] を選択した場合は、期間を開始する日付と時刻を入力する

か、 週、 曜日、 時刻を選択します。

➤ [年次] を選択した場合は、期間を開始する日付と時刻を入力する

か、 月、 週、 曜日、 時刻を選択します。

終了日時 次の [終了日時] オプシ ョ ンを指定できます。

➤ 期間を終了する日付と時刻をテキス トボッ クスに入力します。

➤ 同日の時刻。 期間が終了する日の時刻。

➤ 今日から X日後のX。 期間が終了する日時を、 開始日時以降の日

数と時刻で指定します。

[繰り返しパターン ] と  [開始日時] で選択した内容によって、一部の

オプシ ョ ンが淡色表示になるこ とがあ り ます。

有効期限の開始日時 ルールの適用が開始される日時。 日付と時刻を入力します。

有効期限の終了日時 /

期限なし

ルールの適用を終了する日時。日付と時刻を入力します。また、ルー

ルに期限を設けない場合は、 [期限なし ] チェッ クボッ クスをオンに

するこ と もできます。

UIの要素 説明
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ビジネスCIの構成

本章の内容

概念

➤ 「ビジネス CIの構成の概要」 （591 ページ）

リファレンス

➤ 「ビジネス CI構成のユーザーインタフェース」 （592 ページ）

概念

ビジネスCIの構成の概要

HP Release Controlでは、 HP Release Controlによって処理される変更要求が影響するビジ

ネス CIの詳細を表示できます。

さ らに、 ビジネス CIに重要度レベルを割り当て、 それを特定のユーザーに関連付けるこ

と もできます。 ビジネス CIの構成方法の詳細については、 「ビジネス CI構成のユーザー

インタフェース」 （592ページ） を参照してください。
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リファレンス

ビジネスCI構成のユーザーインタフェース

本項の内容

 ➤ 「[ビジネス  CI] タブ」 （592ページ）

 ➤ 「ビジネス CI <Business CI Name> の編集ダイアログボッ クス」 （594ページ）

[ビジネス CI] タブ

このタブでは、HP Release Control用に定義したHP Universal CMDBビューに含まれるビジ

ネス CIの詳細が表示されます。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [ビジネス CI] タブをク リ ッ ク します。
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

編集。 ビジネスCI <Business CI Name> の編集ダイアログボッ クスが

開きます。

次の操作を実行できます。

➤ ビジネスCIの説明や、選択したビジネス CIのHP Universal CMDB

関連情報を表示します。

➤ 相対的な重要度レベルをビジネス CIに割り当てます 

(HP Universal CMDB 7.5を使用している場合 )。

注 ： HP Universal CMDB 8.x以降を使用している場合、 重要度レ

ベルはHP Universal CMDBで設定します。

➤ 特定のHP Release ControlユーザーとビジネスCIを関連付けます。

詳細については、 「ビジネス CI <Business CI Name> の編集ダイアロ

グボッ クス」 （594ページ） を参照して ください。

廃止の表示 /非表示。 廃止CIの非表示と表示を切り替えます。

検索。 特定のビジネス CIを検索するには、 名前または名前の一部を

検索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に

含むビジネス CIがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 1 / 9ページは、全9ページのうち 1ページ目が表示されている

こ とを意味します。
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ビジネスCI <Business CI Name> の編集ダイアログボックス

このダイアログボッ クスでは、ビジネス CIのHP Universal CMDB関連情報が表示され、特

定のHP Release Controlユーザーをビジネス CI と関連付けるこ とができます。

[ビジネス CI の詳細 ] タブ

注： 相対的な重要度レベルをHP Release Control内のビジネスCIに割り当てます (ただし、

HP Universal CMDB 7.5を使用している場合のみ )。

アクセス方法 [ モジュール ] > [管理者 ] > [ ビジネス CI] タブ > [編集 ] をク

リ ッ ク します。
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このウ ィンド ウでは、 ビジネス CIの詳細を表示できます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

重要な情報 HP Release Control リ ス ク分析構成の作業中に、ビジネス CIに相対的

な重要度レベルを割り当てます。 各ビジネス CIには、 1から 10 まで

の重要度レベルを割り当てるこ とができます。 HP Release Controlで

は、影響を与えるビジネス CIの重要度が高いほど、 その変更要求の

リ スクが高いとみなされます。

ビジネス CI の重要度プロパテ ィ の設定は、 使用する HP Universal

CMDBのバージ ョ ンによって異なり ます。

➤ HP Universal CMDB 8.0以降でビジネス CIの重要度プロパティを

設定する場合は、HP Universal CMDBで重要度プロパティを設定

してください。 HP Universal CMDBでのプロパティ名は

business_criticality_level です。 HP Release Control で割り当て

た重要度プロパテ ィ のデータ を HP Universal CMDB にエ ク ス

ポートする手順については、 「HP Universal CMDBバージ ョ ンの

アップグレード」 （389ページ） を参照してください。

➤ HP Universal CMDB 7.5でビジネス CIの重要度プロパティを設定

する場合は、HP Release Controlで重要度プロパティを設定して く

ださい。

UIの要素 説明

ビジネスCI重要度 ビジネス CIの重要度レベルを 1 ～ 10の値で選択します。

注： ビジネス CIに重要度レベルを割り当てないと、 デフォルトの重

要度レベルである 0が割り当てられます。

この場合、 リ スク計算のbusiness CI importance リ スク因子には、

デフォルトのマッピングが使用されます。 リ スク因子の定義の詳細

は、 「[ リ スク因子 ] ウ ィンド ウ」 （325ページ） を参照してください。
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[ビジネス CI ユーザー ] タブ

このタブでは、 特定のHP Release Controlユーザーを、 選択し たビジネス CIに関連付け

ます。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

UIの要素 説明

ビジネスCIの強制。 ユーザーが、 特定のビジネス CI との関連付けを

削除できないよ うにします。

ビジネスCIの強制の停止。 ユーザーが、 特定のビジネス CI との関連

付けを削除できるよ うにします。

検索。 特定のユーザーを検索するには、 名前または名前の一部を検

索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に含

むユーザーがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

左ウ ィンド ウで選択したユーザーを、 [選択したユーザー ] ウ ィ ンド

ウに移動します。このユーザーは、ビジネス CIに関連付けられます。

注 ： CTRL キーを使用して複数のユーザーを選択できます。

[選択したユーザー ] ウ ィンド ウで選択したユーザーを、左ウ ィンド

ウに移動します。 このユーザーは、 ビジネス CI との関連付けが解除

されます。

注 ：

➤ ビジネスCI と現在のユーザーの関連付けを解除できるのは、管理

者がビジネス CIの強制機能を使ってビジネス CIのデータ表示を

ユーザーに要求していない場合のみです。

➤ CTRLキーを使用すれば、 複数のユーザーを選択できます。

<左ウィンドウ> 管理者がこれまでに定義したHP Release Controlユーザーの一覧が表

示されます。
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<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 1 / 9ページは、全9ページのうち 1ページ目が表示されている

こ とを意味します。

[選択したユーザー ] 

ウィ ンドウ

選択したビジネス CIに関連付けられているユーザー。

UIの要素 説明
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第 22 章
ユーザーの構成

本章の内容

概念

➤ 「ユーザーの構成の概要」 （599 ページ）

リファレンス

➤ 「ユーザー構成のユーザー インタフェース」 （600 ページ）

概念

ユーザーの構成の概要

HP Release Controlでは、 新規ユーザーの設定を行い、 そのユーザーにビジネス CI を関連

付けるこ とができます。 また、 既存のHP Release Controlユーザーの設定を変更するこ と

も可能です。ユーザー設定の構成方法の詳細は、「ユーザー構成のユーザー インタフェー

ス」 （600ページ） を参照してください。

現在のHP Release Controlユーザーのユーザープロパティの構成については、「ユーザープ

リ ファレンス」 （27ページ） を参照してください。
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リファレンス

ユーザー構成のユーザー インタフェース

本項の内容

 ➤ 「[ユーザー設定 ] ダイアログ ボッ クス」 （600ページ）

 ➤ 「[ユーザー ] タブ」 （603ページ）

[ユーザー設定 ] ダイアログ ボックス

このダイアログボッ クスでは、 ユーザーの基本情報や関連する  ビジネス CIなどの設定を

行って新規ユーザーを定義したり、 既存のHP Release Controlユーザーの設定を変更した

りできます。

[ユーザー詳細 ] タブ

このタブでは、 新規ユーザーの設定や、 既存ユーザーの設定変更を行います。

アクセス方法 [モジュール] > [管理者 ] > [ユーザー ] タブをク リ ッ ク します。

➤ 新しいユーザーを定義するには、 [新規ユーザー ]  をク リ ッ

ク します。

➤ 既存のユーザーの設定を変更する場合は、[ユーザーの編集] 

をク リ ッ ク します。

重要な情報 ID管理モードまたはLDAPモードで作業中の場合、 ユーザーを管理

者モジュールに追加するこ とはできません。 ID管理モードでの作業

についての詳細は、 「ID管理の使用」 （525ページ） を参照して くだ

さい。

関連項目 ➤ 「セキュ リティの構成」 （523ページ）

➤ 「ユーザープリ ファレンス」 （27ページ）
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ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します。

UIの要素 説明

電子メールアドレス 定義中のユーザーの電子メールアドレス。 このユーザーに通知を送

信する と きに使用する電子メールアドレスです。

名 定義中のユーザーの名。

姓 定義中のユーザーの姓。

パスワード ユーザーがHP Release Controlにログインできるパスワード。

パスワードの再入力 [パスワード ] ボッ クスに入力したパスワードを確認します。

ユーザー ID ユーザーのログイン ID (該当する場合 )。

ユーザーログイン名 ユーザーがHP Release Controlにログインできるユーザー名。

ユーザー役割 事前定義された役割の一覧であ り、 ユーザーに割り当てるこ とがで

きます。

注 ： 

➤ 事前定義された役割に割り当てる こ とができ る権限の説明は、

「役割マネージャー」 （627ページ） を参照してください。

➤ カスタム役割を作成したり、この一覧に含める役割を定義したり

できます。 詳細については、 「役割マネージャー」 （627ページ）

を参照してください。
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[ユーザービジネス CI] タブ

このウ ィンド ウでは、 定義中のユーザーにビジネス CIを関連付けます。 ユーザーにCIを

関連付ける と、そのCIが変更されるたびに、ユーザーに通知が送信されます。現在のユー

ザーとビジネス CIを関連付ける方法や関連付けを削除する方法の詳細は、「[ビジネス  CI]

ウ ィンド ウ」 （28ページ） を参照してください。

ユーザー インタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 角かっこで

囲まれています )。

UIの要素 説明

ビジネスCIの強制。 ユーザーが、特定のビジネス CI との関連付けを

削除できないよ うにします。

ビジネスCIの強制の停止。 ユーザーが、特定のビジネス CI との関連

付けを削除できるよ うにします。

検索。 特定のビジネス CIを検索するには、 名前または名前の一部を

検索ボッ クスに入力します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に

含むビジネスCIがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

選択したビジネス  CIを、[利用できるビジネス CI] の一覧から  [選択

したビジネス CI] の一覧に移動します。 ビジネス CIは、 現在のユー

ザーに関連付けられます。

選択したビジネス CIを、 [選択したビジネス CI] の一覧から  [利用で

きるビジネス CI] の一覧に移動します。 ビジネス CI と現在のユー

ザーの関連付けは解除されます。

廃止CIの表示。 廃止CIの非表示と表示を切り替えます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 1 / 9ページは、全9ページのうち 1ページ目が表示されている

こ とを意味します。
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[ユーザー ] タブ

このタブでは、 新しいHP Release Controlユーザーの設定、 ビジネス CI との関連付け、 既

存ユーザーの設定の編集、 ユーザーの削除を実行します。

ユーザーインタフェースの要素を以下に説明します ( ラベルのない要素は、 山かっこ  < >

で囲まれています )。

利用できるビジネスCI この一覧にあるビジネスCIは、現在のユーザーに関連付けられてい

ません。

選択したビジネスCI この一覧にあるビジネスCIは、現在のユーザーに関連付けられてい

ます。

アクセス方法 [モジュール ] > [管理者 ] > [ユーザー ] タブをク リ ッ ク します。

重要な情報 ID管理モードまたはLDAPモードで作業中の場合、 ユーザーを管理

者モジュールに追加するこ とはできません。 ID管理モードでの作業

についての詳細は、 「ID管理の使用」 （525ページ） を参照して くだ

さい。

関連項目 「ユーザープリ ファレンス」 （27ページ）

UIの要素 説明

新規ユーザー。 新規ユーザーのユーザー設定を行い、 そのユーザー

にビジネス CIを関連付けます。[ユーザー設定] ダイアログボッ クス

が開きます。 詳細については、 「[ユーザー設定 ] ダイアログ ボッ ク

ス」 （600ページ） を参照してください。

ユーザーの編集。 既存のHP Release Controlユーザーの設定を変更し

ます。 [ユーザー設定] ダイアログボッ クスが開きます。 詳細につい

ては、 「[ユーザー設定] ダイアログ ボッ クス」 （600ページ） を参照

してください。

ユーザーの削除。 定義済みのHP Release Control ユーザーをデータ

ベースから削除します。

UIの要素 説明
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検索。 名前または名前の一部を検索ボッ クスに入力し、 特定のユー

ザーを検索します。 検索結果と して、 入力文字列を名前に含むユー

ザーがすべて返されます。

[検索 ] ボタンをク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

<その他のページの表示> その他のページを表示するには、 左矢印と右矢印を使用します。 左

矢印と右矢印の間の数値は、 現在表示中のページを示します。 たと

えば、 3 / 5ページは、全5ページのうち 3ページ目が表示されている

こ とを示します。

電子メールアドレス 定義中のユーザーの電子メールアドレス。 このユーザーに通知を送

信する と きに使用する電子メールアドレスです。

名 定義中のユーザーの名。

ユーザー ID ユーザーのログイン ID (該当する場合)。

姓 定義中のユーザーの姓。

ユーザー役割 ユーザーに割り当てられる役割。

ユーザーログイン名 ユーザーがHP Release Controlにログインできるユーザー名。

UIの要素 説明
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付録A
ユーティ リテ ィ

注 ： 

以下は、 すべてのユーティ リテ ィに該当します。

➤ HP Release Controlのアップグレード後に以前のインス トール環境のユーティ リ ティ

を実行する場合、 ユーティ リ ティ を実行する前に、 コマンド行から

「set CCM_HOME=<前のインストールディレク ト リ >」 と入力して、 CCM_HOME

変数を変更する必要があ り ます。

以下は、 アプリケーシ ョ ン重要度のエクスポート、 キューマネージャー、 変更

クリーナー、 役割マネージャー、 ユーザーのインポートの各ユーティ リテ ィに

該当します。

➤ IDマネージャーモードで作業している場合、ユーティ リ ティの実行時に --im-modeオ

プシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

➤ ユーティ リ ティ コマンドを実行するには、 <ユーザー名> と  <パスワード > の各オプ

シ ョ ンが必要になり ます。 コマンド行にこれらのオプシ ョ ンを指定しないと、入力が

要求されます。

➤ デフォルト以外のポート番号とサーバー名でHP Release Controlサーバーに接続する

場合、 接続に使用する値を指定する必要があ り ます。

本章の内容

リファレンス

➤ 「HP Release Control ユーティ リ ティ」 （608 ページ）
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リファレンス

HP Release Control ユーティ リテ ィ

こ こでは、 以下のユーティ リ ティについて説明します。

➤ 「変更ク リーナー」 （608ページ）

➤ 「コンテキス トパスの変更」 （611ページ）

➤ 「ダンプ」 （613ページ）

➤ 「構成セッ トのエクスポート 」 （614ページ）

➤ 「アプ リ ケーシ ョ ン重要度のエクスポート 」 （617ページ）

➤ 「構成セッ トのインポート 」 （618ページ）

➤ 「ユーザーのインポート 」 （620ページ）

➤ 「パスワードの暗号化」 （623ページ）

➤ 「テーブルの作成」 （625ページ）

➤ 「キューマネージャー」 （625ページ）

➤ 「役割マネージャー」 （627ページ）

➤ 「SDI永続性の削除」 （634ページ）

変更クリーナー

変更ク リーナーユーティ リ テ ィは、 HP Release Controlデータベースの変更要求をカウン

トおよび削除するユーティ リ テ ィです。 利用可能なすべての変更要求、 指定日付よ り前

の変更要求、 指定し たフィ ルターの条件を満たす変更要求をカウント およ び削除でき

ます。

注意 ： 変更ク リーナーユーティ リ ティは、 稼働中のHP Release Controlサーバーに要求を

送信します。 したがって、 変更ク リーナーコマンドの実行後は、 変更要求の削除は停止

できません。 コマンド行を閉じても、 操作は停止しません。
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データベース内の要求をカウン トまたは削除するには ：

次のコマンドを実行します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ > \bin\ChangeCleaner.bat <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明

-c

--count

変更の数をカウン ト します。

-cb <yyyy-MM-dd>

--count-before <yyyy-MM-dd>

指定日付よ り前の変更の数をカウン ト します。

--encrypted-password-file 

< ファイル>

<ファイル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

-cf < フ ィルター名>

--count-filter < フ ィルター名>

指定されたフ ィルターに含まれている変更の数をカウ

ン ト します。「フ ィルターの指定：注意事項と制限」（610

ページ） を参照してください。

-h

--help

すべてのコマンド行の <オプシ ョ ン > を出力します。

--im-mode HP Release Controlは IDマネージャーモードで動作して

います。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

単一のプレーンテキス トパスワードを暗号化します。

---port HP Release Control サーバーが使用するポート を指定し

ます。

デフォルト値 ： 8080

--server <サーバー > HP Release Controlサーバーの名前または IP アドレスを

指定します。

デフォルト値 ： localhost

-u <ユーザー名>

--username <ユーザー名> 

HP Release Control サーバーへの接続に必要なユーザー

名を指定します。
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たとえば、 IDマネージャーモードで、 2008年9月20日よ り前に計画または実施された変

更を削除するには、 次のコマンドを実行します。

フ ィルターの指定 ： 注意事項と制限

変更ク リーナーユーティ リ ティ を使用する場合、 -cf、 --count-filter、 -rf、 --remove-filter

の各オプシ ョ ンを使用するこ とによって、 指定のフ ィルターに含まれているすべての変

更要求をカウン ト または削除できます。 このオプシ ョ ンを使用する際には、 次の内容と

制限に注意してください。

➤ フ ィルターは、 HP Release Control分析モジュールまたはディ レクターモジュールで定

義されています。

➤ 指定可能なフ ィルターは、管理者役割を持つユーザーが作成したフ ィルターのみです。

➤ 指定可能なフ ィルターは、最上位レベルの変更を返すフ ィルターのみです (フ ィルター

定義では、 [階層レベル] を [変更 ] に定義する必要があ り ます)。

➤ 複数のフ ィルターに同じ名前を付けた場合、 そのフ ィルター名は指定できません。 た

とえば、 特定のユーザー用の非公開フ ィルターと、 管理者フ ィルターには、 同じフ ィ

ルター名を割り当てるこ とができます。

➤ ユーザーのコンテキス トに依存するフ ィルターはサポート されていません (たとえば、

自分のビジネスCIに影響する要求 )。

-ra

--remove-all

データベースからすべての変更を削除します。

-rb <yyyy-MM-dd>

--remove-before <yyyy-MM-dd>

指定の日付よ り前の変更を削除します。

-rf < フ ィルター名>

--remove-filter < フ ィルター名> 

指定のフ ィルターに含まれている変更タスク と依存タ

スクを削除します。 「フ ィルターの指定：注意事項と制

限」 （610ページ） を参照して ください。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ChangeCleaner.bat --im-mode -rb 
2008-09-20
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コンテキストパスの変更

コンテキス トパスの変更ユーティ リ テ ィ を使用する と、 HP Release Control で /ccm のデ

フォルト コンテキス トパスを別のコンテキス トパスに変更できます。

コンテキスト  パスを変更するには ：

 1 HP Release Controlサービスを停止します。

 2 HP Release Control 9.13以前の場合、WindowsでChangeContextPath.batコマンドを実行

します。

HP Release Control 9.20以降の場合、 WindowsでChangeContextPath.bat コマンドを実

行するか、 LinuxでChangeContextPath.sh コマンドを実行します。

 3 プロンプ トで新しいコンテキス ト  パスを入力します。 パスをスラ ッシュ  (/) で開始ま

たは終了する こ とはできません。 たとえば、 パス 「/abc/」 は無効ですが、 「abc」 と

「a/b/c」 は有効です。

 4 サーバー アドレスを確認します。HP Release Controlで、[モジュール] > [管理者] > [サー

バー ] をク リ ッ ク します。 必要に応じてサーバー アドレスを更新します。

注： HP Release Controlに対してプロキシ サーバーが使用されている場合、サーバー アド

レスを変更する必要はあ り ません。

 5 HP Universal CMDBでアダプター パラ メーターを変更します。 uCMDBでHP Release

Control変更アダプターを使用していない場合、 この手順をスキップできます。

 a URLの新しいパラ メーターを追加します。

[ アダプタ管理 ] に移動し、 リ ス トから  RcChangeAdapter を選択します。 [展開 ]

ボタン  (+) をク リ ッ ク し、 [アダプタ ] > [RcChangeAdapter] を選択します。 [入力]

セクシ ョ ンで、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して、 url という名前で、 値が

${SOURCE.url}の新しいパラ メーターを追加します。
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[アダプタ  パラメータ ] セクシ ョ ンで、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して、 url という名前

の新しいパラ メーターを追加します。

 b パラ メーターを新しいコンテキス トパスに設定します。
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[Integration Studio] に移動し、 インテグレーシ ョ ン ポイン ト リ ス トから

rc_ucmdbを選択します。[編集 ] ボタンをク リ ッ ク してこのパラ メーターを開きま

す。 [URL 上書き ] フ ィールドで、 新しいコンテキス トパス値を指定します。

上のス ク リーンシ ョ ッ ト で表示されている rc_ucmdb はHP Release Control のアダプ

ター名で、 環境によって異なり ます。 存在しない場合、 新しいアダプター名を作成す

る必要があ り ます。

 6 HP Release Controlサービスを再起動します。

注： HP Release Control ドキュ メン トのコンテキス ト  パスは、/ccm アプリ ケーシ ョ ンのコ

ンテキス ト  パスが変更される と自動的に更新されます。 たとえば、 コンテキス トパスが

/CCM/CustomerAに変更された場合、 HP Release Control ドキュ メン トのコンテキス トパ

スが /CCM/CustomerA/rcdocsに更新されます。

ダンプ

ダンプユーティ リ テ ィは、 サービス要求を必要とする問題が発生した時に、 HP Software

Supportに実行環境に関する情報を提供するユーティ リ ティです。
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ダンプユーティ リ ティは、ログファ イルとアクティブな構成セッ トすべて (ただし ド ラフ

ト構成セッ トは除く ) のコピーを作成し、これをdump.zip という名前のzipファ イルに圧

縮します。 dump.zipのデフォルトの保存先は、 ユーティ リ ティの呼び出し元のディ レク

ト リです。

ダンプユーティ リテ ィ を使用するには ：

次のコマンドを実行します。

構成セッ トのエクスポート

構成セッ トのエクスポート ユーティ リ テ ィは、 構成セッ ト を構成ダンプファ イルにエク

スポート します。 この構成ダンプファイルは、 後で同じ HP Release Control インスタンス

または別のインスタンスにインポートできます。 この機能は、 構成セッ ト をステージン

グ /テス ト環境から実働環境へ移行する場合などに便利です。

注 ：

➤ また、 この機能はHP Release Control UI内でも実行できます。 このユーティ リ ティ

は、何らかの理由でUIがロ ッ ク されている場合 (HP Release Controlを無効な構成で

起動したため、 サーバーを起動できないなど ) に限定して使用してください。

➤ このユーティ リ ティ を実行するために、 Release Controlサーバーを稼動状態にする

必要はあ り ません。

➤ SDI アダプターを別のHP Release Controlサーバーからインポートする前に、 イン

ポートする SDIアダプターと同じタイプ、同じ名前のSDIアダプターを作成します。

 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\Dump.bat
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構成セッ ト をエクスポートするには ：

次のコマンドを実行します。

<データベースプロパティ > には、 database.propertiesファ イルの場所をポイン トする

か、 各データベースプロパティを指定します。

構成セッ ト IDを特定するには、 ExportCSユーティ リ ティ を --historyまたは --draftsオプ

シ ョ ンで実行し、 履歴構成セッ ト と ド ラフ ト構成セッ ト をすべて一覧表示します。 履歴

構成セッ トには、 現在の構成セッ ト を含め、 これまでにアクティブ化した構成セッ トが

すべて含まれています。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ > \bin\ExportCs.bat <データベースプロパティ > 
<構成セッ ト ID> <ダンプファイル名>

オプシ ョ ン 説明

--connection-url データベース接続URL

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --dialect、 --driver、 --username、 --password と組み合わせて指定

します。

--dialect データベース言語。

サポート される言語：H2Dialct、 SQLServerDialect、Oracle9iDialect、
Oracle10gDialect

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --driver、 --username、 --password と組み合せ

て指定します。

--driver データベースド ラ イバーのク ラス名。 例 ： org.h2.Driver、

net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver、 oracle.jdbc.OracleDriver。

注 ： このオプシ ョ ンは、 -p を指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --username、 --password と組み合わせ

て指定します。

--drafts ド ラフ ト構成セッ ト  ( アクテ ィブ化していないすべての構成セッ

ト ) を表示します。

-f < ファイル名>

--file < ファイル名>

ダンプファ イル名

注 ： このオプシ ョ ンは必須です
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例 ：

➤ ID 1の構成セッ ト を dump.zipにエクスポートするには ：

➤ 履歴構成セッ ト を一覧表示するには ：

-h

--help

使用法のメ ッセージ

--history 構成セッ ト の履歴 ( これまでアクテ ィブ化したすべての構成セッ

ト ) を表示します

-i <id>

--Id <id>

エクスポートする構成セッ トの ID

-p < ファイル>

--database-properties 

< ファイル>

database.propertiesファ イルの場所。

注 ： --connection-url、 --driver、 --username、 --passwordでデータ

ベースのプロパティを指定する場合を除き、 このオプシ ョ ンは必

須です。

--password データベースのパスワード

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --driver、 --username と組み合わせ

て指定します。

--username データベースのユーザー名

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --driver、 -password と組み合わせて

指定します。

--verbose 詳細モード

cd <RCインス トールホーム>\bin
ExportCs.bat -p ..\conf\database.properties -i 1 -f dump.zip

cd <RCインス トールホーム>\bin
ExportCs.bat -p ..\conf\database.properties --history

オプシ ョ ン 説明
616



付録A 「ユーテ ィ リテ ィ」
アプリケーシ ョ ン重要度のエクスポート

アプリ ケーシ ョ ン重要度のエクスポートユーティ リ ティは、 ビジネス CIの重要度レベル

を HP Release Controlから HP Universal CMDBにエクスポート します。 ビジネス CIに重要

度レベルを割り当てる方法については、「ビジネス CI <Business CI Name> の編集ダイアロ

グボッ クス」 （594ページ） を参照してください。

HP Universal CMDB 7.5では、 ビジネス CIの重要度レベルは HP Release Controlで定義し

ます。

HP Universal CMDB 8.x以降では、 ビジネス CIの重要度レベルはHP Universal CMDBで定

義します。 HP Universal CMDB 7.x環境のHP Release Controlで重要度レベルを定義し、 そ

の後 8.x以降にアップグレード した場合、 ApplicationImportanceExporter.batユーティ

リ ティ を使用して Business Criticality属性を HP Release Controlから HP Universal CMDBに

エクスポートできます。

このユーティ リテ ィ を使用して重要度レベルをエクスポートするには ：

次のコマンドを実行します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ApplicationImportanceExporter.bat
<オプシ ョ ン> 

オプシ ョ ン 説明

--encrypted-password-file 

< ファイル>

<ファ イル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

-h

--help

すべてのコマンド行の <オプシ ョ ン> を出力します。

--im-mode HP Release ControlはIDマネージャーモード で動作しています。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

単一のプレーンテキス トパスワードを暗号化します。
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構成セッ トのインポート

構成セッ ト のインポート ユーテ ィ リ テ ィは、 構成セッ ト のダンプファ イルを HP Release

Controlのインスタンスにインポート します。 構成セッ トのインポートは、 たとえば、 環

境間で移行する際 ( ステージング /テス ト環境から実働環境など ) に便利です。

注 ： 

➤ また、この機能はHP Release Control UI内でも実行できます。インポート した構成セッ

トの検証も行う UIオプシ ョ ンを使用するこ とをお勧めします。

➤ インポート された構成セッ トには、 ダンプファイルの名前が付けられます。構成セッ

ト の名前は一意なので、 同じダンプファ イル名を 2回インポート する こ と はできま

せん。

---port HP Release Controlサーバーが使用するポート を指定します。

デフォルト値 ： 8080

--server <サーバー > HP Release Controlサーバーの名前または IPアドレスを指定し

ます。

デフォルト値 ： localhost

-u <ユーザー名>

--username <ユーザー名> 

HP Release Controlサーバーへの接続に必要なユーザー名を指

定します。

オプシ ョ ン 説明
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構成セッ ト をインポートするには ：

 1 このユーティ リ ティは、 サーバーが稼動中に実行するこ とが可能ですが、 一部の構成

でシステム全体の再起動が必要になるため、 最初にHP Release Controlの実行中のすべ

てのインスタンスを停止しておく こ とをお勧めします。

 2 次のコマンドを実行します。

<データベースプロパティ > には、 database.propertiesファ イルの場所をポイン トす

るか、 各データベースプロパティを指定します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

<HP Release Controlインスト ールディ レクト リ >\bin\ImportCs.bat <データベースプロパティ > 
<ダンプファイル名>

オプシ ョ ン 説明

--activate インポート した構成をアクティブ化します。

--connection-url データベース接続URL

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --dialect、 --driver、 --username、 --password と組み合わせて指定

します。

--dialect データベース言語。

サポート される言語：H2Dialct、 SQLServerDialect、Oracle9iDialect、
Oracle10gDialect

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --driver、 --username、 --password と組み合せ

て指定します。

--driver データベースド ラ イバーのク ラス名。 例 ： org.h2.Driver、

net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver、 oracle.jdbc.OracleDriver。

注 ： このオプシ ョ ンは、 -pを指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --username、 --password と組み合わ

せて指定します。

-f < ファイル名>

--file < ファイル名>

ダンプファ イル名

注 ： このオプシ ョ ンは必須です

-h

--help

使用法のメ ッセージ
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たとえば、mydump.zip とい う名前の構成セッ トのダンプファイルをインポートするには：

ユーザーのインポート
ユーザーのインポート ユーティ リ テ ィは、 定義済みのユーザーとユーザープロパティの

一覧をCSVファ イルから HP Release Controlにインポート します。

このユーティ リテ ィ を使用してユーザーをインポートするには ：

次のコマンドを実行します。

-p < ファイル>

--database-properties

< ファイル>

database.propertiesファ イルの場所。

注 ： --connection-url、 --driver、 --username、 --passwordでデータベー

スのプロパティ を指定する場合を除き、このオプショ ンは必須です。

--password データベースのパスワード

注 ： このオプシ ョ ンは、 -p を指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --driver、 --username と組み合わせて

指定します。

--username データベースのユーザー名

注 ： このオプシ ョ ンは、 -p を指定していない場合にのみ使用しま

す。 --connection-url、 --dialect、 --driver、 -password と組み合わせて

指定します。

--verbose 詳細モード

cd <RCインス トールホーム>\bin
ImportCs.bat -p ..\conf\database.properties -f mydump.zip

 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ > \bin\ImportUsers.bat <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明
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以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

オプシ ョ ン 説明

--list-charsets このユーティ リ テ ィでは、 さまざまな文字セッ トのファ イル

をインポートできます。 このオプシ ョ ンを指定する と、 使用

可能な文字セッ トの一覧が表示されます。 --charsetオプシ ョ

ンでは、 文字セッ ト を指定します。

--charset <文字セッ ト > ファ イルの文字セッ ト を指定します ( アジアの言語で使用す

る と便利です)。 このオプシ ョ ンを指定しないと、デフォルト

のファ イル文字セッ トはUTF-8になり ます。

--encrypted-password-file 

< ファイル>

<ファ イル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

-f < ファイル>

--file < ファイル>

<ファ イル> で指定したファ イルをインポート します。

-r <レベル>

--report-level <レベル>

インポート用のエラーレポートのレベルを指定します。< レベ

ル> には次の種類があ り ます。

➤ 0。 レポート なし。

➤ 1。 エラーをレポート します。

➤ 2。 警告をレポート します。

➤ 3。 すべてをレポート します ( このオプシ ョ ンを指定する

と、 非常に詳細な内容が提供されます )。

このオプシ ョ ンを指定しないと、 デフォルトのレベルは1 (エ

ラーのレポート ) になり ます。

-h

--help

すべてのコマンド行の <オプシ ョ ン> を出力します。

--im-mode HP Release ControlはIDマネージャーモード で動作しています。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

単一のプレーンテキス トパスワードを暗号化します。

---port HP Release Controlサーバーが使用するポート を指定します。

デフォルト値 ： 8080
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次に、 1人のユーザーを含むCSVファ イルの例を示します。

ユーザーの詳細情報の更新

ビジネス ID とユーザー名の各フ ィールドは、一意の識別子です。HP Release Controlでは、

2人のユーザーに同じビジネス ID または同じユーザー名を設定するこ とはできません。

ビジネス ID フ ィールドは、 ビジネスキーでもあ り ます。 既存のユーザーの詳細情報を更

新するには、 同じビジネス IDを持つユーザーをインポート し、 詳細情報を変更します。

たとえば、ビジネス IDが123で、ユーザー名が john_doeの John Doe というユーザーがい

る と します。 John Doeのユーザー名を johndに変更する場合、 ビジネス IDが 123のユー

ザーをインポート し、 ユーザー名を johndに変更します。 これによ り、 John Doe のユー

ザー名は johndに更新されます。ただし、HP Release Controlに johnd というユーザー名が

既に存在している場合、 ユーザーの更新はできません。

--server <サーバー > HP Release Controlサーバーの名前または IPアドレスを指定し

ます。

デフォルト値 ： localhost

-u <ユーザー名>

--username <ユーザー名> 

HP Release Controlサーバーへの接続に必要なユーザー名を指

定します。

USERNAME,PASSWORD,FIRST_NAME,LAST_NAME,EMAIL,BUSINESS_ID,ROLE
jdoe,1234,John,Doe,jon.doe@hp.com,jdoe,NOC

オプシ ョ ン 説明
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パスワードの暗号化

パスワードを暗号化するには ：

 1 HP Release Control インス トールディレク ト リに、 次のファイルを含むsecurityディレ

ク ト リがあるこ とを確認します。

➤ private_key.txt

➤ public_key.txt

上記のファイルは、 インス トールプロセス中に作成されます。 ただし、 このファ イル

が存在しない場合は、<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディレク

ト リで次のコマンドを実行します。

 2 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リで、以下を実行し

ます。

コマンド行の <オプシ ョ ン > は、 次のとおりです。

GenerateKeys.bat

EncryptPassword <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明

-f < ファイル>

--password-file < ファイル>

指定したプレーンテキス トパスワードファ イルのパスワード

を暗号化します。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

単一のプレーンテキス トパスワードを暗号化します。

--keys-path <パス> 指定したパスに格納されている暗号化キーを使用します。 こ

のオプシ ョ ンを指定しない場合、 デフォル トのキーの場所は

<CCM インス トール>\security とな り、 このディ レク ト リに

GenerateKeys ユーティ リ テ ィは秘密キーと公開キーを作成し

ます。

-h

--help

このメ ッセージを出力します。
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たとえば、 1つのパスワードを暗号化するには、 次のコマンドを実行します。

 3 生成された暗号化パスワード  ({ENCRYPTED} <暗号化されたパスワード >) を、

HP Release Control構成ファイルにコピー /貼り付けます。

ファイル内のすべてのパスワードを暗号化するには ：

 1 次に示すよ うに、 ファ イル内の各パスワードが行ごとに指定されているこ とを確認し

ます。

 2 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リで、以下を実行し

ます。

同じ名前と拡張子 .encを持つファイルが作成されます。 このファイルには、 元の

ファイルに含まれている各パスワードに対する暗号化パスワードが含まれています。

 3 生成された暗号化パスワード  ({ENCRYPTED} <暗号化されたパスワード >) を、

HP Release Control構成ファイルにコピー /貼り付けます。

EncryptPassword.bat -p <暗号化するパスワード >

<パスワード 1>
<パスワード 2>
<パスワード 3>

EncryptPassword.bat -f < ファイル名>
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テーブルの作成

テーブルの作成ユーティ リ ティは、 HP Release Controlデータベースにテーブルを作成し

ます。

注 ： このユーティ リ ティは、 データベースに格納されていたデータを削除します。

テーブルの作成ユーティ リテ ィ を使用するには ：

次のコマンドを実行します。

キューマネージャー

キューマネージャーユーティ リ ティは、サービスデスクアプリ ケーシ ョ ンから HP Release

Controlへの入力を待機している変更要求を管理します。

キューマネージャーユーティ リテ ィ を使用するには ：

次のコマンドを実行します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\Populate.bat i

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ > \bin\QueueManager.bat <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明

--encrypted-password-file 

< ファイル>

<ファ イル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

-l sd

--list sd

サービスデスクから発行され、 キュー内にある変更要求をす

べて一覧表示します。

-l mcp

--list mcp

手動変更プロセスから発行され、 キュー内にある変更要求を

すべて一覧表示します。
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たとえば、 サービスデスクから発行され、 キュー内にある変更要求をすべて削除するに

は、 次のコマンドを実行します。

--remove sd サービスデスクから発行され、 キュー内にある変更要求をす

べて削除します。

--remove mcp 手動変更プロセスから発行され、 キュー内にある変更要求を

すべて削除します。

-h

--help

すべてのコマンド行の <オプシ ョ ン > を出力します。

--im-mode HP Release ControlはIDマネージャーモード で動作しています。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

HP Release Controlへの接続に必要なパスワード を指定します。

---port HP Release Controlサーバーが使用するポート を指定します。

デフォルト値 ： 8080

--server <サーバー > HP Release Controlサーバーの完全修飾名を指定します。

デフォルト値 ： localhost

-u <ユーザー名>

--username <ユーザー名> 

HP Release Controlサーバーへの接続に必要なユーザー名を指

定します。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\QueueManager.bat --remove sd

オプシ ョ ン 説明
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役割マネージャー

HP Release Controlでは、 ユーザーに割り当て可能な役割セッ トがあらかじめ定義されて

います。 事前定義された役割の詳細は、 「事前定義の役割」 （630ページ） を参照してくだ

さい。

事前定義の役割には、 1つまたは複数の権限が割り当てられています。 HP Release Control

で事前に定義されている権限の説明は、 「使用可能な権限」 （632ページ） を参照してくだ

さい。

役割マネージャーユーティ リ テ ィでは、 事前定義された権限を使用して、 新しい役割の

作成、 既存の役割の更新、 役割の削除を実行できます。

役割マネージャーユーティ リテ ィ を使用するには ：

次のコマンドを実行します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ > \bin\ManageRoles.bat <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明

-a

--permissions

HP Release Control で事前定義されている権限を一覧表示しま

す。詳細については、 「使用可能な権限」 （632ページ） を参照

してください。

-c

--create

新しい役割を作成します。

--delete 役割を削除します。

--description (オプシ ョ ン ) 役割の説明を入力します。

--encrypted-password-file

< ファイル>

<ファ イル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

-h

--help

すべてのコマンド行の <オプシ ョ ン> を出力します。

--im-mode HP Release ControlはIDマネージャーモード で動作しています。
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-l

--list-all

使用可能な役割を一覧表示します。

--list-permissions 使用可能な権限を一覧表示します。

-p <パスワード >

--password <パスワード >

HP Release Controlへの接続に必要なパスワード を指定します。

---port HP Release Controlサーバーが使用するポート を指定します。

デフォルト値 ： 8080

-r <役割>

--role-name <役割>

役割の名前を指定します。

--rename <新しい名前> 既存の役割の新しい名前を指定します。

--server <サーバー > HP Release Controlサーバーの名前または IPアドレスを指定し

ます。

デフォルト値 ： localhost

-u <ユーザー名>

--username <ユーザー名> 

HP Release Controlサーバーへの接続に必要なユーザー名を指

定します。

--update 既存の役割の権限を変更します。

オプシ ョ ン 説明
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例 ：

➤ NewRole という名前の役割を作成するには、 次のコマンドを実行します。

➤ ExistingRole という名前の役割をNewRole という名前に変更するには、次のコマンドを

実行します。

➤ NewRole と いう 名前の既存の役割の権限を置き換えるには、 次のコマンド を実行し

ます。

➤ NewRole とい う名前の役割を削除するには、 次のコマンドを実行します。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ManageRoles.bat -c -r NewRole -a 
<権限名1> <権限名2>

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ManageRoles.bat -r NewRole
--rename ExistingRole

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ManageRoles.bat --update -r
NewRole -a <権限名1> <権限名2>

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ManageRoles.bat --delete -r
NewRole
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事前定義の役割

次の表は、 HP Release Control で事前に定義されている役割と役割に割り当てられている

権限のまとめです。

役割 権限

ビジネス管理者 ➤ abortAnyManualChangeProcess

➤ collaborate

➤ dashboardAdministrator

➤ editBusinessCis

➤ editFilterCategory

➤ editPublicFilter

➤ editTimePeriod

➤ login

➤ planChange

➤ teachSimilarity

➤ triggerManualChangeProcess

➤ viewAdminsitratorModule

➤ viewAnalysisModule

➤ viewDashboardModule

➤ viewDirectorModule

➤ viewImplementorModule

変更マネージャー ➤ abortAnyManualChangeProcess

➤ approveChange

➤ collaborate

➤ editCabMinutes

➤ login

➤ planChange

➤ reviewChange

➤ sendCabInvitation

➤ sendCabMinutes

➤ triggerManualChangeProcess

➤ viewAnalysisModule
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実施担当者 ➤ editActivityStatus

➤ login

➤ viewAnalysisModule

➤ viewImplementorModule

NOC ➤ editActivityStatus

➤ editEventLog

➤ chatAdministrator

➤ login

➤ rescheduleActivity

➤ resolveAlert

➤ viewAnalysisModule

➤ viewDirectorModule

制限ユーザー ➤ login

➤ viewAnalysisModule

➤ viewDirectorModule

➤ viewImplementorModule

システム管理者 すべての権限

ユーザー ➤ collaborate

➤ login

➤ viewAnalysisModule

➤ viewDirectorModule

➤ viewImplementorModule

役割 権限
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使用可能な権限

次の表は、 HP Release Controlで事前に定義されている権限のまとめです。役割には、 1つ

または複数の権限を割り当てるこ とができます。

権限 説明

abortAnyManualChange

Process
任意の手動変更プロセス  ( ユーザー自身または他のユーザー

によってト リ ガーされた ) を中止します。詳細については、「[手

動変更プロセスの起動] ダイアログボッ クス」 （136ページ） を

参照して ください。

approveChange 変更要求を承認または拒否するか、 承認を撤回します。 詳細

については、 「[ コ ラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タブ」 （130ペー

ジ） を参照して ください。

chatAdministrator チャ ッ トルームを追加または削除します。 詳細については、

「ユーザーコ ミ ュニケーシ ョ ン」 （229ページ） を参照してくだ

さい。

collaborate ➤ アクシ ョ ンアイテムを追加、 更新、 削除します。 詳細につ

いては、 「[ アクシ ョ ン アイテムの追加 ]/[ アクシ ョ ン アイ

テムの編集 ] ダイアログボッ クス」 （73ページ） を参照して

ください。

➤ ディ スカッシ ョ ンスレッ ドを追加し、任意の変更要求に投

票します。 詳細については、 「[新規ディ スカッシ ョ ン ス

レッ ド ] ダイアログボッ クス」 （138ページ） を参照してく

ださい。

dashboardAdministrator ダッシュボードポート レッ ト をエクスポート またはインポー

ト します。

editBusinessCis ビジネスCIに関連付けるユーザーの一覧を編集します。

editCabMinutes 選択した変更のCAB議事録を編集します。 詳細については、

「[変更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン」 （122ページ） を参照し

て ください。

editActivityStatus ディ レク ターモジュール内の作業の開始時刻、 終了時刻、 ス

テータ スを変更し ます。 詳細については、 「[ 作業の再スケ

ジュール ] ダイアログボッ クス」 （213ページ） を参照して く

ださい。

editConfiguration 構成セッ ト を編集、 保存、 エクスポート、 アクティブ化しま

す。詳細については、 「[構成 ] タブ」 （280ページ） を参照して

ください。
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editEventLog イベント ログメ ッセージを追加します。詳細については、 「[作

業情報] ダイアログボッ クス」 （199ページ） の [イベント  ログ ]

タブを参照して ください。

注：イベン ト ログメ ッセージを追加できるのは、ディ レク ター

モジュールのみです。

editFilterCategory フ ィルターカテゴ リ を追加、 編集、 削除します。 詳細につい

ては、 「[一般] タブ」 （167ページ） を参照して ください。

editPublicFilter 公開フ ィルターを追加、更新、削除します。詳細については、

「[ フ ィルターの選択 ] リ ス ト 」 （187ページ） を参照し てく だ

さ い。

editTimePeriods 期間を追加、更新、削除します。詳細については、 「[期間] タ

ブ」 （583ページ） を参照してください。

editUser ユーザーを追加、更新、削除します。詳細については、「[ユー

ザー ] タブ」 （603ページ） を参照してください。

login HP Release Controlにログインします。

planChange 変更を、 変更プランナーからの変更に保存します。 詳細につ

いては、 「[変更プランナー ] ダイアログボッ クス」 （102ペー

ジ） を参照して ください。

purgeChange 変更ク リーナーユーティ リ テ ィ を使用して、 変更を削除しま

す。詳細については、 「変更ク リーナー」 （608ページ） を参照

してください。

rescheduleActivity ディ レク ターモジュール内の作業を再スケジュールします。

詳細については、「[作業の再スケジュール ] ダイアログボッ ク

ス」 （213ページ） を参照してください。

resolveAlert アラート を解決および取り消します。 詳細については、 「[ ア

ラート ] ウ ィ ンド ウ」 （207ページ） を参照して ください。

reviewChange レビューメモを、 評価およびク ローズのステータスを持つ変

更要求に追加します。 詳細については、 「[ レビュー ] > [結論 ]

タブ」 （154ページ） を参照して ください。

sendCabInvitation CAB会議への出席依頼を送信します。 詳細については、 「[変

更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン」 （122ページ） を参照して

ください。

権限 説明
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SDI永続性の削除

変更要求を定期的に取得できるよ うに、 サービスデスクアダプターがデフォルト で構成

されます。

または、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンの前回のポーリ ングよ り も前の日時を開始点

と して、 サービスデスクの変更要求をすべて取得する こ とができます。 そのためには、

SDI永続性の削除ユーティ リ ティ を実行して、データベースの永続性を削除する必要があ

り ます。

注： このユーティ リ ティは、 サービスデスクアダプターを設定しないと実行できません。

詳細については、 「サービス  デスク  アダプターのプロパティ」 （466ページ） を参照して

ください。

sendCabMinutes 選択した変更のCAB議事録を送信します。 詳細については、

「[変更要求 ] ツールバーのオプシ ョ ン」 （122ページ） を参照し

て ください。

teachSimilarity 類似の変更を追加、 削除、 確認します。 詳細については、 「類

似した変更」 （53ページ） を参照して ください。

triggerManualChangeProc

ess
選択した変更に関する変更プロセスを再度実行し、 手動プロ

セスを中止します。 詳細については、 「[手動変更プロセスの

起動] ダイアログボッ クス」（136ページ）を参照して ください。

viewAdministratorModule 管理者モジュールを表示します。

viewAnalysisModule 分析モジュールを表示します。

viewDashboardModule ダッシュボードモジュールを表示します。

viewDirectorModule ディ レクターモジュールを表示します。

viewImplementorModule 実施担当者モジュールを表示します。

権限 説明
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データベースの永続性を削除するには ：

 1 HP Release Controlのインスタンスをすべて停止します。

 2 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リから、以下のコマ

ンドを実行します。

 3 HP Release Controlで現在アクティブになっているアダプターが一覧表示されます。 永

続性を削除する対象のアダプターを選択します。

 4 HP Release Controlサービスを再度起動します。

SdiPersistencyCleanup.bat
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付録B
ログ ファイル

本章の内容

概念

➤ 「ログファ イルの概要」 （637 ページ）

タスク

➤ 「ログファ イルのプロパティの構成」 （638 ページ）

リファレンス

➤ 「HP Release Controlで使用可能なログファイル」 （640 ページ）

概念

ログファイルの概要

HP Release Controlでは、 ク ラスターのセッ ト アップが可能です。 ク ラスターには、 オペ

レーティングシステムの 1つのインスタンスで実行される複数のサーバーを含めるこ と

ができます。 各サーバーには、 複数のアダプターを含めるこ とができます。 ク ラスター

導入の詳細は、 「ク ラスター導入の概要」 （556ページ） を参照してください。

➤ HP Release Control ログと Tomcatサーバーログは、ノード  (サーバー) 名に基づいて別の

ディ レク ト リに生成されます。 ログは<HP Release Control インストールディ レク ト

リ >\servers\<サーバー名>\logsに生成されます。

たとえば、最初のサーバー (デフォルトでインス トールされるサーバー ) の場合、 ログ

は<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\servers\server-0\logsに生成さ

れます。
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ログには、 デフォルトで次のファイルが含まれています。

➤ Tomcat ログ (localhost、 admin、 manager、 host-manager)。

➤ HP Release Control ログ (ccm*.log) ファ イル。各ログファ イルの説明は、「HP Release

Controlで使用可能なログファイル」 （640ページ） を参照してください。

➤ HP Release Control ログファ イルは、 アダプターごとに作成されます。 各アダプターの

ログは、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\servers\<サーバー名>

\logs\<アダプター名>-adapter>に生成されます。

➤ HP Release Control ログファ イルは、 CMDBアダプターごとに作成されます。 各アダプ

ターのログは、<HP Release Controlインス トールディ レク ト リ >\servers\<サーバー

名>\logs\cmdb-<バージョ ン> に生成されます。

タスク

ログファイルのプロパティの構成

次に、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\servers\

<サーバー名>\logs および<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\

servers\<サーバー名>\logs/< アダプター名>-adapter> ディ レク ト リにあるログファ イ

ルのログ定義を変更する方法について説明します。

➤ サーバー固有のログファイルのログ定義は、 <HP Release Control インストールディ

レク ト リ >\conf\ccmlog4j.propertiesファ イルで変更します。

➤ アダプター固有のログファイルのログ定義は、 <HP Release Control インストール

ディ レク ト リ >\conf\< アダプター名>-adapter-ccmlog4j.properties ファ イルで変更

します。

➤ CMDB アダプター固有のログファイルのログ定義は、 <HP Release Control インス

トールディ レク ト リ >\conf\cmdblog4j.propertiesファ イルで変更します。
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log4j ファ イルの詳細は、 http://logging.apache.org/log4j/1.2/manual.html を参照して くだ

さい。

➤ 「表示される メ ッセージのタイプの変更」 （639ページ）

➤ 「ファ イルサイズの変更」 （639ページ）

➤ 「ファ イルバッ クアップポ リシーの変更」 （640ページ）

表示されるメ ッセージのタイプの変更

表示される メ ッセージのタイプを変更するには、 次の行を編集します。

次の3つのログメ ッセージコマンドを使用できます。

➤ FATAL。 致命的なエラーメ ッセージのみ表示します。

➤ ERROR。 エラーメ ッセージのみ表示します。

➤ WARN。 警告とエラーメ ッセージを表示します。

➤ INFO。 警告とエラーメ ッセージに加えて、 システムが実行する処理作業を記録する情

報メ ッセージを表示します。

➤ DEBUG。 すべてのタイプのメ ッセージと追加のデバッグメ ッセージ。

注意： ログをDEBUGレベルに設定する と、パフォーマンスに影響を与える可能性があ り

ます。

ファイルサイズの変更

デフォルトでは、ログファ イルの最大サイズは4000 KBに設定されています。すべてのロ

グファイルの設定を変更するには、 以下の行を変更します。

log4j.rootCategory=WARN, ccm_general_fileout, stdout

def.file.max.size=4000KB
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ファイルバックアップポリシーの変更

デフォルトでは、 バッ クアップログファ イルが常に 10セッ ト保持されます。 すべてのロ

グファイルの設定を変更するには、 以下の行を変更します。

リファレンス

HP Release Controlで使用可能なログファイル

次の表は、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\servers\<サーバー名>

\logsディ レク ト リにあるサーバー固有のccm*.logファ イルのまとめです。

def.files.backup.count=10

ログ名 使用

ccm_c3p0 c3p0データベース接続プールを使用するデータベース との

やり取りが記録されたログファイル。

ccm_client ユーザーインタフェースまたはWebサービスから開始された

要求のログファ イル。

ccm_cmdb HP Universal CMDB とのインタフェースを行うモジュールの

ログファ イル。

ccm_datamodel HP Release Control とデータベース間のやり取りの大部分が記

録されたログファイル。

ccm_general これまで Tomcat コ ン ソールに表示されていた HP Release

Control コンソールメ ッセージのログファイル。

ccm_hibernate データベースマッパーに対する休止状態オブジェク トに関連

するデータベース とのやり取りが記録されたログファ イル。

ccm_services HP Release Controlサーバー要求のログファ イル。 変更要求分

析プロセス  ( インパク ト分析、 衝突分析など )、 通知配信、 リ

スク再計算に関する情報やその他のデータを含みます。
640



付録B 「ログ ファイル」
次の表は、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\

servers\<サーバー名>\logs\<アダプター名>-adapter>ディ レク ト リにあるアダプター固

有のccm*.logファ イルのま とめです。

アダプター関連の問題を ト ラブルシューティングする場合は、 これらのログを参照して

ください。

ccm_reporting HP Release Controlレポートモジュールのログファ イル。

ccm_sdi サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから取得されたチケッ トの

数や、 アダプターの接続性の問題に関する情報が含まれるロ

グファ イル。

ccm_security セキュ リ テ ィ インフラス ト ラ クチャの問題で使用されるログ

ファイル。

ccm_dashboard ダッシュボードモジュールのログファ イル。

ccm_jobs システム内のジ ョブの詳細に関する情報が含まれるログファ

イル。

ログ名 使用

ccm_general これまで Tomcat コ ン ソールに表示されていた HP Release

Control コンソールメ ッセージのログファイル。

ccm_jobs システム内のジ ョブの詳細に関する情報が含まれるログファ

イル。

ccm_sdi サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンから取得されたチケッ トの

数や、 アダプターの接続性の問題に関する情報が含まれるロ

グファ イル。

ccm_security セキュ リ テ ィ インフラス ト ラ クチャの問題で使用されるログ

ファイル。

ccm_services HP Release Controlサーバー要求のログファ イル。

ログ名 使用
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注： インシデン ト を調査する場合には、変更要求プロセスのどの部分を調査するかによっ

て、 サービスデス ク統合モジュール (ccm_sdi) またはHP Release Control サービス要求

(ccm_services) の各ログファイルの調査から始めるこ とをお勧めします。

次の表は、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\servers\<サーバー名>

\logs\cmdb-<バージ ョ ン> ディ レク ト リにある CMDBアダプター固有のログファイルの

まとめです。

CMDB関連の問題を ト ラブルシューティングする場合は、 これらのログを参照して くだ

さい。

ログ名 使用

cmdb_general CMDB関連のすべてのメ ッセージが含まれるログファイル。

cmdb_adapter アダプタ ー関連のすべてのメ ッ セージが含まれる ロ グファ

イル。

cmdb_cmdb CMDBサーバーのエラーメ ッセージを表示するログファイル。

cmdb_commons HP Release Controlの内部メ ッ セージが含まれるログファイル。
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付録C
チケッ ト処理のエラー処理

本章の内容

概念

➤ 「変更要求の変換中のエラー処理」 （643ページ）

➤ 「変更要求の分析中のエラー処理」 （644ページ）

概念

変更要求の変換中のエラー処理

変更要求は、 サービスデスクアプ リ ケーシ ョ ン固有のアダプターを使用して、 サービス

デスクアプ リ ケーシ ョ ンのフォーマッ トから汎用フォーマッ トへと変換されます。 詳細

については、 「変更要求の変換の概要」 （431ページ） を参照してください。

HP Release Controlでは、 変換プロセス中にサービスデスク内のチケッ トに関するエラー

が発生する場合があ り ます。 いずれかのチケッ トでエラーが検出された場合、 これらの

エラーはHP Release Controlによって次のよ うに処理されます。

➤ サービスデスク内のすべてのチケッ ト を変換している場合 (初期読み込み)、 メ ッセー

ジはccm_sdi ログファ イルに書き込まれ、 変換プロセスは停止します。

➤ 更新されたチケッ トのみ変換している場合 (ポーリング )、 HP Release Controlは、 問題

のあるチケッ ト をスキップし、 残りのチケッ ト の変換を続行します。 メ ッセージは

ccm_general ログに書き込まれます。
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変更要求の分析中のエラー処理

HP Release Controlは、 変更要求を分析し、 インパク ト分析、 リ ス ク分析、 衝突分析など

の計算を実行します。

HP Release Control では、 分析プロセス中にサービスデスク内のチケッ トに関するエラー

が発生する場合があ り ます。 次の図は、 変更要求チケッ トの分析中のエラー処理のプロ

セスを示しています。

上記の図で示したよ うに、 チケッ トで発生している問題がCMDB構成の問題に関連して

いない場合、 そのチケッ トの優先度は低くな り ます。 チケッ トはキューの最後に移動し、

それよ り も高い優先度のチケッ ト を先に処理できるよ うにな り ます。
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付録D
データベースの構成と メンテナンス

本章の内容

リファレンス

➤ 「MS SQL Serverデータベースの構成と メンテナンスのガイ ド ライン」 （645ページ）

➤ 「Oracle Serverデータベースのガイ ド ライン」 （647ページ）

➤ 「英語以外のロケールでの作業」 （649ページ）

➤ 「データベースプールの構成設定」 （650ページ）

リファレンス

MS SQL Serverデータベースの構成と メンテナンスのガイ ド ライン

以下の手順に従って、 MS SQL Serverデータベースでのメンテナンスプランの作成、 イン

デッ クス統計の更新、 スナップシ ョ ッ ト分離機能の有効化を行う こ とをお勧めします。

本項の内容

➤ 「データおよびインデッ クスページの再構築」 （646ページ）

➤ 「統計の更新」 （647ページ）
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データおよびインデックスページの再構築

実行した要求がある程度の数に達する と、 HP Release Controlデータベースが断片化する

こ とがあ り ます。 断片化によってク ラ イアン トのパフォーマンスが大幅に低下しないよ

うに、 データベーステーブルのインデッ クスを削除して再構築する メンテナンスプラン

を作成するこ とをお勧めします。

メンテナンスプランを作成するには ：

 1 MS SQL Server Enterprise Managerを開きます。

 2 MS SQL Serverの登録で、 [管理 ] を選択します。

 3 [データベース メンテナン スプラン] を右ク リ ッ ク し、[新しいメンテナンス プラン] を

ク リ ッ ク します。 データベース メンテナンスプランウ ィザードが起動するので、 指示

に従って必要な定義パラ メーターを設定します。

 4 メ ンテナンスプランを作成するデータベースを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

 5 [データ およびインデッ クス  ページを再構成する ] チェッ ク ボッ ク スをオンにし て、

[ページごとの空き領域の比率を変更する ] オプシ ョ ンを選択します。

 6 ページあたりの空き領域を 10 % に設定し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

 7 他の設定はすべてデフォルト値を選択し、 メンテナンスプランを保存します。

注 ： メ ンテナンスプランを実行したら、 統計を更新する必要があ り ます。
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統計の更新

MS SQL Server 2000では、列の値の分散に関する統計情報を作成できます。 この統計情報

を元に、 クエ リプロセッサーは、 クエ リの評価に最適な戦略を決定します。 インデッ ク

スが作成される と、MS SQL Serverはインデッ クス付きの列の値の分布に関する統計情報

を自動的に保存します。 MS SQL Serverのクエリオプティマイザーは、 この統計情報を使

用して、 クエ リによるインデッ クス使用コス ト を見積も り ます。 列内のデータが変更さ

れる と、 インデッ クス と列統計が古くなってしま うため、 クエリオプティマイザーは、 ク

エ リ処理に関して最適な意思決定を実行できな くな り ます。

テーブル内のデータ値の分布に関する最新情報をクエ リオプティマイザーに提供するた

めに、 インデッ クス統計を更新する こ と をお勧めします。 クエ リ オプテ ィマイザーは、

データベースに格納されているデータの情報量が増えるほど、 データアクセス方法に関

してよ り最適な判断を行う こ とができます。

[統計の自動更新 ] データベースオプシ ョ ンはデフォルトで有効になっています。 このオ

プシ ョ ンが無効になっている場合には、 頻繁に変更されるデータに対応するためにも、

データベース統計を毎日更新する自動タスクの作成を強くお勧めします。 このジ ョブは、

sp_updatestats APIを特定のデータベースに対して実行する必要があ り ます。

Oracle Serverデータベースのガイ ド ライン

次の手順に従って、 キャ ッシュ属性を設定し、 Oracle Serverデータベースの統計を収集す

るこ とをお勧めします。

キャッシュ属性の設定

次のステー ト メ ン ト を実行して、 CCM_CHANGES テーブルの cache\nocache属性を

cacheに設定します。

alter table CCM_CHANGES cache;
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統計の収集

統計は、 1日1回の頻度で収集するこ とをお勧めします。

1日1回統計を収集するには ：

 1 以下を実行して、HP Release Controlスキーマ内のテーブルに対するMONITORINGフラ

グをオンにします。

 2 毎日深夜に統計を収集するジ ョブを作成します。

注意 ： 

➤ ジ ョブを実行するためには、 job_queue_processesパラ メーターを正の値に設定

する必要があ り ます。

➤ Oracle 10gでは、 統計収集プロセスはデフォルトで自動実行されます。

GATHER_STATS_JOB という名前のジ ョブが毎日自動的に実行されるので、 上記

の手順でアクシ ョ ンを実行する必要はあ り ません。

exec dbms_stats.alter_schema_tab_monitoring(‘<name of oracle schema>’,TRUE);

declare
job_num number;

begin
dbms_job.submit(job_num,'dbms_stats.gather_schema_stats
(ownname=>''<name of oracle schema>'', options=>''GATHER AUTO'',
cascade=>TRUE);', sysdate+1/1440,'trunc(sysdate+1)');
commit;

end;
/
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英語以外のロケールでの作業

英語以外の言語を使用する HP Release Control環境では、Oracle Serverデータベースまたは

Microsoft SQL Serverデータベースのいずれかを使用できます。

➤ Oracle Server環境。文字セッ トの定義では、データベースのエンコーディングと して

UTF-8またはAL32UTF-8のいずれかを選択できます。

注 ： 推奨されるエンコーディングは、 AL32UTF-8です。

➤ Microsoft SQL Server環境。 照合順序の設定では、 英語の場合はデフォルトである

SQL_Latin1_General_CP1_CI_AS を選択し、 英語以外のデータをデータベースに格

納する場合は他の言語を選択して ください。 選択する言語は、 Windowsオペレーティ

ングシステムの言語と同じでなければなり ません。

注 ： Microsoft SQL Serverデータベースを使用する場合、 データベースのエンコーディ

ングは、 選択した言語のエンコーディングと同じでなければなり ません。
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データベースプールの構成設定

MS SQLデータベースやOracle Serverデータベース、 ユーザースキーマのデータベース

プールの構成設定は、 必要に応じて変更できます。 データベースプール設定の構成の詳

細は、次の URLを参照してください。http://www.mchange.com/projects/c3p0/index.html

HP Release Controlのデフォルト設定ではMS SQLまたはOracle Serverデータベースステー

ト メ ン ト のログは記録されません。 この設定を変更するには、 <HP Release Control

installation directory>\conf\ccmlog4j.properties フ ァ イル内で次の行がコ メ ン ト に

なっていないこ とを確認してください。

log4j.logger.org.hibernate.SQL=debug
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